
    
      
        
      
    

  


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。



















　Contents





１

２

３

４

５

６

７

あとがき


















　地のちりの中に眠っている者のうち、多くの者が目をさます。

　ある者は永遠のいのちに、ある者はそしりと永遠の忌いみに。


ダニエル書12：２












　　　　１







　屋上に続くドアを押し開くと、暗く埃ほこりっぽい階段室に風が流れ込んできて、乾いた粘ねん土どみたいな色の空の光が目に入る。高層ビルの影が曇り空に食い込んでいる。僕が働いているラーメン屋や探たん偵てい事務所が入ったこのビルは、わずか五階建て。それでも、ずいぶん景色がちがう。地べたから見た景色とも、学校の屋上から見た景色とも、ちがう。

「ナルミ、ぼーっとしてないで。早くプランターの様よう子すを見てきたまえ」

　そう言われてぐいと背中を押され、僕は狭い屋上に一歩踏ふみ出し、なにもないむきだしのコンクリートの床を見回してから、振り向いて訊たずねる。

「どこにあんの？」

　クマのぬいぐるみを小こ脇わきに抱え、水色のパジャマの肩に黒い毛糸のショールという珍ちん妙みようなかっこうをしたアリスは、階段室の天てん井じようを指さした。

「この上だよ。いちばん陽ひあたりがいいんだ」

「え……」

　階段室の外壁には、かすがい型の金かな具ぐを打ち込んだはしごがついていた。上ってみると、狭いコンクリートの天面に、隙すき間まなく並べられた細長いプラスチックケース。敷き詰められた土の上では細い茎くきと葉が絡み合い、つやつや光る果か実じつが見事な赤に色づいている。苺いちごだ。

「なってるなってる、もう食べ頃だよ」

　ドアを逆さまにのぞき込んでアリスに報告する。と、僕の鼻先に金属のボウルが突きつけられた。

「じゃあ収しゆう穫かくしたまえ。ついでにその後の株かぶの世話もね。きみは一応、園えん芸げい部だろう？」

　ミンさんの育て方がよかったのか、かなり豊作だった。全部で百粒つぶくらいあるんじゃないだろうか。一つ一つ注意深く摘つみながら、足下のアリスに訊きいてみる。

「ねえ、でも、給料日って話じゃなかったの？　なんで苺狩がり？」

　このちみっちゃいパジャマ娘は、自じ称しよう探たん偵ていにして僕の雇やとい主なのである。今日、学校が終わってからここＮＥＥＴ探偵事務所に来てみると、探偵助じよ手しゆのはじめての給料を渡すからと言って、屋上に連れてこられたのだ。

「なぜって、その苺がきみの給料だよ」

　僕は狭い屋根から落っこちそうになった。上半身が完全にひっくり返ったところでコンクリートの角をつかんでこらえる。

「気をつけたまえ！　ボウルを落としたらせっかくの苺が台だい無なしだよ」

　逆さまになったアリスがぷりぷり怒った。僕の心配もしてくれよ！

　ルビー色に輝く僕の初しよ任にん給きゆうをみんな収穫し終わってから屋上の床に下りると、アリスは、こんもりと苺が盛られたボウルを見てうっとりした目になる。

「きみの給料かと思うと、いっそう美お味いしそうに見えるね。今年はどうやって食べようか。ひとまず、へたを取る作業までやってくれたまえ」

「おい、待てよ。アリスが食べるの？」

「だってなんだかきみは苺が不満そうじゃないか」

「いや、そうじゃなくて」

　あやうく、これが給料であることを前ぜん提ていに話を進められるところだった。

「現げん金きん収入あったんだろ？　なんで苺」

「やれやれ。万まんの星々にも匹ひつ敵てきする美しいいのちの結けつ実じつが目の前にあるというのに、きみは冷たい貨か幣へいをほしがるわけか。この世界には金で買えないものがたくさんあるのだよ」

「苺は金で買えるだろうが！」

　アリスはぬいぐるみの陰から茶ちや封ぶう筒とうを取り出すと、んべっと僕の顔に貼はりつけた。かわりにボウルを引ったくる。

「おめでとう。これできみは被ひ雇こ用よう者だ。学校をやめてもニートにならずに済むよ。しばらくはね」

　なんなんだよ。最初から素直に渡せばいいのに。僕はドアの段差に腰掛けて、封筒の中身を数えてみる。予想よりもはるかに多た額がくだった。いいのかな、こんなにもらって。ラーメン屋のバイトの時じ給きゆう七百円がばかばかしくなってくる。

「気にしなくていい。ぼくはもっと稼かせいでいるから」

　隣となりにしゃがみ込んだアリスが言う。

「ニートのくせに……」

「だからいつも言っているだろう、ニートであることと自営業であることは矛む盾じゆんしないんだ。なぜなら定てい義ぎがそうなっている」

「なんでそんなややこしい定義にしたんだろ」

　アリスは間ま近ぢかから僕の顔をじっと見つめてくるので、僕はどきりとして目をそらし、コンクリートの床を見やる。

「……この言葉はそもそも英えい国こく生まれだ。知っているね？」

　アリスが、ぽつりぽつりと語り出す。僕はうなずいた。

「１９９９年、英えい内ない閣かく府ふの社会的排はい除じよ防止局というところが提出した調査資し料りようがその発ほつ端たんだ。『十六歳さいから十八歳までの、教育課か程ていにもなく、雇こ用ようされてもおらず、職業訓くん練れん中ちゆうでもない者たちのための新しい機会』と題された、労働施し策さく上の提案だ。該がい当とうする国民の数を数え、その理由を分ぶん析せきし、対たい処しよ法を発案するという流れだった。わかるね。まず数を数える必要があったんだ。だから、十八歳以下でありながら雇用されてもいないのに収入があるという圧倒的少数のことなど考こう慮りよする必要はなかったし、除外して数える方法もなかった。シド・ヴィシャスだって四し半はん世せい紀き遅く生まれていればニートだったろう」

　僕とアリスは、英国までつながっているであろう曇った空を見上げた。僕らが生まれるずっと前に死んだパンクロッカーのことを少しの間だけ想う。

「日本にやってきて、定義はある程度変へん質しつした。でも、その根本的なところは変わらない。ダニエル書にある通りだ。ぼくらは『数えられ、数えられメネメネテケル、秤られ、分けられウ・パルシン』た。分類されてからその理由を推測されたんだ。理由があってそれをもとに分類されたわけじゃない。だからこの言葉は、ただ棚に貼はってあるラベルに過ぎない。そこに略されている意味以上の、どんな言こと霊だまも有していない。だからこそ」

　アリスは立ち上がる。右手に苺いちごの入ったボウル、左手にクマのぬいぐるみ。肩から背中に滑り落ちる、凍った冬の川みたいな長い黒くろ髪かみ。白い肌はだに映える柔らかな微笑ほほえみ。

「だからこそ、ぼくはこの言葉を選んだ。自分を定義する神聖四文字テトラグラマトンとして。腕も脚あしも頼れないこのぼくが、よって立つ国の名前として。その空くう虚きよに土を敷き詰め、苗を植えるための縁えん石せきとして」

　そこでアリスは、またじっと僕の顔を見つめた。僕の言葉を待っているのだと、すぐに気づいた。だから息をついて首を振る。

「ごめん。なに言ってんのかわかんないよ」

　すると、アリスは破は顔がんする。長い髪かみをひるがえして、階段を下り始める。

「わからなくてもいいよ。それもまた、きみがぼくの隣となりにいる理由の一つだ。きみの愚ぐ昧まいさと無む神経さにどれほどぼくが支えられているか、きっときみには想そう像ぞうもつかないだろうね」

　ええと。ばかにされてるのか褒ほめられてるのか。

「もちろん両方だよ」

「わかってるよっ」







　一階のラーメン屋に苺いちごを持っていくと、ミンさんがストロベリージャムを作ってくれた。

「酸すっぱい品種だから、ジャム向きなんだ」

　そう言いながらミンさんは鍋なべを火にかける。へたを取った苺に砂糖をふりかけて果か汁じゆうを浸しん透とう圧でしみ出させた後で、加熱するだけ。混ぜないで粒つぶを残すのがポイントだそうだ。

　ミンさんは僕がアルバイトしているこの『ラーメンはなまる』の若き女店てん主しゆで、タンクトップにさらしという、料理人ってより鉄てつ火か場ばを仕切る極ごく道どうの姉あね御ごみたいなかっこうだけれど、製菓の腕はプロ並みだった。ラーメン屋の厨ちゆう房ぼうには甘酸っぱい香りが漂う。もうとっくに開店時間で、脇ではスープの出だ汁しが煮えてるんだけど、いいのか？　客逃げるぞ？

「マスター、できたてが食べたい」

　厨房裏うら口ぐちの一段上がった廊下に腰掛けたアリスは、ぱたぱたと脚あしを振って言った。こいつはひきこもりなので、こうして店までついてくるのは珍しい。そんなに苺が楽しみだったのか。

「ジャムってできたてを食べるものなの？」

「きっときみの語ご彙いのどこを探しても表現する言葉が存在しない味だよ」

　たしかにその通りだった。なんと、温めたヨーグルトにかけて食べるのである。苺の果汁が無む垢くな白の上に広がって、見た目がすごくきれい。

「温かくても美お味いしいんだな……知らなかった」

「ぼくが自分の城じよう壁へきを開いてまでここで待っていた理由がわかっただろう？」

　アリスは想像を絶する偏へん食しよくなのだが、どうやら甘くて柔らかいものなら喜んで食べるようなのである。ミンさんのアイスとかね。

「これ、ナルミの給料なんだろ？　いやあ今月苦くるしいから助かったよ」

　ヨーグルトを口に運びながらミンさんが言うので、僕はスプーンを落っことしそうになった。あんたもか！

「ちゃんとください働いたんだから！」

「わかってるわかってる。あとで瓶びんに入れてやるから」

　いいかげんジャムから離れろ！

　でもミンさんはほんとにジャムを瓶詰づめにしてくれた。どうやらキムチの空あき瓶らしい大おお口ぐちのが一つと、メンマの小さい空あき瓶びんに入れたのが一つ。

「これ保存きかないから、早めに食べろよ」

「なんで二つなんです？」

「小さい方は彩あや夏かのぶんに決まっているじゃないか」

　隣となりでアリスが言った。

　僕は、受け取った瓶をそのまま膝ひざの上に置いてしまう。

　アリスと、それからミンさんの顔を見ようとして、どちらもその指先が視し界かいに入った瞬しゆん間かんに自分の足下に視線を戻してしまう。

「渡しといて。そしたらほら、連れてくる口こう実じつになるだろ」

　なんでもなさそうな口く調ちようでミンさんが言う。僕がかすかにうなずいたのは、わからなかったかもしれない。

　彩夏。

　かつてこの店でバイトしていた、そして僕の友達だった、女の子。学校の屋上から飛び降りて、ずっとずっと遠くへ行ってしまって、けれど戻ってきた女の子。

　それが奇き蹟せきだというのなら──

　神様はどれだけ皮ひ肉にく屋なんだろう。

　でも、そんな僕の裾すそを、アリスが引っぱる。

「……なに？」

「だから、もうそれは奇蹟じゃない」

　僕はその少女の顔をぼんやりと見つめ、首を傾かしげる。

「もう起きてしまったのだから。それは、ただの現実だ。それこそが、だれも気づかない理由なんだ。だから、受け入れるしかない」

　僕はアリスから顔をそむけ、膝の上の瓶に目を落とす。鳩血色ピジョン・ブラツドのジャムが、蛍けい光こう灯とうの光を受けてぬめるように輝いている。現実。

　店の戸が開いた。常じよう連れんの客が入ってきて、店内の甘いにおいに顔をしかめながら塩ラーメンを注文したので、僕は瓶を廊下に置いて立ち上がった。
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　彩夏は一年生の三学期全ぜん部ぶと次年度の四月、ほぼ丸まる々まる三ヶ月ぶんの授業を休んでいた計算になる。当然ながら進級のための出席日数が足りていない。

　だから、僕たちの二年四組にそのまま戻ってきたのは、特別措そ置ちということになる。医者と学校と彩夏の親の間でどういう話し合いがあったのか、僕は知らない。素直に留りゆう年ねんさせた方がかえってよかったんじゃないかとさえ思う。

　給料日の翌よく日じつ、僕はジャムの瓶びんを鞄かばんに入れて遅ち刻こくぎりぎりで学校に行った。予よ鈴れいの後だというのに教室はまだ騒がしかった。僕の三つ隣となりの席にクラスメイトの女子たちが集まっていて、人ひと垣がきの中にちらちらと金属製の松まつ葉ば杖づえの銀色が見えた。あれを見るだけで気が滅め入いる。

「彩あや夏か、髪かみ伸びるの早いよね」

「もうほとんど元通りじゃない？」「ほんとに剃そったの？」

「うん。丸まる坊主ぼうずの写真あるよ、見る？」

「うわーだれこれ」「あんた見舞いに行ったときに見たでしょ」

「不健康だと髪伸びるのはやいんだって」

「スケベだとはやいんじゃなかったっけ」「逆じゃない？」「あ、藤ふじ島しま来たよ彩夏」

　見つかってしまった。さっさとチャイム鳴れよ、と思いながらも、僕は聞こえなかったふりをして鞄を机に置いた。

　人垣が割れる。その真まん中なかの席に、彩夏が座っている。あの『エンジェル・フィックス』事件が、みんな噓うそだったみたいに、元通りの姿で。

　ひょっとすると噓だったのかもしれない。少なくとも彩夏の中では噓だ。だって──

「ええと。おはようございます」と、彩夏はぎこちなく笑いかけてくる。なんで敬けい語ごなの、とまわりの女子のだれかがつっこむ。教室じゅうの空気が、僕の反応待まちといった感じになってしまった。こっちだって、どうすればいいのかわからない。

　僕はため息をつくと、鞄からジャムの瓶を取り出して、彩夏のところに持っていく。彩夏はルビー色の苺いちごを見て、目をぱちくりさせる。

「あの……ミンさんから。昨日きのう、作ったんだ」

「ごめんなさい、ミンさんて？」

　僕は、腐くさったジャムみたいな味のする唾つばを飲み下す。彩夏が学校に戻ってきてから一週間と少し。『はなまる』のことはまったく話していなかった。こうやって訊きかれて、説明するのがつらくて。僕は素そっ気けなく答える。

「バイト先の、ラーメン屋の店長」

「藤島さんがバイトしてるところですか」

　彩夏もバイトしてたんだよ。そう言おうとして、でも言えなくて、僕はそのまま自分の席に戻った。救いのチャイムがようやく鳴ってくれた。
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「敬語で、さん付けはつらいよな」

　休み時間、男子トイレに僕を引っぱっていったクラスメイトの一人が言う。僕はぼんやりうなずく。記き憶おくにあるのと同じ顔であんな話し方されたら、なんにも答えられなくなる。

「あ、でも、俺のこともさん付けで呼んでくれるから。悪いことだけじゃ」「おまえはもともと女子が喋しやべってくれなかっただけだろが」

「でも篠しの崎ざき、音楽室とかの場所はちゃんと憶おぼえてんのな。なんでだろ」「そういう生活習しゆう慣かんは忘れないんだってよ」「俺が優しくていい人だってのも憶えてたな」「それはお世せ辞じだ」

　それは僕もなにかで読んだことがあった。ちょこっと調べたのだ。

　全ぜん生活史健けん忘ぼう。いわゆる、記き憶おく喪そう失しつ。その原因となった事件や事じ故こ以前のことを全部忘れることもあるし、部分的に忘れることもある。そのうちに思い出すことも多いけれど、そのままのこともある。うちのクラスに特別に進しん級きゆうしたのは、リハビリの一いつ環かんなのだそうだ。失われた記憶にあるはずの人間と接して暮らしていれば、戻りやすいのではないかってこと。そのかわり僕らは毎日顔かおを合わせて、そのたびに不自然な言葉を交わすことになる。

　彩あや夏かのためだから、しかたがない。それで記憶が戻ってくれれば。僕は自分にそう言い聞かせるのだけれど、教室に戻るのはやっぱり気が重い。

「でもまあ篠崎がいると教室の空気ユルくなるし、そのへん変わってないよな」「授業についてけてないけど」「それも前からだ」

「俺、昨日きのうの小テスト篠崎より悪かったんだけど、どうしよう」「弟で子し入りしろ」「留りゆう年ねんしとけ」

「ていうか一年に戻れ」「むしろ小学校に戻れ」

　クラスメイトたちの会話をぼんやり聞いていると、どうも気にしているのは僕だけみたいに思えてきた。それはきっと、失ったものがあるのが僕だけだからだ。彩夏と過ごした時間。僕らの間に積み重なった、笑ってしまうようなことや、泣いてしまうようなこと。

　取り戻すためには、あの頃と同じように一つの教室で言葉を交わし、一つの花か壇だんで額ひたいを寄せて土と種をいじくり回して、彩夏が思い出すのを待つしかないんだろうか。
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「じゃあ、あのラーメン屋連つれていきなよ」

　放課後いきなりクラスメイト女子たちに言われて、僕は面めん食くらう。

「だって、彩夏もジャムのお礼言いたいでしょ？」

　彩夏も戸と惑まどいながら、まわりの空気に流されてうなずいてしまう。なんでこのクラスは余よ計けいな世せ話わ焼やきばっかりそろってるんだろう……。

「行っとけ藤ふじ島しま」「俺も行こうかな、あそこの美び人じん店長のアイス食いたい」「俺も美人店長のさらしの胸を拝おがみたい」

　よし、だれか一緒についてきてくれ。なんか気まずいから。と期待していたら、みんな逆ぎやく方向に気を遣つかったのか、けっきょくだれも同行しなくて僕と彩夏だけで行くことになる。

　園えん芸げい部の仕事は手早く片付けた。たいへんありがたいことに、彩夏は水やりも肥ひり料ようも、道具がどこにしまってあるのかも、全部憶おぼえていてくれた。

　最近いつも一緒に園えん芸げい部の仕事をしてくれていた、顧こ問もんの小さ百ゆ合り先生は、「藤ふじ島しまくんとちがってやっぱり頼りになるなあ」としみじみ言いやがる。ブラウスにタイトスカートなんていうかっこうで土いじりをするあんたに言われたくはない。でも反論の余よ地ちはなかった。僕ひとりじゃ花か壇だんの世せ話わもろくにできないので、助かった。

　これってつまり、なにもかも元通りってことでいいんじゃないの？　スコップについた土を流しで洗い落としながら、僕はふとそんなことを考える。

　もちろん、前といくつかちがいはある。たとえば、僕も彩あや夏かも、ＭＧＣ──Ｍ高ガーデニング・クラブのロゴ入りの腕わん章しようをつけていない。僕が作って、彩夏にあげて、彼女が屋上から飛び降りる二日前に僕に預けたあの腕章は、退院したら返そうと思って、でもいまだに渡せずに僕のブレザーのポケットに眠っていた。あれには色んな意味が詰まっているのだけれど、彩夏がそれを思い出せないのなら、渡してもしかたがない。

「あの、あたしがいきなり行って迷めい惑わくじゃないですか？　藤島さんはバイトしに行くんですよね、そのラーメン屋」

　不安げに彩夏が訊きいてくるので、僕は首をぶんぶん振った。

「迷惑なんかじゃないよ」

「でも……」

　こんなのが元通りなわけがない。このままでいいはずがない。『はなまる』に遊びに行くのに彩夏が気を遣つかうなんて間違ってる。

「これから彩夏連つれて行きますよ」

　校門を出るときにミンさんにそう電話しておいたら、僕らが『ラーメンはなまる』に到着したときにはまだ夕方五時だってのに店内大にぎわいだった。といってもカウンター席五つだけの狭せまっ苦くるしい店なんだけど。

「ほんとになんにも憶えてねえの？　俺、彩夏に五万円貸かしてたんだけど」

「噓うそこけこの野や郎ろう」とカウンター越しにミンさんにぶん殴なぐられたのは、テツ先せん輩ぱい。季節を問わずＴシャツ一枚で見事な腕の筋肉をさらしているこの人は、僕の高校をずいぶん前に中退した元ボクサーで、今はダメ人間まっしぐらのパチプロ。

「悪い悪い、二万だっけ？」

「あ、あたし、そんなにお金借りてたんですか？」と、彩夏は真まに受けてしまう。

「お、信じてくれたのか。もう少し多かった気もする」

「え、えっと、三万円くらい？」

「もう一声！」

　もう一声じゃねえ！　給きゆう仕じをしていた僕は、運んでいった味み噌そラーメンをそのままテツ先輩の頭にぶっかけてやろうかと一いつ瞬しゆん思った。

「なんてことだ。手しゆ榴りゆう弾だんの防ぎ方についてあれほど詳しく解説したのに憶おぼえていないとは」

　テツ先せん輩ぱいの隣となりで軍ぐん帽ぼうをむしりとって頭をばりばり搔かいている小学生みたいななりのやつは、少しよう佐さだ。一いち応おう大学生なのに留りゆう年ねんしまくり、ダメ人間まっしぐらのミリタリーオタク。

「それ、どうせ憶えてないと思う……」と彩あや夏かは涙なみだ目め。「どうやって防ぐんですか？」

　おい、訊きくな。案あんの定じよう、少佐は嬉うれしそうにバックパックから手榴弾の実物（実物？）を取り出して講こう釈しやくを始める。
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「手榴弾というのは爆発力りよくは大したことがない。殺さつ傷しよう力を生み出すのは飛ひ散さんする破は片へんだから、なにか分ぶ厚あついものを押しつけて遮さえぎればいい。たとえば人じん体たいとか。藤ふじ島しま中ちゆう将じようちょっと来てくれ」

「いやですよなに考えてんですか！　って、ピン抜かないでください！」

「大だい丈じよう夫ぶ、実物の三分の一に抑えてあるから安心」

「三分の一ってなにが」

「爆発するまでの時間だ」「意味ねえよ！」「出てけおまえら！」

　ミンさんが怒ど鳴なってカウンターを飛び越えてきて、少佐と一緒になぜか僕まで店からたたき出されそうになった。

「今年のクリスマス、おれと一緒にディズニーランドのホテル泊まろうって約束したの憶えてる？　予約してあるんだけど」

　彩夏の隣でさりげなく手を握って囁ささやくのは、粗あらいメッシュの黒いシャツでちょっとワイルドにきめたヒロさん。大きく開いた胸元に光るプラチナのチェインなんかは高級店のホスト風ふうだけれど、実際はどこかの女に養ってもらっていてダメ人間まっしぐらのヒモ。

「え、えっと……ごめんなさい」

　彩あや夏かは手を握られたまま顔を赤らめ、ちょっと困ったように眉まゆを寄せて、ちらちらと僕の方を見ている。

「おれたちがつきあってたことも忘れちゃったの？」

「そ、そうなんですか」

　ここぞとばかりに過去を捏ねつ造ぞうするヒロさんに、あきれてつっこみも入れられない。

「ほら、写真だってあるよ」とヒロさんは携帯電話を取り出す。「これは二人で北海道旅行いったときの写真」

「この隣となりの女の人、あたしじゃないですよ？」

「あ、ごめん。間違った。こっちこっち。池いけ袋ぶくろのホテル」

「さっきとちがう女の人だ」

「あれ？　おかしいなあ。これかな」

「なんで女の人二人とお風ふ呂ろ入ってるの？」

　ヒロさんはぱたんと携帯を閉じると、気取ってビールを一ひと口くち飲み、ふうと物もの憂うげにため息をついてごまかした。女に刺されてしまえ性せい犯罪者め。

　厨ちゆう房ぼうに戻って、洗い物をしながら、みんなの顔を見回す。『ラーメンはなまる』の裏うら手てに集まる、ニート仲間たち。考えてみれば、テツ先せん輩ぱいや少しよう佐さやヒロさんは、僕よりも彩夏との方がつきあいが長い。ここに僕を連れてきてくれたのは──仲間と巡り逢あわせてくれたのは、彩夏なのだ。

　その彼女が、今は『ラーメンはなまる』の隅すみっこで、ぎこちない笑えみを浮かべて、背せ筋すじを伸ばして、気の抜けたコーラをちびちびと飲んでいる。

　僕は目を伏せて、洗せん剤ざいの泡まみれになったシンクの中の丼どんぶりだけを見つめる。

「おい、ナルミ」

「……え、あ、はい？」ミンさんに呼ばれ、あわてて顔を上げる。

「エプロン彩夏に渡せ。交代だ」

　交代？　僕は、しばらく言われた意味がわからなくて、蛇じや口ぐちから吐き出される流水に手をさらしてぼうっとミンさんの顔を見つめる。

「いいからとっとと言う通りにしろ。彩夏、厨房入ってこい。どうせ客はこいつらだけだから気にすンな」

「え、え、え？」

　彩夏も、僕と同じくらい困こん惑わくしていた。でも、僕はなんとなくミンさんの言いたいことがわかった気がして、腰エプロンを外して彩夏に手渡し、カウンターの端はしをくぐって客席の方に出る。入れ違いに厨ちゆう房ぼうに入った彩あや夏かは、さっきの五倍くらい居い心地ごこちの悪そうな顔で、業ぎよう務む用コンロや流し台や積まれた食器を見回している。

「ナルミ、なんか注文していいぞ」

　ミンさんは、ぐらぐら煮に立たつスープの鍋なべに目を落としたままそう言って、彩夏の方を指さした。寄る辺なく立ちつくす彩夏に、僕はしばらく考えてから、言った。

「……つけ麵めん大盛り」

　彩夏は目をぱちくりさせ、それから、ミンさんに顔を向ける。

「えっと……つけ麵大だいいっちょ」

「あいよ。つけ麵大いっちょ」

　ミンさんは麵ふた玉をお湯の中に放り込みながら「皿さら！」とだけ言った。彩夏の身体からだはびくっと反応し、勝かつ手てに動いた。四角い平ひら皿ざらを後ろの棚から取り出し、チャーシューともやしとメンマを盛りつける。ミンさんがゆで上がった麵を山にしてのせた上に、彩夏は刻み海の苔りを手早く散らし、そこではっと気づいて、呆ぼう然ぜんとミンさんの顔を見やった。

　やかましくくっちゃべっていたテツ先せん輩ぱいたちも、いつの間にか黙り込んでいて、スープの煮立つ音と換かん気き扇せんの音だけが響ひびく湯ゆ気げの中で、ようやくミンさんは彩夏と目を合わせて、優しく微笑ほほえむ。

「早く持ってけよ。冷めるぞ」

　彩夏はちょっと危なっかしい手つきで、つけ麵の皿とつけ汁じるの椀わんを僕の前に置いて、目め尻じりにちょっと涙の浮かんだ営業スマイルで言う。

「……お待たせしましたっ」

　僕は、思わず目をそらしてしまった。割わり箸ばしを手に取ったけれど、胸になにか熱いものがつかえていて、一ひと口くちも食べられなかった。

　彩夏は戻ってきた。『はなまる』に──戻ってきた。

　なにもかもが元通りにはならないかもしれないけれど、それでも。







　ミンさんが出してくれたアイスをみんなで、さっきよりはずっと言葉少なに、けれどいくぶん和らいだ空気の中で食べていると、厨房左ひだり手て奥おくの勝手口ぐちが軋きしんだ。いちばん近くにいたのは、厨房の丸まる椅い子すでクランベリーソースとヴァニラアイスをスプーンでこね回していた彩夏だったけれど、最初に気づいたのはミンさんだった。

「彩夏。後ろの戸に隠かくれてるやつがいるから開けてやって」

「へっ？」

　彩夏はカップを置いて立ち上がると、おそるおそる勝手口を押し開く。その向こうの暗がりで、不意に戸口から吹き出した熱い湯気まじりのラーメン臭に顔をしかめて後ずさったのは、もちろん──クマさんパジャマに白いソックスというかっこうのままの、ニート探たん偵ていだ。

　いくぶん警けい戒かいしたような目で、戸に半分身体からだを隠かくして彩あや夏かを見上げるアリス。彩夏はほとんどこっちに背中を向けていたのだけれど、その顔が好こう奇き心しんに輝くのがわかる。

「わ、わあ……」

　彩夏が漏らした声に、アリスの髪かみがおびえた野の良ら猫ねこみたいにぴくっと震える。

「わあ！　わあ！」

　アリスに飛び退のくひますら与えず、彩夏はそのちっちゃな身体を抱きすくめてさらさらの黒くろ髪かみに顔をうずめた。アリスは彩夏の腕の中でばたばた暴れながらわめく。

「見たかいマスター、はじめて逢あったときと寸すん分ぶん違わず同じ反応だよ、あきれかえった！　記き憶おくを失くしてもこれだ、七千回生まれ変わった後でも同じことをするにちがいないよ、彩夏、ぎゅうぎゅう首をしめないでくれたまえ！　ぼくは抱き枕まくらじゃないぞ！」

「こ、この子だれですかっ、ミンさんの子供ですか？」

　彩夏はアリスの首くび根ねっこをつかまえて引きずるように厨ちゆう房ぼうに連れ込むと、目をきらきらさせて振り返りながら訊たずねた。そうか、初しよ対面でもこうだったのか。なるほどなあ。そういえばアリスがそんなこと言っていたっけ。

「わたしにそんなめんどいガキがいてたまるか」

　そう言ってアリスのぶんの椅い子すとアイスを出してあげるミンさん。でも彩夏は自分の膝ひざの上にアリスをのせて、「はい、あーん」とアイスをスプーンですくって食べさせようとする。

「子供扱あつかいしないでくれたまえ！　混ぜてくれたら自分で食べられる！」

　混ぜるのも自分でやれよ。

　ミンさんが椅子を片付けてしまったので、アリスは「むー」とふくれながらも、彩夏の膝の上でおとなしくしていることになった。

　とどめは、戸が開いて店内に入ってきた客である。黒の袖そで無なしシャツの上に真まっ赤かなジャケットを羽は織おった、狼おおかみみたいに目つきの獰どう猛もうな少年やくざ組くみ長ちよう、四代目だ。

「……ンだよごちゃごちゃ集まりやがって」

　店内を見回してぼそっとつぶやく。僕は啞あ然ぜんとする。四代目まで？

「なんだ園えん芸げい部。おまえ、もうクビなのか」

　厨房の彩夏を、それからエプロンをしていない僕を見て、四代目は肩をすくめる。

「え、あ、いや」

　言い淀よどむ僕を無視して、四代目は「おら。これ」と彩夏になにかを投げる。

「え、え？」

　彩夏はそれを受け取って、アリスの目の前で広げた。不ふ思し議ぎな紋もん様ようを美しい色いろ糸いとで刺し繡しゆうした三角形の布だ。間違いなくお手製。四代目はこう見えても手しゆ芸げいの腕がプロ級なのである。

「退院祝いわいだよ。アフリカかどっかのまじないだ。怪け我がしたとこに巻いとくと治るのが早くなる。でも、なんだおい、この松まつ葉ば杖づえは飾りか？　使ってねえじゃんか」

　さっきまで彩あや夏かが座っていた客席に立てかけてあった松葉杖を、脇にどけて四代目は腰をおろす。

「あ、は、はい……あの、脚あしはだいたい治ってるけど、念のため」

「四代目はマメだなあ。確かく変へん出やすくなるまじないも作ってくれよ」とテツ先せん輩ぱいが言って、四代目がぎろっとにらむ。

「うるせえな。おまえになにか作ってやる筋すじ合あいがどこにあるんだ」

「彩夏には筋合いあるのか？」

「俺の兄弟のダチだろうが。マスター、俺にもアイスくれ」

　彩夏は呆ぼう然ぜんとした顔で、手元の刺し繡しゆうと四代目の顔を見比べている。彩夏の腕の中で、アリスが言った。

「彼は雛ひな村むら家け四代目の壮そう一いち郎ろうだよ。きみとはヒナちゃんアヤちゃんと呼び合う仲だったから、これからもヒナちゃんと呼んであげたまえ」

「ヒナちゃ……？」彩夏は目を白しろ黒くろさせる。

「アリス、噓うそ教えんな」

　四代目の険けん悪あくな声にヒロさんが腹を抱えて笑い、ラーメン屋はあっという間に笑い声に吞み込まれた。ミンさんまでが四代目をヒナちゃんと呼び始めたので、僕も笑った。もちろん四代目に殴なぐられたけど、気にしない。

　だって、彩夏もようやく笑ってくれた。
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　送っていってやれとミンさんに言われたので、その日は閉店前に彩夏と一緒に店を出た。それでもけっこう遅い時間で、繁はん華か街がいを背に歩く街路は真まっ暗くらだった。

「ありがとう、藤ふじ島しまさん」

　僕の二メートルくらい前で、彩夏が振り返って言うので、僕は息が詰まるほどの既き視し感かんを味わう。僕がはじめて彩夏に『ラーメンはなまる』へと連れていかれた日。あのときと同じだ。僕と彩夏の立場はちょうど逆のはずなのに、「楽しかったです。面白い人たちばっかりで」という彩夏の言葉を聞いていると、まるで僕が連れていってもらったみたいなやるせない気持ちになってしまう。

「また連れてってください」

「……彩夏は、前にあそこでバイトしてたんだよ」

　そう言ってみると、彩夏の笑顔は三メートル先で少しこわばる。

「僕よりも先に、彩夏があの人たちと友達だったんだ。アリス、ひとりでお風ふ呂ろ入れないから、彩あや夏かが一緒に入って髪かみ洗あらってあげたりしてたんだって」

「へ、へえ……？」彩夏は身体からだを傾けたまま後ろ向きに歩くという危ないことをしながら、なんだかちょっと安心したような顔になる。

「よかったです。仲良かったんだ」

　可愛かわいいから思わず抱きついちゃったけど、と彩夏は照れくさそうに言う。アリスもいやそうにしてたけど、けっこう嬉うれしかったんじゃないかな。

　だから、僕が連れていかなくても、前みたいに自分からあのラーメン屋に行っていいんだよ。僕なんてクビになっていい。そう思うのだけれど、言葉に出せない。

「じゃあ、あれでよかったんですね？」

　彩夏は不意に立ち止まって言う。

「……え？」

「あんな感じが、昔のあたしっぽくて、いいんですよね？」

　五月の夜なのに僕は寒さむ気けで脚あしが震えるのを覚える。

　ああ、そうだ、彩夏はこういうやつだったんだ。僕よりずっと強くて、いっつもひとりきりだったくせにそうじゃないふりをして教室にうまく溶け込んで、みんなの中でなじんで、それから僕も引っぱり上げてくれて──

　そうして今は、彩夏であるふりをしているわけだ。

　彼女を見ていてなんとなく哀かなしくなる瞬しゆん間かんがあるのは、たぶん、僕にその演技の裏うら側がわがわかってしまうせいだ。

　それでも、僕らはまた黙って歩き出す。

　いつか、時間が傷きず口ぐちを埋める。そう信じたかった。昔むかし通りの暮らしを繰り返していれば、いつか彩夏はみんな思い出す。そんな奇き蹟せきを僕は願った。

　橋を渡ってバス停のところで別れるときに、僕は屋上から飛び降りる前の夜の彩夏を思い出してしまって、だから手を振る彼女に背を向けて歩道を走り出した。
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　翌よく日じつの放課後、彩夏が温室の中を片付けたいと言い出した。

「前はちゃんと園えん芸げい部が使ってたんですよね？　せっかくあんなに立りつ派ぱな温室があるのに、もったいないです」

　教室の自分の席で鞄かばんに教科書をつめていた僕は、なんと返答したらいいものかわからず、目をそらしてしまう。

　彩夏は、憶おぼえていないのだ。当たり前だけれど。

　学校の裏庭にある、公こう立りつ校こうには似つかわしくないガラス張りの大きな温室。かつてそこで、自分が育てていた青い花のことを、彩あや夏かはもう憶おぼえていない。この街の冬をぼろぼろにしたドラッグ、『エンジェル・フィックス』。その原料となったケシの変へん種しゆ。

　アリスは言っていた。自分が麻ま薬やく原材料を栽さい培ばいしていたという罪ざい悪あく感かんのために、彩夏は飛び降りたのだと。ほんとうかどうかは、もうわからない。残ざん酷こくな奇き蹟せきが、その真実さえも塗り潰つぶしてしまった。

　麻薬製せい造ぞうグループが壊かい滅めつし、そのメンバーはほとんど死亡するか廃はい人じんとなってしまった。だから原料供きよう給きゆうルートの全ぜん容ようは今も解明されていない。この学校の裏庭で、天使を呼べる魔ま法ほうの青い花が栽培されていたということを知っている人間も、今はほとんどいない。

　だから今こうして彩夏は、屈くつ託たくのない笑顔で、あの温室をまた使いたいなんて言っている。

　それがいいことなのか悪いことなのか、僕にはわからなかった。僕のことは思い出してほしいけれど、でも……。

「……わかった。鍵かぎ借りてくる」

　昨年度末まつから世話する人間もいなくなってしまった温室は、倉庫がわりに使われ始めたらしく、椅い子すや机や黒板がいくつか運び込まれていた。

「もう、なんでこういうことするのかな！」

　雑ざつ然ぜんとした温室内を見回して、彩夏はぷりぷり怒る。怒り方は、前と変わらない。

「でも、なんだか懐なつかしいな、ここに机と黒板が置いてあるのって」

　一緒についてきた小さ百ゆ合り先生が、そんなことを言い出す。

「懐かしいって？　だって最近……」

「ううん、あのね、園えん芸げい委員会があった頃もこうだったの。私がまだ新しん任にんだった頃。あんまり真ま面じ目めに植物の世話する人いなくて。花か壇だんはともかく、温室はお手入れたいへんだし」

　小百合先生は透すき通った天てん井じようを見上げる。

「ここ、不良のたまり場になっちゃってて、それで私がなんとかしようって。たむろしてる子たちと話してみたら、みんな授業についていけてないみたいだったから、ここでこっそり補ほ講こうすることにしたの。私、大学生のときに家庭教師やってたから、一いち応おう全学科教おしえられ──」

「温室そんなことに使っちゃだめです！」

　彩夏が机を叩たたき、室内をぐるっと見渡す。

「こんなにいい温室なのに。スプリンクラーにサーモに天てん窓まどの自動開かい閉へい装置まであるのに！」

「ご、ごめんなさい……でも、ほら、ここ空調あるでしょ？　それで居い心地ごこちよかったし」

　なんでもなさそうに言う小百合先生。しかし、けっこうとんでもないことをふわふわとやってのけちゃう人である。不ふ良りよう生徒たちからも人気あったのかな。美人だし。

「私も楽しかったんだけど、色々あってね……」

　そこで小百合先生の顔は曇る。なにかあったのかな。

　そういえば。僕はふと思い出す。園芸委員会は、廃はい止しされたのだと彩夏から聞いた。でも、その理由は知らない。小さ百ゆ合り先生は二十六、七歳さいだったはずだから、つい四、五年前までは委員会があったわけだ。

「でも、なんでわざわざ温室でやってたんですか」と彩あや夏かは頰ほおをふくらませる。

「内ない緒しよでやってたから、教室使えないし。それに、お花いっぱいの教室って、憧あこがれない？」

　小百合先生に訊きかれて、「それは、いいかもしんないけど……」とつぶやく彩夏。

「じゃあ、篠しの崎ざきさんもやる？」

「へ？」

「単位足たりてないから補ほ習しゆう必要でしょ」

　小百合先生は目をきらきらさせて言った。
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　しかし、なんでまた僕までその『お花いっぱいの教室』に加わることになったのやら。

「だって、藤ふじ島しまくんも三学期休みまくって成績ひどかったじゃない」

「ぅぐっ」先生の指し摘てきに、声も出ない僕。

　温室に無む造ぞう作さに積んであった椅い子すと机は、三つだけ残して校舎の階段裏うらに戻した。黒板も職員室脇わきの倉庫に移す。昔の温室補講では使ってたらしいけど、今は生徒が二人しかいないので要いらない。
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　壁かべ際ぎわに巡らせた棚にプランターケースに入った花を並べ、外から見えないようにして、その日から僕らの補ほ習しゆうは始まった。放課後のほんの二時間ほどだけれど、小さ百ゆ合り先生が机をつきあわせて教えてくれる。先生は国語教師のくせに、英語と数学の教えかたの方が巧うまかった。

「昔はもっと大おお勢ぜいに教えてたから。二人だと楽ねー」と、なんだか懐なつかしそうに言う先生。どうもこの人、なかば趣しゆ味みで僕らの勉強を見てくれてるらしい。

　彩あや夏かと机を並べて同じテキストを見て勉強するというのは、くすぐったいような、妙みような気分だった。彩夏にとって、今の僕ってなんなんだろう。隣となりにいてもいい人間なんだろうか。

　でも──そんなことをいったら、記き憶おくを失くしちゃう前だって、そうだった。

　僕にとって、彩夏はなんだったのか。

　彩夏にとって、僕はなんだったのか。

　けっきょくはっきりした答えは出ないままだった。それでも。

「藤ふじ島しまくん、こないだの小テストひどかったんだって？　ああもう気合い入っちゃうなあ」

「藤島さん憶おぼえ悪いですよね？　ここ、こないだ先生が教えてくれたのに。あ、だから、そうじゃなくてね」

　って、いつの間にか先生と彩夏の二人がかりで僕に勉強を教える場になってるんですけど？

　まあいいか。二人とも楽しそうだし。

　あれ以来、彩夏は自分から『ラーメンはなまる』に顔を出そうとはしなかった。それは少しさびしいけれど、でも、しかたがない。ミンさんも、もう連れてこいとは言わなくなった。

　彩夏がまた自分からラーメン屋に行こうと思うようになるのを、待てばいい。

　僕は毎日温おん室しつに通って、姿すがた形かたちも仕し草ぐさも彩夏そっくりで、一いつ所しよ懸けん命めいに彩夏のふりをしている知らないだれかの隣となりで、来るべき中間テストに備えてせっせと勉強していた。たぶん、今いま振り返ってみても、生しよう涯がいでいちばん勤きん勉べんな期間だったと思う。それは隣に彼女がいて、でも僕らの間には共有できる言葉がなくて、ただ空調の風に揺れる花みたいなふわふわした愉たのしさだけがあったから。

「なんだか、あたしが藤島さんに色々教えるのって変ですね？」

　そう言って笑いながらも、彩夏はまた僕に、植物の種類ごとの水やりのちがいや剪せん定ていのしかた、温おん度ど管理、ついでに花はな言葉まで教えてくれた。

「こんなに広い花か壇だんが荒れ放ほう題だいだと、なに植えようか迷うなあ。楽しみ」

　ごめん、荒れ放題なのは僕が全然世せ話わをしなかったから。でも、彩夏が園えん芸げいのことまで忘れていなくてよかった。学校で、作り笑いじゃない彩夏の笑顔が見られるのは、花壇と温室だけだったから。

　園芸部をやって、勉強でもクラスのみんなに追いついて。そうして一つ一つ、昔むかし通りの僕らを取り戻せるんじゃないか。そう思っていた。

　でももちろんそんな、綿わた雲ぐもの上でのお茶会みたいな日々は、ずっと続くわけがなかった。
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　五月も半なかばのある水曜日、放課後すぐに校内放送のチャイムが鳴った。それから、スピーカーから流れ出てくる女子生徒のものらしき声。

『二年四組の藤ふじ島しま君、至し急きゆう生徒会室まで来てください。繰り返します、二年四組の藤島君、至急生徒会室まで来てください』

　教室はちょっと騒そう然ぜんとなった。なんでもネタにして騒ぐ連れん中ちゆうだ。

「今の、生徒会長じゃね？」「藤島なにやったの？」「コンピュータルームでエロい絵を描いていたのがばれたとか」

「もう描いてないよ！」ていうか、なんで知ってるんだそれ！

「いいから早く行けよ、あの人怒おこらせると怖いぞ」

「そうそう。あと、様さま付づけしないと怒るよ、薫かおる子こさま！　つって」

「唇くちびるの下にエロぼくろがあってそこが弱点だから、危なくなったらそこを攻めろ」

　生徒会長の顔なんて憶おぼえてもいない僕に色々と噓うそを教え込んだ後で、クラスメイトたちは僕を廊下に追い出した。なんなんだいったい。生徒会が僕になんの用だろう？

　生徒会室（正確には、生徒会総そう務む執しつ行こう部ぶ室）は北きた校舎三階にあって、教室を書しよ棚だなで半分に区切って使っているらしかった。もう半分は生徒会監かん査さ委員室。

「あ、会長なら今は監査の方にいるよ」

　生徒会室に入ってすぐのコピー機で作業していた生徒会役員の男子生徒が、そう教えてくれた。ちらっと見えた部屋の中は、積み上げられたパンフレットとか筆ひつ記き用具でぐちゃぐちゃになった大おお机づくえとかで野や戦せん病院みたい。なんだかいやな予感がする。

　ところが監査委員室の方は、隣となりの惨さん状じようが噓うそのようにすっきり片付いていた。僕のノックに戸を引いてくれたのは、眼鏡めがねをかけていてちょっとウサギっぽい感じの女子生徒。襟えり章しようを見ると三年生だ。でもこの人が生徒会長じゃないのは、一ひと目めでわかった。もう一人、長なが机の椅い子すに、髪かみが長くて目つきの険しい三年女子が座っていたからだ。その視線の硬こう度どは、ミンさんのものとも四代目のものともちがう──どちらかというとせっぱ詰まった感じのするものだった。

「二の四の藤島君？」と、髪の長い方が口を開く。

「……あ、は、はい、そうです。呼ばれたから」

　眼鏡の人が横から言った。

「ごめんね、わざわざ来てもらって。薫子ちゃんがどうしてもって言って──」

「香こう坂さかは黙ってて」と生徒会長は遮さえぎる。香坂と呼ばれた三年女子は、むっとして黙り込んだ。

　薫子……思い出した。そう、たしか羽は矢や野の薫子さんというのだった。僕が転校してきてすぐの、去年十一月に生徒会長に就しゆう任にんした人だ。

「園えん芸げい部とコンピュータ部よね？」

　なんだか棘とげのある訊きき方。僕は首を傾かしげながらもうなずく。なにか生徒会長を怒らせるようなことしたかな。そして、薫かおる子こ先せん輩ぱいの次の言葉で、いやな予感が的てき中ちゆうしたことを知る。

「そう。次の生徒総そう会かいで、両方とも廃はい部ぶになる予定だから」

「まだ確定じゃないでしょ」と香こう坂さか先輩が口を挟む。

「……廃部？　って、なんでですか、だって部員はちゃんと二人いて」

「だから総会で規約を変えるの。部員は最低六人。あなたたちみたいな、ろくに活動もしていないのに予算だけ食っているところを潰つぶして、ちゃんと活動中の部活に予算が回るように」

「薫子ちゃん、ちょっとはオブラートに包もうよ！」

「香坂は黙ってて。もともと監かん査さが言い出したことじゃない。とにかく」

「ちょ、ちょっと待ってください。園芸部はちゃんと活動してます」

「三学期、ほとんどずっと花か壇だんも鉢はち植うえも出しっぱなしで放置だったでしょう。あれ枯かれちゃったの処しよ分ぶんしたのは生徒会よ？」

「あ……」

　返す言葉もない。『エンジェル・フィックス』事件の後、彩あや夏かはずっと入院していたし、僕も全然学校に来なかったのだ。春休み中も、メオの事件があってからはそっちにかかりっきりで園芸部のことなんて忘れていたし。まともにやるようになったのは、ようやくここ最近だ。

「職員室の方でも、花壇と温室は撤てつ去きよしようって話が出てるの。使ってもいない温室に電気通してるのは無む駄だだし」

　いや、あそこは僕と彩夏と小さ百ゆ合り先生が勉強に使ってる場所で──と言いそうになって口をつぐむ。あれは先生が内ない緒しよでやってることで、大っぴらにはできない。

「それでね、園芸部は片付けに手間かかるでしょう。総会は今月の終わりだけど、今から片付けをしてもらおうと思って」

「そ……そんなのってないです」僕は思わず、生徒会長に詰め寄っていた。「なんとか……なんとかならないんですか、まだ決まったわけじゃないんでしょ、だってっ、彩夏も戻ってきてこれから僕と──」

　僕はうわずった声を途と中ちゆうで吞み込む。なにを言おうとしているのか自分でもわからなくなりかけていた。香坂先輩が僕の言葉を継いでくれる。

「そうだよひどいよ薫子ちゃん、まだ規約の改正が総会通とおるかどうかわからないんだよ？」

「香坂は黙ってて」

　三回言った。三回言ったよ！

「通らないわけがない。部長会でもほとんど賛成だったし」

「部長会なんて部員多いクラブだけでつくってるんだから、そんなのみんな賛成するにきまってるじゃない！　当事者の意見無む視しするなんてっ」

「しょうがないでしょ、総そう務むが意見聞くための会なんだから。頭あたま数かずそろえて書類出しただけで創つくれちゃうような部の意見まで汲くみ上げてられない」

「薫かおる子こちゃん、小さい文化部の活動見たことあるのっ？　ないでしょ？　わたしちゃんと見て回ってるよ監かん査さだからっ。華か道どう部も茶さ道どう部も写真部も、四、五人しかいないけど、みんながんばってっ」

　放置されて目の前で喧けん嘩かを始められ、僕は途と方ほうに暮れるしかない。口をはさむ余よ地ちもない。

　薫子先せん輩ぱいが、はっと気づいて香こう坂さか先輩の口を手でふさぎ、咳せき払ばらいした。

「と、とにかく。廃はい部ぶと決まってからいきなり言うのもどうかと思ったから、今日呼よんだの。もう改正案を出すのは決定だから、花か壇だんや温室の片付け、よろしくね」

　薫子先輩はそう言って監査室を出ていった。ぴしゃっと戸が閉まり、僕は首をすくめる。

「……あー、なんか、ごめんね」

　香坂先輩はため息をついて座ると、僕にも椅い子すをすすめてくれた。ちょっと薫子先輩の話を聞いただけなのにぐったりと疲れ切っていた僕は、思わず腰を下ろしてしまう。

　園えん芸げい部が、潰つぶされる？　僕と彩あや夏かに、最後に残された場所が。

「監査から出た話ってのは、ほんとなの。今年度は、部ぶ費ひの運用をクリアにしようってことで色いろ々いろ調べてたら、おかしい予算がどんどん表に出てきて」

　香坂先輩は監査委員なわけか。それが執しつ行こう部ぶトップにこうも言いたい放ほう題だい言われているようでは、止める人間はだれもいないにちがいない。

「いや……それはどうでもいいんですけど」

　部員、六人。存そん続ぞくのためには。

「……先に言っておくけど、幽ゆう霊れい部員を防ぐために、生徒会が巡じゆん回かいしたり活動レポ提出させたりってのも考えてる」

「なんで高校の部活ごときでそんなっ」

「なんか知らないけど薫子ちゃんがやる気だから」

　じゃあ、どうしろっていうんだ。今年の春、園芸部に新入部員なんてもちろん一人もいなかった。活動してなかったんだから当たり前だ。存在すら知られていないかもしれない。

「なにより、職員室が乗り気なんだよね、この改正案……」

　なんかもう悪い材料しかなかった。







「廃部……ですか」

　その日の温室補ほ講こうで、生徒会室の話をしてみると、彩夏は泣き出しそうな顔になる。小さ百ゆ合り先生も眉まゆを寄せて嘆たん息そくした。

「その話は職しよく員いん会議でも出てたけど。残念ね」

　彩あや夏かが小さ百ゆ合り先生にすがりつくように言う。

「なんとかならないんですか、だって、なくなっちゃったら花か壇だんとか温室とか世話する人が」

「お金かかるから撤てつ去きよするんだって、花壇も温室も」と先生。

「そんな……せっかく、あたしと藤ふじ島しまさんが」

　彩夏は言葉を詰まらせる。温室に重たい沈ちん黙もくがわだかまった。

　なんだか勉強する気も失せたので、今日はバイトが早いのだと噓うそをついて、補ほ講こうを抜け出そうとした。ニートたちのだれかに相談したら、なにか思いつくかもしれないし。

「藤島くん、うちの学校、一応バイト禁止なの知ってる？」と小百合先生は笑顔を引きつらせる。しまった。そうだったっけ。

「あうう、ええと」

「ま、いいんだけど。生活指し導どうの先生とかに見つからないようにしなさいね。どこでやってるの、センター街とかじゃないよね？　ゲーセンとかカラオケはだめ」

「ラーメン屋ですけど」

　それならＯＫ、らしかった。そのかわり先生は、「それじゃあこれ、宿題の範はん囲いね」と、僕のＹシャツの胸ポケットに付ふ箋せんをくっつけて、はずれないように洗せん濯たくばさみでとめた。

「家に帰るまではずしちゃだめ」

「なんでこんなことを」

「家いえ帰って制服脱ぬぐと、これが目に入るでしょ。そしたら、よしやらなきゃ、って思うじゃない。私も高校生の頃、これやってたの」

　すげえ恥ずかしいんですけど。僕、これから『はなまる』に寄るし……。でも蜂はち蜜みつ１００パーセントみたいな小百合先生の笑顔を見ていると、いやだとは言えない。

　僕がかばんを取り上げて温室を出ようとすると、彩夏がなにか言いたげな視線を向けてくる。なんだろう。

「ええと……彩夏も来る？」

「行ってもいいんですかっ？」

　顔を輝かせて立ち上がる。なんだよ。行きたいなら、べつに僕なんて関係なしに──

　いや、それはできないんだ。僕は、彩夏と出で逢あったばかりの頃の自分を思い出す。彩夏がいたから。彩夏が連れていってくれたから、僕は『ラーメンはなまる』の光の中にいることができた。ひとりで踏み込むには、あの店はまぶしくて暖かすぎる。

「もう、二人ともそんなに勉強きらいなの？」

　小百合先生は冗じよう談だんめかして言うと、僕らと一緒に温室を出た。別れ際に、僕の耳元で囁ささやく。

「なるべく篠しの崎ざきさんと一緒にいてあげてね」

　なるべく、ね。彩夏だって、ミンさんやアリスに逢いたがってるだけで、とくに僕と一緒にいたいわけじゃないだろうと思うけど。

　でも、昔の彩あや夏かに戻ってくれれば。記き憶おくを、取り戻してくれれば──。
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　ラーメン屋に着いてすぐに、厨ちゆう房ぼうに回ってブレザーを脱ぎエプロンをつけていると、ミンさんが僕の胸元に目をやって首を傾かしげる。「なんだそれ？」

　見下ろして、ポケットに洗せん濯たくばさみでとめられた付ふ箋せんの存在を思い出す。

「え、ええと、宿題です、忘れないようにって」

　僕は赤せき面めんして付箋を外しポケットにねじ込んだ。案あん外がい、あっさり忘れちゃうもんだ。

「小学生かよ……」とミンさんはあきれる。ほんとだよ。あの人、小学校の先生みたいなんだよな。僕は笑ってごまかすと、刻みネギの仕込みを始める。

　ミンさんにアリスへの出前を頼まれた彩夏は、大喜びでトレイを手に勝かつ手て口ぐちから出ていって、三十分たっても戻ってこなかった。出で際ぎわになにかミンさんに頼まれていたから、ついでにアリスの食事の世話や洗濯でもしてるのかな。

　厨房でキャベツをざくざく刻みながら、僕は隣となりでスープの鍋なべをにらんでいるミンさんの顔をちらと見やる。この人も彩夏のことを気き遣づかって、少しでも早く元に戻るように、昔みたいに用事を少しずつ言いつけてるのかも。

「早くうちの店員に戻ってくれないかな。ナルミの百倍使つかえるからなあ」

「そんな理由かよ！」

　思わず声に出してつっこんでしまった。どうせ僕はとろいですよ。

　園えん芸げい部がなくなっても、この『はなまる』さえあれば。ちらっとそう思ったけれど、僕は頭を振る。彩夏にとって、ここはミンさんやアリスがいる場所だ。そのことは思い出せたとしても、僕のことは埋もれたままかもしれない。

　だから、やっぱり僕らには園芸部が必要なんじゃないのか。

　それなのに、もうすぐ──消えてしまう。

　そんなことを考えながら野菜屑くずをタッパーに押し込んでいるとき、その日ひ最初の客が戸を開いて、顔だけのぞかせた。驚くべき人物だった。「いらっしゃい」と営業スマイルを見せるミンさんの横で、僕はぽかんとして棒ぼう立だちになってしまう。

「あっ、ごめんなさい、お客じゃないんです」と、香こう坂さか先せん輩ぱいはぱたぱた手を振った。それから店内の湯ゆ気げで曇った眼鏡めがねをはずしてぬぐうと、もう一度かける。

「あ、藤ふじ島しま君いたいた」と、ほっとした笑顔を見せた。

「せ……んぱい？　なんで」

「えっと」香坂先輩は、おどおどと店内を見回している。

「入りなよ。そんなところで立ちっぱなしもなんだし」

　ミンさんがなんでもなさそうに言うので、香こう坂さか先せん輩ぱいはひょこっと会え釈しやくして店に入ってきた。

「はいよ。サービス。ナルミに話があるんだろ？　座っていいよ、気にしないで」

　香坂先輩の目の前に置かれたのは、いつかのストロベリージャムをアイスに仕立てたもの。ミンさんは、はじめての若い客には必ずアイスをサービスする。

「あ、す、すいません」

　僕の目の前の椅い子すに腰掛けた香坂先輩は、巣す穴あなに籠こもったウサギみたいに縮こまる。

「ごめんね藤ふじ島しま君、バイト先まで押しかけたりして、あの、あのね」

「とりあえず一口どうぞ。溶けちゃう」

　香坂先輩はたいへん挙きよ動どう不ふ審しんだったので、僕はアイスをすすめてしまう。

「あ、う、うん……ぅわぁ……美お味いしい」

　さすが、ミンさんのアイスは魔ま法ほうだ。食べ終わる頃には落ち着いたみたいだった。

「えっと。どうしたんですか。さっきのことですか？」

　園えん芸げい部のことで、なにか緊きん急きゆうの用だろうか。

「藤島君に、頼みが……あるんだけど」

「僕に？」

「うん。ひょっとしたら、園芸部なんとかなるかもしれないの」

　僕はカウンターに身を乗り出していた。「ほ、ほんとですかっ？」

「あの、卒業生でね、監かん査さ委員の先輩に、なんてったか、黒Ｔシャツのチームの人がいて」

　黒Ｔシャツのチーム？　……あ、平ひら坂さか組か。四代目が率ひきいる、街の穀ごく潰つぶしをかき集めた少年やくざ。当然、うちの高校のＯＢもいるわけだ。ってことは──

「藤島君の噂うわさを聞いたって話してくれたの。チームの幹かん部ぶからも頼られてるって」

　うわあ。やっぱりか。僕は思わず手で顔を覆おおっていた。

　僕は平坂組のメンバーではないのだけれど、組長である四代目と、なんの因いん果がか義ぎ兄弟の盃さかずきを交わした仲なので、はるかに年上ばかりの平坂組の面めん々めんから兄あに貴き呼ばわりされているのだ。

「藤島君に頼むと、なんでも調べてくれるんだって？」

「いやいや。真まっ赤かな噓うそですそれは」

　噂って怖いなあ。でもそこで、ミンさんが脇からぼそっと言った。

「つまり事務所の依い頼らい客きやくってことだろ」

　僕ははっとして、ミンさんをちらと見てから、香坂先輩のまだ少しおびえ気味の顔に視線を戻す。そうか。つまり、そういうことか。

　僕がなにか言うよりも早く、ミンさんが店の電話を取り上げた。

「……アリス？　依頼客が来てる。今からナルミと一緒にそっちにやるから、かわりに彩あや夏かよこせ。ああん？　そんなのナルミにやらせろ。彩夏の方が巧うまい？　そりゃこっちも同じだ」

　雇こ用よう先さき二つともで、僕の存在価か値ちは彩あや夏かに負けてるのか……。って、彩夏が僕のかわり？

　電話を切ったミンさんの横よこ顔がおを見て、僕は悟さとる。ああ、この人はさっきから、僕を追い出して彩夏に店員をやらせる機会をうかがってやがったのだ。わかったよ。わかりましたよ。

「先せん輩ぱい。上に行きましょう」

　腰エプロンを外しながら香こう坂さか先輩に言う。

「え、上って？　あの」

「要するに、なにか調べてほしいことがあるんですよね？」

　香坂先輩は目をきょときょとさせながら、うなずく。

「なら、適てき任にんがいます」







　店の裏うら手ての非常階段で、彩夏とすれちがった。うわ、彩夏の髪かみが濡ぬれててシャンプーのにおいがする。長いこと帰ってこないと思ったら、アリスを風ふ呂ろに入れてたのか。

「あの、藤ふじ島しまさん、あの子まだ髪拭ふいただけだから、ドライヤーお願い──」

　そこで、僕の後ろの香坂先輩と目が合って、お互い「えっえっ」というような顔をする。めんどくさいので事情の説明はなし。

「あ、うん、わかった」

　僕がやんなきゃいけないのか。あいつ、ドライヤーきらいだから、乾かしてる最さい中ちゆうに暴あばれたりするんだよな。そう思いながらも、僕は香坂先輩を急せかして非常階段を三階まで上った。

　もちろん香坂先輩は、はじめてＮＥＥＴ探たん偵てい事務所を訪れた人が必ずそうするように、まず常じよう時じ冷房された部屋の寒さに身を震わせ、続いて寝室の三面の壁を覆おおい尽くす機器とモニタとコードにおののき、そしてベッドにちんまりと座った黒くろ髪かみのパジャマ少女を見て目を丸くした。しかも、僕がまるで自分の家みたいに手て慣なれた感じで冷蔵庫からドクターペッパーの缶を取り出してアリスに渡してやり、ベッドに座ってドライヤーでアリスの濡れた髪を乾かし始めたものだから、もう絶ぜつ句くして立ちつくしてしまう。

「え、ええ、と、先輩、こいつがアリスです。探偵やってる」

「ただの探偵じゃない。ニート探偵だ。このわずか十七平方メートルの城じよう塞さいの中にあって、世界はぼくの掌しよう中ちゆうに踊る。ナルミ！　熱ねつ風ぷうを顔にあてないでくれたまえ！　彩夏はちゃんと注意してやってくれたぞ！」

　注文の多いやつだなあ。ドクターペッパーを飲みながらなので、やりづらいし。

「藤島君って、そ、そういう趣しゆ味みだったんだ？」

　香坂先輩がようやく漏らしたのはそんな言葉。そんな趣味ってどんな趣味だよ。

「きみは他人の髪にドライヤーをあてるのが趣味だったのかい？　わ、顔に熱風をやるなと言っているだろう！」

「おまえがこっち向くからだろうが！」

　ほとんど後ろから抱きかかえるようにしてアリスの頭を腕で固定すると、「むー」とアリスはむくれ、香こう坂さか先せん輩ぱいは「そんな小さな女の子と……」と顔を手で覆おおう。おい、なんか変な誤ご解かいしてるぞ？

「依い頼らい客きやくなのだろう、さっさと依頼内ない容ようを言いたまえよ」

　アリスにびっと指を突きつけられても、まだ香坂先輩はこの唐とう突とつに出現した状況を吞み込めていないようで、「えっと、あの」と言い淀よどむ。

　でも、次のアリスの言葉で、先輩の表情は凍りついた。

「きみがＭ高三年一組の香坂ゆかり、生徒会監かん査さ委員長で、生徒会長の羽は矢や野の薫かおる子こと中学校からの友人だということは知っている」

　さらには、僕とはじめて逢あったときのように、身長体重や住所電話番号、家族構こう成せいまでをずらずらと並べたてるアリス。

「なぜ探たん偵ていが依頼者のプライヴァシをいちいち言い当てるのかというと、こちらの能力をさっさと把は握あくしてもらいたいということと、きみの背景を説明して時間を浪ろう費ひしないでもらいたいという二つの理由がある」

　香坂先輩は呆ほうけたように、冷え切ったフローリングにぺたりと腰を下ろした。

「依頼内容だけ、簡かん潔けつに言いたまえ」







「……園えん芸げい部っていうのが、そもそも変な部活なの」

　そう香坂先輩は語り出した。

「園芸委員会っていうのが昔あったのは、知ってる？」

　僕はうなずく。その話は、彩あや夏かから聞いた。

「どうして園芸委員会が廃はい止しされたかっていうと、わたしがまだ入学する前のことなんだけど、ひどい事件があったらしくて」

「羽矢野友とも彦ひこという男子生徒の死亡事件だね？」

　アリスがいきなり言うので、僕はドライヤーを落っことしそうになる。

　死亡事件？

　香坂先輩も目を丸くしている。「……し、知ってるの？」

「ニート探偵を甘く見ないでくれたまえ。さっききみが防ぼう犯はんカメラに映ったときに身元を確認して、ついでにここ数年の関かん連れん情報を一通りさらったんだ」

　もう何度も目まの当たりにしているとはいえ、こいつの情報収しゆう集しゆう能力にはいつも驚かされる。いや、それよりも。今、羽矢野と言っていなかったか？

「じゃあ、その人が薫子ちゃんのお兄にいさんだってことも」

「知っている。先を続けて」

　生徒会長の兄が死亡した事件。それがきっかけで、園えん芸げい委員会は廃はい止しされた？

　話を再開する前に、香こう坂さか先せん輩ぱいがごくりと唾つばを飲み下す音が聞こえた気がした。

「園芸委員会は不良のたまり場みたいになってたんだって。薫かおる子こちゃんのお兄にいさんもやっぱり園芸委員だったんだけど、もともと心しん臓ぞうが弱くて、学校も休みがちで。たまに登校すると、その不良の人たちと一緒にいることが多くて、パシリみたいなことやらされてたらしいの。すごく寒い日に、ほとんどいじめみたいな感じでパシらされて──裏うら庭にわで倒れてるのが見つかって、病院に運ばれたんだけど、そこで亡くなったの」

　それで、園芸委員会は、廃止されたのか。

「退学になった人もいたみたいだけど、けっきょく事件の詳しいことはわからなくて。とにかく委員会はなくなって、花か壇だんも温室も潰つぶされる予定だったらしいんだけど」

　だけど？

　今も学校に花が咲き続けているのは、じゃあ、どうしてなんだろう。

「どうしてか、園芸部ができたの」

　僕はドライヤーを止める。ぼんやりとアリスの髪かみにブラシをかけながら、香坂先輩の言葉を反はん芻すうする。なぜか──園芸部が、生まれた。

「ほんとに、よくわからないの。花壇と温室を維い持じする予算がそのとき生徒会の部ぶ費ひ負ふ担たんにされて、委員会の業務をそっくり引き継ぐ形で──それが、今でも続いてて。薫子ちゃんが規約改正を思い立ったきっかけは、その予算なの。あんな無む理り矢や理り作られた予算枠わくが今でも維持されているのはおかしいだろうって。もちろん、お兄さんのことも、あるんだろうけど」

　お兄さんを殺した、園芸委員会が──それから園芸部が、憎いってことだろうか。

　予算だけを気にするなら、園芸部の枠を削けずるだけでいいのに。潰してしまおうとまで思うってことは。

「でも、当時の園芸委員の人も、生徒会の人も、ちょうど卒業しちゃったし、校内でいくら調べてもわからなくて」

「どうして調べてるんだい？　きみは、なにを知りたい」

　アリスの言葉に、香坂先輩は少しの間口をつぐんで、それから顔を上げた。

「だから。その理由を知りたいの。もしあの予算枠にちゃんとした理由がないなら、もう監かん査さ委員からは改正案に反対って言えない。大きい部活の人はみんな賛成するだろうし、このままじゃ通っちゃう。でも、もし、理由があったなら、わたしは薫子ちゃんを止める。だって」

　香坂先輩は、自分の膝ひざに視線を落とす。

「あんなの、おかしいよ。薫子ちゃんは、どうかしてる。あんなことしたら、文化部なんて半分くらい潰れちゃう。ちっちゃくても、だれかの大事な居い場所かもしれないのに」

　僕の手は、ぱたっとアリスの太ももに落ちた。

　小さくても、だれかの──

「……ナルミ？」

　胸のあたりで、アリスの頭がくるりと振り向いて、その大おお粒つぶの瞳ひとみで僕を見上げる。

「……ううん、ごめん。なんでもない」

　だれかの、大事な居い場所かもしれない。僕にとって。彩あや夏かにとって。

　とん、とアリスは僕の胸を額ひたいで押してから、香こう坂さか先せん輩ぱいに向き直る。

「依頼は、それだけかい。きみが望むのは、情報だけなのかい？」

「……え？」

　香坂先輩が持ち上げた目は、濡ぬれているように見えた。あるいは、それは僕の目が濡れているせいかもしれなかった。

「ぼくはニート探たん偵てい、死者の代だい弁べん者だ。きみが依頼すれば嘆きの川コキユートスの底までも探し尽くそう。ただし、手にするのはすでに死んだ言葉だけだよ。それは生せい者じやの慰なぐさみにはなるかもしれない。それだけだ。でも」

　アリスの冷たい小さな手が、太ももの上に落ちていた僕の手首をつかんだ。

「ここには、ナルミがいる。探偵助じよ手しゆだ」

　息が喉のどに詰まって、言葉も出せない。ただ、すぐ下にあるアリスの黒くろ髪かみをじっと見つめることしかできない。僕が、なんだって？

「目も利かず、耳も聡さとくなく、愚ぐ昧まいで、無む神経で、どうしようもないほど魯ろ鈍どんで、それでもたった一つだけ、ぼくにはできないことが、できる」

　香坂先輩はもう、アリスの言葉にもてあそばれるだけで、意味を解していないのがわかった。僕だってそうだ。アリスにできないことを、僕が？

「探偵が現実から言葉を削けずり出すのとは、まったく逆のことだよ。言葉を核かくにして現実を結けつ晶しようさせる。それはすでに死んだ言葉ですらない──『物語』だ。現実と至し福ふくと絶望の雛ひな形がただ」

「アリス、なに言って──」

「きみなら、羽は矢や野の薫かおる子この改正案を現実としてどうにかできるかもしれない。ぼくは、そう言っているんだ」

　振り向かず、けれど力強く、アリスは言った。

　僕なら。

「香坂ゆかり。きみがどう依頼しようとも、結果は変わらない。ナルミは、自分がよって立つ王おう国こくを守るために戦うよ。それでもぼくはきみに問おう。ほしいのは情報だけかい？」

　長い長い間、僕らと香坂先輩との間には、機器のファンや空調のかすれた駆く動どう音だけが流れていた。やがて、先輩はもう一度顔かおを上げて言った。

「お願い。手伝って。薫子ちゃんを止めたいの」










　　　　２







「羽は矢や野の？　羽矢野友とも彦ひこ？」

　その名前が出たとたん、平ひら林ばやしというそのおばさん先生の顔は沈んでしまう。

　香こう坂さか先せん輩ぱいの依頼を受けた翌よく日じつの放課後すぐ。温室の鍵かぎを借りるために職員室に行ったときにちょうど先生がいたので、訊きいてみたのだ。この人は四年前に、園えん芸げい委員会の顧こ問もんだった人。

「ええ、ええ、憶おぼえてますよ、もちろん」

　出席簿ぼをぱたんと閉じて机に置き、先生は腕組みする。

「身体からだ弱かったみたいであんまり学校に来なくてねえ。でも、まさか委員会であんなことされてるなんて、全然知らなかった。小さ百ゆ合り先生のおかげでちょっとはましになったと思ってたのに、ほんとにもう、ねえ。でも、なんでそんなこと」

「え？　あ、あの、僕、園芸部だから。先輩からこないだそんな話を聞いたんです」

　あわてて噓うそをひねり出す。園芸部にはそもそも僕の知ってる先輩なんていないんだけど、平林先生はそこには気づかないでくれたみたいだった。それ以上突つっ込んだ質問はできそうにない。僕が一いち礼れいして、職員室を出ようとしたときだった。パーティションの向こうから、べつの男性教師の声が聞こえた。

「しかしねえ。こう言っちゃなんだけど、あれのおかげでどうしようもない落ちこぼれが何人も退学してくれたからねえ。悪いことばかりの事件ってわけでも」

「ちょっと先生、めったなこと言わないでください」

「一いちの宮みやなんかには手を焼いていたじゃないですか。あいつは逮たい捕ほされてもいいくらいだった」

　一宮？

　その、何度か聞いたことのある珍しい苗みよう字じが僕の耳に引っかかる。気づいたときには、平林先生の机まで取って返していた。

「──な、なに？　藤ふじ島しま君」

「い、一宮？　一宮、哲てつ雄お先輩のことですか？」

　平林先生と喋しやべっていたらしき、ごま塩しお頭あたまの初しよ老ろう教きよう諭ゆが苦にがい顔をする。聞かれてしまったのか、という表情。でも、開き直ったのか、また口を開く。

「なんだ知ってるのか。ふん、あいつもたいがい有名人だな。なにかというと先に手が出る狂きよう犬けんみたいなやつだった。成績もひどいもんだったし、今でもゴロツキやっとるらしい」

　一宮哲雄──テツ先輩。僕の高校を中退したのは、四年前。その理由は、今まで、はっきりと知らなかった。その事件のせいで？

「そうだよ。羽矢野を使い走りにしてた不良どもの一人が一宮だ」と、ごま塩頭が吐き捨てる。足の指先からだんだんと凍りついていくような悪お寒かんが這はい上がってくる。

「証しよう拠こがなくてパクれなかったみたいだがな。自主退たい学がくしたってことは、自分でもわかってるんだろう。羽は矢や野のはあいつらに殺されたようなもんだ」

「テツ先せん輩ぱいは……ッ」

　なにか感情のままに言いかけて、僕は口をつぐむ。平ひら林ばやし先生も、ごま塩しお頭あたまも、ぎょっとした顔をしている。僕はきびすを返して、職員室から逃げ出した。

　薫かおる子こ先輩のお兄にいさんを殺したのは、テツ先輩？

　そのせいで、退学したのか。そんな。そんなの、噓うそだ。

　彩あや夏かにも小さ百ゆ合り先生にもなにも言わず、僕は学校の玄げん関かんを飛び出し、『ラーメンはなまる』に自転車を走らせた。
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　アリスはもちろん、とっくに知っていた。

「事件直後に自主退学した生徒は四人いるね。いずれも、羽矢野友とも彦ひこと関係があったらしい生徒ばかりだよ。リストはこれ。当日に被ひ害がい者と接せつ触しよくがあったということがたしかなのは、その四人目だけだ」

　探たん偵てい事務所の冷房の風の下で、アリスはぞっとするくらい事務的な口く調ちようで言うと、僕に一枚のプリントアウトを放ってよこす。四人の男子生徒の名前や所属クラスが並び、その四番目に、一いちの宮みや哲てつ雄おの名前があった。僕はそれを何度も何度も見返してしまう。

「テツ先輩は──」

　そう口に出してみたけれど、なにを言おうとしていたのか、わからない。

「電話で呼んだよ」とアリスは言った。「ぼくも今日、これを知ったところだ。ぼくらニートどうしは、基本的にお互いを詮せん索さくしない。少しよう佐さもヒロも四代目も、このことについては知らなかったかもしれないし、知っていて口をつぐんでいたのかもしれない」

　そんなのは、どうでもいい。あのテツ先輩が、身体からだの弱い生徒をいじめ同然に使い走りさせて、死なせただって？

　そんなはずない。そう思いたかった。先輩は、そんな人じゃない。

「ナルミ」

　アリスに名前を呼ばれても、僕はしばらく立ち上がることもできなかった。

「ナルミ！　なにを固まっているんだ。きみが貝になったところでスープの出だ汁しにもなるまいよ、さっさとドクターペッパーをとってきたまえ」

　僕はのろのろと立ち上がって冷蔵庫から缶をとってくる。プルタブを上げてやると、アリスは手のひらを突き出して言った。

「きみが飲みたまえ」

「……なんで。要いらないよ」

「いいから飲みたまえ。業ぎよう務む命令だ」

　どんな業務命令だよ。でも、頭がどんよりしていた僕は、アイスピックの先せん端たんみたいなアリスの視線に気け圧おされて、一口含んでしまう。前に一度飲のんだときよりもはるかに不ま味ずかった。こいつはこんなものを毎日三本も四本も飲んでるのか。

「どうだい。たちまち思し考こうが明めい晰せきになるだろう」

「ならないよ」

　脇のテーブルに置いた缶の残りを、アリスは不満そうな顔で、それでも一いつ気き飲みする。

「もう三本持ってきてくれたまえ」

　まるで僕に見せつけるように、さらに三本のドクターペッパー、合計で１・４リットルほどを立て続けに空からにすると、アリスは言った。

「それじゃあ、もっと頭が冴さえるようなことを言ってやろう。依い頼らい者の香こう坂さかゆかりに報ほう酬しゆうの請求をしなかったのはどうしてだと思う？」

「どうして、って……」

　そういえば、調査費の話なんて香坂先せん輩ぱいには一言もしてなかった。忘れてた。

「簡単だ。きみが払うからだよ」

「なんでっ」

「第一に、香坂ゆかりには支払い能力がない。一いつ介かいの高校生だからね。第二に、これはきみの依頼でもあるのだろう。奪われようとしているのはきみの城だ」

「それは、そうだけど」

「第三に、きみには支払い能力がある。先せん日じつ給料を渡したろう」

　そこでアリスが口にした調査費は、けっこうなものだった。こいつ、普段からこんな高額をふんだくっているのか。いや、僕が相そう場ばを知らないだけで、探たん偵ていってそんなもんなのかな。たしかに、こないだ給料をもらったから、払えない額じゃないけど。

「きみだって、この件の解かい明めいを望んでいるのだろう？」

「だからって、テツ先輩の……」

　先輩が犯した罪を暴あばくなんて。そんなことをしてまで。

「ナルミ。何度も言ったね。探偵は死者の代だい弁べん者だ。その所しよ業ぎようは生せい者じやを傷つけ、死者を辱はずかしめるかもしれない。手にするものはただのつまらない慰なぐさめや、名めい誉よの回復にすぎないかもしれない。それでもぼくは──」

「なんでそんなに平気でいられるんだよ！」

　僕は思わず、荒い声でアリスの言葉を遮さえぎっていた。いつものように、その怒りがいったいなにに向けられたものなのか、自分でもよくわからなかった。ただ、アリスの冷ややかで超ちよう然ぜんとした口く調ちようをそれ以上聞いていられなかった。

　でもそこで、ベッドの上の小さなニート探たん偵ていは、大おお粒つぶの瞳ひとみをわずかににじませる。

「なるほどね！　きみには、ぼくが平気なように見えるのかい。それはなによりだ！」

　僕は言葉を失う。

　そうだ。アリスは、僕なんかよりもずっとずっと前から、テツ先せん輩ぱいと友達だった。

　平気なわけがない。だって、アリスはさっきから一度も──

　テツ先輩の名前を、口にしていない。

「あ、あの、アリス、ごめ──」

「うるさいばか！」缶を四本とも投げつけられた。「きみにそう見えたんだから、ぼくは平気なのだよ、なんで謝る！」

　僕のまわりで、虚うつろな缶の金属音が散らばる。ベッドの上で仁に王おう立だちになり、アリスは顔を真まっ赤かにして髪かみを震わせる。

「さっさと片付けてきたまえ、何事にも動じないニート探偵は、これから真実を突き刺す光ファイバーのような眼めでもって、仲間の過去を穴だらけにする業務に取りかかるところだ！」

「僕も──」

「きみにできることは今のところなにもない。毎まい度どのことながらね」

　ふい、とアリスはモニタの方に向いてしまう。僕は冷たいフローリングに膝ひざをついて、アリスの背中に伸ばしかけた手を、そっと引っ込める。

　探偵助じよ手しゆは、こういうときに──支える役目じゃないのか。

　なにやってるんだ僕は。アリスに感情をぶつけたって、なんにもならないのに。







　テツ先輩はそれからすぐにやってきた。ベッドの枕まくら元もとでブザーが鳴り、アリスが青ランプを点てん灯とうさせて応答するとすぐに玄げん関かんが開く。

「ナルミも来てたのか」

　あいかわらずＴシャツ一枚のテツ先輩は、寝室の入り口まで来て、僕とアリスの顔をざっと一いち瞥べつすると、ぼそっとつぶやく。

「用件は、さっき電話で言ってたことだけか？」

　アリスは黙ってうなずく。珍しいことだ。こいつが喋しやべらずに意い思し表ひよう示じするなんて。

「そっか。じゃあ……俺から言うことはなんにもねえよ」

　なんにも？

「申し開きもなしかい」

「なんだよ、申し開きって。色いろ々いろ調べてんだろ、とっくに」

「羽は矢や野の友とも彦ひこが、きみに酷こく使しされて心しん臓ぞう発ほつ作さを起こし、死亡したと──そういう証言はあるね。認めるというのかい？」

「だから俺ァ中退したんだよ。悪いか？　あれがなくたってやめてたけどな。二、三ヶ月やめんのが早まっただけだ。大したことじゃない」

　僕は立ち上がって先せん輩ぱいになにか言いかけた。アリスが僕の手首をつかまなければ、先輩に詰め寄っていたかもしれない。

「そうかい。それでは、事じ件けん当時の詳しい話を聞きたい」

「お断りだ」

　まるで顎あごを一いち撃げきで打ち抜くフックのように、先輩はアリスの言葉を断ち切った。

「この件に関しちゃ、話すことなんてなにもない。いちいちほじくり返すんじゃねえよ」

「調査に協力するつもりがないと？　ぼくからの要よう請せいがあっても？」

「協力どころの話じゃねえ。もしナルミとかに嗅かぎ回らせるってんなら」

　テツ先輩は言葉を句く切ぎり、両手をポケットに突っ込んだまま、僕をにらんだ。視線だけで、身体からだが平たく圧おし潰つぶされてしまいそうだった。

　なんなんだ。これは、ほんとにテツ先輩なのか？

「ためらいなく殴なぐるぞ」

　吐き捨てられたテツ先輩の言葉が、僕の両足の間の床に落ちる。

　あのテツ先輩が。賭かけ事ごと好きのダメ人間で、些さ細さいなことなんていつも笑い飛ばして、肝かん心じんなところでは僕の背中を引っぱたいてくれた、テツ先輩が。

　身体の弱い人をいじめて、死なせてしまった、だって？

　噓うそだ。そんなの。

　うなだれる僕の耳に、ドアが閉じる音が突き刺さる。はっとして顔を上げると、すでに先輩の姿はない。

「先輩！」

　あわてて追いかけ、廊下に飛び出す。非常階かい段だんを駆け下りても、追いつけなかった。いつも僕をあたたかく迎えてくれた、ドラム缶やひっくり返したビールケースや木の台の並ぶたまり場。でもそのときは、五月とは思えない寒さむ気けがわだかまっている。

　非常階段の二段目に、腰を下ろした。

「……藤ふじ島しまさん？」

　声がして、頭をのろのろ持ち上げると、勝かつ手て口ぐちから彩あや夏かが顔を出している。

「あ……来て、たんだ」僕は、たぶんどんよりしているであろう表情を見られたくなくて、彩夏からちょっと目をそらす。

「藤島さん、鍵かぎ借りに行ってそのまま戻ってこないから……ひょっとしてこっち来てるのかなって思って」

「……ごめん」

　そうだった。職員室で先生の話に驚いて、そのまま学校を出てきてしまったんだった。

「どうかしたんですか。さっき、あの、テツさんがものすごい顔して出てったけど」

「……ううん。なんでも──」

　なんでもないわけがない。彩あや夏かとも無関係じゃない。

　僕が、どうしようもなく頭の悪い僕が、この冬と春とで学んだこと。それは、ひとりでぐちぐち悩んでいても、なんにもならないってことだ。

　僕が園えん芸げい部を守るのは、彩夏と過ごしたあの冬のはじまりを、取り戻すためなんだから。

　でも、そんなことを直接は言えない。なにから話せばいいだろう。さんざん迷ったあげく、僕は口を開く。

「……園芸委員会のことは、知ってる？」

　彩夏は首を振る。知らないのか、それとも失くした記き憶おくの池の中に沈んでしまったのか。

　じゃあ、そこから話そう。

　かつて、学校側が管理する委員会があったこと。それが、死亡事件をきっかけに廃はい止しされたこと。その事件に、テツ先せん輩ぱいが関わっていること。委員会がなくなったはずなのに、なぜかその活動がそっくり生徒会側に引き渡され、園芸部が生まれたこと。

　その園芸部が、僕と彩夏の居い場所で──もうすぐ、なくなってしまうということ。

　彩夏はまるで、観みるつもりのない映画のあらすじでも聞くみたいに、僕の言葉にいちいち相づちを打っていた。単たん語ご一つ口にするたびに、体温が流れ出していくみたいだった。

「それで藤ふじ島しまさんは──」彩夏はちょっと唇くちびるを嚙かむ。「園芸部を、なんとかしようとして？」

　うなずくと、彩夏はなんだかさみしそうな目になる。

「それは、昔、あたしと藤島さんがいたクラブだから……ですか」

「え……？」

　彩夏の言っている通りだったけれど、でもどうして今そんなことを訊きくんだ？

「そんなことで、テツさんとけんかして」

「そんなこと、なんかじゃないよ、だって僕らの……」

　僕らの、大切な場所。はじまりの場所。それを、うまく説明できない。

　ポケットに入れっぱなしの腕わん章しようのことを思い出す。渡したら、記憶が戻る手助けになってくれないだろうか。でも、あの腕章は僕と彩夏の間にあったものにあまりにも強く結びつきすぎていて、だから、渡してもなんにもならなかったときのことを考えると、怖い。

　さらに彩夏がなにか言いかけたときだった。足音がして、僕の足下まで影が差す。顔を上げると、ビルの谷間の入り口に二つのシルエット。

「さっき、アリスから電話あったんだ。テツとも電話で話した」

　ヒロさんはすっと歩み寄ってきてドラム缶に腰を下ろす。その後から少しよう佐さが入ってきて、僕のすぐ隣となりに荷物を置き、ちらっと彩夏を見てから僕に視線を戻す。

「ちょうどいい。藤ふじ島しま中ちゆう将じように言っておこう。アリスに伝えてくれないか」

「なにを……ですか」

「我々は今回の件では、アリスに協力しない」

　僕はぼんやりと少しよう佐さの顔を見上げる。協力しない？

「テツのことを調べるんなら、手伝わないよってこと」とヒロさんが言った。「テツが自分のこと嗅かぎ回られたくないって言ってるからね。おれたちはそれを尊そん重ちようするよ」

「アリスの要よう請せいでも、ですか」

「そう。でも、やっぱり言いづらいから……ナルミ君が伝えてくれないかな」

「アリスよりも、テツ先せん輩ぱいの方が大事なんですか？」

　訊きいてしまった後で、馬鹿な質問だなと自分でも思った。ヒロさんは淡あわく微笑ほほえむ。

「そういうことじゃないよ。おれらはクライアントは失うかもしれない。でも仲間を失くすよりはましだ。それだけ」

　仲間。そうだな、友達なんて言葉じゃ表現しきれない。それなら。

「じゃあアリスに自分で言えばいいじゃないですか」

　自分でもぞっとするくらい冷たい言葉だった。ヒロさんの顔はほんの少しの間、硬こう直ちよくした。かわりに少佐が嘆たん息そくして言う。

「……そうだな。妙みようなことを頼んで、すまなかった」

　荷物を取り上げた少佐が僕の隣となりを通り過ぎようとしたとき、勝かつ手て口ぐちがいっぱいに開く。

「ま、待ってください！」

　少佐はぎょっとした顔で、飛び出してきた彩あや夏かを振り返った。僕も同じ顔で彩夏を見つめていたかもしれない。こっちに向き直った彩夏が、顔をしかめていたからだ。

「藤島さん、そんなのひどいです、だってっ」

「……なんで」

　もちろん、自分が少佐とヒロさんにひどいことを言ったのはわかっていた。でも、だからってなんで彩夏が怒るんだよ。

「面と向かってそんな話されたら、アリスだって哀かなしいにきまってるじゃないですか！　あんなにちっちゃい娘こなのに、なんで、なんでそんなひどいことさせるんですか、藤島さんが伝えればいいだけなのに！」

　アリスがただの小さい女の子だとでも思ってんのか？　なんにも憶おぼえてないくせに口出しするなよ。僕はそう感情的に言い返そうとして、言葉を舌の上で凍らせる。

　ときおり、忘れそうになる。もちろんアリスは──ただの、ではないとしても──小さい女の子なのだ。彩夏の言う通りだ。少佐とヒロさんに直接アリスに逢あって協力要請を突っぱねさせたとして、だれにいいことがあるっていうんだ。

　彩夏はひとしきり言葉を吐き出すと、とたんに青い顔になって、厨ちゆう房ぼうの中に後ずさる。

「……あ、あ、ご、ごめんなさい、……あたし、なんにも知らないのに」

「いや、あの」

　僕はあわてて立ち上がる。唇くちびるを嚙かみしめ、自分の太ももに爪つめをきつく立てる。

「ごめん。僕が悪かった。すみません少しよう佐さ」

　顔は合わせられず、軍ぐん靴かの爪つま先さきを見つめて言う。

「……僕が、伝えます」

「いや……我々こそ、すまないと思ってる」

「悪い、ナルミ君に変なこと頼んじゃって」とヒロさんもうつむく。

　なんなんだろうこれは、と僕は思う。今まで、どんなに深しん刻こくな事件があっても、ここだけは、この路ろ地じ裏うらにだけは、笑い声が絶えなかったのに。

「そうだな。ナルミ君の言った通りだよ。今回は、アリスよりもテツを選ぶよ」

「二人とも、テツ先せん輩ぱいのこと、信じてるんですか」

　僕の問いに、少佐とヒロさんはちらっと顔を見合わせる。

「テツがいじめでだれか死なせたなんて、噓うそだって──思ってるかってこと？」とヒロさんが、泥どろの底を探るような口く調ちようで訊きき返す。僕は力なくうなずいた。

「そんなのはどうでもいいんだ」

　ヒロさんのくっきりした答えに、僕ははっとして顔を上げた。

「おれたちはニートだしね。現い在ましか見てない。昔のテツがどんなやつだったかなんて、知ったことじゃない。今のテツがそんなやつじゃないことだけは、信じてるよ」

　ヒロさんは少佐に視線を投げる。

「たとえばテツさんが殺人罪時じ効こう待ちで逃げ回っているなら、全力で援えん護ごする。テツさんがこれから人を殺そうというのなら、全力で止める。同どう朋ほうというのは、そういうものだ」

　同朋。仲間。

　それじゃあ、二人にとって、アリスはいったいなんなんだろう。

　でもそれは口にしてはいけない問いのような気がして──僕は、口を開き、けっきょくべつの想いを吐き出す。

「……それなら。僕は、テツ先輩よりもアリスを選びます」

　友達でも、仲間でもない。そんな言葉では説明できない。

　アリスは探たん偵ていで、僕は探偵助じよ手しゆだ。

「わかってる」

　ヒロさんは咲きかけの白しら百ゆ合りの花みたいにかすかにさびしそうな色を浮かべた表情で、そう言ってうなずいた。

「敵対したわけではない。テツさんの過去を探る以外の用があるなら遠えん慮りよなく呼ぶように、アリスにも伝えてくれ」

　少しよう佐さはそう言って僕に背を向け、大きく手を振り、ヒロさんと連れだってビルの谷間から出ていった。

　僕がアリスの味方をするわけじゃないよな。二人の姿が見えなくなってしまった後で、ふとそう思う。アリスの方が、僕を手伝っているだけだ。僕が今すぐ依頼を取り下げてしまえば、アリスはテツ先せん輩ぱいを傷つける死者の言葉を掘り返さなくても済む。

　でも。

　目を上げると、勝かつ手て口ぐちのドアにしがみついた彩あや夏かの不安げな視線と出で逢あう。

　僕には、守らなきゃいけないものがある。たとえ、彩夏がその大切さを忘れてしまって、もう僕の中にしか残っていない景色だとしても。
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　次の日から僕は、助じよ手しゆの仕事が忙しいときは『はなまる』のバイトを彩夏に代わってもらうようになった。

「やっぱ、おまえより一万倍ばい使つかえるよ、彩夏は」

　というミンさんとの利害も一致。なんか倍ばい率りつ増えてるけど気にしない。

「ミンさんがあたしでもいいって言うなら……」

　彩夏も遠えん慮りよがちに引き受けてくれた。

　アリスやミンさんに逢うのは彩夏も楽しみにしているみたいだった。だから仕事を手伝ううちに、『はなまる』のことはほんとうに思い出すかもしれない。園えん芸げい部の仕事を簡単に済ませて彩夏を見送りながら、僕はあらためてそう考える。

　でも、ほっておけば失くしてしまうものだって、もちろんたくさんある。だから、立ち止まってはいられない。

　その日はまず監かん査さ委員室に行った。

「藤ふじ島しま君？　なにかわかったの？」

　暗くてがらんとした監査室に、香こう坂さか先輩はひとりきりで、机の上には過去の生徒総そう会かいのパンフレットが山積みにされていて、旧式のワープロの画面がさみしく光を放っている。隣となりの総そう務む室の騒がしさが棚たな越ごしに聞こえてきて、いっそう寒々しい。

「……監査って先輩しかいないんですか？」

「ううん。五人いるけど、わたし以外はあんまやる気なくて」

　そりゃあ薫かおる子こ先輩にやりたい放ほう題だいやられるわけだ。

「えっと。監査の先輩に、平ひら坂さか組の人がいるって言ってましたよね。あ、平坂組って黒Ｔシャツチームのことです」

「え、あ、うん。わたしの一つ上。宮みや部べ先輩って人」

「その人、園えん芸げい委員会がまだあった頃のことも知ってるんですよね」

　先せん輩ぱいはうなずく。その宮みや部べなる人物に、香こう坂さか先輩の方からも話を通しておいてもらうことにした。込み入った問題なので、いきなり逢あっても話しづらいだろうし。

　僕が礼を言って監かん査さ室を出ようとすると、香坂先輩が呼び止めてくる。

「なんですか？」と、僕は振り向く。

「えっと、その……」

　先輩はワープロの前に座ったまま、もじもじと両手をすりあわせた。

「ごめんね、変なこと頼んじゃって。うちの子たちのために、藤ふじ島しまくんにも迷めい惑わくかけちゃって」

「う、うちの子？」

「あっ、あの」香坂先輩はちょっと頰ほおを染めて手をぱたぱた振った。「ごめん、つい。今いま潰つぶされちゃいそうな小さい文化部って、わたしが一年の頃に申しん請せいがあって監査したとこが多いの。だからなんだか自分で面めん倒どう見た子供みたいで」

　それで、か。この人も、一人でみんな背負い込んでいっぱいいっぱいになるタイプ。

「監査って、部活を潰すところだと思ってる人が多いんだけど」

　思わず目をそらす。実は僕もそう思っていた。

「実際、廃はい部ぶの処理はうちでやるしね。潰すのが仕事だってほんとに言ってた先輩もいるの。でも、そうじゃなくて……総そう務むは力が強いから、一方的に弱い子たちが潰されないように護まもるのも、監査の仕事だと思ってる」

　香坂先輩の顔を見られなかった。

「だから、ほんとはわたしひとりでなんとかしなきゃいけないことなんだけど。ごめんね」

　あわてて僕は首を振る。

「頼まれたからってだけじゃないです。僕も、園芸部なくなったら困るから。先輩は気にしないでください。アリスだって、自分のためにやってんです。あいつは自分の知らないところでだれかの不幸が進行してくのが怖いだけです」

「あの、アリスって子──」

　香坂先輩は言葉を詰まらせ、しばらく眉まゆをひそめて宙をにらんでいた。

「──不ふ思し議ぎな子だよね」

　さんざん言葉を探しても、けっきょくそう表現するしかなかったみたいだった。それはまあ、そうだろう。

「何歳さいくらいなのかな、十一か十二くらい？　なんであんな場所で探たん偵ていなんてやってるの？　ほんとにひきこもりでニートなの？　親とかはどうしてるのかな」

「え、あ、いや」

　先輩がはじめてアリスに逢ったときになにも訊きかなかったのは、後で僕に訊こうと思ってたからなのか。でも残念ながら、答えの持ち合わせは一つもなかった。

「そういうのは、全ぜん然ぜん知らないんですよ」

　香こう坂さか先せん輩ぱいはばんざいのポーズで驚いてみせた。こういうところ、ちょっと彩あや夏かに似ている。

「知らないの？　え、ど、どうして？　だってあんなに仲良さそうなのに、おかしくない？」

　おかしいのかな。言われてみれば、おかしいのかもしれない。って、仲良さそう？　そう思われるのはなんだか複雑だなあ。僕だって、あいつの世話をしたくてやってるわけじゃないんだけど。

「じゃあ、どうしてやってるの？　女の子の髪かみのお手入れしてあげるなんて……」

「ううん……探たん偵てい助じよ手しゆだから？」

　やばい、自分で言っていて、変だと思えるようになってきたぞ。なんで探偵助手が探偵のヘアケアまでしなくちゃいけないんだよ！

「助手ってより、あの子とはなんだかもう家族みたいだったよ？」

「いや、いやいや」

　僕はもう、香坂先輩の質問責ぜめにいっぱいいっぱいだった。背後で戸が開く音がしなければ、わけのわからないことを喋しやべってしまっていたかもしれない。

　香坂先輩の顔に緊きん張ちようが走り、僕は振り返った。戸のすぐ外に、薫かおる子こ先輩が立っていた。

「なにしてるの？　あなたはもう監かん査さに用ないはずでしょ」

　僕はなにも答えずに目を伏せ、薫子先輩の脇を通り抜けて部屋を出ようとした。でもそのとき、背中に声がかかる。

「藤ふじ島しま君待まって。あのね、薫子ちゃん」

　薫子先輩と、振り向いた僕とは、同時に香坂先輩の顔を見た。閉じたワープロに手をついて立ち上がり、切実そうな声で言う。

「今、藤島君に調べてもらってるの。薫子ちゃんのお兄にいさんの、……事件のこと」

　僕のすぐ隣となりで、薫子先輩が目をむくのがわかった。

「なんで……そんなこと」

「だって、あれがきっかけで園えん芸げい部ができたんだから。予算枠わくもそのとき決まったことだし、だったら、無関係じゃないかも──」

「調べる必要なんてない」

　薫子先輩は自分の両方の二にの腕うでにきつく指を食い込ませて、首を振った。

「余よ計けいなことしないで」

「余計なことかどうかっ、まだ、わかんないよ？」

　香坂先輩は歩み寄ってくる。僕はその目の中に涙の予感を見つける。

「だから、ね、薫子ちゃんもあのとき、警察とかに色いろ々いろ話聞いたでしょ。よかったら、藤島君にそれ話してあげて──」

「出てって！」

　薫かおる子こ先せん輩ぱいはいきなり僕の胸ぐらをつかむと、自分の身体からだと入れ替えるようにして僕を廊下に引きずり出した。

「あなたもくだらないことに首突っ込んでないで！　二十五日には総そう会かいなんだから、それまでに園えん芸げい部の片付けをしておいて！」

　どん、と僕の胸を突き飛ばすと、薫子先輩はぴしゃりと監かん査さ室の戸を閉めて、僕の視線を断ち切った。戸の向こうから、また二人の言い争う声が聞こえてくる。

　僕は窓まど際ぎわまで後ずさって、薫子先輩に突かれたところにぼんやり残った痛みが消えてしまうのをじっと待った。なるほど、これが死者の代だい弁べん者ってやつか。墓の上でも墓の下でも迷めい惑わくがられる。アリスはいったい何度これを繰り返して、そのたびに罵ば声せいを浴びてきたんだろう。

　薫子先輩はお兄にいさんのことなんて絶対に話してくれないだろう。聞ければ、なにか進展はあるかもしれないけれど。だれかの不在が残した傷は、永久に消えない。それは僕がいちばんよく知っていた。だって、そのだれかが戻ってきても消えないのだから。

　生徒総会は、今月二十五日。あと二週間と少しで、僕と彩あや夏かの居い場所は踏み潰つぶされてしまう。立ち止まってはいられなかった。







　学校を出てすぐに、僕の携帯電話が『コロラド・ブルドッグ』の着信音を吐き出す。校門の脇に自転車をもたせかけて、携帯を取り出した。

『ナルミ？　今日はこっちには寄らずに──』

「ああ、うん、平ひら坂さか組に行こうと思ってる」

　アリスは一いつ瞬しゆんだけ言葉に詰まった。珍しい。

『……最近きみは気持ち悪いくらい勤きん勉べんだね、どうしたんだい？　ラーメン屋店員に続いて、探たん偵てい助じよ手しゆの職まで彩夏に奪われそうだと不安なのかい』

　気持ち悪いって言うな。

「僕の事件でもあるって言ったのはアリスだろが」

『それもそうだ。ぼくも嬉うれしいよ。大だい丈じよう夫ぶ、安心したまえ。彩夏は、細かい仕事はきみよりも一億倍ばい丁てい寧ねいだけれど、残念なことにつっこみ資し質しつに欠ける。助手は務まらない』

「助手の仕事は探偵の漫まん才ざいにつきあうことだったのか……」

『ちがうとでも思っていたのかい？』

　いえ、知ってましたよ？

『中退した生徒四人ぶんのプロフィールを、もう少し詳しく調べた。量があるので平坂組のマシンにメールしておいたよ』

「……テツ先輩のも？」

『もちろんだ』

「いいのかな、僕がそれ見ても。先せん輩ぱいのプライヴァシだし……」

『まるで、テツ以外のなら見ても道どう義ぎ的にかまわないような言いぐさだね？』

「えー、と、あー、いや」

　他人のプライヴァシにはかわりないか。というか、僕だってアリスの隣となりで、知らないだれかのプライヴァシがずばずば丸まる裸はだかにされていくところを何度も見てきたのだ。その相手が、この件ではたまたまテツ先輩だからって、今さら。

『なにもかもが終わって、ぼくらがガラスの月明かりの下の酒しゆ宴えんで盃さかずきを手に再会できたとき、きみが変わらずテツと笑いあえる自信があるなら、見たまえ』

　なにもかもが、終わって──。

　そんな日が、また戻ってくるのかな。

「……アリスにはあるの、そんな自信」

『もちろん。それがなければニート探たん偵ていは務まらない。知ることは死ぬこと。検けん索さくアプリが吐き出すファイルの一つ一つが、ぼくの屍しかばねだよ』

　僕は電話でこんな話をしてしまったことを少しだけ後こう悔かいした。アリスの顔が見えない。いつもの軽かる口くちなのか、それとも饒じよう舌ぜつで覆おおい隠かくしてしまわなければいけないほどの哀かなしみなのか。

　今は──どっちだろう。

「あのさ、アリス」

『うん？』

「僕は、大だい丈じよう夫ぶだから。僕だけは」

　携帯を逆の手に持ち替えて、息をつき、言葉を続ける。

「いなくなったりしないし、どんだけひどいこと知らされても、アリスのこと、いやになったりしない。ちゃんと、いつも隣となりにいるから」

　しばらくの間、受話器から聞こえてくるのは、ＰＣ機器のファンの音だけだった。

　あ、あれ？　僕、なにかまずいこと言っただろうか。アリスはひょっとしたら探偵の仕事がニート仲間にさえ疎うとまれるような事態になって落ち込んでいるのかもしれないと思って、僕なりに慰なぐさめを言ったつもりなんだけど。

『……な、な』

　変にうわずったアリスの声がようやく聞こえてきた。

『なにを言ってるんだきみは、いきなりっ？』

　きんきん声に、僕は思わず携帯をちょっと耳から離してしまう。

『もう少し脈みやく絡らくというものを考えたまえよ、ぼ、ぼくがなんだってっ？　いったいなんの話をしてるんだ、きみがぼくのそばにいるのはあたりまえだろう、助じよ手しゆなんだから！』

「えっと、ごめん、……なんでそんなにあわててんの？」

『あわててなんかいない！　くだらないことを喋しやべっていないで、さっさと組くみ事務所に向かいたまえ、ぐずぐずしていると機械音おん痴ちの組員どもがＰＣをいじくって、黒くろ山や羊ぎよろしくぼくのメールを食い尽くすぞ！』

　ぶっきらぼうに通話は切れた。僕はしばらく、黙り込んでしまった携帯を何度も手のひらの中でひっくり返しながら見つめる。なんだあいつ？

　首を傾かしげながらも携帯をポケットにしまうと、自転車にまたがった。




　　　　[image: まーく]




　巨大な駅からのびる大だい動どう脈みやくみたいな道のうち、左端はし、テレビ局へと続く坂を少し上って、左への脇わき道みちに入っていくと見えてくるおんぼろビルの三階四階が、平ひら坂さか組の事務所だ。

　組長である四代目と五分の盃さかずきを交わした身として、僕もこの少年やくざチームが成り立った経いき緯さつを少しは知っていた。四代目が関西の実家から逃げ出して東京にやってきたのはもうだいぶ前のことになる。そこで四代目は、テツ先せん輩ぱいやヒロさんたちよりも前に、まず一人の同年代の男と出で逢あって意気投とう合ごうした。二人は当時からこの街で喧けん嘩か負けなしであり──平坂組の古こ参さんが嬉うれしそうに語ってくれたところによると、血の気の多い連れん中ちゆうの間では『四し天てん王のう』なるこっ恥ずかしい称しよう号ごうがまかり通っていて、残りの四天王はテツ先輩、そして最後にして最強の一人はどこかで聞いたことのあるラーメン屋の店てん主しゆらしいんだけどこれはたぶん僕の聞き間違いだろう。なんでああいう人たちって、序じよ列れつとか称号とか最強とか好きなんだろうね？

　ともかく、四代目とその相あい棒ぼうは瞬またたく間に街中の穀ごく潰つぶしどもをシメてしまった。商しよう家かの生まれだった四代目は見かけによらず非常に建設的な思し考こうの持ち主だったので、暴力もまた人を動かすための力であり、数多くをまとめて一定の指し向こうを与えるとそこに経済的価か値ちが発生することを知っていた。

　かくして不ふ良りよう少年どもを集めたチームが誕生し、定期的に学校から落ちこぼれてストリートに供給されるニートたちを吸収しては成長し、今では暴力団さえも無視できない一いち勢力となっている──らしい。

　チームの礎いしずえとなったもう一人、四代目の莫ばく逆げきの友であったその男は、理由はわからないけれど組の結成の少し後で姿を消してしまった。今では、組の看かん板ばんにその名を残しているだけだ。

　ビル一階の郵便受けに貼はられたラベルの『平坂』という文字と、平へい氏しの家か紋もんにして平坂組の代だい紋もんである揚あげ羽は蝶ちよう紋もんをじっと見つめながら、長々とそんなことまで思い出せてしまったのは、エレベーターがちっとも下りてこなかったからだ。こいつ、また壊こわれてるな？

　しかたない、非常階かい段だんを使おう。と思って僕が外に回ろうとすると、表の通りで黒Ｔシャツの男とばったり鉢はち合あわせした。

「お？　組になんか用か──って、Ｍ高の制服じゃんか」

　つんつんに逆さか立だてた髪かみをきつく脱だつ色しよくした、平坂組ではあんまり見ないタイプの男だった。

「あ、ひょっとしておまえが藤ふじ島しま？」

　いきなり言われて、僕は驚きながらもうなずく。

「ああ、うん、ゆかりちゃんから電話あってさ。その後いきなり壮そうさんに呼び出されたもんだから、なにかと思っちまったよ」

　ゆかりちゃん──って、香こう坂さか先せん輩ぱいのことか。それじゃあ。

「えっと、宮みや部べ先輩、ですか？　元もと監かん査さの」

　生徒会活動なんてやってたくせに大学受験失しつ敗ぱいしてそこからニートに転落した、という話を香坂先輩から聞いていて、人物像ぞうのイメージがまったく浮かばなかったのだけれど、実物はこんなかよ。

「そうそうそうそう！　いやあ、ほんとにうちの二年生なんだなあ。それで壮さんとタメはれんの？　すげえなあおまえ」

　階段を上りながら宮部先輩に話を聞いてみると、どうも組に入って日が浅いらしく、僕のことも噂うわさでしか知らなかったらしい。どうりで、香坂先輩に歪ゆがんだ情報が伝わってるわけだ。

「ゆかりちゃん、監査やれてるか？　羽は矢や野のにいじめられたりしてねえ？　俺が卒業したときにすでに、ゆかりちゃん一人で監査回まわしてるようなもんだったからなあ。ひょっとして今も一人で全部しょいこんでたりしねえだろな」

「え、ええと……なんとか、やってるみたいですよ」

　宮部先輩の心配が全部的てき中ちゆうしているので、僕はちょっと胸が痛くなる。

「そっか。ならいいんだけど。あの娘こ、自分がいっぱいいっぱいなのに、他ひ人とに気きィ遣つかってどんどん首くび突つっ込んで身動きとれなくなるタイプだからなあ」

　今まさにそうなってるところです。

「そんで今は、園えん芸げい委員会のこと調べてんだって？　苦労人にんだなあ、あの娘」

　宮部先輩の妙みように軽いノリにわずかな不安を覚えつつ、四階に到着した。先輩に続いて、いかつい鉄てつ扉ぴをくぐる。

「おはざぁッス」と先輩のゆるい挨あい拶さつ。

　事務所にそのときたまっていたのは黒Ｔシャツ五、六人。中央の机を挟んで向かい合った二つのソファはいっぱいだった。いつ来ても、これくらい待たい機きしている。それが仕事なのか、それとも単にひまなのか。

　四代目のボディガードの片方である電でん柱ちゆう（身長二メートル）の姿はあったけれど、肝かん心じんの組長は、いちばん奥のデスクにもいない。

「お、兄あに貴き、お疲れさんス！」

「お疲れさんス！」

　宮部先輩の挨拶は完全無む視しして、組メンバーたちは総立ちになって僕に礼する。やめてくれないかなあ、いつもいつも。宮部先輩は、まるで自分が運んできた荷物が途と中ちゆうで蛇へびの群れに化けていたみたいな顔で僕を見ている。

「え、ええと、あの」

　僕は言葉を濁にごしながら、宮みや部べ先せん輩ぱいの顔から電でん柱ちゆうへと視線を移す。

「四代目は、今日は？」

「壮そうさんは今ちょっと出てます」

「あ、そうだ兄あに貴き、さっきパソコンがぴこぴこいってたんで、兄貴に教わった通り電源ボタンを十六連れん打だして黙らせておきました！」

　んなこと教えてねえよ！　稼か働どう中は電源ボタンには触るなって教えたんだよ！　ていうかそれはアリスからのメールだ、中身大だい丈じよう夫ぶかな……。

　デスク脇の扉とびらの奥、書しよ斎さいに通される。仮か眠みん室と倉庫を兼ねているその部屋は埃ほこりっぽくて、未整理の段ボール箱が来るたびに増えていて、いつか整理しなきゃなあと思っているのだけれどそもそも僕は組員じゃないわけで。

　平ひら坂さか組のＰＣはベッド脇の小さな机の上。アリスからのメールは無事に届いていた。僕は添てん付ぷファイルを手早く印いん刷さつする。テツ先輩のだけを除よけて、他をざっとチェックしてみた。全員実家に居い着ついておらず、住所不ふ定てい。四代目に調査を依頼するようにアリスからの指し令れいが添えてある。

「お、なんスか兄貴、このリストは。今度はこいつらをシメるんですか？」

「わあっ！　見ないでください！」

　僕はあわてて、電柱の手からプリントアウトを引ったくった。

「……す、すみません」

　電柱の巨体は恐きよう縮しゆくして萎しおれる。ついでに、たまっていたアップデートなんかを済ませて、他のメールもチェック。

「へえ、藤ふじ島しまがうちのパソコン管理してたんだ」と、宮部先輩も後ろからのぞき込んでくる。

「おい宮部、てめえ兄貴のこと呼び捨てにすんじゃねえよ」「壮さんの兄弟分ぶんだぞ？　わかってんのかてめえ」組の古ふる株かぶから総つっこみ。

「え？　あ、はあ、すンません」

「あの、べ、べつにいいですよ気にしなくても」

　それよりも、宮部先輩にさっさと話が聞きたかった。なぜか電柱も一緒に書斎に残るので、話しづらいことこの上ない。

「テツ先輩の一つ下なんでしたっけ」

「そう。だから藤島の二つ上だな」

「おい宮部、タメ口やめろっつってんだろが。兄貴、ほんとすみません教育がなってなくて」

　電柱は黙っててくれないかな。

「事件があったのは、冬ですよね」

「十二月だ。……十二月です、えーと四年前の」と宮部先輩は電柱に向かって言い直した。

「四年前の十二月だそうですよ兄あに貴き」と電でん柱ちゆうが僕に伝える。

「宮みや部べ先せん輩ぱいは、事件あったとき学校にいました？　放課後、五時頃って聞いたけど」

「いや。俺はもう家に帰ってました」と先輩はまた電柱に向かって言った。

「帰ってたそうですよ兄貴」と電柱。

「えーと、じゃあ、事件のことは全然知らないんですか」

「後から聞いてちょっとは知ってますが」

「ちょっとは知ってるそうですよ兄貴」

　電柱は黙っててくれないかな！

　謎なぞの敬けい語ごトライアングルに苦しめられながらも聞き出したところによると、事件の概がい要ようはこうだった。冬休み直前の大雪が降った水曜日、放課後の五時半頃、Ｍ高校の校門入ってすぐ右手の塀へい際ぎわに倒れている羽は矢や野の友とも彦ひこが発見された。喀かつ血けつしたあとがあり、救きゆう急きゆう車で病院に運ばれたがその日の深夜に急性心しん不ふ全ぜんで死亡した。

　発見し、通報したのは、当時の園えん芸げい委員会をたまり場にしていた不ふ良りようグループの男子生徒たちであり、その中には委員ではない一いちの宮みや哲てつ雄おもいた。彼らの証言によると、第一発見者の一宮哲雄が中心となって、身体からだの弱い羽矢野友彦に対して日ひ頃ごろから『身体を鍛きたえさせる』という名めい目もくで、冬に上着なしで走って買い物に行かせるなどのいじめを繰り返していたという。

　そこまで宮部先輩が話したとき、僕よりも先に電柱が立ち上がって、宮部先輩の襟えり首くびをつかみ上げた。

「テツ伯お父じ貴きがンなことするわけねえだろが！」

　宮部先輩の足は二センチくらい床から浮いていた。首を絞めつけられて声も出せず、ばたばたともがくので、僕はあわてて止めに入る。

「や、やめてください」

　電柱は舌した打うちして、宮部先輩をベッドに投げ捨てた。

「で、でも……テツ先輩本ほん人にんがそう言ってンですよ……」

　げほげほとむせながら、宮部先輩はうめく。

　そうなのだ。僕はどんよりした気持ちで椅い子すに座り直す。テツ先輩自じ身しんが、そう認めた。

　それじゃあ──探られたくないっていうのは、どういうことなんだろう。

「けっきょく、逮たい捕ほされたりはしなかったですけどね」

　警察も、犯罪性までは立りつ証しようできなかった。それでも、いじめを行っていたとされる生徒グループは全員、退学した。そして、園芸委員会にも粛しゆく正せいの手が及んだのだ。

　テツ先輩が知られたくないことが、まだあるとしたら──

　犯罪、だったのか。まさか。いじめが遠えん因いんではなく、羽矢野友彦を直接死しなせてしまうようなことがあって、それを隠かくしておくために？

　僕は口もとを押さえて、そのぞっとする想そう像ぞうを吞み込んだ。今、こんなことを考えていてもどうしようもない。それよりも、訊きかなきゃいけないことはまだある。

　なんとか頼み込んで電でん柱ちゆうを書しよ斎さいから追い出すと、僕は本ほん題だいに踏み込んだ。

「それで、なんでか園えん芸げい部が……できたんですよね？」

　宮みや部べ先せん輩ぱいはうなずく。

「俺も、まだ当時はぺーぺーの新しん米まい監かん査さ委員だったから、総そう務む執しつ行こう部でどう話がついたのかは知らない。でも、もともと学校側が出してた委員会の費用が全部生徒会持もちになって、園芸委員会の仕事をそっくり受け継いだクラブがいきなりできたんだ。他の部の予算が割り食うことになるから、かなり反発あったはずだけど、生徒会の上の方のだれかが職員室を強ごう引いんに説得したんじゃねえかな」

「そんなこと……できるんですか」

「できたんだからしょうがねえだろ。俺も監査委員長におんなじこと訊いたよ。要するに教師側はけじめつけたがってるだけで、花か壇だんだの温室だのを処分するとなったら、それはそれでめんどいんだ。だから、生徒会の方から部ぶ活かつ作って園芸引き継ぎますよって言われたら、ＯＫ出すしかないんだってさ。問題起おこしてた連れん中ちゆうはもう中退してるわけだし」

　それにしたって、ものすごく行動力のある人が生徒会のトップにいなきゃできない所しよ業ぎようだ。

「……ていうか、その監査委員長がやったんじゃないですか？」

　あまりに詳しすぎる。

「あー。そうかもな。園芸委員の柄がらの悪い連中とも仲良かったし。園芸部創つくったとき、最初の部員にその人も入ってたんだ。教師へこませるの趣しゆ味みみたいにしてた人だったからなあ。あの人もけっきょく中退しちゃったけど、今どうしてんのかなあ。授業全ぜん然ぜん出てなかったみたいだったけど」

　園芸部の、最初の部員だった？

　それは──その人のしわざでほとんど確定じゃないか？

「そ、その人の名前なんていうんですか」

「え？　ああ、ええと、皆みな川がわさん。皆川憲けん吾ごだったかな。連絡先とかは知らないぞ？」

「あ、いえ、大だい丈じよう夫ぶです名前さえわかれば」あとはアリスが調べてくれる。







　礼もそこそこに組くみ事務所を飛び出したところで、階段をちょうど上ってきた四代目と鉢はち合あわせした。後ろには、壁みたいな体たい軀くのボディガード──岩いわ男おが付き従っている。

「兄あに貴き、お疲れさんス」

「もう宮部に用事があったのは済んだのか」

「あ、は、はい。ありがとうございました」

「おまえ最近走り回ってばっかだな」

「兄あに貴きはニートのわりにはけっこうマメですよね」と岩いわ男お。ニートじゃありません。

「いえ、そんな大したことしてないですよ」

「知ってるよ。ほめてるわけじゃねえ、だいたい無む駄だ足あしだろ。駆かけ回ってると、なんか努力した気になってそのときだけ満足する。アホの典てん型けい的な時間浪ろう費ひだ」

　僕はちょっとむっとするけれど、四代目の言う通りなので、反論できない。

「宮みや部べなんて当事者でもなんでもねえだろう、なんでそんなやつにわざわざ話聞ききに来るんだ。テツに訊ききゃあいいだろうが」

「だって、それは──」

　なんてことを言うんだろう、この人は。テツ先せん輩ぱい自身が、なにも喋しやべらないとはっきり言ったのは、四代目も知ってるはずなのに。

「それはテツの都つ合ごうだろ。おまえになんの関係があるんだ。ほんとうに必要なことなら──」

　四代目は僕に一歩寄よってくると、指をずんと僕の胸に突き立てる。氷柱つららみたいな感かん触しよく。
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「──殴なぐってでも聞き出せよ」

　僕は絶ぜつ句くしてしまう。そんなことが言えるのは、四代目がテツ先輩と同じくらい強いからだ。僕にそんな力はない。

「喧けん嘩かで勝てなんて言ってねえよ。殴ればいいっつってんだ」

「……どうちがうんですか」

「ちがいがわかんないなら、おまえはアホってことだ。アホらしく走り回ってろ」

「そうします。あのう、テツ先せん輩ぱい以外の中ちゆう退たい生の居い場所、調べつきますか。どうもみんな家を出ちゃってるみたいで、どこにいるのかわかんないんです。リストはＰＣに入ってます」

「やるだけやっとく」

「すみません、お願いします」

　僕が階段を下りようとしたときだった。

「おい園えん芸げい部、ちょっと待て」

　事務所の中に先に岩いわ男おを押し込んだ四代目が、僕になにかをふわっと放ってよこした。受け取ってみると、三角形の布だ。いつだったか、彩あや夏かにあげたのと似たような刺し繡しゆう。僕はわけがわからず、おそらくお手製であろうその布と四代目の顔を見比べる。

「おまえにもやる。頭に巻け。アホが治る」

「そいつはどうもありがとうございますね！」

　僕を馬鹿にするためだけに夜なべで刺繡したのだろうか。その厚こう意いに、涙が出てきた。
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　ラーメン屋に着いたのは開店直前だった。半はん開びらきのシャッターの奥、カウンターテーブルをふきんで拭ふいているミンさんの背中と揺れるポニーテイルが見える。

「お、ちょうどよかった。彩夏、まだアリスんとこにいるはずだから、そろそろ開店だっつって言ってきて。最近客きやく増ふえて、ひとりだとつらいわー」

　ミンさんは僕に顔を向けずに言う。

「わかりまし──」いや、ちょっと待て。「あのう、一いち応おう僕も店員ですよ？」

「はて？　どちらさん？　うちには男の店員なんて昔からいないよ？」

　僕はちょっと泣きそうになる。そりゃ、ここ最近はもうクビになってもしかたのない体ていたらくだったけど。

「おまえも、彩夏が職場復ふつ帰きしてくれた方が助かるだろ？　なんか忙しいみたいだし」

「ええ、まあ……」

「じゃあクビ。お疲れさん」

「もっとこう言い方ってもんがあるでしょう！」

「二度とうちの敷しき居いをまたぐなよ」

「なおさらひでえよ！」

　ミンさんに笑われながら非常階かい段だんを上った。ＮＥＥＴ探たん偵てい事務所に入ると、ベッドに彩夏とアリスの姿。彩夏の膝ひざの上でおとなしく髪かみにブラッシングしてもらっているアリスを見ると、なんだか胸むね焼やけするような懐なつかしさがこみ上げてくる。

　もう、彩あや夏かも自分からここに来てくれるようになった。アリスとミンさんのおかげだ。

　あとは、学校で、園えん芸げい部で、僕とのことを思い出してくれれば。

「そろそろ店開けるってミンさんが言ってたよ」

「あ、はい、ごめんなさい。もうちょっとだけ」

　アリスの黒くろ蜜みつの髪かみを、愛いとおしそうに梳すく彩夏。ベッドの上にはヘアトリートメントの類たぐいが散らばっている。

「彩夏のせいで、風ふ呂ろが二日に一度に増えた。いい迷めい惑わくだ」

　アリスは頰ほおをふくらませる。

「アリスはお肌はだも髪もこんなにきれいなんだから、ちゃんとお手入れしないと」

「そんなものに気を遣つかったところでだれが喜ぶというんだい」

「みんな喜ぶよ。ね、藤ふじ島しまさん」

「え、え？　あ、う、うん」

　いきなりこっちに話を振らないでほしい。

「ナルミ、馬ば鹿か話につきあってないでドクターペッパーと業務報告！　さっさとしたまえ！」

　はいはい。冷蔵庫から出した缶と一緒に、宮みや部べ先せん輩ぱいに聞いた話をメモした紙を渡す。それだけじゃわからないところもあるし、自分も情報をまとめたかったので、けっきょく全部話して聞かせることにした。

「……うん。わかった」

　話を聞き終えたアリスはそう言って、メモを突っ返してくる。

「要いらないの？」

「だってその紙の裏面はテツのプロフィールじゃないか。そんなのをメモに使わないように」

　ばれてた。

「けっきょく読んでいないのかい」

「……うん」

　やっぱり、テツ先輩のことを探るのは気が引ける。

「べつにかまわないけれどね。たしかに、きみにはぼくに見えないものが見えることがあるけれど、それは文字通り、物理的な視し覚かくの話だ。知識と情報の海の中ではきみは自分の尻尾しつぽも照らせない暗あん愚ぐな魚に過ぎないからね」

「悪かったよ……」

「ところで当時の監かん査さ委員長が関わっているという話だったね」

　僕がうなずくと、アリスは眉まゆをひそめた。

「どこかで見た憶おぼえがあるな、その委員長の名前は」

　アリスの記き憶おくにある？　ひょっとしたらテツ先輩とも知り合いだから、そのつながりだろうか。彩夏に髪をいじられながらなので、アリスは動きづらそうにベッド脇の可か動どう式しきテーブルを引っぱり寄せると、キーボードを叩たたいて部屋側そく面めんのモニタの一つに検けん索さく窓まどを呼び出す。マシンガンみたいな打だ鍵けんの音が始まる。

「きみの高校の生徒会規き約やくでは、新しい部の設立には監かん査さ委員の審しん査さと承しよう認にんが必要だから、園えん芸げい部の強ごう引いんで不ふ可か解かいな成り立ちにその委員長が一枚嚙かんでいる可能性はかなり大きいね。自分が所しよ属ぞくする予定の部の設立を自分で審査か。実じつ社会なら笑いぐさの自じ作さく自じ演えんだ」

「強引で不可解って？」

　アリスの背後で、彩あや夏かがブラッシングの手を止めて顔を曇らせる。僕らの意味不ふ明めいな会話の中でも、園芸部という単語だけは聞き捨てならなかったのだろう。

「きみとナルミの所属するクラブは、色々と謎なぞが多いのだよ」頭の後ろで彩夏の胸をとんとんと叩きながらアリスは言う。「たしかきみは、一年生の最初のうちは、三年生の先せん輩ぱいと一緒に園芸部の活動をしていたはずだよね。なにか聞いていないかい。その監査委員長と同時期に部活をしていた生徒もいたはずだろう」

　そう訊きかれた彩夏は、すぐ下のアリスの額ひたいを見つめ、さみしそうにまつげを伏せて首を振る。なにか聞いていたとしても──憶えていないのだろう。

「そう。ならいい」アリスは打鍵の手を止めないまま素そっ気けなく言う。「どのみち、本人の方が詳しく知っているだろう。まさか無む関かん与よじゃあるまい」

「てことは、テツ先輩の事件のことも知ってるのかな。捜し出して話が聞ければ」

「そういうことに──ああ、いや」

　いきなり、打鍵の音が消えた。

　アリスは虚うつろな視線でモニタを見上げている。

「……どうしたの？」

「手遅れだったね。皆みな川がわ憲けん吾ごには話を聞けそうにないよ」

「なんで」

　僕はベッドに近寄ると、アリスの視線をたどって、モニタを見やる。そこにはいくつものウィンドウが開かれていて、細ほそ目めでえらの張った顔色の悪い二は十た歳ち手前くらいの男の顔かお写真や、関連づけられた雑ざつ多たな情報が表ひよう示じされていた。

「もう、死んでいる。皮ひ肉にくなものだ」

　アリスの言葉が、彩夏の膝ひざにぼたっと落ちた。

　ウィンドウの一つに出力されていたテキストの中で、その単語だけが、僕には浮き上がってぎらついているように見え、こわばった吐と息いきがごつごつと喉のどをこすりながら出てきた。

『エンジェル・フィックス』。

　僕らの冬をぼろぼろにした、赤い天使の羽。狂きよう気きのハード・ドラッグ。

　どうして。どうして、その名前がこんなところで出てくるんだ。

　フィックスの摂せつ取しゆによる死亡者数すうは、製造販はん売ばいグループの壊かい滅めつ後に跳ね上がった。禁きん断だん症しよう状じようによる自じ傷しようのせいだ。この街で確認されているだけでも、三十人。神様のメモ帳に書き漏らされた自分の名前を、自らの血で書き込もうとしてしまった哀あわれな人々。多くは、学校にも行かず職のあてもなく、ただ夜の街を漂ひよう流りゆうしていた若者──ニートたちだ。

　皆みな川がわ憲けん吾ごの名前も、その中にあった。

「……彩あや夏かっ、痛い、痛い！」

　アリスが悲鳴をあげた。はっとして振り向くと、彩夏は蒼そう白はくな顔でモニタを見つめ、手の甲こうが真まっ白しろになるほどきつくアリスを抱きしめていた。

「あ、や、や……いや……ぁ……」

　ぞっとする声が、半はん開びらきになった彩夏の口から漏れる。その光を失った瞳ひとみが、さっきまでの僕と同じように、『エンジェル・フィックス』という言葉を見つめているのがわかった。僕は彩夏に飛びついて、その肩を揺さぶり、アリスから引きはがそうとする。

「彩夏、落ち着け、落ち着けってば！」

「いや！　やあああっ！」

　悲痛な声が冷たい部屋の中に響ひびき、彩夏は顔をアリスの髪かみに押しつけてがくがくと背中を痙けい攣れんさせた。アリスの骨が軋きしむ音まで聞こえたような気がして、僕は二人の身体からだの間に手をねじ込もうとする。ものすごい力で払いのけられ、ベッドから転げ落ちた。

「やめてッ！　や、やだ、は、入ってこないで！　や、あぁッ、っあ……」

　彩夏はようやくアリスから離れると、ベッドの上で潰つぶれたように丸くなって、シーツや自分の二にの腕うでを引ひっ搔かき始めた。解放されたアリスは、むせながらも言う。

「ナルミ、彩夏に毛布を、手が動かないように！」

　硬こう直ちよくしていた僕は、弾はじかれるように立ち上がってアリスの言葉に従った。暴あばれる彩夏の腕に毛布を無む理り矢や理り巻きつける。

「マスター、すまないがこっちに来てくれたまえ緊きん急きゆうだ」

　アリスが電話するかすれた声を遠く聞きながら、僕は彩夏の震える唇くちびると、色を失った頰ほおを見つめる。その目のすぐ下に、あの冬の朝に見た、先せん住じゆう民族の戦いくさ化げ粧しようのような鬱うつ血けつの赤黒い隈くまを見つけて、僕は背骨がねじ切れそうなほどに戦せん慄りつする。でもそれは、錯さつ覚かくだった。少しの間目めを閉じてから開くと、彩夏の顔はどこも青白いままだ。そのまぶたが開いて、彩夏が横よこ目めで僕を見た。あるいは彼女も、僕のまぶたの下に、エンジェル・フィックスの拒きよ絶ぜつ反応の証あかしであるあの禍まが々まがしい刻こく印いんを幻げん視ししたのかもしれない。視線が恐怖に凍りつくのがわかったからだ。

　だれを呪のろえばいいのかさえ、わからなかった。

　彩夏の中に、たしかに記き憶おくは残っていた。消えてしまったものなんて一つもない。それはただ糸が切れて、泥どろの中に沈んでしまっただけだ。

　それが、こんな形でつながるなんて。

　毛布の上から、彩夏の手を押さえつけた。そうしていないと、僕もどうにかなってしまいそうだった。壁をこするうめき声が、彩あや夏かのものなのか、それとも自分の喉のどから漏れているものなのかもわからなかった。冷房の風の下で、僕は下した唇くちびるをきつく嚙かみしめてこらえていた。

　ふと、隣となりに体温を感じた。そのぬくもりがなければ、僕も目を閉じて両腕で頭を覆おおい、ベッドに突つっ伏ぷしてしまっていたかもしれなかった。

　顔を上げると、アリスがいつの間にかすぐそばにいて、僕のＹシャツの袖そでをきつく握りしめ、暗い海の色がたまった瞳ひとみで彩夏の顔を見つめていた。
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『ラーメンはなまる』に行くのが憂ゆう鬱うつに思える日がまた来るとは、思ってなかった。

　だって、今やそこにはあたたかいものはなに一つない。テツ先せん輩ぱいはあんなことを言った手て前まえ、とうぶん来ないだろうし、少しよう佐さもヒロさんも来づらいだろうし、昨日きのうアリスに呼ばれて彩夏を介かい抱ほうしていたときのミンさんの険しい表情まで思い出すと、どうしても足が鈍る。

　でも、行かないわけにはいかなかった。

「行かなきゃいけないの？」

　温室の机の向かい側で、小さ百ゆ合り先生はちょっとさびしそうに言う。僕の隣、彩夏の席は空からっぽで、だから僕が出ていくと今日の補ほ講こうはおしまいだ。

「せっかく今日は藤ふじ島しま君に三学期のときの英文法グラマー全部叩たたき込もうと思ってたのに……」

　そんな切なそうな目で怖いこと言うのやめてください。結婚もしていないのに未み亡ぼう人じんと噂うわさが立つほどアダルトな魅み力りよくを漂わせる小百合先生だけれど、その実いまだに女子大生みたいな感じの人だ。いや、僕の成績を真剣に心配してくれているのはわかるんだけど。

「それじゃあ宿題いっぱい出すね」と先生は、またも僕の胸ポケットに付ふ箋せんをくっつける。

「これ、ほんとに外しちゃだめですか？」

「うん」笑顔で洗せん濯たくばさみを取り出す小さ百ゆ合り先生。僕、これから色いろ々いろ寄る場所があるのに。

　自転車をのろのろとこいで、自動車道どうをくぐり、警察署しよを迂う回かいし、ホームレス小屋の並びを左手に見ながら線路沿ぞいに走り、背の低いビルに囲まれた袋ふくろ小こう路じへ。『はなまる』ののれんが見えてくると、気が重くなってペダルを踏むのもしんどくなる。

　せめて、勝かつ手て口ぐち裏うらにだれか来ててくれたら──

「少しよう佐さの性格ならここはブラフだろ。コール！　ツーペア」

「残念、自分はスリーカードです。甘いですねテツさん」

「なんでスリーカードでノーチェンジなんだよ！」

「そりゃあ、ヒロさんもテツさんも一枚チェンジだったからですよ基本テクです」

「少佐、気持ちよく解説してるとこ悪いけど、おれフラッシュできてるよ」

「なんでですかあっ」

「なんでですかはこっちのせりふです！　なんで三人とも来てるんですかッ！」

　僕は思わずつっこんでいた。木台を囲んでポーカーに興じていたテツ先せん輩ぱいと少佐とヒロさんは、同時に振り向く。

「なんだ、ナルミかよ。話しかけないでくれ、俺たった今いま二万円溶とけたとこだから」

「藤ふじ島しま中ちゆう将じよう、絶ぜつ好調のヒロさんの後ろに立って手て札ふだを教えてくれ。手て旗ばた信号で」

「この勝ち分で、女の子たちと焼き肉行こうって話なんだけど、ナルミ君も一緒に来る？」

　ヒロさんの発言に、テツ先輩はゴリラのように、少佐はチンパンジーのように腕を振り回し足踏みして悔くやしがる。僕はもうあきれてものも言えず、勝かつ手て口ぐちの前にしゃがみ込んだ。

　なんだこの、いつも通りっぷりは。

　背後でドアが開いて、背中をどつかれた僕は土の上につんのめる。

「おいナルミ、そんな社会のダニどもの相手してないで店みせ手伝え。彩あや夏か、今日は休みだろ？」

　顔を出したミンさんが非ひ情じように僕を見下ろして言う。あんた昨日きのうクビって言ってなかった？

「ダニって言われちゃったぜ俺たち」

「そういえば社会のノミっていいませんよね」

「ダニの方が響ひびきがかっこいいからじゃないの？」

　そのうち三人で『ダニー・ボーイ』を合唱し始めるものだから、僕は頭が痛くなってきて、さっさと厨ちゆう房ぼうに引っ込んだ。

「……なんで、三人とも来てるんでしょうか」

　ブレザーを脱ぎ、腰エプロンをしめながら、思わずミンさんに訊きいてしまった。

「なんで、って？」

　寸ずん胴どう鍋なべをかき混ぜながら、ミンさんは首を傾かしげる。なに言ってんだこいつ？　みたいな顔。

「だって、ミンさんも知ってますよね？　テツ先輩がアリスの要よう請せい断って、少佐もヒロさんも今回は協力しないって──」

「それはそれ、べつの話だろ」

「べつの、って……」いや、べつの話か。アリスの探たん偵てい業務に協力しないからと言って、『はなまる』に来ちゃいけない理由はなにもない。でも。でもさあ。

「……僕はそんなふうに割り切れないんですよ」

「そうか？　テツとヒロなんてさっき、平気な顔してアリスんとこ顔出してたぞ。パチンコの景品にアリスの好きそうなぬいぐるみがあったんだってさ」

　パチンコの景品なんてそんな健全な言葉、テツ先せん輩ぱいとは生しよう涯がい縁えんがないと思ってた。いや、そうじゃなくて、アリスのとこに行った？　どういう神経してんだよ……。

「おまえの方が色いろ々いろ考えすぎなんだよ」と、ミンさんはキャベツを一ひと玉たま投げてよこす。僕はそれをキャッチして水洗いし、芯しんを切り取りながらぼやく。

「そうかな……アリスの方だって気にするでしょ？」

「おまえの言ってる意味では、気にしてないよ」

　僕はほけっと口を半はん開びらきにしたまま、ミンさんの横よこ顔がおを見つめる。

「あいつが気に病んでるのは、自分が調べ上げたことでテツがムショに喰らい込むかもしれないとか、そういう下げ世せ話わなことだけだ。手伝いを断られたことなんて鼻にも引っかけてない。それがあの社会のダニどもの、たった一つだけいいところ」

　鍋なべから顔を上げ、僕を見てふっと微笑ほほえむミンさん。

「他人の心配しかしないんだよ。自分の心配ができるやつなら、あんなゴミ溜ために居着いたりはしない」

　僕は包ほう丁ちようを握った手を、しばらく動かせなくなってしまう。

　そうか。たしかに、ミンさんの言う通りだ。

　人生崖がけっぷちのニートたちが、それでもいつも楽しそうに肩を寄せ合って笑っていられるのは、隣となりにいるだれかが、かわりに心配してくれているから。お互いになんにも気にかけていないような顔をしているくせに。

　もちろん、そうじゃないニートだって大おお勢ぜいいる。そういうやつは、ひとりきりの底そこ冷びえする夜に、差し伸べられた赤い天使の手を、握ってしまう。

　皆みな川がわ憲けん吾ごも、たぶんそうだったんだろう。

　高校を中退して、ストリートのじめじめした暗がりに流れ着いて、アスファルトに身も心もこびりついてしまって──

　そこで、エンジェルに出で逢あった。

　あのドラッグがもたらしてくれるものを、僕もこの身でほんのひととき味わった。それを表現する言葉は、ほんとうにほんとうに馬ば鹿か馬鹿しいことだと思うけれど、たった一つしか考えつかない。愛だ。

　世界が、自分を愛してくれるという感かん触しよく。自分を受け入れてくれるという幻げん想そう。

　その幻想なしで生きていける人は、たぶんこの地球には一人もいない。だから、彩あや夏かが育てていたケシの花が消え、墓はか見み坂ざかが死に、フィックスの──愛の供給が途と絶だえたときに、みんな手首を切ったのだ。だって、あの薬をやったやつは、醒さめた瞬しゆん間かんにみんな知ってしまう。

　この世界は、自分を愛してなんていないこと。

　でも、僕は戻ってきた。アリスと、それから彩夏のおかげで。

「──ルミ、おい、ナルミ！」

　頰ほおを引っぱたかれて、僕は物思いの海から、厨ちゆう房ぼうの湯ゆ気げの中に引き戻される。すぐ目の前にはミンさんのつり上がった目。

「え、あ、あの、ミンさんのおかげでもありますよ？」

「なにわけのわかんないこと言ってんだよ。アリスに出で前まえだ、さっさと行け」

　もやしラーメンの麵めん・肉抜きが載せられたトレイを僕の腕に押しつけると、ミンさんは僕の尻しりに膝ひざ蹴げりを一発くれた。痛いてぇ。







「見てくれたまえ、猫のぬいぐるみというのはどういうわけだか不ぶ細さい工くなものが多いのだが、これは上じよう物ものだよ！　パチンコ店の棚から救い出してくれたテツには感謝してもしきれない」

　満まん面めんの笑えみで、テツ先せん輩ぱいからのプレゼントを自じ慢まんするアリス。ベッドの上のぬいぐるみ軍ぐん団だんには、見慣れない三み毛け猫ねこが一匹加くわわっていた。なるほど。ほんとに気にしてねえなこいつ。

「なんだいその目は。この猫にペトロニウスと名付けたのが気に入らないのかい？」

「いや、そうじゃなくてさ」

　僕は可か動どう式しきテーブルの上に、ラーメンの丼どんぶりを置く。

「どうせきみのことだから、テツたちが来ているのを見て、なにかくだらないことをぐちぐちと考えていたんだろう」

「うん……ちょっとね。愛について考えてた」

　アリスは、間違って虫でも吞み込んでしまったときみたいな顔になって、しばらくその大きな瞳ひとみで僕の顔をまじまじと見つめた後で、やおらベッドから下りた。てとてとと台所まで行って両手にいっぱいのドクターペッパーの缶を持って帰ってくると、僕に一本手渡す。

「ドクターペッパーというのは、もともと薬として売り出されていたそうだよ。頭の病気にも効くかどうかはわからないが」

「余よ計けいなお世話だ！」

　ベッドに戻り、深しん紅くの缶と箸はしをかわりばんこに口に運びながら、アリスは言う。

「考えてもどうにもならないことは考えずに、自分と彩あや夏かのことだけ考えていたまえよ」

「そうできればいいと自分でも思ってるけどさ……」

　僕はため息をついて、冷たい缶を手のひらの中でくるくる回す。

「彩あや夏かはあれから、どうだったんだい」

　どうして僕に訊きくんだろう、と思う。アリスなら、ミンさんから聞くか、あるいは自分で調べるかして、とっくに知ってるだろうに。

　でもそこで気づく。僕に話させたいのだ。

「……病院に着く頃には、落ち着いてて。お母かあさんが迎えに来たよ。今日は学校休んでたけど、明日にはたぶん元気になってるから、学校行くってお母さんが電話で言ってた」

「それはよかった」

　アリスは心底嬉うれしそうな笑えみを浮かべるので、僕はどぎまぎしてしまう。

　そう。再さい入院とか、そんな事態にはならずに済んだのだ。喜んでいいところだ。でも、僕はあのときの彩夏の目を思い出してしまう。

　ほんの一いつ瞬しゆん、記き憶おくとつながった彩夏の、悲痛な叫び。

　僕のことを思い出してほしい──そんな願いは揺らぎ始めていた。だって、僕の記憶はみんなあのドラッグにつながっているだろう。あれだけ苦しむのなら、思い出さないままの方がいいんじゃないだろうか。

　黙り込んでしまった僕に、アリスはきわめて事務的な口く調ちようで言う。

「さっき四代目から電話があってね、中退生せいの残り三人はまだ消しよう息そくがつかめないが、当時の園えん芸げい委員会にたむろしていた連れん中ちゆうの何人かと連絡がとれた。まとめて呼び出したそうだから話を聞きに行ってくれたまえ」

「……今から？」

「今からだ。四代目はきみとちがって迅じん速そくをよしとする」

「いや、でも、ラーメン屋の手伝い」

　アリスは僕の言葉を途と中ちゆうまでしか聞かず、受話器を取り上げた。

「ああ、マスター？　ぼくだ。ナルミはもう『はなまる』を退職したのだよね？　うん。今やっているのは無む償しようの手伝い、と。わかった。じゃあ当然ながら探たん偵てい助じよ手しゆ業務を優先させるよ」

　ほんの二十秒で話がまとまってしまった。というか、無償の手伝いだったのか……。そりゃそうか、クビになったんだから。

「それじゃあ、すぐにでも現地に向かいたまえ、もう先方は到着しているかもしれない」

「……現地ってどこ？」

「寺だよ」

　寺？
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　無む宗教大たい国こくといわれる日本は、その実、どんな街のあちこちにも宗教施し設せつがある。そのほとんどはだれにも名前を憶おぼえられていないような小さな寺社だ。

　初はつ詣もうでと法ほう事じのとき以外は存在を思い出されもしないそんな場所も、ごくまれに、ある人にとっては忘れられない場所になる。

　その寺も、その日僕にとってそんな場所になった。

　ラーメン屋から自転車で十分と少し。隣となりの区との境さかい目めあたり、安くてぼろっちいアパートが並ぶ地区に、こんもりとした林があって、そこが寺の境けい内だいだった。隣となりにはブロック塀べいで囲まれたけっこう大きな墓ぼ地ちが併へい設せつされている。

　寺の前の道路には銀色のシビックが駐とめられていた。四代目はひとりで、ボディガードも連れていなかった。場所に遠えん慮りよしたのか、赤いジャケットは着ていないので、黒ずくめ。小こ脇わきに日本酒の瓶びんを抱えている。

「ごめんなさい遅くなって」僕はシビックからちょっと離れた道ばたに自転車を駐める。

「連中はもう来てるぞ」

　境内の奥をあごでしゃくる。

　木々に囲まれた仏ぶつ閣かくは思ったよりも立りつ派ぱで、石いし畳だたみもきれいに掃き清められていた。左手奥おくに墓地に続く小道があって、林が開けて卒そ塔と婆ばの影が見えている。

　僕らよりも先に、三人の若い男が小さな墓はか石いしの前に集まっていた。みんな四代目と同じくらいの年とし頃ごろ。一人はスーツ姿、もう一人はポロシャツにチノパンのカジュアルスタイル。最後の一人は土ど方かたのかっこうをしていた。近寄っていくと、そろって四代目に会え釈しやくする。

「急に呼び出して悪かったな」

　全然申もうし訳わけなく思っていなさそうな口く調ちようで四代目は言うと、一いつ升しよう瓶びんの栓せんを開けて中身を墓石にかけた。伝い落ちた酒が、墓石に彫り込まれた『皆みな川がわ』の字を黒く濡ぬらしていく。

「いや、俺はヒマだったから大だい丈じよう夫ぶですよ」とカジュアルスタイルの男。

「外回り中だったんで抜け出せました。壮そうさんに呼ばれたら、来ないわけにいかないし」

　スーツ姿が言って、隣の土方の腕を「おまえはよく来れたよな」と突っつく。

「休みなんてあってないようなもんだし。皆川が死んだなんて知らなかったからな。無む理り矢や理り抜けてきた。連絡くれてありがとうございます」

「礼れい言われる筋すじ合あいはねえよ」と、四代目は素そっ気けなく言って、それから皆川憲けん吾ごの墓に手を合わせる。僕もあわてて、買ってきたお線せん香こうに火を点つけて立てると、合がつ掌しようした。

　エンジェル・フィックス事件の被害者、そしておそらくは園えん芸げい部の設立者──皆川憲吾。

「まさかヤクに手ぇ出すなんてな」

「中退したときは、全然平へい気きそうな顔してたけどなあ」

「ほら、あいつ両親が離り婚こんしてて父親がちょっとアレだったし……」

　園えん芸げい委員会を根ね城じろにつるんでいたというその三人は、僕の背後で沈ちん痛つうそうな囁ささやき声を交わす。四代目とは面めん識しきがないそうだけれど、例によってあっちだけは四代目のことを知っていて、だからこうしていきなり呼び出せたのだそうだ。皆みな川がわ憲けん吾ごの墓はか参まいりという機会をちゃんと作るあたり、四代目も見かけによらずほんとに気き配くばりのできる人である。

「それで、ええと」

　スーツ姿が僕をじろじろ見て言った。

「おまえって俺らの後こう輩はいなんだっけ？　なんか話があるとか？」

「あ、そ、そうです」

「話はあっちでやった方がいいだろ」と四代目が言うので、僕らは林の中に戻り、仏ぶつ閣かくの木もく段だんに腰を下ろした。

「あれ？　おまえ、それ」

　僕のすぐ上の段に座った土ど方かたが、胸ポケットの洗せん濯たくばさみに気づいて指さす。

「ひょっとして小さ百ゆ合りちゃんか？」

「……小百合先生、知ってるんですか」

「知ってるもなにも、俺たち温室であの人の授業受けてた」

「懐なつかしいなあこれ。宿題忘わすれないようにってくっつけるんだろ。恥ずかしいんだよなあ」

「なに、おまえもまさか密みつ着ちやく授業やってもらってんの？」

　僕は面めん食くらいながらもうなずく。それから、小百合先生の言葉を思い出す。そうだ。園芸委員会に不ふ良りようがたまっていて──その生徒たちと話してるうちに、なんでか補ほ講こうをすることになったって言ってたじゃないか。

「へえ。じゃあ、ほんとの意味でおまえって俺らの後こう輩はいなんだな」と、三人は笑い合う。

　人と人のつながりって、変なところにできるものだ。

「授業フケて温室で煙草たばこ吸ってたりしたんだよ。そしたら小百合ちゃんに見つかってさ」

「怒っても全然怖こわくないんだよなあ、あの人、新しん任にんだったし」

「なんで補講やるなんて話になったんだろな。よくわかんないよ」

　三人は、冬の日だまりの中にいるみたいな顔でそう語り合う。

「でも、あれのおかげでなんとか卒業できたな」

「俺は今でもおまえが大学に行ってるのは信じられないけどな」

「一いち浪ろうしたけど。おまえが就職できた方が信じられない」

「皆川も中退しなきゃよかったのにな。けっこう補講熱ねつ心しんに出てたし」

「え……あの人も、温室で勉強してたんですか」と、僕は思わず口を挟む。

「そう。いちばん多いときで十人くらいいたんじゃねえか」

「小さ百ゆ合りちゃんがんばって黒こく板ばん持ち込んでな」

「あんな事件あったから、もう続けられなくなったけど」

「羽は矢や野の友とも彦ひこって人が……死んだ事件ですか」

「ああ、知ってんのか。そうか。その話聞ききたいってことだったよな」

　あたりの空気が、唐とう突とつにしんと冷え切ったような気がした。スーツの男が声を落とす。

「友彦も、補ほ講こう受けてたんだ。身体からだ弱くて、授業よく休んでたからさ。死んだ日も、雪降ってたけど、たぶん補講やってたんじゃないかな」

「でも、いじめられてるなんて全然気きづかなかったけどな」

「えっと、じゃあテツ先せん輩ぱいも……一いちの宮みや先輩も、温おん室しつで補講を」

「ああ、うん。あの後あと退学になったやつは、全員温室組ぐみだよ。小百合ちゃんの教え子」

「たしかに友彦だけ、あん中でキャラちがってたけど、でもいじめなんてなあ」

「小百合ちゃんがあれ続けてれば、皆みな川がわもちゃんと大学行けて、ヤク中で死んだりしなかったんじゃねえか」

「んなこと今さら言ってもしょうがねえよ」

　僕は指の震えを隠かくすために両手を固く握り合わせ、口をつぐんで土に視線を落とす。隣となりの四代目はさっきから一言もなく、表情も微び動どうだにしない。

　小百合先生の『花いっぱいの教室』が、かつて、あそこにあった。

　それをテツ先輩たちが、内側から壊こわしてしまったのか。テツ先輩が、そんなことを？

　でも僕は、なにか違い和わ感かんを覚える。そうだ。当時顧こ問もんだった平ひら林ばやし先生も、そして温室にたむろしていたこの当人たちさえも、いじめの事実を知らなかったと言っている。そんなことってあるのか？

「俺たちが今、ニートやってねえだけでもいいことだろ」

「そうだな。今度、お中ちゆう元げん持って挨あい拶さつ行くかな小百合ちゃんとこに」

「Ｍ高に顔出すの恥ずいな。でも小百合ちゃんには逢あいたい」

「まだ独身でいてくれてるかなあ」

　三人のさびしげな笑い声。







　車で送っていくという四代目の申し出を、三人とも固こ辞じした。それはそうだ。なんか緊きん張ちようするし、たとえ呼び出された身にしろ、借りを作るようで気が引ける。

「おまえはこれからアリスんとこ戻るのか。ラーメン屋にテツもいるんだろ」

　三人を見送った後、寺の門の前で四代目が訊きいてきた。

「ええと……なにかあるんですか」

「おまえは一応、俺の兄弟だから、もし頼むっていうなら」

　シビックのルーフに肘ひじをのせて、四代目は一いつ瞬しゆんだけ飢うえた狼おおかみの眼光を見せる。

「かわりにテツを殴なぐってやってもいい」

　ぞっとした。あわてて首を振る。

「い、いえ。いいです。他人にそんなこと頼めません」

「じゃあ自分で殴るのか？」

　なんでそういう話になるんだ。

「そんなことできませんよ。でも、これ以い上じよう四代目に借り作りたくないし」

「あいつ殴るくらい、大した手て間まじゃないけどな」

　正直なところ、この人とテツ先せん輩ぱいはいったいどっちが強いんだろう。事件とは関係なく、純じゆん粋すいに興きよう味みはある。スピードでは四代目に、パワーと持じ久きゆう力ではテツ先輩に分がありそうだ。でもそんな好こう奇き心しんはおいとこう。

「今日やってもらったことだけでじゅうぶんすぎるくらいの借りです」

「これは貸しじゃねえよ。アリスにちゃんと金かね請求する」

　そうなのか。さすが商しよう家かの四代目、しっかりしてる。って、その請求額がくはけっきょく、僕が支払う報ほう酬しゆうに上うわ乗のせされるんじゃないのか？

　四代目のシビックが走り去った後で、自転車を押して急な坂道をとぼとぼと上りながら、テツ先輩のことを考えた。

　なにか隠かくしているのはたしかなのだ。事件の当事者のくせに、なんにも教えてくれない。そして、そのせいで僕は困っている。殴る理由としては、じゅうぶんかもしれない。

　それは極きよく端たんすぎるにしろ、僕はもっとテツ先輩に嚙かみつくべきなんだろうか。アリスは、テツ先輩に協力を断られてあっさりと引き下がった。あれは、どうしてだろう。

　ふと、ヒロさんの言葉を思い出す。

『おれらはクライアントは失うかもしれない。でも仲間を失くすよりはましだ』

　だから、テツ先輩の過去には触れないことを選んだ。

　同じようなことを、アリスも考えたのかもしれない。テツ先輩の協力を断だん念ねんすれば、探たん偵てい団だんの力は失っても、仲間は失くさずにすむ。

　でも、と僕は思う。ほんとにそんな考え方でいいんだろうか。

　ほんとに仲間なら──

　殴るべきじゃ、ないのか。

　四代目が言ってたのも、たぶんそういうことなんだ。「俺がお前の立場なら、殴る」。そういう意味だ。

　無む意識に、ハンドルを握る拳こぶしに力がこもっていた。
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　翌よく日じつの放課後。僕は学校の温室で、小さ百ゆ合り先生と二人きりになる機会を得た。

「どうしたの藤ふじ島しま君、ぼうっとして。私の顔がどうかした？」

　小百合先生にそう訊きかれて、僕はあわてて視線を机の上の教科書に戻もどす。

「やっぱり篠しの崎ざきさんがいないと、集中できないのかな」

「いえいえ」

　アリスの部屋で倒れてから、二日。彩あや夏かはまだ学校を休んでいて、携帯にかけても出ない。お母かあさんは登校できそうって言っていたのに。それも気がかりだったけれど、そのとき僕の心につっかえていたものは、かばんの中に入っている小百合先生の調査資し料りようだった。

　昨日きのうあれからアリスに、お寺で聞いた話を伝えると、即そく座ざに小百合先生のプロフィールを洗いざらい調べ上げて僕に放ってよこしたのだ。そのときようやく僕は、先生の苗みよう字じが『黒くろ田だ』だということを知った。でもそれ以上は中身を見る気になれなかった。だって、毎日逢あってる学校の先生だぜ？　なんか、色いろ々いろ知っちゃったら顔を合わせづらい。

　ついつい、未み婚こんなのだけは確認しちゃったけど。好こう奇き心しんに負けるだめな僕。

「事件当とう日じつのことも知っているかもしれないだろう。詳しく訊いてきたまえ」

　アリスは簡単にそう言いやがった。

　ちらちらと先生の顔をうかがいながら、僕はノートに集中するふりをする。勉強なんてなんにも頭に入らない。

「さて。職員会かい議ぎあるし、そろそろ行くね。ここからここまで自習。あとでまた来る」

　そう言って小百合先生は立ち上がった。花を満まん載さいした棚と机の間を通り抜けて、温室を出ていこうとする。ああ、ここしか機会がなさそうだ。僕も椅い子すを引いて立ち上がる。温室のすぐ外で追いつくと、「どうしたの藤島君」と先生は校舎沿ぞいに歩きながらこっちを向く。

　さて。どう話したものか。あんまり時間ないけど、いきなり直接的に訊くのもどうかと思うし、昔の死亡事件のこと探ってるなんて知られたら説明に困るしなあ。

「……あの、先生って昔もおんなじことやってたんですよね、温室で補ほ講こう」

「うん。前はもっといっぱいいたけど……」

　そこで先生の顔はちょっと曇る。死んでしまった子のことを、思い出したのかな。

「えーと。昨日、宿題の付ふ箋せんをポケットにくっつけたままバイトしてたら、たまたま卒業生の先せん輩ぱいと逢ったんですよ」

　苦労して噓うそを並べる。先生は「へえ？」という顔になる。

「それで、あの付箋見みただけで、小百合先生のこと思い出したらしくて。やっぱり先生に補講してもらってた人だったみたいで」

「へえ。だれかな」

「ええと」僕はうろ憶おぼえの名前を三人分並べる。

「わあ、懐なつかしい。みんな元気そうだった？」

「はい。ちゃんと大学行ってたり、働いたりしてました」

「そう、そうかあ……」

　校舎に入り、階段を上りながら、小さ百ゆ合り先生はなんだか夢ゆめ見み心地ごこちの笑顔になる。

「それなら、やっぱりやってよかったかな……あんなことがあって、ほんと後こう悔かいしてたけど」

　まるで独ひとり言ごとみたいに先生はつぶやく。

　あんなこと。『花いっぱいの教室』を後悔するようなこと。それは、たぶん──

「先せん輩ぱいたちから聞きました。温室教室やめちゃった理由」

　先生は階段の途と中ちゆうでいきなり立ち止まった。僕も三段上であわてて足を止めて振り向く。

「そう？　……うん、そうだよね、そういう話もするよね、やっぱり」

　口もとを手で押さえた先生は、少し青ざめている。僕は胃い袋ぶくろに氷を詰め込まれたような思いを味わう。これ以上なにか訊きくのか？　死者を代だい弁べんするために、生きてる人を傷つけるのか。

　でも、そうしないわけにはいかなかった。

「その、羽は矢や野のさん、て人……その日も補ほ講こうに出てたんですか」

　先生は、しばらく僕の顔を見つめた後で、うなずく。

「でも、なんでそんなこと」という先生のか細い声。

「い、いや……ただ、その」僕は一ひと晩ばん考えて用意した噓うそを口にする。「先輩たちが、羽矢野さんが元気だったときに最後に喋しやべったのはだれなんだろうって、気にしてたから」

「え、あ……」

　先生の表情はどんどん枯かれていく。僕はよほど、「なんでもないです忘れてください」と言って階段を駆け下りて逃げ出してしまおうかと思った。いたたまれなさをこらえながら、先生の言葉を待つ。

「……う、うん。そう。羽矢野君ひとりだったけど。職員会かい議ぎの時間になって、自習って言って校舎に戻って……会議終わってから机の上うえ片付けてたら、救きゆう急きゆう車のサイレン聞こえてきて、それで……」

　先生の声は病人のうわごとみたいになって、僕はもう聞いていられなくなる。

「あの、ご、ごめんなさい、変なこと訊いちゃって」

「私、羽矢野君がいじめられてるなんて全ぜん然ぜん知らなかった。い、一いちの宮みや君たちともいつも仲良さそうだったし、でも、でも」

「先生、もう、もういいですごめんなさい！」

「あれで私、教師やめようかって思った。校長先生にもばれて、怒られたの。腐った生徒に補ほ習しゆうさせてやるなんて、無む駄だだって。しかも、学校の設備勝かつ手てに使って、私がしたことで──」

　先生のせいじゃない。だからそんなことを言わないでほしい。

　小さ百ゆ合り先生は階段の途と中ちゆうの壁に背中を押しつけて、震えていた。僕はどうすることもできずにその朝あさ方がたの月みたいに青白い顔を見つめて立ちつくしていた。

　テツ先せん輩ぱいが、壊こわしたのか。小百合先生の教室を。ほんとうに？

　わからなかった。信じたくもなかった。だから、確かめなきゃいけない。

　自分の──拳こぶしで。
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　呼び出し場所は線路沿ぞいにあるホームレス公園にした。最初は『はなまる』でいいかと思ったけれど、防犯カメラごしにアリスに見られたら説明がめんどくさいし、ミンさんにもあんまり聞かれたくない馬鹿な話だったからだ。

　細長い公園の南端はしには、緑のネットで区切られたフットサルのフィールドがある。テツ先輩はそのゴールポストにもたれかかって僕を待っていた。曇った夕方で、その日はフィールドの利用者もなく、住人がいるのかいないのかもわからないテント小屋は静まりかえっていて、公園全体に疫えき病びようが通ったあとみたいな寂せき寞ばくとした空気が漂っていた。

「……なんだよ、こんなとこに呼び出して」

　テツ先輩は、だれかが置き忘れていったサッカーボールを爪つま先さきで転がしながら僕の顔をにらんで言う。僕は、だれかいてほしかったという思いと、自分だけでよかったという思いがない交ぜになって、しばらく言葉が喉のどにつかえていた。

　ぐちゃぐちゃになった感情を苦にがい唾つばで吞み込むと、口を開く。

「……小百合先生とか、色んな人から、話聞ききました」

　テツ先輩は「それで？」というように肩をすくめる。

「ほんとに、羽は矢や野のって人をいじめてたんですか？　集団で？」

「それはもう言っただろうが。しつけぇな」

「ちゃんとした答えが聞きたいんです」

「パシらせたりしてたよ。Ｙシャツまでひんむいたわけじゃねえから、まさか凍こごえ死にするなんて思わなかったんだ」

　両脇わきを冷たい穂ほ先さきで突き刺されたような痛みがやってきた。腹と口を手で押さえてしゃがみ込んでしまいそうになる。

「……ほんと、なんですか？　ほんとのことを言ってください」

「だからほんとだっての」

　噓うそだ、だって、テツ先輩はそんな人じゃ──

「小百合先生も言ってました、羽矢野って人とみんな仲が良かったって、なのにッ」

　僕が詰め寄ると、いきなり先せん輩ぱいは僕の襟えり首くびをつかんでものすごい勢いでゴールポストに背中を叩たたきつけた。扁へん平ぺいに押し潰つぶされた焼けるような空気の塊かたまりが口から吐き出された。一いつ瞬しゆんおいてちかちかする痛みが身体からだを駆け上がってくる。
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「言ったよな、嗅かぎ回るつもりなら、殴なぐるって」

　すぐ目の前に、凶きよう暴ぼうな火の灯ともった先輩の両りよう眼め。でも、僕はそこから視線をそらさない。

「殴れば──いいじゃないですか」

　四代目だって言っていた。殴ればいい。殴れよ。先輩の拳こぶしが握りしめられる、ぎりぎりという音さえ聞こえた気がした。四代目なら、もう殴ってる。僕はあんなに強くないけど、でも、あの人の義ぎ理りの弟なのだ。血よりも濃い酒ででっち上げられた、絆きずな。

「僕は殴り合いでもいいです」絞しめ上げられた喉のどから声をしぼり出す。「僕だって平ひら坂さか組の盃さかずき受けてる。殴って決める覚かく悟ごくらいできてます」

　そうだ、平坂組の裁判は神明裁判ただのケンカだ。正しければ神様が勝たせてくれる。なんて馬ば鹿か馬鹿しい信しん仰こうだろう、そんなことあるわけがない。神様はガキの喧けん嘩かにいちいち肩かた入いれしているほどヒマじゃないし、僕らだってきっちり白しろ黒くろつけられる世界には生きていない、それでも──

　殴らなきゃいけないときだって、ある。

「噓うそ言ってないなら、先輩が勝つでしょ。僕は──負ける気は、ないです」

　だって、僕は、先輩を信じてる。だれかを集団でいじめてあげくに死なせてしまうような人じゃない。なにか。なにか、隠かくして、噓うそをついている。それが、生せい者じやを傷つけ、死者を辱はずかしめるだけの、むなしい事実だとしても。

　僕はそれを暴あばかなきゃいけない。

「先せん輩ぱいが勝ったら、言う通りに僕はこの件から手を引きます。そのかわり」

　先輩の目がすうっと細くなる。

「そのかわり、なんだよ」

　僕が、勝ったら？　そんなことあり得るのか？

　でも、やらなくちゃいけない。噓を暴いて、先輩の無む実じつを証明しなきゃいけない。

　それに、あと二週間で園えん芸げい部は潰つぶされてしまう。先輩がほんとうのことを話してくれれば。園芸部ができたほんとうの理由を見つけられれば。

「僕が、勝ったら。……ほんとのことを話してください、全部」

「ほんとのこともなにも、全部警けい察さつで喋しやべった通りだ」

「じゃあ、どうしてッ」僕はゴールポストから背中を引きはがし、先輩の手を押し戻す。「どうして皆みな川がわ憲けん吾ごはあんな、あんな無む理り矢や理りに園芸部を創つくったんですか？　先輩なら知ってるでしょう、温室にいつもたまってた仲間だったんだからッ」

「知らねえよ」先輩の苦にがい顔。噓だ。それは噓だ。なにか知ってるはずだ。

「僕に──僕に言えないんですか、どうして？　なんのためにそんな噓つくんですか、だって、小さ百ゆ合り先生も、顧こ問もんの先生も、園芸委員だった人たちもみんな言ってました、先輩がいじめやってたなんて事件が起きるまで知らなかったって。そんなのあり得ないです、先輩は」

　先輩の歯が軋きしるのが聞こえた。嚙かみ殺されるかと思った。でも、その歯の間から声が漏れる。

「……だからどうしたんだよ？」

「知られたくないなら、僕に勝てばいいだけじゃないですかッ」

「そんな馬ば鹿か馬鹿しい勝負──」

「僕に話せないなら」テツ先輩に食らいつくように僕は言葉をつなぐ。「アリスに、アリスにだけ話してくれればいいです。あいつはもうほとんど知ってるはずです、だから、アリスの質問に一つだけでも、正直に、答えてくれたら、それだけでッ」

「おまえ、ほんとに俺に勝てると思ってんのか」

　もちろん思っていない。僕は精せい一いつ杯ぱいの強がりを吐く。

「今は無理でもっ、あと、二週間──」

　世界がものすごい勢いで回転して、それから白く光り、口の中に土と鉄の味がした。テツ先輩が僕を地面に叩たたき伏せたのだと気づくのに、かなりの時間がかかった。

「……わかったよ、ナルミ」

　しゃがれた先輩の声が、頭の上に降ってくる。耳も、目の奥も、ずきずき痛んだ。

「準備できたらいつでもかかってこい。殺してやる」




　　　　[image: まーく]




　ラーメン屋の厨ちゆう房ぼうで、ミンさんが傷の手当てをしてくれた。

「だいぶ派は手でにやられたな。内ない出しゆつ血けつで青くなってる」

　うなじに湿しつ布ぷをべたべたと貼はる。興こう奮ふんしていて痛みをあんまり認にん識しきしていなかったのだけれど、けっこう唇くちびると首の後ろから出血していたらしい。

「え、ええと」言い訳に困る。「自転車で転んで」

「おまえなあ、わたしが喧けん嘩かの傷をぱっと見でわからないとでも思ってんのか？」

　うわあ。一発でわかるのか、この人。

「下へ手たな噓うそならつかない方がましっての、そろそろ憶おぼえろ」

「あうぅ……」

　店内には二人だけなので、ミンさんの追及からは逃れられそうになかった。

「喧嘩でテツにかなうわけないだろ。馬鹿かおまえは」

「いや、今回は一方的にやられただけなんですけど」ていうか、相手がテツ先せん輩ぱいなのもわかってんのか。今度ほんとに喧嘩するって知ったらげんこつが飛んできそうだ。

「おまえの唯ゆい一いつの取り柄えは口くち八はつ丁ちようのはったりだろ。殴なぐり合いやってどうすんだよ」

「ミンさんもそんな認識だったんですか……」

　その通りだけど。唯一って言うなよ。せめて数少ない、とかにしてください。

「でも、殴んなきゃいけないときってのもあると思いませんか」

「あるわけないだろ」

　即そく答とうされたので僕はうなだれる。

「あると思ってんのはおまえがガキで馬鹿だからだ。なにあせってんだよ？　ここんとこ、ずっとそんな感じだろうが」

　あせってる──そうだろうか？

　僕は、まだずきずきと痛む唇を手で押さえて、考える。そうかもしれない。いつからだろう。彩あや夏かが戻ってきてからか。僕はわけもわからず走り回って、無む駄だなことばっかりしている気がする。四代目にもそう言われた。いや、テツ先輩を殴れって言ったのは四代目じゃなかったか。待て待て。なにを言葉通り受け取ってんだ僕は。四代目が言ってたのはそういうことか？

　傷がぼんやり熱を帯びてきて、意識がぼやけてきたので、僕はまた頭を落とす。

「なんか──すっきりするような気がしたんです。殴るか殴られるかすれば」

「どうせ、なんにもなんないぞ。そんな馬鹿やってるひまがあるなら彩夏と一緒にいてやれ」

　そうかもしれない。でも。

「もう、頭ぐちゃぐちゃなんですよ。先輩のこともそうだし、彩夏のことも」

「テツのことはテツの問題だし、彩あや夏かのは彩夏の問題だろ」

「先せん輩ぱいは……そうかもしれないです。でも、彩夏は。……だって、ずっと一緒にいたんですよ、学校で。それなのに、さん付けされたり、敬けい語ご使われたり、作り笑いされたりすると」

「それ、彩夏に言った？」

「言えるわけないです」

「なんで」

「だって、ただでさえ彩夏は自分のことで大変なのに、僕がそんなわがまま」

「だから、なんでおまえらニートはてめえの心配しないで他た人にんの心配すんだよ」

　僕はぼんやりと、ミンさんの顔を見上げる。僕はニートじゃありません、という言葉も出てこなかった。ミンさんは中ちゆう華か鍋なべをざぶざぶ洗いながら、笑う。

「ほんと成長しないな。もっと普通にしてりゃいいだろがよ、彩夏がいるときでも。ほんと、おまえ見てるとこっちまで肩がこってくるよ」

「普通ったって……彩夏とどう接していいかわかんないんですよ」

「なんで」

「だって、彩夏もなんにも言ってくれないから──」

　あ。

　僕の手は、そこで自分の太ももの上にぱったりと落ちる。

　そうか。彩夏の方も、僕がなにも言わないから、どうしていいのかわからなくて。

　そうだとしたら、僕らはほんとに──なんにも、成長していなくて、いつも同じところで足踏みして。それでも。それなら。

　最初から、成長のないところから、やり直せるだろうか。まだお互いになにも知らなかったあの十月から。あのときは彩夏の方が一方的に僕のことを外側から見ていただけで、でもそんなスタート地点からでも、僕らは曲がりくねった道をなんとか通って、友達になれた。

　今は、僕の方が彩夏を一方的に知っていて、だとしたら、あのときと同じだ。

　それなら、記き憶おくなんて戻らないままでも、やり直せないだろうか。同じやり方で。

　顔を上げるのは恥ずかしかった。ミンさんがネギを刻んでいる音が、なんだかおかしそうに笑っているように聞こえたから。いや、たぶんほんとに笑っているだろう。

　そのとき、店の戸が開く音がする。

　顔を上げると、のれんの向こうにセーラー服の人ひと影かげが立っている。あの、片側だけ髪かみ留どめでとめたちょっと茶色い前まえ髪がみと気の強そうな眉まゆの下の、人ひと懐なつっこそうな瞳ひとみがぱちくりと瞬まばたいて、それからその顔がかあっと赤らみ、後ずさって店の戸を閉めようとする。

　立ち上がろうとした僕の横で、ミンさんが腕を振りかぶり、電でん光こう石せつ火かでなにかを投げつけた。その黒いものは彩夏の顔に見事に命めい中ちゆうする。

「ひゃうっ」変な声をあげた彩夏は、ばたばたと腕を振り回して、顔にかぶさった黒い腰エプロンをむしり取ろうとした。

「なに帰ろうとしてんだ、もう店開けるんだからさっさと手ぇ洗え！」ミンさんの声が飛ぶ。

「え、ええと、だって、藤ふじ島しまさんがいたから」

　彩あや夏かは申し訳なさそうに腰をかがめながら店に入ってくる。

「だからこいつはクビなの。早く出てけナルミ」

　ひどい言い方もあったもんである。

　カウンターの端はしですれ違うとき、彩夏は僕の傷に気づく。

「怪け我がっ、ど、どうしたの？　だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え？　ううん。なんでもない。大丈夫。彩夏は……大丈夫だったの？」

「え、あのっ、ごめんなさい電話にも出なくて」

　僕は弱々しく首を振る。『はなまる』に来てくれたなら、それでいい。

「……って、なんで制服なの？」学校休んでたはずなのに。

「え、ええと」彩夏は、埃ほこりもついていないのにスカートをぱたぱたとはたく。「そろそろ咲く花がいっぱいあるから世話しないといけないし。あと、授業には出られなかったけど、小さ百ゆ合り先生の補ほ講こうは受けようと思って」

　なるほど。僕が自習をほっぽり出して帰っちゃった後で、彩夏が来たのか。それなら小百合先生もそこまでがっかりしてないかな。

　僕は客席側と厨ちゆう房ぼうをつなぐカウンターの隙すき間まに立って、彩夏が腰エプロンを鈍い手つきでしめようとしているところをじっと見つめてしまう。

　もう、戻ってこないのかと思った。『はなまる』にも、温室にも。

「な、なんですかっ？」

　彩夏がエプロンの端を持ち上げて、恥ずかしそうに顔を半分隠かくして言う。

「なんでもない」僕はあわてて首を振った。うなじがぎりっと痛む。「いてててて」

「藤島さん、ほんとに大丈夫？　その怪我、なにか──」

「ガキの喧けん嘩かだよ。勝かつ手てにやらせとけ。テツもナルミも頭殴なぐれば馬鹿が治るかもしれないし」

「テツさんと？　ほ、ほんとに喧嘩してるんですか、どうしてっ」

　どうしてなのか、彩夏にあらためて問われると、僕は言葉に詰まるしかない。それはたぶん僕と彩夏のためのことなのだけれど、どこがどうつながってそうなるのか。

　わからないけれど、それをそのまま口にした。

「ごめん。こんがらがってて、うまく説明できないけど──テツ先せん輩ぱいがほんとのことを言ってくれないと、園えん芸げい部はこのまま潰つぶされちゃうんだ。だから」

　僕と、彩夏の場所を守るために。

「あ、あたしのせいですか？　あたしが思い出せないままだから、それでっ、色いろ々いろ元のままにしておこうとして、藤島さんは園芸部にこだわって──」

　ちがうよ。そうじゃない。僕はそう答えようとして、声に出せない自分に気づく。

　ポケットの中の、いまだに渡しそびれたままの腕わん章しようを握りしめる。

　たしかにそういう考えもあった。でも、彩あや夏かの方からはっきりそうと言われた今、僕は園えん芸げい部を守る理由が彩夏の記き憶おくを取り戻すためじゃないことを感じている。

　それなら僕はどうして、どうしてこんなにまでして園芸部を守ろうとしてるんだ？

「あたし、がんばるから」すがりつくような声で彩夏が言った。「あたしっ、思い出せるようにがんばるから、お店の手伝いもするし、学校ももう休んだりしないから、だから、そんな危ないことするのやめてください、園芸部なんて、なくなってもいいからっ、藤ふじ島しまさんが」

　僕は鉄てつ球きゆうで頭をぶん殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。がんばる？　彩夏が、がんばるだって？

　なんで。なんでそんなこと言うんだ。そんなこと言ってほしくない。僕の隣となりでずっと、そんなつらいことを考えてたのか。

「そんなことのためじゃなくて……うまく言えないけど、彩夏が、そんな……それにもう決めたんだ、だから」

「藤島さん！」

「彩夏。もうやめとけ。言っても無む駄だ」

　鍋なべを見つめたまま、ミンさんがぼそりと言った。

「おまえのためなんかじゃないよ。男ってのはみんなこういう生き物なの。馬鹿に生まれついて、馬鹿な喧けん嘩かやって、馬鹿のまま死んでくんだ。ほっとけ」

　ミンさんの冷たい横よこ目めと、真ま正面からの彩夏の濡ぬれた瞳ひとみに見つめられ、僕がなにか言葉をしぼり出そうとしたとき、店の戸がけたたましく開いた。

「兄あに貴き！　兄貴がテツ伯お父じ貴きとやりあうってほんとですかッ？」

　戸の枠わくをぶち破らんばかりの勢いで押し合いへし合いしながら店内に入ってきたのは、黒Ｔシャツの巨体──電でん柱ちゆう、岩いわ男お、その他平ひら坂さか組ぐみのごつい連れん中ちゆうばかり六、七人。僕は顔からさあっと血の気が引くのを感じた。

「え、えと……なんで知ってんの」

「さっき伯父貴から壮そうさんに電話あって立たち会あい人にん頼むって」

　なんで先走るんだよ、あの人はもう！

「ついに兄貴の実力が」「これでテツ伯父貴と互ご角かくなら、平坂さんの席が欠けてた四し天てん王のうがそろうな！」「俺たち無む敵てきだな！」

「ほらな。全員馬鹿だろ」とミンさんが隣の彩夏に囁ささやいた。彩夏は目に涙を浮かべ、あきらめたようにふるふると頭を振った。

「おら、クソガキども、注文がないんなら出てけ！　騒ぐなら外でやれ！」

　ミンさんがおたまで鍋のふちをがんがん叩たたきながら怒ど鳴なると、少年やくざたちは一いつ瞬しゆん直立不ふ動どうになって固まった後、一いつ斉せいに行ぎよう儀ぎ良くカウンター席に座った。もちろんあぶれた連中は店の外のビールケースの椅い子すに弾はじき出される。

「じゃあトンカツラーメン」

「トンカツラーメン」

「俺もトンカツラーメン」

　トンカツラーメンはミンさんが以い前ぜん作ってくれた勝利祈き願がんの特別メニューだ。ちなみにあんまり美お味いしくない。僕はもうなんだか頭が痛くなってきた。

「これは賭かけが盛り上がるぜ！」「おい、胴どう元もとだれがやるんだよ」

「よし、テツ伯お父じ貴きに一万円」

「俺も伯父貴に一万円」

「じゃあ俺は伯父貴に一万五千」

「伯父貴に思い切って二万円！」

「熊くまの巣に飛び込む覚かく悟ごで伯父貴に三万円！」

「清きよ水みずの舞台から錐きりもみ下降する思いで伯父貴に五万円！」

「あれ、兄あに貴き大だい丈じよう夫ぶですか顔が青白いですよ、もっと闘とう志しに燃える目を見せてください！」

　おまえらのせいだろうが！　わかってますよ。どうせ勝ち目がないことなんて。

「これ賭が成立しないぞ」

「じゃあ何分で勝負が決まるかにした方がいいんじゃねえか」

「何秒か、にした方が」

「兄貴が何メートル吹っ飛ぶか」

「兄貴が全ぜん治ち何ヶ月か」

「兄貴のあばらが何なん本ぼん残るか」

　もうやめてくれよ、とっくに僕の気力はゼロだよ！

　僕が頭を抱えて、勝かつ手て口ぐちから逃げ出そうと真剣に考えたときだった。背後で戸が開く音が再び聞こえ、それから外の涼しい空気と一緒に、声が流れ込んでくる。

「──自分が受けよう。藤ふじ島しま中ちゆう将じようの勝ちに、まずは五千円」

「じゃあ、おれはナルミ君に一万賭けるかな。それで取り分は少しよう佐さの倍だろ？」

　組メンバーどもが啞あ然ぜんとした顔で振り向く。たぶん、僕も同じような表情を浮かべてそっちを見たにちがいない。

　大きなバックパックを背負ってゴーグルを額ひたいまでずり上げた少佐と、女おんな物ものみたいにタイトな腰ラインのジャケットにスリムジーンズをあわせたヒロさんが、店先に立っていた。

「……叔お父じ貴き、マジですか？」電でん柱ちゆうがうめいた。

「大マジ。だって、ナルミ君とテツだろ？」と、ヒロさんは僕にウィンクを飛ばしてくる。

「賭は、勝つか負けるかだけ考えてやるものではない。勝率に対してオッズがどれほど偏へん向こうしているかを見るものだ。たとえ藤島中将の勝ち目がどれほど薄くとも」

　少しよう佐さはコンクリートの床にバックパックをどすんと下ろして、一同を見回す。

「リターンが八倍なら、自分はそちらに賭かけるな。なぜなら」

「おれたちがこれから肩入れするからね」

　……肩入れ？

　少佐とヒロさんが、僕の味方をしてくれる？

　カウンター席に鈴なりになった平ひら坂さか組のいかつい面めん々めんは、顔を見合わせてひそひそと囁ささやき声を交わす。でも、賭ける側を変える勇気のあるやつはいなかった。それはそうだ。少佐とヒロさんがおかしいのだ。僕に協力する？　なんで？　そんなことして、なんになるんだ。なんのために。

「もちろん、金のためだよ？」

　ヒロさんはさわやかに笑って、僕の腕を取り、勝かつ手て口ぐち裏うらのいつもの場所に連れていく。陽ひあたりが悪くてじめじめしているのに、それでも暖かい、ニートの小さな国。ビールケースに腰を下ろした少佐と、ドラム缶にもたれたヒロさん。

「……二人とも、今回は僕やアリスには協力しないんじゃなかったんですか」

「それはそれ、これはこれ」

「我々が関わらないのはテツさんの昔の話だけだと、言ったはずだ」

　話すうちに、二人の眼めはぎらぎら輝いてくる。それで、僕はぼんやりと悟さとる。

　なにか、せずにはいられなかったのだ。二人とも。テツ先せん輩ぱいの仲間だからこそ、先輩が口をつぐむ以上は横から口や手は出せない。探たん偵ていの仕事だってできない。それでも。

「もちろん、ナルミ君が要いらないってんなら、押しつけたりはしないけど」

　ちょっとさみしそうな目になって、ヒロさんは言う。

　金のため。自分のため。そんな言い訳が必要なほどに、この街のハードボイルド・ニートたちは不ぶ器き用ようで、でも優しくて──それなら、そのためだけでも。その気持ちに応えるためだけでも、僕がテツ先輩に殴なぐられる価か値ちは、あるのかもしれない。

「おれ、ずっとテツとつるんできたし、喧けん嘩かもいっぱい見てる。あいつのパンチの癖くせとか、死し角かくとか、教えてあげられるよ」

「Ｗｉｉを改造して作った新しい格かく闘とうシミュレータの実験台として藤ふじ島しま中ちゆう将じようを」

　にじりよってくる二人の姿が、じわっとにじむ。熱いものが目からこぼれそうになって、僕はあわてて顔を伏せた。

「……ナルミ君？　やっぱり」

「い、いえ。なんでもないです。大だい丈じよう夫ぶです」

　唇くちびるを嚙かんで、声が震えそうになるのをこらえる。

「わかりました」

　火ほ照てりが、傷の痛みと一緒に、喉のどを流れ落ちていく。僕はそれをじっと待ってから、広げた手のひらを見つめ、やがて顔を上げ、言葉を吐き出した。

「──助けて、ください」

　二人は立ち上がった。

「ミンさん、おれにもトンカツラーメン！」

「自分もトンカツラーメン大盛りで」

　少しよう佐さもヒロさんも競うように勝かつ手て口ぐちに顔を突っ込んで注文する。僕は汗ばんだ自分の両手にべっとりとこびりついた熱を、拳こぶしを握ったり開いたりしながら確かめる。

　そのとき、ポケットで携帯が『コロラド・ブルドッグ』のイントロを叫んだ。

『なにをやっているんだい、さっきから。下には平ひら坂さか組の面めん々めんまで集まっているし、なにかあったのなら報告したまえよ』

「……うん。今行く」







「テツと勝負？」

　ベッドの上のアリスはそう言ったきり、あんぐりと口を開いて固まった。手にしたドクターペッパーの缶を落っことさなかったのはさすがというべきか。

　予想できた反応なので、僕が床に散らばった洗せん濯たく物ものをかき集めて外の洗濯機に放り込んで戻ってくると、アリスはまくし立て始めた。

「もはやきみの精神構こう造ぞうは理解不ふ能のうだよ、その脳みその中身に比べれば、フィネガンズ・ウェイクの方がまだしも理解がたやすいくらいだ。テツと拳で勝負するだって？　頭ず蓋がいに強い衝しよう撃げきを与えて知能を改善しようとでもいうのならビル解体業ぎよう者しやを紹介するよ」

「えーと、うーん」どうせ説明できないのはわかっているだけに、なにを言えばいいのかわからない。「フィネガンズ・ウェイクは翻ほん訳やくで読んだの？」

「原げん文ぶんにきまっているだろう話をそらさないでくれたまえ！」

　アリスは憤ふん慨がいしてシーツをばふばふ平ひら手てで叩たたいた。最近、なんか怒りっぽいなあ。どうしたってんだろう。

「いいかい、きみはテツのことをパチンコと競馬だけに人生を費やしているただのギャンブル狂いの中退生せいだと認にん識しきしているのかもしれないが」ちがうの？「これを見てちょっとは頭を冷やして認識を改めたまえ！」

　アリスはベッドの右脇わき、僕にいちばん近い棚の上に斜め向きに置かれたモニタを指さし、片手でキーボードを素早く操そう作さした。

　砂すな嵐あらしが走り、それからモノクロの粗あらい画が像ぞうがモニタに映し出される。だいぶ古いものだと気づいた。映っている勝手口前まえの様よう子すがだいぶちがっていたからだ。テーブル代わりの木もく台だいが見あたらないし、ドラム缶はまだあまり錆さびていなくて光こう沢たくがある。でも、カメラに背を向けて立つ男の姿は見み間ま違ちがえようもなかった。Ｔシャツごしでもわかる、盛り上がった背せ筋すじ。ロープウェイのワイヤーみたいに太くて筋肉のつまった腕。テツ先せん輩ぱいだ。

　対たい峙じするのは、驚いたことに、電でん柱ちゆうと岩いわ男おだった。平ひら坂さか組の黒いＴシャツが胸までしか画面におさまっていないけれど、他にこんなに体格のいい組員はいるわけがない。

　音声なしの動どう画がなので、動く前ぜん兆ちようはまるでわからなかった。電柱が腕を振り上げるのが最初だったように見えた。でも、テツ先輩のごっつい身体からだは、まるで風に吹かれた枯かれ葉みたいにひらりとミリ単位で電柱の拳こぶしをかわした。それから、黒Ｔシャツの腹に突き刺さったカウンターパンチ。地じ揺ゆれがモニタ越しにこっちにまで伝わってきたような気がした。むしろ一発で倒れなかった電柱をほめるべきなのかもしれない。岩男が慎しん重ちように背後に回り込もうとしたのを察して、先輩は弾はじかれるようにバックステップする。

　僕は今まで漠ばく然ぜんと、スピードでは四代目に分があり、テツ先輩はたぶんインファイターで、パワーと耐たい久きゆう力りよくで押すタイプなのだろうと思い込んでいた。でも、そんなことはまるでなかった。平坂組のボディガード二人を相手にして、一歩も寄せつけず、射しや程てい外がいから魔ま法ほうみたいに自分のパンチだけを急きゆう所しよに撃うち込んでいくその姿は芸術的ですらあった。

　ボクサー、なのだ。

「──そうだよ。これがボクサーだ」

　アリスのつぶやきとともに、動画がぶっつり消える。

「三年前の映えい像ぞうだが、腕が鈍っているのなど期待しないことだね、テツが今でもボクシング用品を所持しているのは知っているだろう」

　そうだった。僕がいきなりボクシングを教えてくれと言ったとき、テツ先輩はグローブもバンデージもパンチングミットもみんな用意していた。

　先輩は、今でも、ボクサーなのだ。

「いわゆるボクサーファイターと呼ばれるタイプ、オールレンジ対応の万ばん能のう型だ。スピードと破は壊かい力を兼ね備えている。リング上でなら四代目もかなわないだろう、ましてやきみなんて」

「それはわかってるけど」

「わかってない！　ボクサーの拳は兇きよう器きだ、人を殺せるんだぞ？」

「えっと──」僕は、眉まゆをつり上げたアリスの顔を見つめてしまう。「僕のこと心配してくれてんの？」

「だ、だ、だれがっ」アリスは顔を真まっ赤かにして、感かん電でんしたみたいに髪かみを逆さか立だてた。「だれがきみの心配なんてしたんだ！」

　いつぞやとまったく同じ怒り方で、色んなものを手当たり次し第だい投げつけられた。枕まくらとかリモコンとか空あき缶とかプリンタとか──って、おい、プリンタはやめろ！

「ぼくがっ、なんできみの心配をしなきゃいけないんだい！」
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　アリスの怒ど号ごうにぬいぐるみの城じよう壁へきも崩れて、ぽてぽてと床に落ちる。さらに、枕を振り回してばふばふとベッドに叩たたきつけるので、ぬいぐるみの雪崩なだれが始まった。

「きみのあまりの愚ぐ昧まいさが赦ゆるし難いだけだ！　きみの知性はモノリスに七万回触さわったところで猿さるにすら追いつけないほど絶望的だよ！」

　そう言われるとなんだか申し訳ない気持ちになってくる。床に散さん乱らんしたぬいぐるみを拾い集めてシーツの上に戻そうとすると、アリスがまたぼふんぼふんと枕まくらで掃き散らすので、僕はしかたなくベッドの上に膝ひざをついた。

「ばかは死ななきゃ治らないという、ばかしか信じていない諺ことわざを自分で確かめてみたいなら勝かつ手てに──」アリスの罵ば声せいを、手首を握って遮さえぎる。「な、なっ、はなしたまえ！」

　僕のすぐ目の前に、紅こう潮ちようしたニート探たん偵ていの顔、涙の浮かんだ瞳ひとみ。

「……えっと。ごめん。いっつも馬鹿で」

「あ、謝るくらいならっ、毎まい度ど毎度無む駄だに危険なっ」

「心配かけて悪いと思ってるけど、でも、僕それしかできないんだ」

「心配なんてしてない！」

　アリスは両方の手首をつかまれたまま、僕のＹシャツの胸に何度も何度も頭ず突つきした。テツ先せん輩ぱいの拳こぶしはこれの何千倍痛いたいんだろう、とぼんやり思う。

「きみはぼくの助じよ手しゆなんだ、情なさけないことに代わりもいない、たった一人のね！　それなのにきみは勝手に無む茶ちやばかりしてっ」

　僕の胸に頰ほおを押しつけ、涙を浮かべて僕の顔を見上げ、アリスは言葉を吐き出す。熱く湿った吐と息いきが僕の服に染み込んでくる。

「うん」

　ため息をつくみたいに答えて、僕はアリスの手を解放し、かわりにその髪かみをなでる。

　ひとりでぐじぐじ考えていても、なんにもならない。だって、僕はもうひとりじゃない。だから、素直に僕は胸の内を言葉にする。

「たしかに、馬鹿なことなんだろうけど。でもさ、僕そんなふうに割り切れないんだ。先せん輩ぱいが自分のことなんにも喋しやべらないって言ったとき、すごく哀かなしかったし、事件と関係のないとこではこれまで通り楽しく馬ば鹿か笑わらいして接するなんて、そんな器き用ようなこともできない」

　四代目に殴なぐれと言われたことは、口にしないでおいた。もう、それは理由じゃない。今は自分の意志だ。

「少しよう佐さとかヒロさんの言ってることも、わかるよ。でも、でもさ。仲間だから、割り切らないで怒った方がいいってときも、あるんじゃないのかな。そう思って、テツ先輩を呼び出したんだ。そしたら、そんな話になっちゃった」

「なっちゃった、じゃないだろう。そんな軽く言えることなものか」

「そうだね。今のなし。ほんとは、最初から殴るつもりだった」

　準備ができたら勝負──なんて話になったのは、僕がいざテツ先輩と面と向かって話してみたらびびってしまったのと、それから先輩が優しかったせいだ。

「でも、無む駄だじゃないよ。無駄な危険なんかじゃない。テツ先輩は約束してくれた。僕が勝ったら、アリスの質問に、一つだけ、正直に答えるって」

　約束するってはっきり言ったわけじゃない。でも、答えてくれるはずだ。

　ボクサーは、自分の拳こぶしには──戦いの結果には、絶対に噓うそをつけないはずだから。

「勝てるなんて、全ぜん然ぜん思ってないけど。でも、やってみなくちゃ、可能性なんてゼロだから」

「たったそれだけのためにっ、もっと知的で探たん偵ていらしいやり方はいくらでもあったろう！」

「うん。ごめん」

「……もういい。勝かつ手てにしたまえ」

　アリスはうつむいたまま、僕の身体からだをぐいと両手で押しのけた。それからふいと背中を向けてしまう。

「ぼくらには、やらなきゃいけない探偵業ぎよう務むが山ほどあるというのに、もうあきれかえって面めん罵ばする気も失せたよ」

　僕がなにか言い訳しようとすると、スコールみたいな打だ鍵けんの音が始まる。僕はアリスの背中に伸ばしかけた手をそっと引っ込めた。

　そうだ。僕は探偵助じよ手しゆなんだ。おまけに、事件の当事者でもある。それなのに今回は、勝手を通してばかりだ。アリスが怒るのも無理はない。

　全部終わったら、またちゃんと謝れるだろうか。そしたら赦ゆるしてくれるだろうか。

　それとも──

　今、そんなことを考えていてもしかたがない。ベッドから下りて、事務所の玄げん関かんに向かおうとしたときだった。

「どこに行くんだい、まだ帰っていいとは言っていない！」

　不ふ機き嫌げんそうなアリスの声に、僕は振り向く。

「今、ＤＶＤに焼いているからそこで待っていたまえ」

　ＤＶＤ？

　やがて、ドライヴが吐き出した円えん盤ばんを透とう明めいケースに入れたアリスは、僕に放ってよこす。

「テツの喧けん嘩かの動どう画がだ。昔から何度もこのビルの近くでやっているから、いくつか残っていた。マスターや四代目を相手に負けている画が像ぞうも入っている。スロー再生してなにかの足しにしたまえ。きみは無む駄だに目だけはいいから。もっとも、見えても避けられなければ無意味だと思うが──な、なんだいその嬉うれしそうなにやつき顔は！」

「え？　あ、い、いや、なんでもない」

　僕は手元のＤＶＤ─Ｒと、アリスの顔を何度も見比べる。

「それと、なんできみは自分のくだらない用事だけ済ませてさっさと帰る気でいるんだ、こっちにだって話があるのだよ！　実じつ地ちで調べてもらいたいことはいくらでもあるんだ」

「あ……そ、そうだよね」

　僕は、ゆるんでしまいそうになる口もとを隠かくしながらベッドのところに戻った。アリスはあいかわらずぷりぷり怒りながらも、長ったらしい業ぎよう務む連絡を始めた。










　　　　４







　校門から続く塀へい沿ぞいの、銀杏いちようの樹きの根元だった。校舎と外壁の間、裏うら庭にわに回る通路の途と中ちゆう。校門前の広場からのタイル敷きが途と切ぎれて、むき出しの土に変わるあたり。

　僕はしばらく校舎の壁にもたれて、木の根が盛り上げた土をじっと見つめていた。何度か、ジョギング中の運動部の集団がリズミカルで野の太ぶといかけ声とともに目の前を走りすぎた。五月の午後の陽光がつくる銀杏の樹の長い影が、やがて僕のすぐ足下にまで伸びてくる。

　冬の夕方なら、このへんは塀の影ですっぽりと日の光から隔へだてられ、寒々しい風の通り道になっていることだろう。僕は分ぶ厚あつく降り積もった雪の上に倒れている羽は矢や野の友とも彦ひこの姿を想そう像ぞうしようとした。雪の日にはまずあり得ない腕まくりしたＹシャツ姿で、胸には喀かつ血けつしたあとがあったという。でも、思い浮かべようとするとどうしても、倒れているのは生徒会長の羽矢野薫かおる子こ先せん輩ぱいになってしまう。考えてみれば僕は羽矢野友彦の顔を知らない。

　被害者の冷たくなった身体からだのそばにかがみ込むテツ先輩の姿は、はっきり想像することができた。でも、イメージの中の先輩はいつものＴシャツだった。そんなわけがない。かつてはあの人が制服を着ていた時代がちゃんとあったのだ。

　見たこともない景色の妄もう想そうはそのへんでやめて、僕は周囲をばしゃばしゃと携帯のカメラで撮さつ影えいすると、まとめてアリスに送信し、裏庭に回った。

　細長くて薄うす暗ぐらい裏庭の向こう端はしに、陽光を受けてきらきらしているガラスの屋根が見える。温室だ。羽矢野友彦は、事件の日もあそこで自習していた。かなり雪が降っていたというから、夕方五時にはもう真まっ暗くらだっただろう。

　でも、そこにやってきた男子生徒たちがいた。当時温おん室しつをたまり場にしていて、一緒に小さ百ゆ合り先生の補ほ講こうも受けていた、園えん芸げい委員の不ふ良りようたち。

　テツ先輩も──その中にいた。

　彼らは寒かん中ちゆう修行という名めい目もくで、羽矢野友彦に雪の中を走って買い物に行かせ、自分たちは温室の中で暖だんを取っていた。帰りが遅いのでテツ先輩が校門まで様よう子すを見に行ったところ、銀杏の樹の根元に倒れている羽矢野友彦が発見された。

　羽矢野友彦は心しん肺ぱい機き能のうが生まれつき弱く、加えて肺はい高こう血けつ圧あつ症しようを患わずらっていた。身体からだが急きゆう冷れいされたことにより血圧が急きゆう激げきに上昇し、症しよう状じようが悪化して肺出しゆつ血けつに至ったものと診しん断だんされた。その夜、入院先の区く立りつ病院で死亡。

　これが、僕とアリスのかき集めた断だん片ぺん的な情報をつなぎあわせた当日の出来事だ。

　ポケットの中で『コロラド・ブルドッグ』のギターリフが鳴り響ひびく。

「写真、届いた？」

『届いたよ。妙みような点があるね』とアリスは電話口の向こうで言った。

「なに」

『被害者が倒れていた位置だよ。校門から裏うら庭にわを通って温室に向かうルートの途と中ちゆう、ということになるのだろうが』

「それのどこが変なの？」

『だって当日は雪が降るくらいの寒さだったのだろう。まず玄げん関かん口から校舎に入って、廊下を通って温室にいちばん近い裏うら口ぐちから裏庭に出ればいいじゃないか』

　僕は携帯から耳を離して、校舎を見やる。

　たしかに、そうだ。校舎には裏庭に続く出入口が二つあって、いちばん奥のものは温室のすぐそばにある。だからいったん校舎に入れば、雪を避けて温室まで行ける。でも。

　そこで湧わいてきた想そう像ぞうに、僕は自分で寒さむ気けを覚える。

「……パシらせた連れん中ちゆうが、雪の中を走ってこいって命令したのかも」

　否定してほしかったのに、アリスはさらりと言う。

『そうかもしれないね。もう一つは、倒れていた方向だ』

　方向？

『倒れていた羽は矢や野の友とも彦ひこの目もく撃げき証言は、テツのもの以外にもいくつかある。救きゆう急きゆう車が到着するまでに何人か、生徒も教師も見ているのだね。きみのところの顧こ問もん、黒くろ田だ小さ百ゆ合りも後から駆けつけて見ているはずだ。証言は、羽矢野友彦が銀杏いちようの樹きの方に頭を向けてうつぶせに倒れていた、ということで一致している』

「……それがなに？」

『ちょっとは自分でも考えたまえよ。きみの両りよう眼めと両耳みみの間にあるのはただの空くう洞どうなのかい』

　そう言われて、僕もむっとしてもう一いち度ど銀杏の樹を見る。あっちに頭を向けて倒れていたということは、足は校舎の方か、あるいは裏庭の方に向いていたのかな。うつぶせだから──

　ん？

「……要するに、倒れたのは買い物に往いく道で、帰り道じゃないってこと？」

『その推測が成り立つね。変だろう？』

「なんで。べつに帰り道じゃなくたって──あ、いや、ごめん、わかったわかった」

　アリスに痛つう罵ばされる寸すん前ぜんで、その不ふ審しん点に気づいた僕はあわてて言った。

「時間が、合わないんだね？」

『その通りだ。まったく、わからないわからないと声を張り上げる前に、まずは腰を据すえて頭を働かせる努力をする癖くせをつけたまえよ』

「悪かったよ……」

　つまり、こういうことだ。テツ先せん輩ぱいは羽矢野友彦の帰りが遅いから校門まで見に行ったと証言している。ということは、それは羽矢野友彦が出発してからだいぶたったときのはずだ。もし羽は矢や野の友とも彦ひこが、校門に向かう途と中ちゆうで倒れたのだとすれば、かなりの長時間、雪の中に放置されていたことになる。

　そうすると、おかしなことが一つ浮かび上がる。なぜ羽矢野友彦は、テツ先せん輩ぱいが見に行くまで他のだれにも発見されなかったのか。雪の日だったとはいえ、いちばん人通りのある校門脇わきで、しかも下げ校こう時刻だったのだ。

「じゃあ、倒れたのは帰り道だったんじゃないの。なにかあって、たまたまそっち向きで倒れたんだよ」

『なにかあった、というのは、なんだい』

「いや、それはわからないけど」

『きみの言う通りかもしれないがね。しょせんは倒れた向きだ。帰り道であっても校門に向けてうつぶせに倒れる理由は、なにかしら考えつく。でもともかく、そこになにかあったのはたしかだ。探たん偵ていは、それを見逃したり忘れたまま放置したりしてはいけない』

　僕はうなずいた。どんな些さ細さいな疑問も、心に留めておくこと。

『それからもう一つ、ぼくの方からは確認できなかったことがある。なので、きみから黒くろ田だ小さ百ゆ合りに訊きいてほしい』

「うん？　なに」

　そこで頼まれた質問は、ちょっと口にするのをためらってしまう、奇き妙みような内容だった。

「……それ……訊かなきゃだめ？」

　小百合先生は、たぶん羽矢野友彦の事件のことはあんまり思い出したくないだろうし。でもこんなことを訊いてしまったら。

『他に目もく撃げき者の知り合いがいるなら、そちらに訊いてくれてもかまわないが』

　そんなの、あとはテツ先輩しかいない。わかったよ、しかたがない。時間もないし。







　先生は彩あや夏かと一緒に温室にいた。

「園えん芸げい部ぶ守るって言ってるのに、藤ふじ島しまさんは部活にも勉強にも全ぜん然ぜん顔出さないですよね……」

　彩夏が哀かなしそうな顔で言う。この間は平ひら坂さか組の連れん中ちゆうやヒロさんたちが乱らん入にゆうしてきてうやむやになってしまったけれど、やっぱりまだ気にしているのだ。

「園芸部なんてなくなってもいいから、毎日ここに来てくれるだけでいいのに」

　なくなっても、いい。彩夏のその言葉に、僕の胸はずきっと痛む。

　僕はいったいだれのために、なんのために、テツ先輩と殴なぐり合ってまで園芸部を守ろうとしているんだろう。そんな迷いを押し隠かくして、言い訳じみたことを口にする。

「えーと、ごめん。バイトで忙しくて」

「ラーメン屋の店員は篠しの崎ざきさんのおかげでクビになったって聞いたけど？」

　小さ百ゆ合り先生はにこやかに笑って僕の傷をえぐりつつ、教科書を広げて席につくように促うながす。そんなことまで話してんのか、僕がいない間に……。

「まあねえ。藤ふじ島しま君と篠しの崎ざきさんじゃ、比べものにならないよね。藤島君は不ふ真ま面じ目めだし働かないし気も利かないし不真面目だし」不真面目二に回かい言ったよこの人！

「あの、ミンさんも藤島さんのいいところちゃんと見てましたよ？」

　彩あや夏かがあわててフォローしてくれる。

「へえ……どんな？」

「え、えと、どんなにお腹なかいっぱいでも味あじ見みにつきあってくれるとか、殴なぐられるのわかってても味見で素直に不ま味ずいって言ってくれるとか、たまに頼んでもいないのに自分から味見してくれるとか」

「藤島君は店員なのに味見しかしてないの？」と先生。

「んなわけありません！」そんなフォローならしてくれない方がましだ……。

　力なく、彩夏の隣となりの椅い子すに腰を下ろす。なにをしに来たのか忘れそうになってしまう。

「もいっこの仕事で忙しいんですよ、これでも」

「あれ。バイト二つやってたの？　それじゃテストぼろぼろなのも当然ね。そっちはなに？」

「ええと」説明がめんどい。

「探たん偵ていの、助じよ手しゆですよね？」と彩夏が僕の顔をのぞき込んできた。

「探偵？」

　小百合先生は目を丸くした。当然の反応だ。

「ちょっと待って、それって危ない仕事だったりしないの？　人ひと捜さがししたり浮うわ気き調べたり？」

「あ、いえ」そうか、世せ間けん一般の人の探偵に対するイメージって、それだよな。「そういうことはやらないです。それに僕は雑ざつ用ようだし」

「危ない仕事です。怪け我がばっかりしてる」

　彩夏がむすっとして言うので、僕はあわててその言葉を遮さえぎる。

「だからつまり、探偵がネット使って色んな事件を調べてるんですけど、実際に現地に行ってみないとわからないことを調べるのが、だいたい僕の仕事なんです」

「事件って？」と、先生は首を傾かしげる。

　しかたない。そういう話の流れになってしまった。僕は唾つばを飲み込んでから、また口を開く。

「今は、……あの、雪の日のことを調べてます。羽は矢や野の友とも彦ひこさんの」

　小百合先生の顔色は、今度はほとんど変わらなかった。ただ表情が少しこわばって、唇くちびるを嚙かんだだけだ。

「それで、先生に訊きいてこいって言われたことがあるんです。先生は、羽矢野さんが倒れてるところに駆けつけたんですよね、救きゆう急きゆう車が来る前に」

　先生が小さくうなずいたところに、僕はさらに言葉を押しつける。

「じゃあ、思い出してくれませんか。倒れていたあたりに、血は広がってましたか？」

　横で、彩あや夏かの顔が不安そうに曇るのがわかった。先生の顔は雪の色。

「そう……そう、ね、血は、なかった……だって雪ゆき積つもってたから、地面に血ち流ながしてたらすぐわかったはずだし、でも、でもなんでそんなこと」

　うわごとみたいに先生はつぶやく。僕もその答えに、背せ筋すじを凍らせる。

　血が、広がっていなかった？　喀かつ血けつしていたはずなのに？

　たぶんこれは、見逃されていたことだ。さらなる雪が覆おおい隠かくしてしまったはずだから。でもアリスはこの答えを予期していたことになる。その意味が、僕にもようやくわかる。

　羽は矢や野の友とも彦ひこは、べつの場所で倒れたのかもしれない、という可能性だ。

　それは、つまり──どういうことだ？

「なんでそんなこと調べてるの？　もう、何年も前のことなのに」

　先生は干からびた花でも見るような目で訊きいてくる。

「……園えん芸げい部が廃はい部ぶになりそうだって話、しましたよね」

　僕は先生の、それから彩夏の顔を見る。

「園芸部は変な部活なんです。皆みな川がわ憲けん吾ごっていう監かん査さ委員長が無む理り矢や理りねじ込んで急きゆう造ぞうした部活です。だからこんな弱じやく小しよう部なのに予算がおかしい。維い持じ費ひがいっぱいかかるから。生徒会はそれを正そうとしてる。でも、ちゃんと理由があったんなら」

「皆川君？　って、あの皆川君？」

「先生が、ここで教えてたんですよね？」

「そう……でも、ここでの補ほ講こうはやめちゃって、皆川君けっきょく留りゆう年ねんして中退で……今どうしてるのかわからないけど、でも、連絡先くらいはわかる。皆川君に直ちよく接せつ訊けばいいじゃない、わざわざどうして羽矢野君のことなんて」

　僕はそのとき、彩夏の様よう子すがおかしいのに気づいた。皆川、という名前が出るたびに、ぴくっと肩が震えている。でも、先生に教えないわけにはいかない。

「皆川憲吾さんは、もう亡くなってました。……あの、今年の冬にあった麻ま薬やく事件で」

　先生は口を両手で押さえた。

「そんな……」

「でも、なにか関係があるはずなんです。その、雪の日の事件と、園芸部ができた理由。だから僕は、知らなくちゃいけない。羽矢野さんのこととか、皆川さんのこと」

　そして、テツ先せん輩ぱいのこと。

　死者を代だい弁べんするために、たとえ生きている人を傷つけなくてはいけないとしても。

「皆、川……」

　ふと、隣となりでそんな声が漏れるのが聞こえた。彩夏だ。宙をにらみ、半はん開びらきの口から、生せい気きのない息が出入りしている。

「……彩あや夏か？　どうしたの？」

「皆みな川がわ、ううん、ううん、なんでも……な……」

　知ってる？　彩夏は皆川憲けん吾ごを知ってるのか。僕はそのとき、アリスの部屋でモニタを見たとたんに発ほつ作さ的に倒れた彩夏を思い出す。あのときは、『エンジェル・フィックス』の忌いまわしい記き憶おくに触れたせいだと思っていた。でも、もう一つ可能性がある。皆川憲吾の名前だ。

「……知ってるの？　皆川憲吾」

　彩夏は両耳を手で押さえてぶんぶん首を振る。そうだ、たとえ記憶を失くしていなくたって彩夏が知っているはずがない。皆川憲吾はテツ先せん輩ぱいと同学年だから三つ上、そのうえ中退しているから、彩夏と同時期に学校にいたことはない。でも──

「ねえ、知ってるなら教えてよ、彩夏！」

　僕は彩夏の両肩かたをつかんで揺さぶっていた。

「わ、わからない、わからないの、憶おぼえてない」

「頼むから！　思い出し──」

「やめなさい藤ふじ島しま君！」

　椅い子すが倒れるけたたましい金属音おんが温室じゅうに響ひびき、僕は床に尻しり餅もちをつく。顔を紅こう潮ちようさせた小さ百ゆ合り先生が、険しい目で僕を見下ろしている。先生が僕と彩夏の間に割って入って引きはがしたのだ、と理解するのと同時に、薄ら寒い後こう悔かいの念が忍しのび寄ってくる。

　僕は、今、彩夏に──なにをした？

「探たん偵ていごっこは勝かつ手てにしてもいいけど、篠しの崎ざきさんのことも考えてあげて」

　先生は僕のそばにかがみ込んで、残ざん酷こくなくらい優しい口く調ちようで言う。その向こう、彩夏は肩かた越ごしに僕を見つめながら机にしがみついて震えている。

「ごめ、ん、なさ──」

「謝るなら篠崎さんに謝って」

　僕は小百合先生の視線から逃げるように立ち上がる。

「彩夏、ごめん、僕……」

「い、いいんです、あたしこそ、なんにも憶えてなくて、藤島さんの邪じや魔まばっかりして」

「そんなことない、そうじゃなくて、だから、あの」

　自分の声が虚むなしく響ひびくのを聞く。死者の名めい誉よを守るためだけに、生せい者じやを傷つける──アリスの言ったとおりだ。僕にはその覚かく悟ごもないのに、彩夏を傷つけてばかりで。

　先生が彩夏の両肩かたに優しく手を置いてなにか囁ささやく。僕は二人の背中を見ていられなくなって、床のかばんを取り上げて温室から逃げ出した。裏うら庭にわを校門の方へと早足で歩き出したとき、温室の陰、プランターの棚がちょうど死し角かくをつくっているあたりに人ひと影かげがあるのに気づいた。そちらも僕に気づいて、あわてて温室から離れようとする。

　目が合った。薫かおる子こ先輩だった。

　僕が呆ぼう然ぜんとして立ち止まっていると、先せん輩ぱいはあきらめたようにため息をついて、言った。

「べつに、立ち聞きするつもりじゃなかったけど」

　聞こえてたのか……。どこまでだろう。

「まだくだらないことを調べてるの？　興きよう味み本ほん位いで友とも彦ひこのことを嗅かぎ回るのはやめて」

　薫かおる子こ先輩の顔に浮かんでいるのは、悲ひ痛つうな色。羽は矢や野の友彦の失われてしまった死者の言葉を見つけ出すために、僕とアリスはいったい何人の生きている人間を傷つけていかなければいけないんだろう。

「興味本位じゃ、ない……です」

「小さ百ゆ合り先生もいるみたいだから、温室の片付けも早く済ませるように言いに来たんだけど、取り込み中みたいだからあなたにだけまた言っておく。ぐずぐずしてないで。来週はもう総そう会かいで、決議案あんの発はつ効こうは来月からなんだから」

　僕がなにか言い返そうとすると、薫子先輩は踵きびすを返して校舎の方へと歩き出した。あわてて後を追いながらその背中に声をかける。

「ま、待ってください。まだ決まったわけじゃないのに」

「あのね、部長会を通ったんだからもうあなたや香こう坂さかがどうしようと無む駄だなの。総会で、大きい部活のほとんどが賛成するってこと」

　薫子先輩はこちらを振り向きもせずに冷たく答える。

「羽矢野友彦さんは──」

　僕の口からその名前が出たとき、ようやく薫子先輩は立ち止まった。校舎西せい端たんの階段の踊り場だった。

「テツ先輩に……園えん芸げい委員の人たちにいじめを受けて亡くなったんじゃ、ありません」

　薫子先輩は、振り向いた。長い髪かみがフレアスカートのようにふわりと浮き上がる。その眼めには砂漠の太陽みたいにきつい光がある。

「なに言ってるの？」

　自分でも、わからなかった。アリスさえまだ届いていない事実を、僕がつかんでいるわけがない。でも、僕の中にある、まだ事実に凝ぎよう固こしていない熱い真実がある。テツ先輩は、そんなことをする人じゃない。だとしたら、今いま語られている事件のどこかに、噓うそがある。

「それじゃ、どうして友彦は──」

「わからないです」

　薫子先輩は目を見開き、固い息の塊かたまりを一つ吐き出した。

「あなた、頭おかしいの？」

　そうかもしれない。そう見えても不ふ思し議ぎじゃない。

「でも、今それを調べてるんです。先輩は園芸部のことが赦ゆるせないのかもしれないけど、園芸部を創つくった人にだってなにか理由が」

「そんなの関係ない！」

　声をあげてしまった後で、薫かおる子こ先せん輩ぱいははっとして握り拳こぶしをつくり、あふれそうな想いをこらえるように唇くちびるを嚙かみしめる。

「馬鹿じゃないの？　わたしはべつにそんなこと考えて園えん芸げい部をどうこうしたんじゃない。友とも彦ひこのことなんて関係ないでしょう」声が震えていて、先輩の言葉は噓うそだとわかる。「なにを誤ご解かいしてるのか知らないけど、わたしひとりで進めてる話じゃないの、先生たちだって温室は取り壊こわそうって話し合ってるし、総そう務む執しつ行こう部も泡ほう沫まつ部を整理する流れでずっと準備してきてる。あなたがなにを探り回っても今さら遅いの、だから畳たたむ準備をしてって言ってるのに」

　先輩の言葉の最後には、憐あわれみとか哀かなしみさえ混じっているような気がして、それでも僕が退ひかずにその目を見つめ返すと、再び髪かみをひるがえして背を向けた。

　足音が階段を上っていって聞こえなくなってしまってからも、僕はしばらく踊り場の壁にもたれて、薫子先輩に言われたことを考えていた。

　調べ回っても今さら遅い。関係ない。どうしようと、無む駄だ。

　そうなのかもしれない。いや、たぶんそうなんだろう。アリスは言っていた。薫子先輩が園芸部を潰つぶそうとしている現実は、僕がなんとかするのだと。それについて、今の時点では僕はまったくなにもしていない。じゃあ、僕はなんで駆け回ってるんだ？　彩あや夏かを傷つけて、テツ先輩と殴なぐり合いまでして。

　それはたぶん──自分が守ろうとしている場所が、不安なんだ。だって、どうして守らなきゃいけないのかさえ、自分でよくわかっていない。園芸部がほんとうに、色んな人たちの墓を荒らしてまで、守るべきものなのかどうか。それを、確かめたい。

　僕と、彩夏がいる。それで理由はじゅうぶんじゃないのか？　僕は自問する。答えはすぐに返ってきた。その理由だけで戦えるなら、僕も彩夏も、今こんなことにはなっていない。アリスだってそうだ。世界中の色んなことを、わからないままに受け入れてほどよくつきあって生きていけるなら、彼女はあんなぬいぐるみだらけの寒い部屋に閉じこもってはいないだろう。

　だから、僕らは探たん偵ていをするのだ。




　　　　[image: まーく]




「彩夏が、皆みな川がわ憲けん吾ごを？」

　アリスも、さすがに僕の推測を聞いて驚いたようだった。冷房の吹き下ろす事務所のベッドの上で、ドクターペッパーの缶を手にぴょこんと振り向いて、まん丸の瞳ひとみで僕を見つめる。

「えっと、いや、そうきまったわけでもなくて」

「なるほど。その可能性は──あるね」と、アリスは小さめのクマのぬいぐるみを抱きしめて宙に視線をさまよわせる。

「いや、でも彩あや夏かもやっぱり憶おぼえてないみたいだし……それに、もうだいぶ前に中退しちゃった人だよ」

「園えん芸げい部のＯＢなのだから学校に何度か来ていて彩夏と面めん識しきがあっても不ふ思し議ぎはないだろう」

「それもそうだけど」

　僕はベッドのすぐ手て前まえの床に腰を下ろして、膝ひざを抱えて自分の爪つま先さきを見つめる。

　彩夏に、訊きくわけにはいかない。皆みな川がわ憲けん吾ごの名前もまた、彩夏の中の暗くら闇やみに結びついている可能性がある。

　ちらと顔を上げてアリスの表情をうかがう。探たん偵ていのはしくれなら、容よう赦しやなく彩夏の心を掘り返せと言うつもりだろうか。

「そうだね。いつものぼくなら、そう言わなければいけないところだろう」

　アリスは自じ虐ぎやく的な微笑ほほえみを浮かべる。

「でも、ぼくだってあんな彩夏はもう見たくない。この頃、きみがいないとき、ぼくはよくこの部屋でこう考える。ニートである前に、探偵である以前に、なにかでいられるということは素晴らしいことなのじゃないかと」

「……なにか？」

「そう。だれかにとっての、なにかだよ。テツや少しよう佐さやヒロは、それを仲間と呼ぶかもしれない。四代目は兄弟と呼ぶかもしれない。この世界の多くの人々は、それを友達と呼ぶのかもしれない。人と人との間にしか存在し得ない、なにかだ。あるいはそれをして、人間と呼ぶのかもしれないね」

　そこでアリスが見せた微笑みは、いつかの、朝あさ霧ぎりみたいにはかない表情で、僕は胸が痛くなり、なにか言おうとするのだけれどうまく言葉にならない。

「彩夏がなにを考えていたのかは、もう川底の砂の下だ。だれにもわからない。でも、それを掘り返して傷つけるのは怖い。だから、沈んだままにしておこうと思う。そうしておけば、きみをずっと格かく安やすで雇やとっておけるわけだしね。雇こ用よう契約は、憶おぼえているよね？」

　アリスは、立てた両膝ひざの上に頭をのせて、ちょっと首を傾かしげて愉ゆ快かいそうに微笑む。いきなり言われてなんのことかわからなかったけれど、いつかの教きよう訓くんを生かして、訊きき返す前に少し考えを巡らせてみた。

「……あ、ああ、うん」

　思い出した。僕が言い出したことじゃないか。

　冬の『エンジェル・フィックス』事件。アリスの目的は、事件の解明でも麻ま薬やく製造グループの壊かい滅めつでもなかった。彩夏だったのだ。彩夏が、なぜ屋上から飛び降りたのか。すべてをベッドルームから見通すニート探偵をして、たった一つ不ふ可か触しよくだった謎なぞ。

　僕が探偵助じよ手しゆとして雇われたのは、『その謎が解けるまで』という期限付きだった。

　彩夏の記き憶おくが損なわれてしまった今、アリスの導き出した答えは証明されないままだ。だから僕はこうして探たん偵てい助じよ手しゆを続けている。名めい目もく上、そういうことになっている。

「それに、皆みな川がわ憲けん吾ごの足そく跡せきは、べつの方角からもたどれるかもしれない」

「……え？」

「これはきみには無理だ。四代目に頼む。うまくいかない可能性もあるし、ぼくがたった今言ったことをひっくり返すひどい事態にもなるかもしれない。だから今はなにも言えない」

「……わかった」

　探偵が「今は言えない」と言った以上、絶対になにも教えてくれない。これは探偵助手が肝きもに銘めいじておくべき基本中の基本だ。

「だからきみはきみの仕事をしたまえ」

「えっと、まだ調べることがあるの？」

　小さ百ゆ合り先生から聞き出したことは、もう伝えた。もうとっくにわかってるような顔でうなずかれただけだったけど。

「なにを言ってるんだ。ヒロに呼ばれてるんだろう、さっさと行きたまえよ」

「ああ、それかよ……」思い出してしまい、暗あん澹たんたる気分になる。

「それかよとはなんだい！」アリスはいきなり膝ひざ立だちになって怒った。「きみの身体からだのことだろう、なんだその地球の裏側の災害ニュースでも聞くときみたいな抜けた顔は！」

「いや、ごめん、悪かった。行ってくるよ」

　僕は立ち上がって玄げん関かんに向かう。

「勝とうが負けようが興きよう味みはないが、きみは探偵助手、爪つめ一枚髪かみ一本血ち一いつ滴てきにいたるまでぼくの道具だってことを忘れないようにね！　勝かつ手てに傷を負ったりしたら赦ゆるさないぞ！」

　アリスの声が背中に叩たたきつけられ、僕はため息をついて事務所を出た。
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　性せい風ふう俗ぞく店というのは夜のお仕事というくらいだから夜間しか営業していないのかと思いきや、だいたい午前十時には開店するものなのだそうで、早番でしか出勤しない女の子もいるとか。閉店時間は風ふう適てき法ほうの手て前まえ、表おもて向むきは二十四時、実際は午前五時くらいまで。

　ヒロさんに電話で呼び出された場所であるそのソープランドはセンター街奥おくのホテルばかりの並びの隅すみっこにあって、夕方なのでけっこう客の入りがあった。僕は道路の真まん中なかで十五分くらい迷ってから、裏うら口ぐちに回る。

　電話でヒロさんはこう言った。『それじゃあ今日から、テツに勝つために特とつ訓くんだ。おれ、秘ひ策さくをいっぱい用意してあるし、少しよう佐さもいるから楽らく勝しようだよ』

　なんで、よりによってソープなんだよ。意味わかんねえ。タオルを大量に詰め込んだ土ど囊のうみたいな袋ふくろが僕の背せ丈たけの高さまで積み上げられている通路を入って、突き当たりにあるペンキの剝はげかけた金きん属ぞく扉とびらを引く。

「あのう、すみません……」

　塩えん素そ臭い廊下の右手奥おくから、大おお勢ぜいの女の人の笑い声に混じって、聞き憶おぼえのある声。

「あ、あ、あ、ごめん来たみたいちょっと行ってくる」

　廊下に姿を現す、スリムな長身にさわやかな笑顔。ヒロさんだ。僕は腰こし骨ぼねが溶けてしまいそうなくらい安心する。

「ナルミ君いらっしゃい入ってドア閉めて早く」

　ヒロさんがにこやかに手招きする後ろで、部屋から廊下に顔だけ出した泡あわ姫ひめのみなさんの視線が僕に向けられ、一いつ瞬しゆん足がすくんでしまった。

「えっと……なんでこんなとこに」

「だから言ったじゃんか、特とつ訓くんだよ。ちょっと待ってて店長呼よんでくる」

　店長はオカマだった。いやもう間違いなく、額がく縁ぶちに入れて品ひん評ぴよう会に出したいくらいのオカマだった。しかもマッチョ系。その分ぶ厚あつい胸むな板いたで、Ｙシャツと黒いベストのボタンは弾はじけ飛びそうだった。

「これヒロ君のお友達？　やだ可愛かわいい」とマッチョ店長はなめるような視線で僕を見る。変な汗が出てきた。「坊ぼうや、ネクタイ外してブレザー脱ぎなさい、どこかに隠かくしといて。高校生が店にいるとこポリに見つかったら潰つぶされるからね。もしそんなことになったら、あたしの弟ってことにするから話合わせなさいよ」

「は、はい」

　えらい物ぶつ騒そうな話だ。僕だって一秒とこんな場所にいたくないけど、しかたなく上着を脱ぐ。

「脱ぎたければシャツもズボンも脱いでいいわよ？」

「いえいえいえいえいえ」

　店長のスマイル怖こぇえええ。僕はちぎれそうなくらい首を横に振った。

　ヒロさんのいう『特訓』は、なんのことはない風ふ呂ろ掃除だった。

「いいかい、まずボクシングの基本はディフェンスだ。テツからの受け売りだけどね」

　部屋の入り口に立ってヒロさんは言う。

「だから最さい優先で克こく服ふくしなきゃいけないことがまず一つある。腕でパンチを受けたときの痛みだよ。喧けん嘩かは心の強さのぶつけ合いだからね。痛みには慣れておかなきゃ。とは言っても、いきなりスパーリングは無理がある。そこで風呂掃除だ」

　僕の手に押しつけられるデッキブラシとスポンジと浴室用洗せん剤ざい。

「もうさっぱり意味不ふ明めいです」

「だからさ、今からここの浴室、水出ないようにしてあげるから。掃除はお湯だけ使ってやるの。腕うで真まっ赤かになるよ。それに慣れれば」

「いやですよかんべんしてください！」

　でもヒロさんは僕の目の前でぴしゃりとドアを閉じ、磨すりガラスの向こうから言う。

「あとね、そこらじゅうローションとかでぬるぬるだから、滑らないように歩くのは足あし腰こしが鍛きたえられたりフットワークの練習になったりするんじゃないかな……たぶん」

　ほんとかよ。……ほんとかよ？　今、たぶんって言わなかったか？

「そっ、そんなことで特訓になるんですか、ほんとに？」

「まあ、今までのはだいたいジョークなんだけど」

「帰ります開けてください今すぐ即そつ刻こくただちに大だい至し急きゆうッ」僕はデッキブラシでドアをがんがん叩たたいた。

「落ちつけって。掃除は面めん倒どう料りようでさ、本命は、さっきの店長いたでしょ、あの人も昔ボクシングやってたから、スパーリングしてもらうってわけ」

　僕の手からブラシと洗せん剤ざいが滑り落ちてタイル敷きの床を打った。

「準備運動だと思って、よろしく」







　僕の寝室の倍くらいある浴室の掃除はかなり大変だった。浴室というか、ベッドルームも併へい設せつされているから、風ふ呂ろが異い様ようにでかいホテルの一室みたい。わけのわからない粘ねん液えきで汚れてる広いマットや、真まん中なかがくぼんだ変な形の椅い子すなんかに熱ねつ湯とうをかけて洗っていると、いったいどこで僕の人生は間違えてしまったんだろうという疑問が湧わいてくる。

　おまけに、その部屋だけで終わりだと思っていたら立て続けに三部屋も掃除させられて、立ちこめた湯ゆ気げと熱気とにおいからしてこれはもう間違いなく、僕が清掃に入るほんの二分くらい前まで男女がナニかやっていた空間であって、僕は真剣に死にたくなった。

　とどめは、三部屋目めを掃除し終わった瞬しゆん間かんに浴室に入ってきた店長のいでたちである。トランクスに、胸むな毛げの見え隠かくれするタンクトップに、ボクサーグローブ。僕に向かっておそろいのグローブとトランクスを投げつけて言う。

「さ、坊ぼうや着替えなさい、ファウルカップのつけ方はわかる？　つけてあげようか」

　ヒロさん、入り口んとこで半はん笑わらいで見てねえで助けてくれよッ！　ていうかなんで風呂場ばでやるんだよ！

「だって、ここでかいマット敷いてあるから倒れても安全だしね」

「そうよ。何度でも押し倒してあげる」と店長がウィンクしながら言うので、僕はそれだけで最初のノックダウンを取られた。

　身も心もズダボロになった僕が、裏うら口ぐちからネオンの街に吐き出されたのは、もう日が暮れかけた午後六時頃ごろだった。一緒に出てきたヒロさんは、僕の肩をぽんと叩いて言う。

「これから一週間ずっと、これくらいの時間に来てよ」

「殺す気ですかッ！」

「殺す気でやらなきゃテツは倒せないよ？」

　その日ひ何度目になるかわからないため息を吐き、ヒロさんの後に続いて歩道を歩き出す。パンチを受けて腫はれ上がったまぶたのせいで、街の明かりがぼやけて見える。

「ナルミ君はテツからちょこっとボクシング教えてもらってるだろ。でも、弟で子しって、教わった範はん囲いじゃ絶対師し匠しように勝てないじゃんか。だからあそこの店長なら適任だと思って。無理な頼みも聞いてくれるし」

　ありがたすぎて涙が出てくる心こころ遣づかいだったけれど、ヒロさんは無事なんだろうか。身体からだを要求されたりしてないかな。

「なあ、他にも、おれにできそうなことがあったら言ってくれよ。ほら、ヒマなんだよ今回アリスに協力しないって言っちゃったからさ」

　ヒロさんは皮ひ肉にくっぽく笑おうとするのだけれど、この人の顔じゃどうやっても優しさがにじみ出てきてしまう。

「テツのこと以外で──彩あや夏かのためにも、なんか、力になれたらさ」

「ありがとう……ございます」

　僕はうなだれるみたいにしてヒロさんに頭を下げる。

　でも、今は頼めることはなにもない。だって、僕がどうするか決めていないからだ。

「決めてないの？」

　あらためてヒロさんにそう訊きかれ、僕は答えられなくなる。僕らはしばらく黙って、人の流れに沿って駅への坂道を下る。

「……ナルミ君って園えん芸げい好きなの？」

　駅の地下道を通る途と中ちゆうで、ヒロさんがいきなり訊いてきた。

「え？　いや……べつに。好きなわけじゃないですけど」

「そのわりには園芸部ぶ続いてるよね、けっこう」

「ううん？」だって僕がやめちゃったら潰つぶれるから。

「園芸部が潰れると困る？」

「困りますよ、そりゃ」

「どうして？」

「どうして、って──」

　僕はざらざらした言葉の破は片へんを吞み込む。それは、僕が今まで放置してきた疑問。

　彩夏は言っていた。記き憶おくがなんとか戻るように昔むかし通りの場所を維い持じしようとしているのだとしたら、テツ先せん輩ぱいと殴なぐり合ってまでそんなことしなくてもいい、と。自分ががんばって昔のことを思い出そうとするから、危ないことはしないでほしいと。

　僕も最初はそう思っていた。彩あや夏かが僕とのことを思い出せるように、帰ってくる場所を壊こわされないように守っておこうと。でも、あのとき彩夏に言われて、それがはっきり間違いだとわかった。彩あや夏かが僕のことを思い出すようにがんばるなんて、馬鹿げてる。

　だって、彩夏はたしかに戻ってきて、今でも僕のそばにいる。

　それなら、記き憶おくなんて──どうでもいいじゃないか。

　それでも。

「……彩夏が、学校でいちばん楽しそうにしてるのって、園えん芸げい部やってるときなんです」

　僕が人ひと混ごみの中でようやくつぶやいた答えに、ヒロさんは微笑ほほえんでうなずく。

「じゃあ、百パーセント彩夏のためなんだね。ナルミ君がどうこうじゃなくて」

　そうだ。もっとずっと単純なこと。

　花の世話をしているときの彩夏はほんとうに楽しそうで、記憶をなくしちゃった今でも種たね選びや枝の剪せん定ていをしているときの彩夏の笑い方はすごく自然で、だから僕が守りたいのは花か壇だんや温室の花と、その中にいる彩夏なのだ。それが、テツ先輩と殴なぐり合う理由。

　ようやくわかった。僕がほんとうに守りたいもの。

　今さら、気づくなんて。

　僕はふと、立ち止まる。横おう断だん歩道の途と中ちゆうで、気づいたヒロさんがあわてて取って返してきて僕の腕を引っぱる。

「ナルミ君、どうしたんだよ、信号変わるよ！」

「……え？　あ、は、はい、すいません」

　車道を渡りきったところで背中を通り過ぎる車の起こした風を浴びながら、僕はもう一度その考えを指でなぞる。

　薫かおる子こ先せん輩ぱいが、それから大型クラブの部長たちが潰つぶしたがっているのは、弱じやく小しようのくせに予算を吸い上げている園芸部だ。でも、僕が守りたいのは、花と彩夏。

　だとしたら。生徒会と敵対しなくても、なんとかできる方法がある。

　いや、でも、これってほんとにできるのか？　まだ薫子先輩に働きかけて、規約の改正案を引っ込めさせる方が現実的なんじゃないだろうか。

　答えが出ないまま、向こうに『ラーメンはなまる』の明かりが見えてきた。







「これが『一週間ボクサー速そく成せいギプス』、これが自作ソフト『Ｗｉｉテツ』。グローブ型インターフェイスを使ってシミュレートできる。Ｗｉｉスポーツのボクシングなぞ問題にならないくらいの傑けつ作さくだ。自宅でテツさんと戦えるぞ」

　少しよう佐さは、ラーメン屋の勝かつ手て口ぐち裏うらの木台に怪しげなものをずらずら並べる。

「……なんでＷｉｉのソフトなんて作れるんです？」

「知り合いにゲーム会社の人間は大おお勢ぜいいるしな。Ｗｉｉの開発者用キットは憶おぼえやすいし使いやすい」

　ゲーム会社に就職しろよ……。

「就職という言葉は自分の辞じ書しよには載っていないな。どういう意味だ？」

「はいはい」僕は嘆たん息そくする。

「少しよう佐さ、これえらい固くない？　つけられるの？」

　ヒロさんが速そく成せいギプス──ベルトと強力なばねの塊かたまりみたいなものを突っつきながら言う。

「二人がかりでないと、つけるのも外すのも無理ですね。ヒロさん手伝ってください。藤ふじ島しま中ちゆう将じようはさっさと上着を脱げ」

「いやですよ！」

　でも僕は特とつ訓くんモードに燃える二人に押さえつけられ、裸はだかの上半身にギプスを装そう着ちやくされてしまう。しかもギプスは下半身の分もあった（こっちはさすがにスラックスの上から）。ばねが皮ひ膚ふに食い込んで痛い。

「このギプスは、倒されても強制的に立ち上がってファイティングポーズをとってしまうという優れものです。まだテスト段階だから藤島中将は実験台になってもらおう」

「ひとの身体からだで遊ぶな！」

「へえ面白いなあこれ」とヒロさんは僕の肩をどつく。尻しり餅もちをつきそうになった瞬しゆん間かん、ギプスのばねが働いて、僕は内ない心しんとは裏うら腹はらにやる気満まん々まんのファイティングポーズに戻る。筋肉が悲鳴をあげるのがわかった。

「藤島……さん？」

　声がして、ヒロさんと少佐が振り向く。ビルの谷間の入り口から、彩あや夏かがこわごわ顔をのぞかせている。

「あ……もう、補ほ講こう終わったの？　先生怒おこってなかった？　僕、勝かつ手てに出てっちゃったから」

「明日の宿題倍ばいに増やすって言ってました。そ、そんなことより、また顔腫はれてるけどどうしたんですか」

「あー、なんでもないなんでもない。ちょっとボクシングの特とつ訓くんしてただけ。彩夏もナルミ君の勇姿を見てやってよ」

　ヒロさんが促うながすので、彩夏はちょっと引け腰のまま路ろ地じ裏うらに入ってくる。

「ええと、その、さっきは──」

「さっきは、ごめんなさい」

「ううん、悪いのは僕だし、ほんとごめん」

「ナルミ君、神しん妙みような話してるとこ悪いんだけど、そのポーズで謝ってると間ま抜ぬけだよ」

「だから早く外してくださいよ！」

　よく見ると彩夏は笑いをこらえるのに必死である。泣きたくなってきた。

「えっと、なにしてるんですか？」と、彩夏が少佐に訊たずねた。

「藤島中将の特訓だ。こちらは科学力で勝つ！」

　と、勝かつ手て口ぐちが開いてミンさんが顔を出す。

「おまえら、彩あや夏か引き留めてないでどっか行け！　ナルミももう店員じゃないんだから──」

　グローブをつけた両方の拳こぶしを顎あごと一直線上に持ち上げ（見た目だけは）闘とう志し満々の僕を見て、ミンさんは眉まゆを傾かしげた。

「なんだよナルミやる気かこの野や郎ろう」

「あ、いえ、そういうわけじゃ」

　問もん答どう無用で殴なぐり倒された。ところがギプスの力はほんとに優秀で、僕はまた立ち上がって構えてしまう。

「なんだその反抗的な態度は！　クビにしたこと根に持ってんのか？」

「あ、いやだからこれはギプスが」「うるせえ！」

　再び土を嚙かみ、ばねの反発力で地面から引きはがされる。

「いい根こん性じようしてるじゃんか二度と立てなくしてやる」

「だからギプスがッ」

　ミンさんは僕をめった打ちにしてたっぷり起き上がり小こ法ぼ師しを楽しんだ（？）後で、彩夏を連れて厨ちゆう房ぼうに引っ込んでしまった。

　輪をかけてぼろぼろになり、ほとんど意識が飛びそうになりながらも闘士の構えで立ちつくす僕の横で、少しよう佐さがうっとりした声でつぶやく。

「我ながら素晴らしい。一週間ずっとこれをつけてるようにな」

　ふざけんな外せ外してくださいお願いだから！







　テツ先せん輩ぱいがやってきたのはかなり遅く、夜九時くらい。

「マスター、なんかシャーベットくれ」と、のれんをのけて店内に首を突っ込んで言う。

「ラーメン食わないのか」

「減げん量りよう中なんだ」

　それから、勝手口前まえにやってきて僕の正面にどかっと座った。

「アイスは食べていいんですか、減量中なのに」と少佐が訊きく。

「シャーベットは減量中の強い味方なんだぜ？　水分補ほ給きゆうできるし、甘いから腹がふくれたように錯さつ覚かくできるしな」

「へえ。ダイエットでもいけるってことだよね？　今こん度ど女の子に教えよう」とヒロさん。

　どうして減量中なのかは、だれも訊きかない。訊くまでもない。でも。

「……あのう、ボクシングやるわけじゃ、ないですよね？」おそるおそる訊いてみる。

「べつに階級とか気にしてるわけじゃねえよ。ちょっと身体からだ絞しぼらないと切れが悪いから」

　それ以上切れをよくしないでほしい。

「ところでこれはなんだ？」

　木台の上でこんがらがっている速そく成せいギプスに目を落として先せん輩ぱいが言う。

「ふっふ。敵に情報は漏らせませんが、藤ふじ島しま中ちゆう将じようをあと一週間でテツさんに勝てるボクサーに仕上げるためのものだとだけ言っておきましょう」

　情報漏もらしまくりじゃねえか。

「ふうん。筋トレ用か？　ああ、手足につけるやつかな」

「テツ、それ一人じゃつけるの無理──」

　ヒロさんの言葉は途と中ちゆうでしぼんで消えた。テツ先輩が軽々とばねを伸ばして上半身にギプスを装そう着ちやくしてしまったからだ。

「けっこうきついな、これ」とか言いつつ、ばんざいをしたり腕を横に広げたりするテツ先輩に、僕ら三人は言葉を失う。おまけに、先輩はギプスをつけたまま、彩あや夏かが持ってきてくれた杏あんずのシャーベットをなんでもなさそうな顔で平らげてしまった。

　とどめにひとりでギプスを外して台に置いた瞬しゆん間かん、少しよう佐さがいきなり立ち上がって「強度を今の十五倍にせねば！」とか言い出すので僕は必死で止めた。

「ところでいつやるんだ、ナルミ」

「えっと……」

　僕は口ごもる。いつなら勝てるだろう。ていうか勝てるのか？

　勝たなきゃいけない。でも、時間は全然ない。

「来週の月曜でどうよ」と、ヒロさんがかわりに言った。「場所もこっちが指定するからさ」

「俺はべつにいいよ。ナルミは？」

　僕もしばらく考えてから、うなずいた。その週の金曜日は、もう生徒総そう会かいだ。そこで勝てなきゃ、色々なものが、終わってしまう。

「ところで、ナルミ君が勝ったらどうなるの？」とヒロさんがこっちの顔をのぞき込む。

　僕が勝ったら──

「……テツ先輩の無む罪ざいが証明されます」

「意味わかんねえだろ、こいつの言ってんの」

「いや、おれはわかるよ」

「自分もわかりますよ」

　三人は顔を見合わせて笑った。こういうところで笑い合えてしまうのが、この人たちのすごいところだ。僕にはできない。




　　　　[image: まーく]




　その夜は、久しぶりに閉店までいて、彩夏をバス停まで送っていくことになった。

「ちゃんと納なつ得とくのいく説明してくれないと怒ります」

　いつもみたいに僕の三歩前を後ろ向きで歩きながら、彩あや夏かが訊きいてくる。

「なんでテツさんと喧けん嘩かしなくちゃいけないんですか。あの人ボクシングやってたんですよね？　藤ふじ島しまさんなんてバケツ運ぶだけで息切れするようなインドア派じゃないですか、ただの怪け我がじゃ済まないかもしれないのに」

「いや、喧嘩っていうか」

　なんなんだろうな。説明に困る。

「はぐらかさないで、ちゃんと教えてください」

　また泣き出しそうな目をするので、僕は歩みをゆるめて、ため息をつき、唾つばを飲み込む。

　最初から、話そう。

「生徒会長のこと話したよね？」

　彩夏は後ろ向きに歩きながらうなずく。

「羽は矢や野の友とも彦ひこさん──生徒会長のお兄にいさんが死んだ事件が、園えん芸げい委員会が廃はい止しされたきっかけなんだ。テツ先せん輩ぱいたちが、いじめで死なせちゃったんだってことになってる」

　彩夏は街がい灯とうの光の輪の中で立ち止まり、ガードレールをつかんで僕を見つめる。

「園芸部を強ごう引いんに創つくったのも、その羽矢野さんをいじめてた人たちなんだ。創ったのになにかやましい理由があるんじゃないかって、生徒会長とかはそう思ってる。でも」

　そのどこかに、噓うそがある。僕はそう信じてる。

　少なくともテツ先輩は、そんなことをする人じゃない。

「たぶん──先輩にとって、知られちゃいけないことがあったんだ。その事件があった日に」

　それはひょっとしたら、先輩が高校を中退するだけじゃ済まないくらい、ひどいことなのかもしれないけど。

「でも僕は、園芸部が無む理り矢や理り創られた理由を知りたい。もしその理由がちゃんとしたことなら、生徒会長にねじ込んで、潰つぶすのをやめてもらう」

「でもっ、どうしてそこまで」

　どうして？　どうしてかって？

　アリスならこう答えるだろう。ぼくは探たん偵ていで、依頼を受けているからだ。

　探偵助じよ手しゆは、なんて答える？

　蛍けい光こう灯とうの光の外で、じっと彩夏の視線を受け止めた後で、僕は口を開く。

「あのさ、僕、ガーデニングには全然興きよう味みないんだ。春休みも花か壇だんの世話はさぼりがちだったし、温室なんて仕組みがわからないから触ってもいないし、でも」

　屋上で交わされた約束を、僕は思い出す。今はそこは閉へい鎖さされていて、一度足を踏み入れたきりだ。

「彩夏と、約束したんだ。憶おぼえてないと思うけど。僕ひとりだったコンピュータ部と、彩夏ひとりだった園えん芸げい部に、お互い入部して、居い場所がなくならないようにしようって」

　彩あや夏かは唇くちびるを嚙かんで目を伏せ、首を振る。

「……ごめんなさい」

　彩夏は自分の胸を抱きしめるようにして立ちつくす。

「あたしが、言い出したんですか、それ」

「うん──あ、あの、いいんだ。憶おぼえてなくても。そうじゃなくて。僕は、コンピュータ部なんてそのうちどうでもよくなったけど、園芸部は続けられたんだよ。彩夏が、楽しそうに教えてくれたからさ」

「え……」

「花の世話するの、好きなんでしょ？」

　夜が明けてしまうのじゃないかと思えるほど長い躊ちゆう躇ちよの後で、彩夏は小さくうなずいた。僕はほっと息をつく。それが、ヒロさんに訊きかれてようやく気づいた、いちばん大切なこと。

「だったら、続けようよ。なんとか、続けられるようにするから」

「そんな、そんなことのために、テツさんと喧けん嘩かするんですか」

　そうだよ。そんなことのために、僕は戦う。

「でも、だって、あたしの趣しゆ味みみたいな、そんな、つまんないことなのに」

「つまんなくないよ。学校に花咲いてなかったらきっとさみしいよ」

「そんなこと言ったって部員二人しかいないんだから、ほっといてもそのうち──」

　僕はポケットの中に手を突っ込んで、取り出したものを彩夏に突きつけ、言葉を遮さえぎる。

　いつかのように、呆ほうけた顔になって受け取った彩夏は、それを広げる。黒い腕わん章しよう。オレンジ色でプリントされたエンブレムは、Ｃの中にＧ、その中に丸まったＭ。

「これ……？」

　もちろん彩夏は憶えていない。でも、それでいい。今これを渡すのは、あのときとはちがう意味があるのだから。僕はポケットからさらに、同じ腕章をいくつも取り出して見せる。

「園芸部の腕章。それは彩夏のぶん。いっぱいあるよ。部員はこれから増やせばいい。花か壇だんも温室もなくなっちゃったら、新入生の勧かん誘ゆうもできなくなる」

　彩夏は、僕の手の中の黒い束をじっと見つめ、それから自分の一枚を胸に押しつけた。目を伏せた彼女は涙をこらえているようにも見えたし、足下に言葉を探しているようにも見えた。

「……ど、どうして」

　顔を上げないまま彩夏が言った。

「どうして、藤ふじ島しまさんは、そんなことしてくれるんですか。だ、だってっ、あたし藤島さんのことなんにも思い出せないのに」

　吐き出された言葉が凝ぎよう固こして暗いアスファルトの上にぼたりぼたりと落ちる。

「思い出そうと、してる。さっきまた、なにか思い出しかけて。……あたしたぶん、皆みな川がわっていう人のこと、知ってます。園えん芸げい部の……ＯＢですよね。顔が四角くて眼めが細くて」

　やっぱり、皆みな川がわのことも知っていたのだ。でも──

「彩あや夏か、いいよそんなの、思い出さなくても」

「でも思い出そうとすると、真まっ暗くらな穴がぽかっとあいてるみたいで。中を見ようとすると引きずり込まれそうで……怖い、怖いの。そっちに背を向けてても、やっぱり怖くて、……なんで自分が、あ、あんなことしたのか、飛び降り……たなんて、そんなの、でも」

「やめろって！　いいんだよ、僕は彩夏に思い出してほしいわけじゃない」

「じゃ、じゃあ、あたしどうすればいいんですか」

　彩夏は濡ぬれた目を持ち上げて僕を見つめる。

「あ、あたし、藤ふじ島しまさんにずっと、ひどいこと──」

「してない。彩夏はなんにも悪いことしてない」

　だって、ちゃんと元気になって戻ってきてくれたじゃないか。

　僕はそれだけでよかった。それだけでよかったのに──なんでこんなに哀かなしそうな顔をさせてしまうんだろう。僕だってどうしていいのかわからない。

　もっとなにか、言うべきことがあるような気がした。でもそのとき、やかましい排はい気き音と砂じや利りを踏み潰つぶす音、それから強いヘッドライトが僕の背中に吹きつける。

　バスが僕らを追い越していく。彩夏は涙のたまったままの目でそれを追い、数十メートル先にあるバス停に顔を向けると、やがて走り出した。途と中ちゆう、何度か振り向いたけれど、けっきょく僕も彼女もそれ以上言葉を交わせなかった。




　　　　[image: まーく]




　次の日は登校してすぐに温室に行った。アリスからのメールで頼まれていたこと──温室の製造メーカーと型かた番ばんを調べようとしたのだけれど、どこに書いてあるのかわからない。職員室で調べようとして、だれに訊きけばいいのかわからなくて入り口のところで途と方ほうに暮れたり、けっきょく生徒会監かん査さ室に行って香こう坂さか先せん輩ぱいに調べてもらったりしていたので、彩夏とは顔を合わせているひまもなかった。

　放課後はすぐに『ラーメンはなまる』のビルに向かった。

　探たん偵てい事務所のドアを開くと、中から二人ぶんの声が聞こえてくる。

「……だから、パチ屋の景品なんか、ろくな縫ほう製せいしてるわけねえだろ」

「でもっ、まさか一回もふもふしただけで目がとれてしまうとは思ってもみなかったよ！」

　ベッドの上で泣きそうな目で毛布を抱えているアリスと、その手前に腰を下ろした赤ジャケットの四代目。少年やくざ組長の膝ひざの上には、例のテツ先輩からのプレゼントである三み毛け猫ねこのぬいぐるみがあって、目のボタンが外れかかっていた。

　僕が入ってきたのに気づいた瞬しゆん間かん、四代目は目を剝むいて、電でん光こう石せつ火かの早はや業わざで縫ぬい針ばりと糸を操あやつってボタンをつけ直すと、アリスの手にぬいぐるみを押しつけて携帯用裁さい縫ほう箱ばこをポケットにしまった。

「入ってくンならインタフォンくらい鳴らせ」

「ご、ごめんなさい、四代目が来てるとは思わなくて」

　最近は事務所に勝かつ手てに入るのが当たり前になってしまったんだけど、考えてみればここって女の子の部屋なんだよな、一応。

「ペトロニウスが失明してしまうところだったので四代目を呼んだのだよ。ぼくの新しい友を救ってくれてありがとう。感謝にたえない」

　猫を抱きしめ、ふかふかのあたたかい笑えみを浮かべて言うアリスに、四代目はふんと鼻を鳴らし、立ち上がって寝室の入り口の壁に背をもたれる。

「そっちの用はついでだろうが。本ほん業ぎよう忘れんなよ。俺のもおまえのも」

「わかっているよ。そちらは感謝の念のかわりに銀行への振り込みだ。四代目でなくては入にゆう手しゆできなかった情報だろうからね」

「なにかわかったの？」と、僕は口を挟む。

「皆みな川がわ憲けん吾ごの、中退後ごの動向がいくらかつかめたのだよ」

　へえ。それはけっこうな進展じゃないのか？　でも、そこで四代目が渋い顔で僕をにらんだ。なにか、悪い報せなんだろうか。

　それからアリスが語り出した言葉に、僕は呼吸を奪い去られてしまう。

「彼は非常に早い段階から『エンジェル・フィックス』と出で逢あっている。平ひら坂さか組がその存在を危険視しするほどに街に出回り始めたのは去年の九月だけれど、少なくともそれより前には中ちゆう毒どく者になっていたらしいね。そして、墓はか見み坂ざか史し郎ろうら製せい造ぞう販売グループとも接せつ触しよくをもった。いわゆる、『天使が見えてしまう』人間だったんだ」

　四代目が、僕をにらんだままうなずく。

「当時、墓見坂たちはフィックスの供給拡かく大だいのための原材料栽さい培ばい施設を探していた。墓見坂が個人的に持っていた温室ではとうてい追いつかなくなっていたんだ。そこに、皆川憲吾が現れた。彼がすすんで情報を提供したわけじゃない。単なる上じよう客きやくの一人というに過ぎなかった。でも、ふとしたときに皆川が漏らした情報──Ｍ高校に非常に高機能な温室があり、その入り口が塀へいの穴から外部へとつながっていること──それだけでじゅうぶんだった。なぜなら」

　ちょっと待て。僕はアリスの言葉を遮さえぎろうとした。でも、声は出なかった。

　なんだこれは。四代目がいくら優ゆう秀しゆうだからって、なんでこんなに詳しよう細さいな、まるで見てきたみたいな情報が手に入るんだ。皆川も、墓見坂たちも、とっくに──

　そこで僕は、はっとして気づく。皆川憲吾。エンジェル・フィックス。Ｍ高校。それらをつなぐ糸が、彩あや夏か以外に、もう一人いる。

　アリスが言葉を継いだ。

「──なぜなら、トシがいたからだ」

「それ、トシさんから……聞き出したの？」

「方法は訊きくなよ」

　四代目は吐き捨てた。

　トシさん。篠しの崎ざき俊とし夫お。彩あや夏かの兄。『エンジェル・フィックス』製造販はん売ばいグループの一員であり、彩夏に原材料のケシの花を育てさせていた男。今は警けい察さつ病院を出て保ほ護ご観察中だという。

　そのトシさんに、四代目は接触できたのか。僕はぞっとする。

　ここまでの情報を──引き出したのか。その狼おおかみの爪つめで。

「犯行グループが、どうしてあの温室の扉とびらに通じる壁の穴を知ったのかは、些さ細さいながらも未解決の疑問だった。あの兄妹にはあまり交流がなかったはずだから、彩夏の方から教えたというのは考えにくかったんだ。でも、これで腑ふに落ちたね」

　アリスは沈ちん痛つうな面おも持もちで、シーツの上に広げた自分の指に目を落とす。

「情報源げんはフィックスの初しよ期き中毒者、皆みな川がわ憲けん吾ごだった。トシもまた、当時は犯行グループ一員ではなく、常じよう連れん客きやくの一人だったのだろう。でも、墓はか見み坂ざか史し郎ろうに目をつけられたんだ。Ｍ高校の温室を利用するための協力者を得るには、他に方法はなかった」

　エンジェル・フィックス。墓見坂史郎。

　もう、とっくに灰になったはずなのに。まだからみついてくるのか。消えてしまえばいいのに。最初から、存在しなかったことになってしまえばいいのに。

「皆川憲吾は中退後ごも何度か、Ｍ高校を訪れていたらしいね。彩夏とも逢あっているはずだと、トシは言っていた。そうだね？」

　アリスに目を向けられ、四代目は押し黙ったままうなずく。

「……学校に、なにしに？」

「それは、わからない」と、アリスは虚うつろな声でつぶやく。

　わからない。それがわかる人は二人しかいない。一人はヤク中で死んだ。もう一人は、屋上から飛び降りた。

　それ以上の言葉は、なかった。どうすればその先を知ることができるのか、その部屋にいた三人が三人ともわかりすぎるくらいわかっていた。

　他に、方法がないことも。







　僕と四代目は一緒に探たん偵てい事務所を出た。なんだか足ががくがくしていたので、非常階段の踊り場で僕は手すりにぶら下がるようにしてしゃがみ込んでしまう。

「なにやってんだ園えん芸げい部」

「……いえ。ちょっと、色いろ々いろ疲れたんです」

　ていうか、四代目のこの呼び方もそろそろおしまいになっちゃうな。今さら変えられてもこっちが戸と惑まどうけど。

「俺に調べられるのはここまでだからな。まさかこんな無む茶ちやな頼みとは思わなかった」

「トシさん、どう、でした？」話ができる状態なんだろうか。

「親父おやじとそりが合わないらしくて、ひきこもってたな」

　彩あや夏かとトシさんの両親は離り婚こん係争中で別居しているのだという。前はトシさんも彩夏と一緒に母親のもとにいたのだけれど、警けい察さつ病院を出てからは──彩夏への配はい慮りよで──父親の家の方に引き取られたのだそうだ。

「無む理り矢や理り部屋から連れ出してボコっても、まだ話聞き出せるくらいの元気はあった」

　むちゃくちゃやるなあ、この人。

「でも、あいつだってほとんどなんにも知らなかったぞ。あとはおまえがなんとかしろ」

　僕が、なんとかする？　駆けずり回って、でも一歩も先に進めてないのに。

「テツ殴なぐって聞き出すんだろ」

「あー……いや、そうですけど」僕は自分の拳こぶしを見つめる。「でも、勝てる気もしないし、たとえ勝ってもなにか大事なことがわかる保証なんて全然ないですよ」

　質問するのは、僕じゃなくてアリスだし。それにひょっとしたら先せん輩ぱいは、なにか隠かくしているとしても、事件に関係のあることはほんとうに知らないのかもしれない。

　四代目は手すりに両りよう肘ひじをついたまま、蟬せみの死体でも眺ながめるみたいな目で僕を見下ろした。

「おまえアホか？　じゃあ、なんのためにやるんだよ」

「ええと」

　どう言っても、さらにあきれるか馬鹿にされるんだろうな。

「だから、先輩が事件のことを知らないにしても、僕が勝てば、ほんとうのことを教えてくれるわけですよね。そしたら、先輩がいじめで羽は矢や野の友とも彦ひこを死なせたなんて噓うそだって証明できます。それだけでも」

「あのなあ、おまえ自分でなに言ってんのかわかってるか？　どこの世界に、相手の無む実じつを証明するためにそいつと殴り合うアホがいるんだよ」

「それは──」その通りだ。四代目にあらためて言われるまでもない。僕がこれからしようとしていることは、どうしようもなくアホなことだ。

「でも、じゃあ、四代目ならどうしますか？」

「俺もテツを殴る」

　同じじゃん。

「同じじゃねえよ。俺は噓ついてるのが腹立つから殴るだけだ。それとアリスの調べてる事件は別問題だろうが」

「そう、なんですけどね……」

「だいいち、テツの無む実じつを証明したいだけなら、おまえはもう勝ってるだろ」

「……え……？」

　僕は啞あ然ぜんとして四代目の横よこ顔がおを見つめる。

「だって勝負受うけたんだろ。もしあいつが噓ついてねえなら、こんな賭かけ吞むわけないだろうが。笑い飛ばすか突っぱねるかどっちかだ」

「あ……」

　そうか。その通りだ。

「そんなことも気づかずに、『負けたら事件から手を引く』なんて条件にしたのかよ。ほんとどうしようもないアホだな。テツがなにか情報持ってなかったら殴なぐり損じゃねえか。なんで彩あや夏かの方から無む理り矢や理り聞き出さねえんだ。皆みな川がわの名前、思い出しそうなんだろ？」

「四代目ってほんと理り詰づめですよね。僕より探たん偵てい助じよ手しゆに向いてるんじゃないかな……」

「まっぴらごめんだ。おい、茶ちや化かすんじゃねえよ。おまえなんのために動いてんだよ。このままだったらわけのわかんないうちに園えん芸げい部潰つぶされるんだろ。それにおまえだってあいつの記き憶おくは戻ってほしいんだろ？　あいつが思い出せば、みんな解決じゃねえか」

「そう、ですけど。でも」

　僕は夕ゆう映ばえに染まっていくビルの合間の空を見やる。

「彩夏が思い出すのがつらくて忘れてるなら、それでもいいんです。もっぺん最初からやり直して友達になればいいだけのことじゃないですか」

　春休みの事件で、僕はメオから教えてもらった。失われてしまったものは二度と戻ってこないけれど、それでも、生きてさえいれば、新しい芽め吹ぶきがいつか哀かなしみを追い抜く。

　四代目が僕の言葉を遮さえぎって、すっと手すりの外──眼がん下かを指さす。

「なら本人に言えよ、それ」

　ビルの谷間にちらっと顔をのぞかせ、だれも座っていないドラム缶やビールケースをきょろきょろと見回し、それから勝かつ手て口ぐちのノブに手をかける彩夏の姿が見えた。僕はびっくりしてしゃがみ込んで身を隠かくしてしまう。「ミンさん、藤ふじ島しまさん来てますか？」そんな声も聞こえる。

「おまえが頼むんなら、ここから今すぐ突き落としてやってもいいけど」

「い、いえ、遠えん慮りよしときます」

「ほんとどうしようもねえアホだな。自分で言ってたことだろうが。とっとと本人に話してやり直してこいよ」

「ええと、まだ心の準備が」

　四代目は踵きびすを返して階段を下り始める。僕の背中にあきれた声を残して。

「ほんと成長のねえやつだな」

　四代目の言う通りだった。かんかんかんという足音が落ちていくのを聞きながら、僕は彩夏に気づかれないように出ていく方法を考え始めていた。だって、まだなに言えばいいのかわからない。

　いつか、ちゃんと言えるだろうか。戦いが終わったら。

「なら、残った方法は一つだけだ」

　すぐ下の踊り場で、四代目が振り返って言う。

「テツが洗いざらい喋しやべるまで、徹てつ底てい的に殴なぐれ」

　ぐっと拳こぶしを突き出して見せると、僕の義あ兄には階下に消えた。その姿がすっかり見えなくなってしまった後で、僕は拳を持ち上げて応える。

　今の馬鹿な僕にできる、たったひとつの冴さえたやりかた。テツ先せん輩ぱいに、勝つこと。

　あと一週間で、なにができるだろう？










　　　　５







　一いちの宮みや哲てつ雄お。

　土ど木ぼく作業員の長男として生まれる。父親の家庭内暴ぼう力りよくにより、小学校卒業までに数回、民みん生せい委員の保護を受けている。

　十二歳さいのときに父親は失しつ踪そう。消費者金きん融ゆうへの負ふ債さいは四百万を超えていた。母親は神経衰すい弱じやくで入院し、一宮哲雄は母方の大おお伯お父じの家に預けられる。里さと親おやとは折り合いが悪く、中学校で非ひ行こう生徒となり補ほ導どう回数は二十数回。

　しかし中学二年生のとき、少年課の巡じゆん査さ部長が紹介したボクシングジムの会長にその才能を見いだされ、大伯父の家を出てジム会長宅の居い候そうろうとなる。そこで一宮哲雄は更こう生せいし、Ｍ高校に進学する。

「読んでほしいのはその先だよ。カルテも添てん付ぷしてある」

　ベッドの上でアリスが言った。

　学校帰り、アリスに呼ばれて探たん偵てい事務所に行くと、前に僕が読んでいないと言ったテツ先輩のプロフィールを、今度こそ読むように命令されたのだ。

　資料を手に冷蔵庫にもたれていた僕は、次の一枚をめくり、そこに書いてあった内容を読んで息を吞む。

「ぼくがなんとしてでも読めと言った理由が、わかったね？」

　僕は紙面から目を離せないまま、うなずく。

　たしかに、その理由はあった。それじゃあ、テツ先せん輩ぱいは──。

「きみのその、あらゆる見けん地ちから判断しても無む駄だな愚ぐ行こうでしかない殴なぐり合いに、少しは役立つだろう」

「それは、そう……だけど」

　これを、利用するのか。利用しなきゃいけないのか。圧倒的に弱い僕には、手段を選んでいる余よ裕ゆうなんてないのだろうけど。

　アリスは膝ひざ立だちになって、あきれたように言う。

「テツの真実を拳こぶしで確かめるというのは、そういうことじゃないのかい」

　僕はニート探たん偵ていの顔をしばらく呆ほうけたように見上げ、それから手元の資料に再び目を落とし、うなずく。そうか。たしかに、そういうことだ。

「もちろんそんなのを利用するなんて机き上じようの空くう論ろんだ。いくら、きみが観察眼がんだけはあるといってもね。だからテツの喧けん嘩か中の動どう画がを、さる研究所から盗み出したこの分ぶん析せきソフトにかけた結果がこれだ。それとこれはウェブ上での格かく闘とう家かの知り合いからのアドバイス集。こっちは応急手当のマニュアル。これは六十五カ国語の命いのち乞ごいの言葉。それから敵てき前ぜん逃亡するときの言い訳のサンプル集」

　なんだか知らないけど、アリスは僕の膝の上に、どさどさと紙かみ束たばを積み重ねる。

「これでもまだ足りないだろうけど、みっちり検けん討とうして、無事に殴り合いをやり過ごす方法を模も索さくしたまえよ！」

「えっと……心配してくれるのは嬉うれしいんだけど」

「心配してるんじゃないと何度も言っているだろうっ」

　アリスはベッドから飛び降りて嚙かみついてきそうな勢いで憤ふん慨がいする。

「きみがテツにしこたま殴られた後、探偵の調査だって依い頼らい人の人生だって続いていくんだ、まだまだ調べることがいくらでもあるというのに！」

「ああ、うん、ごめん」

　僕は紙束を床に置いて立ち上がる。ベッドの上で膝立ちになったアリスの顔は、僕の胸のあたりになる。

「約束する」アリスの肩に手を置く。「勝かつ手てに死んだりしないから」

「あ、当たり前だっ」

　アリスは僕の手を払いのけて、ぷいとモニタの方を向いてしまう。

　命乞いとか言い訳はともかく、テツ先輩の動作の分析結果はなにか役に立つかな。えらい複雑な資料なので、どうやって読めばいいのかよくわからないけど。

「きみの愚ぐ行こうの尻しりぬぐいはこのへんでしまいだ。仕事を忘れないようにね」

「あとは、なに調べるの？」

「現場百ひやつ遍ぺん。温室の写真を撮とってきてくれたまえ」

「また？　なんで？　フィックスの事件のときに撮ったじゃん」

　ていうか、現場？

「今度は床も壁も洗いざらい調べてきてくれたまえ。ちょうど、床ゆか置おきのプランターは今一つもないのだろう。血けつ痕こんを探す」

「血痕？　だれの？」

「もちろん、羽は矢や野の友とも彦ひこのだ」

　僕はしばらく混乱して、寝室入り口脇わきの壁にもたれて、アリスの言葉の意味を考える。

「……羽矢野友彦は、温室で倒れたってこと？」

「そうだ。だって発見された校門脇では地面に流血がなかったのだろう。だったら、倒れたのはべつの場所にきまっている」

「いや、それはそう……だけど」

　べつの場所？　温室？

「だって、おかしいよ。テツ先せん輩ぱいたちは温室にいた羽矢野友彦に、パシリに行くように言って、自分たちは温室で待ってたんだよ」

「自分の言葉も憶おぼえていないのかい？　テツが噓うそをついて、なにかを隠かくしていると言ったのはきみだろう」

「あ……」

　そうだ。僕の考えは、テツ先輩の供きよう述じゆつが噓だという信しん念ねんから出発していた。でも──

「どういうこと？　じゃあ、だれかが、倒れた羽矢野を校門のとこまで運んだの？　なんで」

「その可能性もある。あるいはテツかもしれない。それならば、羽矢野友彦が倒れていた方向と、テツが発見するまでだれにも見つからなかったということの矛む盾じゆんに説明がつくね」

　なんでそんなことを。だれが？　先輩が？

「まだぼくにもわからない。だから、きみに調べてもらう」

「……いや、でも、温室なわけがないよ。だってあそこコンクリだし、雨に降られたりしないから、もしそんなに血が流れたんなら染み込んで今でも残ってるはずだよ」

　僕は彩あや夏かが飛び降りた場所のことを思い出す。花か壇だんと校舎の間の、コンクリートが敷かれた地面だ。あれは一月のことで、あれから何度も雪や雨が降った。でも、まだ消えない。血の痕あとというのは、現実でも心の中でも、そうそう消えるものじゃない。

「だから、いいから調べてきたまえ。発見されたのとはべつの場所で倒れたとしたら、温室の可能性がいちばん高いだろう。ついでにきみのところの顧こ問もん教師に、当時の温室の床になにか敷いたり置いたりしていなかったかも訊きいてくること」

「……わかったよ。明日、調べてくる」

「それからもう一点。これもぼくでは調べられなかった。きみの高校の教材備び品ひんの管理表だ」

「……え？」

「教材を買ったり廃はい棄きしたりすれば記録に残るだろう。その数の推すい移いが知りたいんだ。事務室にあるはずだよ。時代遅れなことにデータ化されていないのでぼくでは手が出せない」

「いや……それ、なんか関係あるの？」

「きみはその、いちいち探たん偵ていに調査の意い図とを訊たずねるくせをいいかげんやめたまえよ」

　アリスは振り向いて肩かた越ごしにあきれた視線を投げてくる。

「関係があるかどうかわからないから調べるんだ。万の可能性に拡かく散さんしたぼくの予測やその脈みやく絡らくを、きみのスポンジ脳みそにも吸収させられるようにわざわざ液えき化かして説明するなんて手間はとりたくない。黙って動きたまえ」

　はいはい。わかりました。

　僕はアリスに借りたデジカメと、テツ先せん輩ぱい対策の分ぶ厚あつい資料の束を抱えて、探偵事務所を出た。来たときは曇っていただけなのに、もう雨が降りだしていた。雨あま粒つぶが金属製の非常階段を叩たたく音はうるさいくらいだ。

　梅つ雨ゆが、やってきたのだ。もうすぐ五月が終わる。そうしたら、僕と彩あや夏かの居い場所は、踏み潰つぶされて押し流されて消えてしまう。

　勝かつ手て口ぐちの前まで下りると、少しよう佐さとヒロさんが待ちかまえているので、げんなりしてしまう。

「さ、今日も特とつ訓くんだ。ボクシングの筋すじは悪いけど掃除の手て際ぎわはなかなかいいって店長もほめてたよ」とヒロさんはにこやかに言う。そっちでほめてもらってもなんにも嬉うれしくない。また今日も地じ獄ごくの三時間が始まるのか。

「今日なんてこの雨だから、玄げん関かん掃除もやらされるんじゃないかな」

「……なんか目的すり替わってませんか？」

　ただ無給で掃除させられてるだけのような気もしてきた。ヒロさんは笑って、「じゃ、車出してくる」と言ってビルの谷間を出ていく。今度は少佐が満まん面めんの笑えみで近寄ってきて、僕を軒のき下したに引っぱり込み、バックパックからケースを取り出す。

「Ｗｉｉテツのハードモードを作ってきた。テツさんの動きは通常の三倍、パンチ力は七倍の高出力で多い日も安心だ」なにがだよ。

「ああ、そうだ少佐」

　僕はアリスにもらった資料を取り出しかけて、ふとためらう。

　少佐も、テツ先輩の過去については知らないはずだ。とくに、あのことに関しては。アリスが調べ上げたことを、僕の口から教えてしまうというのも、気が引ける。

「ん？　なんだ藤ふじ島しま中ちゆう将じよう。その書類がどうかしたのか」

「あ、いや、ええと。やっぱりやめ──」

「遠えん慮りよはやめておけ。藤ふじ島しま中ちゆう将じようは武ぶ人じんだろう。勝利のためにはあらゆるものを利用する気き概がいを持たなければだめだ」

　武人ってだれがだよ。と僕は言おうとして、考え込む。

　たしかに、少しよう佐さの言う通りかもしれない。これは喧けん嘩かなのだ。しかも、僕はテツ先せん輩ぱいが隠かくしておこうとしている事実を暴あばこうとしていて、だからぶつかりあっている。先輩の過去になにがあったからって、それを少佐に知られてしまうことを、気にしてる余よ裕ゆうなんてないだろう。

「あのう。さっき、アリスに教えてもらったんです」

　僕は、テツ先輩の資料を少佐に見せた。少佐は顔かお色いろ一つ変えなかった。

「……ふうん？　なるほど。これは突とつ破ぱ口になるな」

「それで、これシミュレータに組み込めませんか」

「藤島中将はあいかわらず無む茶ちやを言う。陸りく軍ぐん気き質しつは変わっていないな」

　少佐はにやりと笑う。

「明日までに実じつ装そうしよう。Ｗｉｉテツのスペシャルモードだ。ただ、わかってると思うが、おおまかな感かん触しよくがつかめるだけだぞ。実際テツさんの死し角かくがどこにあるのかは」

　僕の胸をたん、たん、と突く、少佐のジャブ。

「やっている最さい中ちゆうにつかみとるしかない」

　僕はうなずき、少佐の三発目のストレートを手のひらで受け止めた。
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　雨は翌よく日じつになっても降り続いていた。

　自転車が使えないし、これからさらに雨の勢いがひどくなるというので、さっさと学校での用事を済ませて探たん偵てい事務所に早めに行かなきゃいけない。まずは監かん査さ室だ。アリスに頼まれた調査のうち、教材備び品ひんの個こ数すう管理についてはまた香こう坂さか先輩に頼むことにした。僕なんかが事務室に行っても、そんなもの見せてくれるとは思えないし。

「え、え、それなにに使うの？」

　案あんの定じよう、香坂先輩も僕の頼みに目を白しろ黒くろさせる。

「いや……実は僕もよくわからないんです」

「あの、アリスって子に頼まれたの？」

　僕はうなずく。

「あいつ、あんななりしてますけど、探偵としての腕はたしかなんですよ。お願いします」

「……なんだかずいぶん、信頼し合ってるよね？　なんかうらやましいな、そういうの」

「え、ええ？」

　そう見えるのか？　アリスの方はほとんど僕のことを頼りにしてないと思うけど。

「それは、藤ふじ島しま君があの子に近すぎるからだよ。わたしにも一目でわかったよ？」

　一回逢あっただけなのに、なに言ってんだろうこの人は。

「だから、わたしも信用する。事務室に頼めばいいんでしょ。なにか口こう実じつつくってみる」

「ありがとうございます、あの、それで、もし調べがついたらアリスんとこにファックスしてもらえませんか。これから僕、すぐ学校出ちゃうんで」と、探たん偵てい事務所の番号を渡す。

「わかった。なるべく早めに送るね。今日中になんとかなるといいけど」

「ほんとすみません」

「ううん。だって、もともとわたしの依頼だもん」

「でも」僕は言いかけ、ちょっとためらい、けっきょくまた口を開く。「こうやって調べて、園えん芸げい部のほんとうの経いき緯さつがわかったとして……かえって、総そう務むのやろうとしてることを正当化しちゃうかもしれないですよね」

　香こう坂さか先せん輩ぱいは黙り込む。

　この可能性は、かなり大きい。なんらかの意い図とをもって、皆みな川がわ憲けん吾ごが生徒会と職員室の両方にねじ込んで無む理り矢や理り創つくった部活なのだ。それが明るみに出るだけでも、規約改正推すい進しん派はには追い風だろう。僕らは、無む駄だなことをしているのかもしれない。そんな虚むなしい薄ら寒さはいつも背中に感じていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。そのときはそのとき。情報なんて使いようでしょ。わたしもぎりぎりまでがんばる。今、改正案の最後の詰めのとこで薫かおる子こちゃんと交こう渉しよう中なの。全部は無理でも、なるべく今の部活を残せるように粘ねばってみる」

　見かけよりずっとしたたかだなあ、この人。

「ただ……藤島君にこんなに走り回ってもらっておいてあれなんだけど、園芸部は……部員二人だから、厳きびしいかもしれない」香坂先輩の顔が翳かげる。

　薫子先輩の改正案にある最低部員六人。これをなんとか引き下げようと、香坂先輩は今いま戦っている。でも、いくらか譲じよう歩ほを引き出したところで、園芸部を守るのは無理だ。

「いや、先輩が謝ることじゃ……」

　僕はそこでふと、この間ソープからの帰りにヒロさんと話していたとき考えついたことを思い出す。大切なのは園芸部そのものじゃなくて、この学校に咲いている花。

「あのう、これできるかどうかわからないけど、こないだ思いついたんです」

　話して聞かせると、香坂先輩の顔にほんのり光が灯ともる。

「……そう、そうか。……うん、……できなくは、ないかも」

「ほ、ほんとに？」

「うん。だって、皆川先輩がやったことに比べれば、まだずっと簡単だと思う」

　それもそうだ。皆川憲吾は、もっとあり得ない無理筋すじを、通したのだ。それに比べれば。

　もうこの先は、香こう坂さか先せん輩ぱいに頼るしかないけれど。

「先生の協力が必要だね、なるべく多く。だれか賛成してくれるかな、時間ないし……」

　先輩は一つ一つ確かめて自分に言い聞かせるようにつぶやく。

「うん。やってみる価か値ちあるよ。そういうやり方もある。篠しの崎ざきさんだって園えん芸げい部なくなって、べつの入りたくもないところに入れられたら困るよね。園芸続けたいよね」

「……え？」

　先輩の言葉のどこかが、僕の中で引っかかる。今、なんて？

「な、なに？」

「今、なんて言いました？」

「し、篠崎さんのこと？　園芸部なくなったら困るって？」

「いや、それじゃなくて」

　僕はよっぽど怖い顔をしていたんだろうと思う、先輩はちょっとおびえていた。

「入りたくもない部に入れられたら困る、ってとこ？」

「あ……」

　不意に、僕の中でいくつもの思おも惑わくがつながる。香坂先輩のやろうとしてること。薫かおる子こ先輩が押し通そうとしていること。僕が守ろうとしているもの。それが、一本の物語になる。

　できるのか、これ？　理り屈くつの上では、通る。それなら。

「あの。今、思いついたんですけど」困こん惑わくしきった顔の香坂先輩に、僕は言葉を手探りしながら語る。「部員の最低人にん数ずう、引き下げるように薫子先輩と交こう渉しようしてるんですよね。それ、勝てるかもしれません。ついでに、園芸部の方もなんとかなるかも」

「ど……どうやってっ？」香坂先輩は腰を浮かせる。

「先生を焚たきつけるんです。できれば、体育教官室を。あと、部長会もです。ひょっとしたらそれで、生徒会に文句が行くかもしれません」

　僕が詳しく説明すると、香坂先輩はちょっと興こう奮ふん気味の顔で立ち上がる。

「やってみようよ。わたし、全然気づかなかった。よく思いついたね、藤島君」

「できると思います？　怒られるかも……」

「だって、やってみなくちゃわからないよ。このまま生徒総そう会かいになっちゃったら、どっちにしろ全部おしまいだし」

「そう──ですよね」

　そのとき僕はふと、少しよう佐さの言葉を思い出す。『勝利のためにはあらゆるものを利用する気き概がいを持たなければだめだ』。

「わたし、行ってくる。だって藤島君、先生に評ひよう判ばん悪いでしょ」

　その通りだったので苦にが笑わらい。先輩は監かん査さ室を飛び出して、雨が激しく吹き込む渡り廊下を走っていく。僕はその背中を見送った。

　あの人も、だれかの居い場所を守るために戦っている。僕も、僕の戦いをしなきゃ。







　温室には明かりが灯ともっていて、雨の中からは浮き上がって見えた。童どう話わに出てくる森の家みたいだ。

「藤ふじ島しま君！　そろそろ勉強する気になったの？　テスト近いし」

　僕が入っていくと、小さ百ゆ合り先生はテキストから顔を上げて、嬉うれしそうに言う。

　彩あや夏かはちょっと振り向いただけで、恥ずかしそうに目をそらし、なにも言わない。

　僕と彩夏の間には、もうわけのわからないくらいごちゃごちゃとした感情がわだかまっていて、教室で顔を合わせても、ラーメン屋でカウンター越しに視線が合っても、なんて声をかければいいのか、あるいは黙って笑えばいいのか、それともうつむいてしまえばいいのか、それさえもよくわからなかった。でも、だからといって温室に来ないわけにはいかない。

「ええと。その、またちょっと調べに来ただけなんです」

「もう、また探たん偵ていなの？　そんな立りつ派ぱなカメラまで持ってきて」

　僕は申し訳なく思いながらも、なるべく写し漏らしがないようにと温室のあちこちの撮さつ影えいを始める。

「篠しの崎ざきさん、次のテストで、地じ道みちな蟻ありさんの努力をキリギリスに見せつけてあげなさいね」

　先生の言葉に彩夏がどういう反応をしたのかも、見られなかった。

　床にはプランターが置かれていない。かつてそこには『エンジェル・フィックス』の原材料である青いケシの花を育てるケイジがびっしり並べられていたはずだけれど、それが犯行グループの手によって撤てつ去きよされて以来、この温室には壁の棚にしか花が置かれないようになってしまっていた。だから、くまなく調べるのにもさして労は要いらなかった。

　血けつ痕こんなんて、コンクリートの床のどこにもない。

「先生、あのう」

「うん？　勉強したくなってきた？」

「いえ、そうじゃなくて。昔、先生がここで大おお勢ぜいに教えてた頃、床に花とか置いてました？」

「ううん。だって園えん芸げい委員のみんな、花なんて全ぜん然ぜん育ててなかったから。それで、机とか黒板とか簡単に持ち込めたの」

　そうなのか。それじゃあ、もし羽は矢や野の友とも彦ひこがここで倒れて喀かつ血けつしたのなら、やっぱり血は直接コンクリートの床に流れたはずで──いや、机の上ってこともあるか？　それでも、床にけっこう落ちるはずだし、だいいちそれなら事件後に血まみれの机が発見されてしかるべきじゃないのか。

　アリスの推測は、間違っている？

　とにかく、血がどこかになければおかしいのだ。だって、発見された校門脇わきの雪の上には血が流れていなかったのだから。そこではないどこかに。

　もちろん、べつの場所の雪上に喀かつ血けつして、それが雪ゆき解どけとともに土に染み込んでしまったとかなら、もう僕らには知る術すべが──

　いきなり、あたりが暗くなった。カメラのファインダーごしの視し界かいはほとんど真っ黒になる。彩あや夏かの「きゃっ」という声がして、驚いて見上げると、温室の天てん窓まどの向こうにはどんよりと暗い雨天。電灯が、消えている。気のせいだろうけれど、雨の音がまるで身体からだに直接叩たたきつけられるようにはっきりしてきた。

「……ああ、またやっちゃったのね」

　小さ百ゆ合り先生が、なんだか不安になるくらいのんびりした口く調ちようで言って、立ち上がる。

「篠しの崎ざきさん、ちょっと机つくえ押おさえててくれる？」

「ど、どうしたんですか？　停てい電でん？」

「ううん、明かりだけ。ここね、雨降るとたまにこうなるの」

　先生はヒールを脱ぐと、机の上にひょいとあがった。床に這はいつくばって血けつ痕こんを探していた僕は、泡あわを食って机から離れる。スカートなんだからもっと気を遣つかえよ、見えちゃうよ！

「外してこっちに移すとつくから……あ、そうだ藤ふじ島しま君、いったんブレイカー落としてくれるかな。昔、つけっぱなしで直そうとして火ひ花ばな出てびっくりして落っこちそうに」

　小百合先生が怖いことを言うので、僕はあわてて温室のブレイカーを切った。先生は吊つり下げられたランプみたいな形の大きな電灯を台だい座ざごと外す。温室の天てん井じよう近くには金属製の細い梁はりが縦じゆう横おうに組まれていて、スプリンクラーや、ランドセルくらいの大きさの箱はこ状じようの装置がくっついている。電灯をその箱に引っかけてから、ブレイカーを入れる。明かりが戻ってくると、雨音が暖かみの向こうに遠ざかっていく。彩夏もほっとした顔で椅い子すに腰を下ろした。

「よしよし。点ついた点いた」と、先生は得意げな顔。

「なんか、先生の家みたいですよね、ここ」と僕は言ってみた。

「お花いっぱいなのは魅み力りよくだけど、お風ふ呂ろがないのはいやだなあ」

　先生が真ま面じ目めに言うので、彩夏もくすっと笑った。

「ここ雨あま漏もりとかしません？」

　写真撮さつ影えいに戻った僕は、ふと先生に訊きいてみる。電気が雨で接せつ触しよく不良ってことは、天井にがたがきてるんじゃないのか。

「あーうん、けっこう古いから、漏っても不ふ思し議ぎじゃないよね」

　じゃあ、羽は矢や野の友とも彦ひこはここで倒れて血を吐いたのだけれど、雨漏りでその血痕が洗い流されたという仮か説せつが──いやいや。なにいってんだ。当日は雪だ。それに、天井から漏った水くらいで血が洗い流されるわけがない。僕はそんな馬鹿なことを考えながらも、一応、天井までカメラにおさめる。

　デジカメを濡ぬれないように二重にしたビニル袋ぶくろに入れてかばんにしまうと、小百合先生にごめんなさいのポーズをつくってみせて、温室を出ようとする。

「あ、あ、藤ふじ島しまさん」

　彩あや夏かの声に、僕は振り向いた。

「『はなまる』に、行くんですよね？」

　すがりつくような彩夏の目は、ひどく幼く見えた。僕はうなずく。

「じゃ、じゃあ、あたしも、一緒に行きます」

　彩夏もかばんを手に立ち上がる。

「藤島君は来るといっつも篠しの崎ざきさんまで連れてっちゃうんだから。二人とも赤点だったら、藤島君のせいだからね」

　小さ百ゆ合り先生がちょっと冗じよう談だんめかした口く調ちようで言って、電気を消すと、僕らを温室の外に追い出した。







　僕らは傘かさを並べて、学校から『はなまる』までのけっこうな道のりを歩くことにした。お互いに言葉が見つからずに、黙ったままで。雨なのはちょっとだけありがたかった。僕らの間の沈ちん黙もくを、傘を叩たたく雨音が埋めてくれていた。でも、人の波にもまれて駅の地下道を抜けると、雨が小降りになってきた。『はなまる』のビルまではあと少し。

　雨音は、もう僕らの声を邪じや魔ましなかった。

「……やっぱり、テツさんと喧けん嘩かするんですか。本気で？」

　ようやく彩夏が口を開く。

「うん」

「あ、あたしが、そんなことしなくてもいいって言ってるのに？　園えん芸げい部なんてどうなってもいいのに」

「うん」

　そんな気の抜けた答えしか返せない。

「昔も、ずっとこんなだったんですか」

　公園の脇の歩道で、彩夏がぼそりと言った。

「……昔？」

「えっ、あっ、あの」ちらっと傘の下から僕に顔を向けて、彩夏は頰ほおを染める。「昔のあたしにも全然話してくれなかったのかなって思って」
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　僕は彩夏の顔を見られなくなる。そういう、記き憶おくを失くす前の自分と比べるような言い方はやめてほしかった。

「変わんないよ。昔から僕、喋しやべるの下へ手たで、言葉足りなくて」

　あ、あれ？　なんか自分で言ってて情なさけなくなってくる。

「じゃ、じゃあっ」彩あや夏かが傘かさを持ち上げ、雨う滴てきが飛び散る。「これからちゃんと話してください、あたしに言いたいことがあったらはっきり！　あたしも言うから！」

「彩あや夏かの言いたいことって……？」

「今いま言ってるじゃないですかっ」

　あ、そうか。なるほど。じゃあ──僕の番なのか。正直、困る。いつか彼女が言ったように、怒ったら普通に怒ど鳴なって、嬉うれしかったら普通に笑って、ほしいものがあったら普通に言えばいいだけなのに、それができない。

「……せっかくあげたんだから部活やるときは腕わん章しようつけてよ」

　思いついたように言ってみる。

「あれはっ、……ひとりでつけてるの恥ずかしいから。藤ふじ島しまさんだってつけてないし」

「僕も恥ずかしいからつけたくない」

　自分で作ったくせに、とひとしきり怒った後で、彩夏はかばんから黒い腕章を取り出してブラウスの袖そでに通し安全ピンで留めた。

「つけました！　他にはっ？」

　僕は口ごもる。他にもいっぱいある。僕に敬けい語ごを使ったり、さん付けしたりはやめてほしい。でもそれは、なんだか昔の彩夏に戻れって言っているみたいで、口に出せない。

「彩夏は？　他には？」

　けっきょく、訊きき返してしまう。彩あや夏かはむっとした顔でしばらく黙った後、言った。

「テツさんと喧けん嘩かするのやめてください」

「やだ。今さら逃げられるかっての」

「意い地じっ張り」

「そっちこそ」アリスよりあきらめが悪いとは思わなかった。

「絶対に見に行ったりしないですからね！」

　彩夏はそう叫んだ後、下した唇くちびるを嚙かんで黙り込んでしまう。

　雨が上がったのは、ちょうどラーメン屋の軒のき先さきに入った頃だった。

「ずっと雨ならいいのに。喧嘩なんて流れちゃえばいいのに」

　もう一度口くちを開いた彩夏が、そんなことを言うので、僕はなにか言い返そうとして彼女の横よこ顔がおを見る。閉じかけた傘かさの向こうで、彩夏の顔はのれんの陰に隠かくれ、それから店の中に消えてしまった。

　僕は店の中に入っていくことができず、そのまま裏うら手てに回った。







「きみはほんとにカメラの扱いが下へ手ただな。もう少しましに撮とれないのかい？」

　僕が返したカメラの画が像ぞうデータをＰＣに吸い上げながら、アリスが言う。

「だってそんなごっついカメラ使うのはじめてだし……それに、なんでアリスはあんなにいっぱいカメラ持ってるの？　部屋から出ないんだろ？」

「ぼくの友を撮さつ影えいするためにきまっているじゃないか」

　アリスはぬいぐるみの山を手で示した。ああ、なるほどね……。ただ愛めでるだけじゃないのか。自慢げな顔でギガバイト単位の画像フォルダを見せようとするアリスを、僕はあわてて止めた。探たん偵てい業務はどうした。

「ふむ。そうだったね。ではぼくの秘ひ蔵ぞうコレクションはまたの機会に。そうだ、きみの次の給料はこの画像集で支払うというのはどうだろう」

「要いらねえよ。現金でくれ」

　アリスは僕を散さん文ぶん的だの拝はい金きん主義だの芸術破は壊かい者だのと罵ののしりながら、温室の写真をチェックする作業に戻る。

「きみの目だけは信頼して訊たずねるが、血けつ痕こんはなかったのだね？」

「いや、そりゃ、黒ずんだ汚れとかはいっぱいあったけどさ。血痕かどうかはわからない。でもとにかく、大きい染みはなかったよ」

「ふむ。そうだろうな」

「そうだろうな、って……」

「もしそんなものがあったら事件直後に発はつ覚かくしているだろうからね。念のためだよ」

「だから、やっぱり羽は矢や野の友とも彦ひこが倒れたのは温室じゃないってことでしょ」

「いや──」

　アリスは答えようとして、そのときモニタの一つに釘くぎ付づけになる。僕が温室のあちこちを撮とった画が像ぞうの一枚だった。

「……どうしたの」

「これは、なんだい」

「なんだい、って──ああ、その」

　僕が、温室であったことを説明する。すると、アリスの目は見開かれ、それからすうっと細められる。

　なにかの電子音が鳴った。右手奥の棚の最上段に置かれたファクシミリだ。印いん字じされた紙が何枚も何枚も続けて吐き出され、ベッドの上にひらひらと落ちてくる。

　僕の携帯が鳴った。

『あ、藤ふじ島しま君？　わたし、香こう坂さか。なんとか事務員さんに見せてもらったから、今ファックスしてる。どこまで必要なのかよくわからないから全部送るね、すっごいいっぱいあるけど』

　僕は、香坂先せん輩ぱいの言葉をほとんど聞いていなかった。自分がなんて言って電話を切ったのかもよく憶おぼえていない。

　アリスが、ファックス用紙の束を手に、立ち上がっていた。プリントされた表を食い入るように見つめるその顔には、あの不ふ思し議ぎな生せい気きが満ちあふれている。

「……アリス？」

「わかった」

　ニート探たん偵ていのつぶやきが、クーラーの風に乗って僕の膝ひざ元もとに流れてくる。

「わかったの？」

「うん。ほとんどわかった」

　アリスは天てん井じようを仰いだ。その手から、十何枚ものプリントアウトがばらばらになって足下に舞い落ちる。

「テツのやったこと。羽矢野友彦のやろうとしたこと。それから犯人。みんなつながった。でも、皆みな川がわ憲けん吾ごだけが──わからない。同じ真実につながっているはずなのに、その道みち筋すじが、ぼくにはまだ見えない」

　皆川憲吾が、なぜ園えん芸げい部を創つくったのか。僕や、香坂先輩や、彩あや夏かにとって、いちばん大切なこと。それはまだ──わからないのか。

「彼だけが、ほとんどひとりでなにかをやって、だれにも姿を見られることなく、ひっそりとぬかるみに消えていってしまった」

　アリスはぺたん、とベッドの上に腰を落とす。さっきまでの生気が、濡ぬれた哀かなしみに変わっているのに気づいて、僕は息もできなくなる。

「テツ先せん輩ぱいが、きっと知っているよ。僕が勝ったら、アリスが訊きけばいい」

　自分や、彩あや夏かのためだけじゃなくて。この小さな探たん偵ていのためにも、僕の戦いはあるのだと、そう信じたかった。

　まぶたをぐしぐしとこすり、ちょっと眉まゆを寄せてしばらく考えた後で、アリスはシーツの上を這はって僕のすぐそばまで寄ってきた。左手と右手で一発ずつ、僕の腹にパンチする。小さくて力もなくて、ミジンコの一匹すら殺せないような、けれど数え切れないほどの死者の言葉を暴あばき、偽にせ物ものの魔ま術じゆつのために血で汚れてきた、両手。

「まだそんなばかなことを言うのかい。きみの独ひとり善よがりの愚ぐ行こうなんてあてにするもんか。勝かつ手てに歯でも骨でもめちゃめちゃに折られて後こう悔かいするといい」
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　生徒会長の薫かおる子こ先輩が僕の教室にやってきたのは、月曜日──テツ先輩と勝負する、まさにその当日だった。四時限目の終業チャイムが鳴ってすぐのことである。

「藤ふじ島しま君、いる？」

　教室の前の入り口に立つ、すらっとした長身と長い黒くろ髪かみの薫子先輩に、教室じゅうがどよめいて注目する。

「お、お、お、おい藤島、薫子さまがお呼びだ」

「藤島の御ご乱らん行ぎようもこれまでか」

「どうせなら殺される前に抱きついて色々触さわっとけ」

　うるせえ。それからついてくんな。

　薫子先輩は、近づくと空気がぴりっと帯たい電でんしているみたいに感じられるほど、はっきりと怒っていた。「ちょっと来て」と、階段の踊り場まで連れていかれる。

「……えっと、な、なんですか」

　怒らせるような心当たりは、多すぎてどれだかわからない。

「さっき、牛うし島じま先生から話があったの。今度の規約の改正案について」

　牛島先生といえば、体育教師のボスみたいな人だ。柔じゆう道どうで国体準じゆん優勝経けい験けんもあるとか。

「なんで今いま頃ごろになって口を挟んでくるのかわからない。詳しい話は放課後にってことだけど、香こう坂さかに訊いてみたら、なにかやったそうね？」

「あ、ああ、は、はい」

　香坂先輩、自分で説明してくれりゃいいのに……。

「それから、部長会も緊きん急きゆう招しよう集しゆうかけられてる。あなたが仕掛け人なんでしょう？」

　仕掛け人ってのは心しん外がいだったけど、発案者が僕なのはたしかだ。さて、どうやって説明したものか。薫子先輩の眼めを見てると、ほんとに殴なぐり殺しそうな勢いだ。ほっといても今日の夕方にはテツ先せん輩ぱいに殴なぐり殺されるってのに。

「香こう坂さか先輩に、体育教官室に行ってきてもらったんです。それと部長会にも。つまり、総務執しつ行こう部ぶで進めてる規約改正が通っちゃうとこんな困ったことになりますよ、っていう説明を」

「なんで先生が困るの？」

　薫かおる子こ先輩が詰め寄ってくるので、僕は踊り場の壁の隅すみまで追い詰められる。

「だから、うちの学校には部活に必ず所属しなきゃいけない校則がありますよね。先輩の改正案だと、現状部員が五人以下の部活は全部潰つぶれるんですけど、そうするとおおよそ八十人くらいが部活難なん民みん──ていうと言葉悪いですけど、そんな感じになります」

　薫子先輩は、ちょっと虚きよを突かれた顔になる。そんなこと、考えてもいなかった。そういう顔だ。自分が踏み潰した雑ざつ草そうにも名前があって春には花を咲かせることを、人は知らない。

「その八十人が、今ある大おお手ての部活に流入します。運動部とかに、やる気のない新入部員がどっと増えるんです。顧こ問もんやコーチやってる体育の先生にとってみれば、けっこう困りごとじゃないかな。部長会だってそれは見み過すごせないでしょ」

「あ……」

　実際、そうなるかどうかはわからない。そうなるかもしれない。はったりだ。僕の唯ゆい一いつの武器。それが、体育教官室には通じた。

　この先を言うべきだろうか。僕は少し迷ったけれど、口を開く。

「だれにでも、自分の居い場所ってあるじゃないですか。部活くらい、自分の好きなことをしたいですよ。やりたくもない部に入ったって、だれも嬉うれしくないです」

　意い外がいなことに、薫子先輩はしばらく僕の隣となりの壁にもたれて口もとを手で押さえ、考え込んでしまった。

「それは、そう……だけど……」

　高圧的に突っぱねられると思ってた。ちゃんと、考えてくれてるんだろうか。

「……でも」かなり沈み込んだ後で、薫子先輩は言った。「総そう務む会計が、納なつ得とくしない。もともとこの話は不公正な予算から始まったんだもの。今さら──」

「だから」

　僕は、下した唇くちびるを嚙かんで、その先の言葉を続けるのを少しためらう。次じ善ぜんの策だ。しかも、失敗してしまったらもう取り返しがつかない。

　でも、たぶん、これしかない。

「最さい低てい部員数、四人くらいで……いいんじゃないかって、香坂先輩も言っていました。それだけで、半分以上は潰されずに済むけど、先輩の望み通り、園えん芸げい部は潰れます。言葉は悪いけど、僕らは、総そう会かいでみんなを納得させるための生いけ贄にえになってもかまわない」

　薫子先輩は眉まゆをひそめる。

「どうして？　あなたは園芸部を潰したくなくて、色いろ々いろ駆け回ってたんじゃないの」

　僕は首を振る。

「部活は、どうでもいいんです」

　守ろうとしたのは、彩あや夏かの場所だ。

「園えん芸げい委員会を、もう一度つくってもらおうと思うんです」

　薫かおる子こ先せん輩ぱいは、声をあげそうになる。僕はそれを押さえ込むようにさらに言った。

「だって、本来それが正しいんです。学校の設備を管理してるんだから学校側が運営費出だすべきでしょう。無む理り矢や理り潰つぶそうとした人と、無理矢理続つづけようとした人のせいで、今みたいな変な予算が組まれちゃった。元に戻しましょうよ。だって、園芸委員会が悪いわけじゃ──」

　僕は口をつぐむ。薫子先輩の目には、ふとしたはずみで液えき化かしてあふれてしまいそうな火が張りつめている。

「園芸委員会を？　そんなの……そんなこと、わたしに認めろっていうの？」

「もう、香こう坂さか先輩には頼みました。できれば、生徒会長の賛同もあれば、職員室も」

「ふざけないで！」

　薫子先輩は壁を平ひら手てで叩たたいた。人通りのほとんどない校舎端はしの階段でよかった。こんなに、激げつ昂こうするなんて。

「あ、あなた、色いろ々いろ調べたんでしょ？　みんな知ってて、わたしにそんなこと頼むの？」

「じゃあ」僕は残ざん酷こくなやつだな。そう思いながらも、わかりきったことを口にする。「やっぱり先輩は私し怨えんで園芸部潰そうとしてたんですか」

　薫子先輩は涙をかすかに浮かべた目で僕をにらむ。

「……そう。あなたの言う通り。いけないの？　よってたかって友とも彦ひこを死なせたくせに。あの皆みな川がわって人だって、関わってたにきまってる。友彦がよく名前出してたもの。ほんとに馬鹿みたい、いじめられてるのに、それでも委員のことみんな友達だって信じ込んで……ッ」

「待って、待ってください」

　どろりとした溶よう鉄てつのような、薫子先輩の言葉を僕は遮さえぎる。

「お兄にいさんは、テツ先輩の──一いちの宮みや哲てつ雄おのことも、言ってませんでしたか」

「その人のこともよく話してた、仲がいいって、でもそんなわけないでしょう？　身体からだ弱くて学校で他に友達いなくて、それで」

「テツ先輩はッ」

　僕らの声は、宙でぶつかりあって濁にごる。

「先輩は、たぶん、ほんとに友達だったんだと思います」

「なにを──」

　なにか言い返そうとした薫子先輩の顔のすぐ横に、ばんと手をついた。

「テツ先輩が学校をやめた理由は、友彦さんを死なせたからじゃないんです。他に理由があったんです。確証はないです。だから、今はなにも言えません、でも」

「なに言ってるの？」

「でも、これからそれを証明しに行きます」

　薫かおる子こ先せん輩ぱいの目の前で、拳こぶしを握ってみせる。それはほとんど、自分に言い聞かせるための言葉だった。そうでもしないと、勇気が出なかった。

　これから、テツ先輩を殴なぐって──その無実を、証明しなきゃいけない。

　薫子先輩の顔が紅こう潮ちようする。僕の腕を払いのけ、階段を駆け上がる。振り向き、「勝かつ手てにしなさい、ばか！」と言い捨てて、先輩の足音は廊下の彼方かなたへ消えていった。

　僕は壁に手をついたまま、拳を開いて見つめ、もう一度固く握りしめる。




　　　　[image: まーく]




　平ひら坂さか組事務所のすぐ下のフロアは、板張りの広い斎さい場じようになっている。僕も以前、一度だけ足を踏み入れたことがある。四代目と、義ぎ兄弟の盃さかずきを交わした場所だ。

　その日は広間の真まん中なかの広こう範はん囲いに畳たたみが敷かれていた。床とこの間まには『八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつ』の掛かけ軸じくと蠟ろう燭そく。両手に正座して並ぶのは平坂組の黒Ｔシャツ。鉄てつ扉ぴから一歩踏み入れた僕は、なんだかもうそれを見ただけで気力が萎なえていくのを感じた。

「兄あに貴き、お疲れさんス！」

「お疲れさんス！」

　やめてくれないかなあ、こんなに集まるの。

「テツはまだ来てない」

　扉のすぐ脇にいた四代目が言った。立たち会あい人にんである彼は、その日はジャケットもロングパンツも白一色。でもヒロさんなんかの白ずくめとはまるで雰ふん囲い気きがちがう。死しに神がみみたいだ。

「あのう、こんなにおおごとにしなくてもよかったんですけど……」

「他に殴り合いで怪け我が人にん出てもかまわねえ場所なんてねえだろが」

　それもそうだけど。ここ、広いしなあ。でも、ギャラリーはなんとかならなかったのか。

「兄貴、今日はお願いしぁす！」

「一万ぶち込みました！」

　野の太ぶとい声が飛ぶ。あれから、ヒロさんと少しよう佐さが僕に施ほどこした特訓の噂うわさが広まったのか、僕に賭かけるやつもいくらか増えたのだという。テツ先輩のオッズがあまりに美お味いしくないせいもあったんだろう。でも、オッズが一時的にでも僕へと傾いたせいでテツ先輩への張りはかえって膨ふくれあがり、最終的な倍ばい率りつは怖くて聞いていない。

「先に訊きいとく。俺はどのへんで止めに入ればいい？　おまえが何回ダウンしたらとか、頭へのダメージがまずそうとか──」

「止めないで、ください」

　僕は四代目の口もとをじっと見つめて、きっぱりと言った。狼おおかみの鋭い目が僕をにらみ返した後で、ふっとゆるむ。

「そうだな。野や暮ぼだった。喧けん嘩かだからな」

　床とこの間まの方に向き直ると、そのジャケットの背中に刺し繡しゆうされた降こう三さん世ぜ明みよう王おうが僕をにらむ。

「死ぬまでやれ」

　僕はうなずいた。

　テツ先せん輩ぱいが入ってきたのは、僕が拳こぶしにバンデージを巻いているときだった。

「おー。いっぱい集まってんな」

　いつものＴシャツ姿に、その日は肩から一いつ対ついの赤いボクサーグローブをぶら下げている。まるで川釣づりにでも来たみたいな余よ裕ゆうたっぷりの様よう子すで斎さい場じようを見回す。

「伯お父じ貴き、お疲れさんス！」

「お疲れさんス！」

　組員たちが一いつ斉せいに座ざ礼れいする。

「ん？　なんでナルミもグローブつけるんだ」

　僕が手にはめようとしていた茶色のグローブを見て、テツ先輩は首を傾かしげる。

「べつにボクシングやるわけじゃねえぞ？」

「先輩だってグローブ持ってきてるじゃないですか」

「ああ、これは」先輩は肩の赤い合成革がわをぽんぽんと叩たたく。「俺ァさ、これまで喧嘩じゃ一度も本気出せなかったんだ。素す手ででマジ殴なぐりしたら殺しちゃうからな。グローブは」

　先輩は少し言葉を切り、うつむいて自分の拳に視線を落とす。さみしそうな目。

「本気で殴るためにつけるんだよ」

　やばい、膝ひざが笑い出しそうだ。僕はこみ上げてくる恐怖を必死でこらえる。

「そうですか。……僕も、ボクシングやるわけじゃないですよ。これも作戦です」

「へえ」

　それきり、僕らの間に言葉はなかった。

　やがて少しよう佐さが入ってくる。かついでいるのは三さん脚きやくと高性能ビデオカメラ。

「待たせました。そろそろ始めましょう」

「……ヒロは来ねえの？」とテツ先輩。

「ヒロさんは『はなまる』にいます。彩あや夏かの気が変わったら連れて来るでしょうが、間に合わないんじゃないかな」

　彩夏。

　テツ先輩との勝負が近づいてくるにつれて、口もきいてくれなくなった。絶対に見に行かないってわざわざ言ってたし……。

　アリスも来ていないのは、僕が勝てると思ってないからだろう。

　それでもいい。二人に見てもらうようなことじゃない。テツ先せん輩ぱいがここに来てくれた。僕も逃げずにここに立っている。それだけで、最後の可能性はつながったのだから。

「始めましょう」

　僕が言うと、テツ先輩が振り向き、両手のグローブをぱんぱんと打ち合わせてなじませる。四代目が神かみ棚だなの前に立つ。

「ゴングとかねえからな。好きに始めろ馬鹿二人」

　その言葉が、合図だった。

　僕が両手をあごの高さに持ち上げるのと、テツ先輩の身体からだがすっと低く沈み込むのはほとんど同時。少しよう佐さのギプスで叩たたき込まれた反射運動がなければ、僕はそのままガードをぶち抜かれてあごを砕かれていただろう。両手がまとめてへし折られるような衝しよう撃げきが真ま正面から襲おそってきて、僕は真ま後うしろに吹っ飛んで倒れた。畳たたみが背中にこすれて火が点つきそうに熱い。

　なんにも見えなかった。ほんとにパンチだったのか？　体当たりかなにかじゃないのか。起き上がって距きよ離りを取ろうとしたところに、覆おおい被かぶさるように襲ってくる黒い影。

　かろうじてガードした肘ひじごと、砲ほう丸がんみたいな衝撃が脇わき腹ばらをえぐる。

　熱い。殴られた部分だけが身体から浮き上がって膨ふくれたみたいに感じる。落ち着け、目で捉とらえろ、僕に他に武器はないんだから。

「兄あに貴き、亀かめになってねえで手ぇ出して！」

「そのままぶち抜け伯お父じ貴きィッ」

　組員どもが好き勝かつ手てに声をあげるのが遠く聞こえた。

　視し界かいの隅すみを灰色のものがかすめる。僕はガードを浮かせて腕を前にわずかに伸ばした。マッチョ店長に教わったことその一。びびって身体に腕を密着させたガードは死し期きを早める。一つには、腕へのダメージが馬鹿にならない。二つ目は、相手との距離感を喪そう失しつする。

　だから──腕は鎧よろいじゃなく、ただの障しよう害がい物として使え。

　ぱあん、と背せ筋すじが寒くなるくらい爽そう快かいな音がして、飛んできた弾だん丸がんが僕の手首のあたりをえぐりながら突っ込んできた。見えた、そう思った瞬しゆん間かんには僕の視界の右半分はきなくさい赤で塗り潰つぶされる。どよめきが聞こえ、耳鳴りがして、だいぶ遅れて歯の根に響ひびく痛みがやってきた。膝ひざが崩れ落ちそうになる。

　一発、頭にもらった。いや、目をかすめたのか？　ダメージがよくわからないけど、ふらついている。

　でも──

　腕の間に、今ははっきりとテツ先輩の姿が見える。捉とらえた。次のワンツーを手の甲こうで弾はじくようにして受け流す。そして僕からの最初のパンチを、いきなり右から。ぱあん、とテツ先輩は僕の小こ手て先さきの一いち撃げきを払いのけた。腹を狙ねらった蹴けり──そう、蹴りだ、これはボクシングじゃないんだから──が返ってきて、後ろに飛び退のいてかわす。

「なんだよ。習ったのはディフェンスだけなのか」

　テツ先せん輩ぱいが肩をすくめる。

「あと、必殺技わざを一つだけ習いました」

　僕の言葉に、先輩の眉まゆがぴくっと動く。はったりだと思っているだろうか。どっちでもいい。僕の勝ち目がわずか一ひと筋すじしかないのは事実だし、それは意識してくれた方がやりやすい。少しよう佐さが言っていた通り、僕はこの戦いの最さい中ちゆうに、一方的に殴なぐられながらも、探さなきゃいけないのだ。先輩の死し角かく。

　先輩の上半身が、ゆらゆらと左右に傾かしいだ。そのぬめるようなリズムが、ずきずきという僕の鼓こ動どうを浸しん蝕しよくしていく。

　来た。そう思ったときは、テツ先輩の顔が僕の肩のすぐそばにあった。とっさにしゃがんだ僕の後ろ髪がみを、先輩の鉈なたみたいな肘ひじ打うちが薙なぎ切る。延えん髄ずいを狙ねらった肘だ。畳たたみの上を転がりながら、腹の中に無む理り矢や理り氷を詰め込まれたような気持ちになる。考えが甘かった、この人ほんとに殺す気できている。

　起き上がろうとしたとき、下した腹はらになにかが突き刺さった。

「──がッ」

　血混じりの涎よだれと一緒に、自分の口から吐き出されたうめき声を聞く。テツ先輩の蹴けりは畳の上に伏せていた僕の身体からだが浮き上がるほどの強さだった。

「寝てんじゃねえよ。さっさと立て。殴りづらいだろが」

　テツ先輩の声が降ってきて、酸の雨みたいに耳を灼やく。僕は腹を押さえながら畳に手をついて身を起こした。あごが震えている。やばい、身体がびびってる。テツ先輩の冷たい三さん白ぱく眼がんが視し界かいに入っただけで、喉のどが「ひぐっ」と鳴って飛び退のいてしまう。

　この人はほんとに、テツ先輩なのか。

　僕の認にん識しきが甘すぎただけか。ガキの喧けん嘩かだから。ほんとうに憎い相手なわけじゃないから。そういう考え方はなくそうと努力してきた。でも、心のどこかに、残っていたのかもしれない。いつかテツ先輩は言っていた、相手が痛いのを想そう像ぞうしちゃったら人は殴れないと。僕はそれを痛つう感かんする。殴り合いになにより必要なのはそれだ。ある種の想像力の欠けつ如じよ。

　僕には無理だ。

「お、おい、兄あに貴きやべえぞ」

「目が死んでる」

　いつの間にかギャラリーどもの歓声は絶えて、ぼそぼそした囁ささやき声に変わっている。うるせえ黙ってろ。そんなの、こっちがいちばんよくわかってる。

　テツ先輩が、まったくノーガードの姿し勢せいで無む造ぞう作さに歩み寄ってくる。そうするのがいちばん恐怖心をあおると知っているのだ。畳の端はしまで後ずさった僕は転びそうになり、あっという間に壁かべ際ぎわまで追い詰められる。先輩のグローブが持ち上がった。つかまれる！　反射的にその手を振り払った瞬しゆん間かん、がら空あきになった僕の顔面になにかが叩たたきつけられた。一いつ瞬しゆん、世界が真まっ白しろになり、意識だけが遊ゆう離りし、再び肉体に戻ったとき、僕はずるずると壁に背中をこすりつけながら床に倒れていた。割れた額ひたいから流れた生温かいものが、鼻の両側を伝い落ちる。痛みはあるのだけれど自分の身体からだのものだと思えない。頭ず突つきを喰らったのだ、と、薄ら寒いくらい冷静に考えてしまう。

　肋ろつ骨こつの間に、先輩の爪つま先さきが突き刺さった。

「──がッはッ」

　血ち反へ吐どを散らしてのめる。二発目、三発目、肺を直接蹴けられているみたいだ。血で霞かすんだ視し界かいの中、僕は気を失いそうになるのをこらえ、なにかに──テツ先輩の脚あしにしがみついた。

「ひっつくンじゃねえ」

　首くび筋すじにまさかりみたいな一いち撃げきが打ち込まれ、僕の身体は板張りの床に叩きつけられた。まだ頭と胴どう体たいがつながってるのが不ふ思し議ぎでしょうがない。

「おいナルミ、終わりか？　てめえからやるって言っといて、やられっぱなしでおねんねかよ。なんにも答えねえと肋骨踏ふみ折るぞ」

　それでもいい気がしてきた。僕は身体じゅうの痛みを背中の方に飛ばしながら歯を食いしばってうつぶせになる。どこの骨でも折ればいい。もういやだ。立てない。

　背中に鉄てつ塊かいが落ちてきたような衝しよう撃げき。錆さびのにおいのする空気が吐き出される。

「藤ふじ島しま中ちゆう将じようッ、おい、テツさんあんたやりすぎでしょうッ」

　少しよう佐さの声が聞こえた。薄うす目めを開くと、僕に駆け寄ろうとしていたその小さな体たい軀くを後ろから押さえつける、もう一つの白い長身──四代目。

　そうだ。なにがあっても止めるなって、言ったのは僕だ。

　次の一撃が脇わき腹ばらを突き上げる。痛みが脊せき髄ずいにまで染み込んできた。僕は床を転がって畳たたみの敷いてある板の間中央に戻る。再び足音が迫ってきた瞬間、まるで見えないギプスのばねが引っぱり上げたかのように僕は立ち上がって両拳こぶしを構えていた。

「……へえ」

　腫はれたまぶたのせいで半分ほどになってにじんだ視界の中、ほんの一歩手て前まえまで来ていたテツ先輩が意い外がいそうな顔をする。

「まだやれんのかよ。ナルミにそこまで根こん性じようがあるとは思わなかったな」

　先輩もまた拳を顔の高さまで持ち上げた。ボクサーの表情。

「なんでそこまでするんだよ？　なんで俺たち、こんな馬ば鹿か馬鹿しいことやらなきゃいけないんだ？」

　答えのかわりに、僕は左のジャブを土ど台だいにして右からのフックをもう一度浴びせる。先輩がわずかに身体を傾けてそれをかわした瞬間、ぱあんと顔の真まん中なかに衝撃が走って、温かいものが飛び散った。僕は飛び退のく。後ろ足の膝ひざが折れそうになった。カウンターをもらったのだ。鼻はな血ぢが畳たたみの上にぽたぽたと落ちる。

「……先せん輩ぱいが、こんなに強いから」

「意味わかんねえよ」

　いつの間にか斎さい場じようは静まり返っている。四代目に片手で押さえ込まれた少しよう佐さがもがいている他は、動くものもないし、僕と先輩以い外がいは一言も発しない。

「なんでこんなに強いのに、ボクシングやめたんですか？　なんでパチプロなんかに」

　もうとっくに知っていることを、僕は訊たずねる。先輩の顔色がわずかに変わる。

「俺がボクシングやめても、だれも困らなかったからな。パチやらないと俺が困る」

　先輩は薄く笑う。そこに僕は踏み込み、執しつ拗ように見せジャブとフックを入れる。先輩の分ぶ厚あついガードは微び動どうだにしない。

　噓うそだ、と僕は思う。先輩がボクシングをやめて、哀かなしんだ人だっていたはずだ。右。右。踏み込んでは飛び退のくのを繰り返しながら、何度も何度も、同じ場所に、僕のただ一つのパンチを打ち込む。何度目かで、僕は踏み込んだ軸じく足あしを畳たたみにめり込ませるほどのギロチンみたいな圧力を感じた。踏まれた！　逃げられない、もう遅い、先輩の肘ひじが跳ね上がり──

　赤。

　視し界かいをゆっくりと、天てん井じようが流れ過ぎていく。

　仰あお向むけに倒れて、後こう頭とう部ぶを畳にぶつけたはずなのに、その痛みはほとんどない。あるのは虚きよ脱だつ感だ。自分の腕も脚あしも、どこに行っちゃったのかわからない。やっぱりだめだった、もう立てそうもない。わりとがんばった方なんじゃないかな、二週間で。ソープの掃除も、ギプスの拷ごう問もんにも耐えた。それでも届かなかった。僕はなんのために殴なぐられてたんだっけ。ここであきらめて、なにを失うんだっけ？　もう色々どうでもいい気がしてきた。あちこちの痛みが浮き上がってきたし、血が目に流れ込んできそうだし、このまま気を失ってしまえば、楽に──

　逆さまになった視界の中、鼠ねずみ色いろの金属扉とびらが割れて外の光が僕の目に射さす。まぶたを閉じようとしたとき、逆ぎやつ光こうの中の影が見える。吹き出した風に踊る、長い黒くろ髪かみ。

「──ナルミ！」

　幼い少女の声が突き刺さる。僕は意識が朦もう朧ろうとしていて、パジャマのままなのは急いでたせいかな、なんてことを考えながら、駆け寄ってくるアリスの姿をぼんやりと見つめる。

「アリス、だめだよ！」

　後ろから、長い腕が伸びてアリスの胴どう体たいを絡め取る。ヒロさんだ。扉を手で押さえて半身を中に入れている。

「だめだって、勝負中なんだから！」

　そうだよ。邪じや魔ますんなよ。今から僕はテツ先輩に蹴けり殺されるところだから。脇わき腹ばらに焼けた鉄の棒が突き入れられたような痛み。僕はひしゃげた声と血と涎よだれを撒まき散らして畳の上を転がる。テツ先輩がすぐそこにいた。

「テツっ、それ以上ナルミを傷つけてみろ、きみとは絶ぜつ交こうだ！」

　アリスがヒロさんの腕の中でわめく。

「勝かつ手てにしろ。タイマン中なんだ邪じや魔ますんな」

　ぞっとするほど冷たいテツ先せん輩ぱいの声に、僕の手足の指先から、全身の力が流れ出していく。もうすぐ終わるかな。あと何発殴なぐられて蹴けられればいいんだろう。僕はもう一度目を閉じようとした。そのとき──

「ナルミ、ばか！　きみはぼくから親友と助手をいっぺんに奪う気か、そんなことをしたら生しよう涯がいきみを赦ゆるさない、来らい世せでも来来世でも永えい劫ごうきみを赦さないからっ」

　アリスの声がびりびりと全身に響ひびいた。

　跳ね起きた僕の頭のすぐ右を、テツ先輩の踏み落とそうとした足がかすめる。畳たたみの上をもんどり打って距きよ離りを置く。全身の筋肉が骨からはがれて弾はじけ飛びそうだった。それでも僕はぎりぎりと歯を食いしばって立ち上がる。

　そうだ。僕は、殴らなくちゃいけない。ギプスによって埋め込まれた本能が僕に闘う姿勢をつくらせる。もう一度、あの場所を取り戻すために。テツ先輩の優しさを、この拳こぶしで確かめるために。

　畳に血の唾つばを吐き捨てる。テツ先輩が低い姿勢で滑るように寄ってくる。下からの最初の一発をクロスした腕で受けるだけで、骨が悲鳴をあげ、足がかすかに畳から浮く。もつれて転びそうになったところに右のストレート。わずかに打点をずらし、肩で受ける。関かん節せつが砕けたような痛み。でも左だ、右さえ、右の一発さえ打てればいい、頰ほおが裂けて血が噴ふき出す、先輩の太ももを蹴り上げるとその筋肉質の上体がかすかに揺らぐ。もうほとんど力の入らない左腕を振った。風にあおられた風船みたいなのろい動きの拳を軽く手の甲こうでいなして、先輩はその右手をそのまま僕の顔面にえぐり込ませようとした。

　ここだ。

　腰を落とし、ほとんど横よこ様ざまに倒れるようにして身体からだを折る。先輩のカウンターが頰をこすって皮ひ膚ふをはぎ取る。そのとき僕の右手は勝かつ手てに動いた。

　テツ先輩の視し界かいにぼっかりとあいた穴が──死し角かくが、はっきりと見えた。

　崩れかけの姿勢から斜め上に向かって放たれた、力も勢いもなにもない、僕の最後のパンチ。だれでもそれをかわせるはずだった。たとえば僕にしたって見て避けることができるくらい、弱々しい一いち撃げきだった。

　でも、テツ先輩には見えなかった。

　あご骨の硬さが僕の拳に突き刺さった。そのまま振り抜くと、ぐぎり、という不ぶ気き味みなくらい心地ここちよい感かん触しよくが腕に伝わってくる。目は開いたままのはずなのに、僕にはテツ先輩の顔が見えなかった。黒い影と血の赤だけだった。なにかがのしかかってきた。重たい。そのまま押し潰つぶされそうだった。もがいて、引きはがす。足下の床になにかがごとりと倒れるのが足に伝わってきた衝しよう撃げきでわかった。

　頭ず痛つうと紛まがうほどの耳鳴りの中で、僕は立ちつくし、それを見下ろしていた。しばらくの間、僕の意識が身体からだからむしり取られて、倒れている自分を自分で見下ろしているのじゃないかと思っていた。でも、喉のどを灼やく吐と息いきはたしかに僕のものだったし、今にも膝ひざを砕きそうなほどの痛みも僕のものだった。

　そして、足下に横たわっているのは僕ではなく、テツ先せん輩ぱいだった。

　どうして？

　そんな疑問が一いつ瞬しゆん浮かんでくる。もちろん、僕の拳こぶしがテツ先輩のあごを打ち抜いたからだ。耳や目からも血が噴ふき出してきそうな気がした。一つ息を吐いたら、全身の骨と腱けんがばらばらになりそうだった。全身の激げき痛つうをぼんやりと意識のまわりに踊らせながら、僕は顔を苦労して少しだけ持ち上げ、目だけを動かしてまわりを見やる。最初に目に入ってきたのは駆け寄ってくるアリスの涙でぐしゃぐしゃになった顔だ。一いつ斉せいに立ち上がる黒Ｔシャツたち。肩をすくめる四代目、がっちり腕を打ち合わせるヒロさんと少しよう佐さ。

　ここはどこだろう。ぼやけ始めた世界の真まん中なかで、僕は思う。

　ここにいていいんだろうか。まだその戦いは終わってなかったような気がする。

　でも、今はとにかく──

　勝った、みたいだ。

　得られたものも、守れたものも、なにもなかった。

　最初から知っていたことを、ただ確かめただけだった。それでも。

　だからもう、倒れてもいいよね？　足がくがくだし、まぶたが重いし、顔が倍に腫はれ上がったみたいに熱いし、血が鼻につまって息がうまくできないし。

　だれかのちっちゃな身体が僕の脚あしに抱きついている。僕はそのつややかな黒くろ髪かみに指を滑り込ませると、すがりつくようにして膝を折り、床に腰を下ろし、それから崩れ落ちた。
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　僕はそのとき学校の屋上にいて、目の前にはコンクリートの床が、フェンスの向こうには冬の夕空が、ずっと広がっていた。まだつぼみもつけていないナガミヒナゲシの薄うす緑みどりの株が床タイルの継ぎ目に生おい茂って、肌はだ寒さむい風に揺れている。

　隣となりに体温がある。彩あや夏かだ。しゃがみ込んだ僕の横に体育座ずわりしている。ちょうど、腕わん章しようをつけた彼女の腕が僕の腕にぴったり触れている。

「あたし、藤ふじ島しまくんより不ぶ器き用ようかもしれない。あのね、すっごい感謝してるんだけど、たぶん伝わってないと思う。だから、春になったら──」

　ああ、これは──この夢は。

　あの日の、途と切ぎれてしまった彩あや夏かの言葉だ。

　彼女が飛び降りる前の、僕らが腕わん章しようをつけて活動した最後の日。

「春になったら？」

　あの日訊きけなかったこと。夢の中なら、僕にだって訊ける。

「うん。春になったら、お互いお腹なかの中にしまってあることをちゃんと言おうね」

「胸の中、じゃないのか」

「あ、あれ？」

　彩夏はこっちを向いて笑う。

「あたしあんまり胸ないからお腹の中にしまっておくの」

　いや、彩夏はこんな品のない冗じよう談だんは言わないだろ。自じ重ちようしろよ僕の夢。

「それでちゃんと言い合って、ちゃんとした人間関係を築き上げるのです」

　ぴんと人差し指を立てて彩夏はおどけた口く調ちようで言う。

「なんかそれだと、今がちゃんとしてないみたいだけど」

「ちゃんとしてないんじゃないかなっ？」

　彩夏は膝ひざを抱えてフェンスに背中を押しつける。

「だって藤ふじ島しまくんも今まで、あたしが藤島くんのことどう思ってたか知らなかったでしょ。あたしもそう。それなのにこんなに近くになんとなくいるのは、変だよ」

　そうかなあ。アリスと僕だって、あるいはテツ先せん輩ぱいたちとだって、そんな感じだけど。

　ああ、でも、彩夏とは、またちがうのかもしれない。だって僕らのはじまりは、彩夏が僕をはっきりと求めて、見つけたことだ。それなら、僕は。

「──言えるよ」

「え？」

「春にならなくても、言えるよ。今なら」

　だって、僕はテツ先輩に勝った。アリスにも彩夏にも心配されて、怒られて、あきれられて、でもちゃんと生き残っている。だから、今なら言える。

「僕には、彩夏しかいなかった。彩夏が手を貸してくれなきゃ、ずっとひとりだった。彩夏が僕に怒って、いなくなりそうになったとき、凍こごえそうなほどさみしかった。実際にいなくなってしまったら、もう抜ぬけ殻がらだった。そんな感情が自分にもあるなんて信じられなかった」

　すごいな。なんでも言えるよ。目が醒さめたらちゃんと、今の彩夏にも言おう。

「──彩夏に逢あえて、よかった」

　僕の言葉はそこで、ガラスの冬空に吸い込まれて消えた。

　しばらくの沈ちん黙もくの後で、彩夏はほう、と息を吐いた。

「……それだけ？」

「え？　……う、うん」

　僕は彩あや夏かの、ちょっとさみしそうな横よこ顔がおを見つめてうなずく。そのときの彩夏の姿に、僕はふと違い和わ感かんを覚えた。どこかおかしい。どこか、記き憶おくと食い違っている。なんだろう。

「なのに、いつもあたしに怒ってるみたいに見える」

「そんなこと……」

　僕は途と中ちゆうで言葉を吞み込む。いつのまにか冬の夕空は消えていて、僕らは暗くら闇やみの中にいる。彩夏の横顔からも明るさがすっかりひいている。

「なにに怒ってるのか言ってくれればいいのに、いっつも他た人にん行ぎよう儀ぎで、だから哀かなしくなる。なにをどうがんばればいいのかも、わからない」

「他人行儀なのはそっちじゃんか」僕は思わず声を荒らげる。「なんで、黙っていなくなったんだよ。僕になにか話してくれればよかったのに、ひとりで、飛び降り──て……」

　やめろ、と僕は思う。顔の傷に自分の声が響ひびいてずきずきと痛む。

「ごめんなさい」

　彩夏の顔は闇に沈んでしまう。もうそこは夕暮れの屋上ではなく、どこかの狭くて暗い部屋の中で、彩夏は記憶を失くした後の彼女特有のとまどいを目にためている。

「……憶おぼえてない。あ、あたし、やっぱり自分のことばっかり、考えてたのかな……」

　言葉が僕の胸につかえる。どうしてこんなこと訊きいてしまったんだろう。それは、僕を暗がりの中につなぎ止め、アリスを事件に縛しばり付けていた、最後の謎なぞ。

　でも、そんなのは──もう、いいじゃないか。大事なのは、今ここに彩夏がいること。

「でも、今のあたしがなにか喋しやべると、いっつも暗い顔になる」

「それはっ、……昔の彩夏がどうとか関係ないよ。だって、さん付けされたり敬けい語ご使われたりしたらだれだって……ああ、もう、いいんだよそんなの、とにかく」

「そんな……」彩夏の曇った顔に雨の予感。「そんな単純な、こと？」

「単純で悪かったな」どうして僕らは、思ったことを普通に言えないんだろう。「彩夏がなにか僕のことでがんばる必要なんてない。もう、戻ってきてくれたんだから、それだけで」

「でもっ」

　彩夏はやっと伏せていた顔を上げる。きらきらしたしずくが飛び散る。

「でも、あたしは」

　言葉の最後がぼやける。背中と腹にも痛みがよみがえってきて、突然水の中に放り込まれたような寒気が全身を包んで、僕はもう一度暗くら闇やみの中にずぶずぶとのめり込んでいく──
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　目を開くと、茶色い毛むくじゃらのものがすぐ目の前にあった。

「わぁッ」

　払いのけようとして腕を持ち上げたとたん、全身にみしみしと痛みが走って、僕は固い息を吐いて脱だつ力りよくする。

「見たまえ、目を覚ましたよ！　やっぱりリッリルウの力は偉い大だいだ」

　脇でアリスが言って、座ったままぴょんぴょん飛び跳ねた。傷に響ひびくからやめろ。

　首だけ持ち上げる。皮ひ膚ふがびりびりと背中まで破れそうに痛い。ベッドに仰あお向むけに寝かされているのだとようやく気づく。アリスがすぐ隣となりに座って、あの中サイズのクマのぬいぐるみを僕の顔に押しつけようとしていたのだ。なにすんだ。

　アリスが僕の顔をのぞき込んで喜き色しよく満まん面めんで言う。

「四代目が手っ取り早く肘ひじ打うちで、ヒロはお肌はだに効果覿てき面めんの化け粧しよう水すいを飲ませ、少しよう佐さは軍用スタンガンを使ってそれぞれ起こそうとしたけれど、効果があったのはぼくのリッリルウだけだよ感謝したまえ」

「殺す気か！」

　なんとか起き上がる。背の低い書しよ架かと段ボール箱だらけの埃ほこりっぽい部屋。平ひら坂さか組ぐみ事務所の書しよ斎さいだった。アリスの向こう、ＰＣの机に座った四代目、重ねた段ボール箱にヒロさん、重ねてない箱に少佐。そして──

　部屋の入り口近くにあるキャスター付きの棚に腰掛けた、テツ先せん輩ぱい。

「勝ったってのに、おまえの方がぼろぼろだな」

　さして面白くもなさそうに、先輩が言った。少佐がくつくつと笑う。

「あ、い、いえ……」

　僕は自分の身体からだを見下ろす。Ｙシャツはたぶん破れて血だらけになってしまったのだろう、脱がされていて、包ほう帯たいと絆ばん創そう膏こうだらけになった腕や胸が見える。

　もう一度部屋の中を見回す。彩あや夏かの姿はない。そうか。夢だもんな。彩夏の言葉はやけに、リアルに耳に残っているけれど。先輩と勝負する僕をあんなに怒っていた彼女が、ここに来るわけがない。

　先輩に──勝ったんだっけ。

　勝ったのか。ほんとに。まだよくわかってない。

「勝ったんだよ」

　四代目が、なんだか不ふ機き嫌げんそうに言う。

「園えん芸げい部、おまえ最初から狙ねらってたな？　なんだあのへたれフックは。最初の何発かは距離を測ってたのか？」

「あ、い、いえ……」

　僕は、指の感覚がまだ鈍い、自分の右手を見下ろす。

「距離じゃないです。場所と角度を測ってたんです」

　四代目は片方の眉まゆを傾かしげ、それからテツ先輩を見やった。

「知ってたのかよ」テツ先せん輩ぱいが言葉を吐き出す。「ああ、そうかアリスが調べたのか。やれやれ。どうせご丁てい寧ねいに、読めもしないカルテまで漁あさったんだろう」

「テツ。その話はここでしなくとも──」

「べつに、知られたってかまやしねえよ」と、先輩はアリスの言葉を遮さえぎった。僕の胸が痛む。

「……おまえ、目、病気か？」

　四代目が言った。僕は息を吞んで振り向く。わかるのか。あの喧けん嘩かを見てただけで。

「わかるもなにも、あんなへろへろなパンチが避けられないなんて、他に理由あるか」

「そうだよ」

　テツ先輩は、両りよう肘ひじを膝ひざの上に置いて、指先を合わせ、床に視線を落として言う。

「緑りよく内ない障しようだ。神経が切れてて、ぼっかり見えない範はん囲いがある」

　そう。アリスが見つけ出した、テツ先輩の死し角かく。緑内障。視し神経の損そん傷しようによって、視し界かいの一部分に原げん義ぎ通りの『盲もう点てん』が広がる障しよう害がい。

「茶色いグローブも、それじゃあ、そのためか」

　四代目があきれたように言う。僕は力なくうなずいた。

　保ほ護ご色だったのだ。戦場が、あの暗い板の間だということは早い段階からわかっていた。だから壁や床の色に、僕のパンチが紛まぎれ込むようにと。もちろん他のどんな相手にだって、こんないい加か減げんな小こ細ざい工くは毛ほども通用しなかっただろう。でも、テツ先輩の病んだ眼めには──

「……すみません」

　そう、勝かつ手てに口をついて言葉が出てきた。先輩は皮ひ肉にくめいた笑えみを浮かべる。

「なんでナルミが謝るんだ？　べつに気にしてない」

　でも、僕はテツ先輩の障害につけ込んだ。少しよう佐さにも、教えてしまった。

　僕はテツ先輩に殴なぐられ、蹴けられ、這はいつくばりながらも、何度も右フックだけを振り回してそのポイントを探した。先輩の反応が遅れる角度。先輩の眼がん球きゆうの動きがおかしいスポット。

　それだけが、先輩の負けた唯ゆい一いつの理由。

　そして、それはまた──テツ先輩がボクシングをやめた理由でもある。

　だから僕は、さらなる言葉で、先輩の眼の傷をなお深くえぐらなくてはいけなかった。だって、そのために戦ったのだから。

　もうとっくにわかっている真実を、事実に変えるために。

「……医者から言われたのは、四年前の十月ですよね」

　訊たずねるときに痛んだのは、口の中の傷だけじゃなかったと思う。

「そうだったかな」

「ボクシングをやめて、それから学校に退学届けも出して……親代わりだったジムの会長に、その退学届けを取り消されたのも、十月ですよね」

「だから、なんだよ？」

「先せん輩ぱいは、羽は矢や野の友とも彦ひこの事件のずっと前に──学校をやめる気だったんだ」

　それが、僕の拳こぶしで確かめた事実。

　先輩を暗いぬかるみから引っぱり上げて、高校にまで行かせてくれたのは、ジムの会長だった。二人をつないでいたボクシングを失ったとき、先輩は立ち去ることを選んだのだ。ジムからも、学校からも。

「そうですよね？　羽矢野友彦を死なせたせいで退学になったように思われてるけど、先輩はもうとっくに」

「それがどうした」

「だから先輩は羽矢野を」

「もういい」

　凛りんとした少女の声が、僕の声をぶっつりと断ち切った。

「もうそれはいいんだ、ナルミ。それはわかってる」

　僕はため息をついて、うなずいた。そういう約束だ。この先は、探たん偵ていの取り分。

　アリスは僕の顔から、テツ先輩のうつむいた頭に視線を移す。

「テツ。ぼくが知りたいのは、たった一つだ。皆みな川がわ憲けん吾ごはなにをしようとしたんだ？　敗者の矜きよう持じをもって、噓うそ偽いつわりなく答えてくれるね？」

　長い長い間があった。だれも身じろぎすらしなかった。

「……知らない」

　やがてテツ先輩がぼそりと答える。

「ほんとうだよ。皆川は、ひとりで全部ひっかぶって、黙ってなにかやった。そういうやつだったんだ。なにやってたのかは、知らない」

「退学後も頻ひん繁ぱんに学校に行っていたというのも知らないのかい」

「ああ、いや……学校じゃねえな」

　テツ先輩の答えに、アリスの髪かみがぴくんと反応する。僕も身を乗り出そうとしてしまった。

　学校じゃない？

「やめた後、皆川とＭ高の近くで何度か逢あった。寺に通ってるんだっつってたよ」

「……寺？　それは、Ｍ高校に隣りん接せつする寺のことかい」

「たぶんな。それ以上は知らない」

　寺に？　なんのために？　だれかの墓はか参まいりだろうか。でも、羽矢野友彦の墓はべつの場所にあるし……わけがわからない。

「彼の目的は、きみたちと同じ──だったのだね？」

「そうだ」

　アリスはテツ先輩の額ひたいのあたりをじっと見つめた。それからベッドを下りて、ぬいぐるみを抱えたままてとてとと先輩に歩み寄る。

「わかった。では、これでおしまいだ。絶交もなし。ぼくらニートにだけ許された、迦か陵りよう頻びん伽がの羽のごとき身の軽やかさでもって、ぼくらの友情を取り戻そうじゃないか」

　テツ先せん輩ぱいに向かって差し伸べられた、アリスの小さな手。それを見て、みんなの表情が一いつ斉せいにふっとゆるんだ気がした。四代目も、少しよう佐さも、ヒロさんも──テツ先輩さえも。

　でも、先輩はその手のひらをちらっと見た後で、そっぽを向いて言う。

「なに言ってんだ。なにが絶交だよ。おまえみたいな面白いガキをほっとくわけないだろ。絶交されようがちょくちょく顔出す気満まん々まんだったぜ、俺は」

「──な、な、なんだとこの野や暮ぼ天てん！」

　アリスは黒くろ髪かみを逆さか立だてて、クマのぬいぐるみをテツ先輩の顔にぎゅうぎゅう押しあてた。

「ぼ、ぼくが精せい一いつ杯ぱいの気き遣づかいでもって、握あく手しゆですべてを水に流す機会をつくってやったというのにきみってやつは、品性も機き微びもパチスロ屋の煙草たばこ臭い空気で燻いぶされてヤニに埋もれてしまったのかい！　まったくあきれた！　一度脳みそをドライクリーニングにっ」

「あーうんわかったわかった」テツ先輩は立ち上がってアリスの頭をなでる。「俺が悪かったよ。だからもう帰らしてくれよ、俺だってナルミの二千分の一くらい怪け我がしてんだよ」

　ようやく、笑い声が弾はじけた。ヒロさんと少佐だ。アリスだけがぷりぷり怒り続ける。

「テツ、まだ話は終わっていない。そこに正せい座ざしたまえ、きみにはいっぺん──」

「んじゃ四代目、面めん倒どうかけたな」

「こんなのは二度とごめんだ。ゴタやるならてめえらだけでやれよ」

　アリスの頭あたま越ごしに二人は言葉を交わし、テツ先輩はドアを開けて書しよ斎さいを出ていく。

「さ、早く戻ろうよ。ミンさん心配してるよ、きっと」

　ヒロさんがアリスの腕を取る。少佐は荷物をバックパックにしまい始める。

「まったく！　いいだろう話の続きは事務所に戻ってからだ、ナルミ、もう歩けるだろうさっさと服を着て帰る支し度たくをしたまえ！」

　無む茶ちや言うやつである。でも四代目が僕をベッドから蹴けり落としたので、しかたなくＴシャツだけ着て、顔をしかめながら靴くつを履はく。やばい、これ明日になったら筋肉痛つうと合わせて地じ獄ごくの苦しみだぞ？

　僕らが四代目に押し出されるようにして、そろって書斎から事務所に出たときだった。アリスが、黒Ｔシャツだらけの狭せま苦くるしい部屋の中を見回して言う。

「……ん？　彩あや夏かはどうしたんだい」

　え？

　彩夏？

「いや、そのう、出てっちまいましたけど」

　申し訳なさそうな顔で、岩いわ男おが答えた。

「あ……彩夏、来てたのッ？」

　僕の素すっ頓とん狂きような声に、アリスがあきれ顔で振り向く。

「きみのその傷の手当てはだれがやったと思ってるんだ、まったく」

　僕は顔に手をやる。べたべたと惜しげもなく貼はられた絆ばん創そう膏こう。

　ほんとにあれは全部夢？　彩あや夏かの声、彩夏の言葉、それから僕の答え。

　僕はそこで、夢の中の違い和わ感かんを思い出し、食いつくようにアリスに訊たずねた。

「ね、ねえ、ひょっとして彩夏、腕わん章しようしてなかった？　黒いの」

　怪け訝げんそうな顔をするアリスのかわりに、ヒロさんが教えてくれる。

「してたよ。部活終おわってからここに直ちよくで来たんだって」

　僕は言葉を失う。違和感の正体はそれだ。だって、彩夏はあの日の夕方、飛び降りる前に最後に屋上で逢あったとき、僕に腕章を預けたのだから。

　でも、夢の中ではずっと腕章をしていた。だとしたら、あれは夢じゃなくて──

　彩夏が、来てくれていた。僕を手当てしてくれた。そして。
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　次の日の朝、彩夏は学校に来ていなかった。携帯にかけてみても出ない。なにかいやな予感がして、家にも電話してみようかと思い、番号を調べるために職員室に行くと、せっぱ詰まった顔をした小さ百ゆ合り先生がちょうど廊下に出てくるのにぶつかりそうになってしまった。

「あ、あ、ふ、藤ふじ島しま君──なにその怪け我が、どうしたのちょっと、人にん相そう変わってるよ？」

「え、あ、いや、これはなんでもないんですけど」

「なんでもなくないじゃない、うわあ、紫むらさき色になってる」

「いて、触らないで、じゃなくて、あの、先生の方こそ、どうかしたんですか」

「え、えっと、あの、あのね、篠しの崎ざきさんから連絡なかった？」

　背せ筋すじを、いやな汗が伝い落ちる。

「いえ……」

「昨日きのうから、家に帰ってないみたいなの」







　アリス、テツ先せん輩ぱい、ヒロさん、少しよう佐さ、ミンさん、四代目、思いつくところに片かたっ端ぱしから電話した。だれも彩夏の居い場所を知らなかった。昨日、事務所を出た後、消えてしまったのだ。

　彩夏は、消えてしまった。

　いつかのように、僕になんの言葉も残さずに。










　　　　６







　水曜日になっても彩あや夏かは消えたままだった。

「消えた、って、どういうこと？」

　監かん査さ室に行くなり、香こう坂さか先せん輩ぱいが訊きいてくる。

「だから、居い場所がわかんないんです。一昨日おとといから。みんな捜してくれてるんだけど」

「それ、藤ふじ島しま君のすごい怪け我がとなにか関係あるの？」

「あー。これは」まったく関係がないわけではないけれど、説明しづらい。

「じゃ、じゃあ……」香坂先輩はぐったりと椅い子すに座り直す。「総そう会かいももう明後日あさつてだけど、そんなこといってる場合じゃないんだね、藤島君」

「すみません」

「大だい丈じよう夫ぶ？　怪我だけじゃなくて顔色ひどいし目腫はれてるよ？」

「なんかもうずっと駆け回ってたから」

　昨日きのうは一日学校を休んで、平ひら坂さか組の人たちにも手伝ってもらって、彩夏を捜した。怪我と筋肉痛つうで歩くのもひどくつらかったけれど、彼女の父親の家にまで直接行った。トシさんには、さすがに逢あえなかったけれど。

　僕はもう、心底くたびれていた。だからって、生徒会の方をほっておくわけにはいかない。このままなんにもしなかったら、彩夏のためにしてきたことが全部無む駄だになる。

「生徒会長は、けっきょく説得できなかったんですか」

「うん。かえって頑がん固こになっちゃったみたい。このまま六人案で押し通されるかも」

　だろうな。あの人も、意い地じになってる。体育教官室と衝しよう突とつしてでも、総会で通しちゃうだろう。部長会への発言力も、香坂先輩よりずっと大きい。

「そしたら園えん芸げい委員会復ふつ活かつさせるのも無理だね……」

　香坂先輩がつぶやく。僕はぼんやりうなずいた。

　薫かおる子こ先輩には言っていないけれど、園芸委員会の復活には、最さい低てい部員数の引き下げが必ひつ須すだった。なぜなら、潰つぶれる部活が多ければ、園芸部だけなぜ特別扱あつかいするのかという意見が絶対出てくるからだ。ただでさえ無理筋すじなのに、そんな意見が噴ふん出しゆつしたら軟なん着陸できなくなる。

　だから、もう──

「すみません。でかい口叩たたいたのに」

「ちょ、ちょっと待って、藤島君が謝らないで。藤島君はがんばってくれたよ。それに、まだあと二日あるよ、わたしなんとかがんばってみるから」

　香坂先輩は机に手をついてぴょんぴょん飛び跳ねながら、空から元気を見せてくれる。その明るい声は、僕の中の空からっぽに痛いくらい響ひびいた。

　彩あや夏かは、僕になにも言わずにいなくなってしまった。そうして、もうすぐ園えん芸げい部も潰つぶされてしまう。なんだこれ。なんなんだこれは？　あれだけ走り回って、わめいて、もがいて、仲間を傷つけて、自分もぼろぼろになって──

　たどり着いたのがこんな場所なんて、ひどすぎる。







　自転車を引きずって、学校を出た。ペダルを踏み込むと、五月の甘い風が傷きず口ぐちにしみる。

　あのとき、僕はなにか間違ったことを言ってしまったんだろうか。

　アリスは教えてくれた。彩夏が手当てをしている間、僕はベッドに横たわって、ときおりうわごとみたいなのを口にしていた──しかも、彩夏もなにかそれに答えていた、と。

　そして、僕がまた深く眠りに落ちた後で、彩夏はそっと部屋を出ていったのだという。

　だとしたら。あの、屋上の夢。

　あれは、どこまでが夢でどこからが──

　わからなかった。だいいち、ほんとうにそんなことあるのか？　夢で喋しやべったことなんて、そのまま口にしているとは限らないし、彩夏が喋ったことなんてもっとあてにならない。

　それでも僕は必死で思い返し、なにか間違った受け答えはなかったか、探してしまう。

　なにもわからなかった。

　走っている間ににじんできた涙は、風で顔の傷が痛んだせいだと思うことにした。そうとでも思わなければ、止まらなくなってしまいそうだったから。







　ラーメン屋に着いて自転車を駐とめた後でも、しばらく僕はのれんの前で立ちつくしていた。期待していたわけではないけれど、彩夏がいないのはすぐにわかった。のれんの向こうに見える人ひと影かげは一つだけ。ミンさんだ。

　戸を引いて入る気にもなれず、裏うら手てに回る。勝かつ手て口ぐち前にも、だれの姿もない。

　みんな、彩夏を捜しに今日も走り回って聞き込みをしたりしてるはずだ。僕はひとり、非常階段の二段目に腰を下ろし、携帯電話を取り出してメールをチェックする。彩夏からのものなんてもちろんない。そのかわり、捜してくれている組員たちからのメールが山ほど。全部読んで、なんの収しゆう穫かくもなかったとわかり、嘆たん息そくする。

　アリスもあの日以来、部屋に閉じこもってしまい、僕を入れてくれなくなった。あいつなりに彩夏が消えたのがショックだったのかもしれない。

　だから、羽は矢や野の友とも彦ひこが死んだ事件も、最後の一ピースを残して、真相はわからないままだ。もちろんそれはアリス視点の話。僕には最初から最後までさっぱりわからない。

　テツ先せん輩ぱいがいったいなにをしたのか。

　羽は矢や野の友とも彦ひこが倒れたのはほんとうに温室なのか。

　それなら、校門脇わきに運んだのはだれなのか。

　犯人はいったいだれなのか。

　犯人？　と僕は思う。アリスはたしかに、その単語を口にしていた。それじゃあ、羽矢野友彦は殺されたってこと？　だれに。なんのために。

　それから、皆みな川がわ憲けん吾ごのこと。

　わからないことだらけだったけれど──それも、もうどうでもよかった。

　なにもかもが、僕のまわりから消えていくみたいに思えた。彩あや夏かだけじゃない。ニートのみんなも、アリスも。

　どうしてこんなことになったんだろう。僕、なにか失敗したのかな。

　様々な可能性を考えてみたけれど、どんな筋すじ道みちも、最後にはそこに戻ってきた。

　神様のメモ帳の僕のページに、きっとこう書いてあるのだ。「ひとりで死ね」と。

　それなのに僕は、彩夏に出で逢あった。それは神様の予定をひっくり返すほどの、奇き蹟せき。だから彩夏は避けようのない残ざん酷こくな運命に遭あって、屋上から飛び降りなくちゃいけなくなった。二度目の奇蹟で目を覚ました後も、また僕に近づいたせいで、オセロ盤ばんが最後の数すう手てでいきなり全部真まっ黒くろになるみたいにして、色々なものと巻き添えになって、彩夏は消えてしまった。

　神様が勝ったのだ。ふざけんな。

　最初からもっとしっかり予定立てとけよ。奇蹟なんか起こすな。

　生まれてから死ぬまで、きっちり僕だけひとりにしておけよ。そうすれば、そうすれば彩夏は、こんなひどい目に遭わずに──

　戸の開く音が、僕の馬鹿な考えを断ち切る。

「なにしてんだよ。客いないから店内にいてもいいぞ」

　僕はのろのろと振り向く。半はん開びらきの戸口から、ミンさんが上半身だけ出している。むき出しの肩がなんだかまぶしい。

　この人も、いつかは消えるんだよな。そんなことを考えながら、僕は首を振った。

　ミンさんはちょっと眉まゆを寄せると、厨ちゆう房ぼうに引っ込み、しばらくしてからまた出てきた。手にしたアイスのカップを、いきなり僕の頰ほおの傷口に押しあてる。

「ぃぁあああああああああなにするんですかっ」

　驚きと冷たさと痛みのあまり、宙返りしそうなくらいの勢いで僕は立ち上がる。

「なんか、腑ふ抜ぬけてたから。気合い入ったか？」

　嘆たん息そくし、また座り直した。

　ミンさんは寄ってきて僕の隣となり、肩が密着するほどの近くに腰を下ろす。触れたところが熱い。テツ先輩にやられた打だ撲ぼくのせいだと思うことにする。ミンさんの横顔を見られない。

「ほれ。食え」

　手渡されたアイスも、口に運ぶ元気すら出せず、カップの中で溶けていくのをじっと見つめていることしかできなかった。

「あのな。一つだけ」

　自分のぶんを平らげた後で、ミンさんがぽつりと言う。

「もっと信じてやれ」

　僕はようやく、のろのろと首を曲げて、ミンさんを見る。気の強い瞳ひとみといきなり鉢はち合あわせて、やっぱりうつむいてしまう。

[image: ]

「……なにを、ですか」

「なんでもかんでも」

「僕は、……ミンさんみたいに、強くないから。……そんなのは、無理です」

「おまえは強いよ。自分じゃ知らないかもしれないけど、わたしは知ってる」

「テツ先せん輩ぱいに勝って四し天てん王のうだのなんだの騒がれてるってことを言ってるなら、やめてください。馬鹿みたい」

「ンなんじゃないよ。だって、おまえさ」

　ミンさんの、ひんやりした手が、僕の手首をつかんだ。

「今でも生きてるじゃん」

　そうっと視線を持ち上げると、そこに優しい目。

「あれだけひどい目にいっぱい遭あって、身体からだも心もボコボコにされて、理り不ふ尽じんに不幸に叩たたき落とされるやつらを大おお勢ぜい見てきて、それでも、生きてる」

「それは──」

　ミンさんに見つめられたせいで、なにか熱いものがこみ上げてきて、僕は言葉に詰まる。

「僕が、強いんじゃないです。まわりにいつでも、だれか支えてくれる人がいたから」

「それでいいんだよ。運も実力のうちっていうだろ。あれは噓うそだけど、こっちはほんとだ。仲間は実力のうち。それは、おまえの世界の強さなんだから」

　僕の世界の、強さ。

　それも今、端はしから端までぼろぼろになっていこうとしているのに。

「だから、信じてやれよ」

　ミンさんは僕の手首をぎゅっと握りしめる。

「おまえの世界は、そんなに脆もろくないよ」

　そんなふうに優しい声で言われても、ミンさんの体温に指ゆび一本だけでぶら下がって風にあおられて泣き出しそうになっているみたいな僕は、なにも答えられない。どうやって信じればいいんだよ。

　でもそのとき、僕の胸元で携帯が鳴る。恐怖も不安も疑問もまとめて灼やけた鍋なべの中に叩たたき込むような、激しいビートとギターリフ。『コロラド・ブルドッグ』。

　電話に出る勇気を起こすのに、もう一度ミンさんに手を握ってもらわなきゃいけなかった。こんな僕の、どこが強いっていうんだ。

『決行は明みよう朝ちよう、六時だ』とアリスは言った。

「……なにが？」

　僕の声は自分でもよく聞き取れないくらいかすれている。決行？

『きまっているだろう。探たん偵てい業務の仕上げだよ』

　探偵？　どうせ間に合わない。どうでもいいよ。

『すべてわかった。もう、そこに謎なぞは一つもない』

「そう。よかったね」

『なんだい、その気の抜けた返事は。すべてがわかったのだよ？　もう少し探偵助じよ手しゆとして喜んだり驚いたりしたまえよ』

　なにが嬉うれしいんだよ。謎が今さらどうしたんだ。彩あや夏かがいなくなったんだぞ？

『だから、きみの頭の両側についているのは穴の入口と出口かい？　すべてがわかった、と言っているのに』

「それがどう──」

『彩夏がどうなったのかだってわかっている』

　僕は立ち上がった。隣となりでミンさんが突き飛ばされて怒るのも、アイスのカップを落っことしてしまったのも、気づかなかった。今、アリスはなんて言った？

「あ、彩あや夏かが？」

『きみはぼくを見くびっているのかい？　ニート探偵は全ぜん知ち無能、すべてを見通しながらなにものにも触れることのできない──』

「ど、どこにいるのッ無事なの？」

『決行は明みよう朝ちよう、六時だ』

　アリスは僕の言葉をぴしゃりと遮さえぎって、最初のせりふを繰り返した。

『五時半に事務所まで迎えに来たまえ、自転車でね』

「おいアリスふざけんな教えろよ、アリス！　アリスッ！」

　通話は切れた。無む駄だだと知りつつも僕はアリスの番号に何度も何度もかけた。もちろん出ない。しびれを切らして、非常階段を駆け上がろうとしたとき、いきなり横からミンさんの手が伸びてきて僕の耳をねじり上げた。

「おいナルミ、おまえわたしになにか言うことあるんじゃないの」

「あいたたたたたたたたたごめんなさい、ごめんなさいありがとうございますミンさん」

　涙が出そうになってきたところでようやくミンさんは解放してくれる。顔の皮ひ膚ふが傷きず口ぐちからべりべりって剝はがれちゃうかと思った……。

「あのなあ。どうせアリスんとこ行っても無駄にきまってんだろ。入れてくれるわけがない」

「そ、そうだけどでもッ」

「いいから今日は帰れ。さっさと寝ろ怪け我が人にん。明日あした早いんだろ」

　ミンさんは僕の額ひたいを突っつく。

「アリスのことだって、信じてやれよ」

　その言葉で僕は、暴あばれ出しそうにぐるぐると身み悶もだえしている感情を、無む理り矢や理り腹の中に押し込んだ。

　どうしてアリスはすぐ教えてくれないのか。彩夏に、なにかあったんじゃないのか。色んなろくでもない想そう像ぞうを巡らせながらも、自転車を漕こいで家に帰った。

　もちろん、眠れるわけがなかった。
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　翌よく朝あさ、五時半。

　白む東空を右手に見ながら、ビルの袋ふくろ小こう路じに自転車を滑り込ませる。一いつ睡すいもしていない頭はどんよりしていて、まだ太陽が出てもいないのに、空がまぶしく感じられる。

　非常階段のいちばん下に、ちんまりと真まっ黒くろな影がうずくまっていた。喪も服ふく姿すがたのアリスだ。

「また、あの自転車などという前ぜん時代的で野や蛮ばんきわまりない乗り物に頼らなければいけないとは。不ふ本ほん意いだけれどしかたない。今回はヒロの協力も受けないと決めたからね」

　黒いヴェールで青白い顔を隠かくし、アリスは震える声で言った。膝ひざの上で半分押し潰つぶされた、クマのぬいぐるみ。

「ねえ、彩あや夏かは？　無事かどうかだけでも」

「まだ教えない」

「なんでっ」

「これからぼくが謎なぞを解く行程のすべてが、彩夏に関わっている。終われば、わかる」

「いつもいつもそうやって回りくどくッ」

「そんなゾンビみたいにひどい顔色で叫ばないでくれたまえ、きみが貧ひん血けつで倒れたりしたらこっちが困る。寝てないのかい？」

「寝られるわけないだろ」

「彩夏がそんなに心配なのかい」

　ニート探たん偵ていはヴェールの黒いもやの向こうから、なぜか切せつ実じつそうな目で見つめてくる。

「どうして？　どうして彩夏をそんなに気にかける」

「なんでそんなこと訊きくんだよ、心配にきまってるじゃないか。だって、彩夏は僕のっ」

「……きみの？」

「僕の──」

　言葉が喉のどにつかえた。彩夏は僕の、なんだ？　友達？　ほんとうにその言葉でいいんだろうか。それでいいのだとしたら、夢の中の彩夏は、どうして最後にあんな哀かなしそうな顔をしたんだろう。いや、あれは夢じゃないか。夢？　もう、頭がこんがらがってくる。

　アリスは立ち上がった。ぼふ、とぬいぐるみを僕の腹に押しつける。

「言葉にできなければ、それもまた答えだよ。行こう。今日はだいぶ屋根のない場所を歩くことになる。早く済ませたい」







　五月の終わりとはいえ、明け方に自転車を飛ばしていると風がけっこう冷たかった。背中に押しつけられた、ぬいぐるみ越しのアリスの体温がくっきり感じられるほどだ。

「……これで全部、終わるの？」

　橋を渡ったあたりで僕は肩かた越ごしに訊きいてみた。ニート探偵が喪も服ふくをまとうとき──それは、すべての死者が言葉の上だけでよみがえり、代だい弁べんされ、生せい者じやの傷の上に名めい誉よを取り戻すとき。事件の終わりだ。これからすべての謎が、アリスの手で解体される。

　それがみんな、彩夏に関わっていると──アリスはそう言った。どうして？

「彩夏は、そこまで事件に関係してたの？　だって」

「あ、あまり話しかけないでくれたまえ」

　返ってくるアリスの声には、がちがちという歯のぶつかる音が混じっている。このへんは路面が悪くてよく揺れるからだろう。

　広い車道に出たあたりで、ようやくアリスは答える。

「今日ですべて終わるよ。明日は生徒総そう会かいなんだろう。間に合うかもしれない」

　生徒総会。僕はペダルを漕こぐ足をそのままに、振り向きそうになってしまう。

「こ、こら！　ちゃんと前を見て運転したまえ、乗ってるのはきみだけじゃないぞ！」

「ご、ごめん」

　アリスが、そんなことを気にかけてるなんて思わなかった。謎なぞを解くことにしか興きよう味みがないと思っていたのに。だれのためだろう。彩あや夏か？　それとも僕？

　あるいは、それもまた死者の代だい弁べんなんだろうか。

　ゆるくカーブした坂を下る。左右の民みん家かが途と切ぎれる。左手に工場、右手に寺、その向こうに校舎の幅広の影がそびえ、生まれたての朝陽あさひを遮さえぎる。

「学校まで行かないで、寺で駐とめたまえ」

「寺で？　なんで」

「いいから。待ち人がいるんだ」

　寺。皆みな川がわ憲けん吾ごが学校をやめてからもそこに通っていたと、テツ先せん輩ぱいが言っていた。

　なにか、あるんだろうか。

　門の脇に自転車を駐めると、アリスとぬいぐるみはそろって後ろの席からふらっと転げ落ちそうになるので、僕はあわてて支える。こういうのも車くるま酔よいというのだろうか、ただでさえ血色が悪くて白い顔が、重ねたガラスみたいに青く不ふ吉きつな色になっている。

「歩ける？」

「……だいじょぶ」

「いや、無理だろ。つかまってて」

「……むー」

　いつものように僕のベルトをしっかりと握りしめるアリス。

　背中を押され、寺の門をくぐる。住じゆう職しよくの姿など見たこともない、さびれた小さな寺だ。左手に、墓ぼ地ちへと続く道があって、そこに立っていた制服姿すがたの人物と僕とは、お互いを見つけて同時に驚きの声をあげる。

「藤ふじ島しま……君？　ほ、ほんとにあなただったの？」

「薫かおる子こ先せん輩ぱい？　な、んで」

「それはこっちの質問、なんでこんな──」

　薫子先輩の声は途と中ちゆうで吞み込まれた。アリスが、僕の背後から出てきたからだ。

「呼び出したのはナルミじゃない。あのメールはぼくからのものだ。はじめまして」

「あ……あなた？　だれ？　な、なんでわたしや友とも彦ひこのこと、あんなに詳しく」

　混乱する僕の頭にも、なんとなく事情が吞み込める。アリスは、たぶん僕の名前で薫かおる子こ先せん輩ぱいに呼び出しのメールを出したのだ。無視せずにはいられないような詳しよう細さいな個人情報を添えて。

　でも、どうしてここにいるのが、薫子先輩なんだ？

　アリスは左手に僕のベルト、右手にぬいぐるみを握り、不ふ釣つり合いな毅き然ぜんとした声で言う。

「ぼくはニート探たん偵てい。死者の代だい弁べん者だ。羽は矢や野の友彦の失われた言葉を見つけ、しかるべき場所に届けるためにやってきた」

「な──」薫子先輩はちょっと鼻はな白じろんで、それから僕をにらむ。「なんなのこれ、なにかのいたずらなの？　藤ふじ島しま君、この子はなに？」

「羽矢野友彦は殺されたんだ」

　アリスが言った。薫子先輩を黙らせるのに、探偵助じよ手しゆの手を借りる必要はなかった。僕だって喉のどがこわばっていた。

「こ……ろされた？」先輩がうめく。

　ほんとうに、殺されたのか。

「ある意味ではね。少なくとも、その解かい釈しやくが可能だということを羽矢野友彦は知っていた。ゆえにこの事件の最初の歪ゆがみが生まれたんだ。もしもそれがなければ、この事件の真相はごく簡単に、四年前の時点で明らかになっていただろう。様々な人の思おも惑わくが折り重なって真実を覆おおい隠かくした。その下に埋もれた死者の言葉を、これからぼくは暴あばこう。羽矢野友彦、それから皆みな川がわ憲けん吾ご。彼らの言葉を受け取るべき人間が二人いる。一人は羽矢野薫子、きみだ」

　アリスの言葉は届いたのかどうか、わからない。

　凍りついてしまった薫子先輩の代わりに、僕が訊たずねる。

「……もう一人は？」

「犯人だよ」

　ぞくり、と背せ筋すじが震えた。

　アリスは僕の背中を、墓ぼ地ちの方へとぐいぐい押し始める。

「先輩」僕はおそるおそる声をかけた。「行きましょう。たぶん、大事なことがわかるはずです。それを知るのが先輩にとっていいことか悪いことか、それはわからないけど」

　薫子先輩のうつろになっていた目に、じわりと光が戻る。寄る辺なく僕を見つめる。

「それはきっと、知らなきゃいけないことです」

　アリスに押されるままに、僕は墓はか石いしや卒そ塔と婆ばの間を歩き出した。ちらと振り返ると、不安げな足取りで薫子先輩がついてくる。

「……でも、どうしてここのお墓なの」

　先輩の震え気味の声。墓地はほとんど放置されているらしく、雑ざつ草そうがはびこり、墓石はどれも砂すな埃ぼこりがこびりついていた。碑ひ銘めいもろくに読み取れない。

「墓であることは重要じゃない。高校のすぐ隣となりだということが重要なんだ」

　アリスが僕の背中で言った。塀へいの向こうは、すぐＭ高校の敷しき地ちだ。校舎の手前に、朝陽あさひを受けてきらめく、温室の三角屋根も見える。

　墓地の奥へと分け入っていくと、荒れ具合はさらにひどくなった。すすきが茂り放ほう題だいになり、地面には敷しき石いしすらなく土がむき出しで、穴の開いたバケツや焦こげのついた青いビニルシートなどといったごみも目立つようになる。いちばん奥の一角は墓はか石いしの影すらなく、施せ工こう途中で放置された土ど木ぼく現場のようだった。

「あれだ」

　アリスが、墓の敷地の隅すみを指さして言った。背の高い雑ざつ草そうがひときわ密集して茂ったあたりの塀に、なにかが──幅広の板のようなものが立てかけてある。

　近づいていく間に、僕よりも先に、薫かおる子こ先せん輩ぱいが気づいた。

「……黒板？」

　そうだ。黒板だ。草をかき分けると、土つち埃ぼこりまみれの黒板が現れる。移動式だったものを分ぶん解かいしたらしく、キャスターつきの台も板の後ろに見えた。

「ナルミ、ひっくり返したまえ」

　アリスの言う通り、上部を引っぱって地面に倒すと、裏面の中央から右上隅すみにかけてが赤いペンキのようなもので塗り潰つぶされていた。

「……なに？　これが、なんだっていうの」

　薫子先輩が張りつめた声で言う。

　アリスはそれには答えず、「ナルミ、剝はく離り剤ざい」と指し示じする。

　僕にだってわけがわからなかったけれど、アリスの命令で持ってきていた剝離剤をかばんから取り出した。かなり前に塗られたペンキらしく、きちんと剝がすのは無理そうだった。鼻をつくにおいの中で、こそげ取ったペンキの下からは黒い染みのようなものが現れる。

「もうそのへんでいいよ、ナルミ。隠かくされていたものは、これですべて明らかになった」

　僕が作業している間、薫子先輩にしがみついていたアリスが、もう片手で鼻を押さえながら言った。

「これ……なに？　この黒板がどうかしたの」

「そこについている染みが、羽は矢や野の友とも彦ひこの喀かつ血けつの痕あとだ」

　薫子先輩が息を吞むのが聞こえた。

「あ、あなた……なに言ってるの」

　自分の腰にくっついているアリスを見下ろして、先輩はうわずった声を出す。

「Ｍ高校の教きよう材ざい管理表をチェックしたら、三年前の年度末に移動式の黒板が一つ紛ふん失しつしていた。それがこれだ」

「じゃあ……羽矢野友彦はここで、倒れたの？」と僕は訊たずねる。なんでこんな場所で？　しかも、発見場所とあまりにも離れすぎている。

「ちがうちがう。言っただろう、倒れたのは温室だ。羽は矢や野の友とも彦ひこの身体からだと同じように、この黒板もまた移動させられたのだよ。なぜ発見場所にも、現場である温室にも、喀かつ血けつの痕あとがなかったのか。それはね、羽矢野友彦が血を吐いたのが、この黒板と、それから雪の上だからだ」

「雪？　なんで？　だって温室の中──」

　アリスは首を振る。その隣となりで薫かおる子こ先せん輩ぱいは、もはや蒼そう白はくになって足下の黒板を──自分の兄の古い血を見つめ続けていた。

　アリスは薫子先輩の顔を見上げて語り始める。

「順番に話そう。この事件が複雑化したのは、犯人に期せずして三人の協力者がいたからだ。この三人は、犯人のまったくあずかり知らぬところで、真相の隠いん蔽ぺいに貢こう献けんした。一人目の役目は、倒れた羽矢野友彦を校門脇わきまで運び、現場を錯さく誤ごさせることだった」

「……だれ？　その協力者って」

「この一人目というのは、他ならぬ羽矢野友彦自身だ」

「ば……馬鹿言いわないで！」

　薫子先輩が叫んだ。先輩がそうしなければ、僕がかわりにアリスに食ってかかっていたかもしれない。

「なんで？　友彦がなんでそんなこと、じゃあなに、あなたは発ほつ作さで倒れた友彦が、助けも呼ばないで雪の中を這はって校門まで行ったっていうの？」

「その通りだ」

「どうしてッ」

　なにを言っているんだろうアリスは。羽矢野友彦が、自分で校門まで這っていった？　どうして。自分の命が危ういのに？

　最後まで黙って聞いている自信がなかった。ほんとうにこれがみんな彩あや夏かに関係してくるのか。すべて終わればわかるのか？

「あとでまとめて話す。二人目の役割は、自分が羽矢野を死に至らしめる原因となった、と名乗り出て真しん犯人を秘ひ匿とくすることだった」

「……テツ先輩？」

　啞あ然ぜんとした僕の喉のどから、声が漏れる。

「そう。一いちの宮みや哲てつ雄おだ。テツはあの日、そもそも温室になどいなかった。温室によくたむろしていた園えん芸げい委員の不ふ良りよう生徒らと一緒に羽矢野友彦をいじめていたというのは、そもそも彼らの口裏合わせによって捏ねつ造ぞうされたこと。まったくの事実無む根こんなんだ。だからあの日、テツが羽矢野友彦を使い走りにしていた事実もない。校門脇わきまで自ら這っていった羽矢野友彦の、純粋な第一発見者に過ぎなかった。でもそこで、羽矢野友彦の口から事件の真相を語られたのだろうね。そして、救きゆう急きゆう車を呼ぶと同時に、濡ぬれ衣ぎぬを着ることを決意した」

　テツ先せん輩ぱいが──やっぱり、噓うそをついていた。

　でも、どうしてそこまで。へたをすれば、逮たい捕ほされるかもしれないのに。

「そうだね。でも、テツにはもう失うものなんてなかったんだ」

　アリスが、哀かなしげな視線を虚こ空くうに投げてつぶやく。

「その頃テツは緑りよく内ない障しようによりボクサー生命を絶たれていた。これはナルミ、きみがその拳こぶしで暴あばいた通りだ。ボクシングジム会長の実質上の養よう子しのような形で高校にまで通わせてもらっていた彼は、その育ての親ともいうべき人物に自らの拳で恩返しができないと知ったとき、高校をやめ、ジムを出てニートになる決意をすでに固めていたんだ。だから──」

　アリスはもう一度、薫かおる子こ先輩の顔を見上げる。

「羽は矢や野の友とも彦ひこの遺い志しを受け取った。自分が犠ぎ牲せいになることを、ためらいなく選んだんだ」

「う、そ……」

　薫子先輩の顔は引きつって、声はもうとぎれとぎれだ。

「……そん、なの、噓。遺志って？　友彦は、なんで、そんな……」

「そして、三人目の役割だ。おそらくテツと一緒に羽矢野友彦を発見したか、あるいはテツから最初に連絡を受けたのだろう。その人物は、現場である温室に赴おもむき、そこにあった状況を見て真相を理解した。そして証しよう拠こ隠いん滅めつをはかったんだ」

　アリスは、少し離れたところの塀へい越ごしに見える温室を指さし、薫子先輩の背中を押した。先輩は蒼そう白はくな顔のまま、ふらふらと歩き出す。僕も剝はく離り剤ざいをかばんにしまい、あわててその後を追った。証拠隠滅。あの、黒板のことか。

「ほら、ナルミ。これはきみもよく知っているだろう」

　墓ぼ地ちの隅すみから壁沿いに十数メートル歩いたあたり。僕の背せ丈たけくらいの高さのある大きなベニヤ板が、塀へいの一部を隠かくしていた。僕はうなずき、板を引っぱってむき出しの地面の上に倒す。

　板で隠されていた部分は、ばっくりとブロック塀が途と切ぎれていた。穴が開いているどころではない。人が楽に通り抜けできるほどの幅にわたって完全に崩されているのだ。塀の傷きず口ぐちからはところどころ鉄骨が飛び出している。

　そして、その途切れ目の向こうは、ちょうど温室の裏うら口ぐちだ。

　僕はこの抜け道をよく知っていた。

　すべては、ここから始まったのだ。『エンジェル・フィックス』の原材料となるケシの花を、そうとは知らず温室で育てていた彩あや夏か。その兄のトシさんが、この抜け道から原材料を運び出していた。

「なに……これ？　こんな抜け道があったの？　でも、これがなに」

　薫子先輩がうめく。そうか、先輩は知らないのだ。当たり前だ。この抜け道を知っているのはフィックスの製造グループ、それから彼らを追っていた僕らニート探たん偵てい団だんと、平ひら坂さか組だけだ。警けい察さつすら知らない。

「もう一人、知っているべき人物がいるだろう」と、アリスが僕の独ひとり言ごとに返す。「この抜け道を造った人物だよ」

　造った人物？

　あ……いや、ちょっと待て。麻ま薬やく製造グループがこの抜け道を知ったのは──

「……皆みな川がわ憲けん吾ごが、造ったの？」

　その可能性は──まったく、考えていなかった。でも、だれかが造ったのだ。

「それが三人目だ」

　アリスがつぶやく。

「彼の目的はたった一つ、羽は矢や野の友とも彦ひこの血けつ痕こんが残った黒板を処分することだった。しかも事件直後、早そう急きゆうに。あの黒板はひどく旧式の木製だ。血はかなり染み込んでいて、拭ふき取ったり洗ったりしても無む駄だだったろう。かといって、温室の表おもて口ぐちからこんなにかさばるものを運び出したら、絶対にだれかに見つかる。そう考えた彼はまず──ここからはいくらかぼくの推測だが──裏うら口ぐちを開き、塀と温室の間にあるわずかな空くう隙げきに黒板をねじ込んだ」

　アリスは塀を指さす。

「でもそれは緊きん急きゆう措そ置ちだ。温室はガラス張りだからね。まわりに棚が並べられて見づらいとはいっても、中から黒板が見えてしまう。このベニヤ板は、おそらくは、もともと塀の向こう側に置いてあって、温室の中から黒板が見えないように遮さえぎっていたものじゃないかと思う」

「じゃあ、この穴は、黒板をこっちに運び出すために？」

「そうだ。皆川憲吾は単位不ぶ足そくにより自じ主しゆ退学を余よ儀ぎなくさせられた後も、頻ひん繁ぱんに学校に来ていたという証言がある。でも彼は学校に来ていたのではなかった。この墓ぼ地ちに通って、ひそかに、ここの塀へいを壊していたんだ」

　僕はもう一度、塀の割れ目の向こうに見えるスティールドアに視線をやる。

「温室内から見える場所にある以上はいつか見つかる可能性が大きい。でも、あんなにかさばるものを敷しき地ち内を通って運び出すことは難しすぎる。だから、彼は塀に穴を開けた。おそらくはもともとこの部分は崩れかけていたのだろう。裏口のドアを開くとここにぶつかるからね。でも黒板が通り抜けられるほどに道を拓ひらいたのは、皆川憲吾ただ一人の力だ」

　なぜなら、他にだれも彼のしたことを知らなかった。アリスはふとさみしそうな目になってそうつぶやく。

　だれにも見つけられなかった、死者の言葉。それを、アリスは見つけた。砕け散った無数の破は片へんを、最後にテツ先せん輩ぱいの言葉でつなぎあわせて。

「これで、皆川憲吾が園えん芸げい委員の業務すべてを引き継ぎ、強ごう引いんに園芸部を創つくり上げ予算を配した理由も──わかっただろう」

　アリスの言葉が、薫かおる子こ先輩に向けられたものか、僕へのものなのか、よくわからなかった。薫子先輩は、自分の肩よりもなお背の低いアリスの身体からだにすがりつくようにしてようやく立っていた。その目は、巨大な傷口の向こうの、温室の入り口をじっと見つめている。

　皆みな川がわ憲けん吾ごが、なんとしてでも残そうとしたものを。

「これを、見つからないようにする……ためなの？」

　先せん輩ぱいが、うつろな声でつぶやく。
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「そうだよ。すべてが、そのためだった。温室が取り壊されれば、皆川憲吾のしたことがすべて文字通り白はく日じつの下に晒さらされる。黒板だって、あれほどの大きさのものは個人では処理できない。だからこの人ひと気けのない墓地の片かた隅すみで朽くちさせておくしかなかった。抜け道が露ろ見けんすれば、だれかがそこに至るかもしれない。だから彼は園芸部を創つくった。もう一つ、象しよう徴ちよう的な意味でもこの温室を守る目的が──あったのだろうけれどね」

　アリスはまぶしそうな目で、温室の三さん角かく屋根のてっぺんを見つめる。

　皆川が、そこまでして守ろうとしたもの。それは──

　僕の中で、ようやくなにかが、つながりそうになる。

　被害者と、発見者とが、みんな犯人をかばうために事件を歪ゆがめたのだ。

　彼らの守りたかったもの。

「なんでっ。わからない、なんでそこまでして、こんな温室一つ守らなきゃいけないの。それに、あ、あなたの言った通りなら、友とも彦ひこも？　殺されたんでしょ、それなのにどうして」

「そうだよ。皆川憲吾。一いちの宮みや哲てつ雄お。そして羽は矢や野の友彦。彼らが守りたかったものは、同じ一つのものだった。ほら」

　喪も服ふくをまとった黒い腕が持ち上がり、手て袋ぶくろの指先が空を──ちょうど朝陽あさひを受けてきらめく温室の屋根を指さす。

　そのとき、かすかな音がした。モーター音と、金属がこすれ合う音。

　僕と薫かおる子こ先せん輩ぱいが目を細めて見上げる中で、陽光が複雑に散らばりながら反射角を変えていく。温室のガラス屋根が、動いている。天てん窓まどが、温室の中へと落ち込んで、開いていく。

　なにかを受け入れて抱きとめようと、広げられた腕のように。

　ガラスの鳥の翼つばさのように。

　そして遮さえぎるもののない朝の光が直じかに差し込んで、草花の色を燃え立たせる。

　昨夜の雨の余よ韻いんが、割り開かれた窓を伝って、きらきらと輝きながら光の中に落ちていく。

「あれが、羽は矢や野の友とも彦ひこを殺したんだ」

　アリスがそっとつぶやく声も、静せい謐ひつな朝の光の中に溶け込んでいく。

「桟さんのすぐ下にある灰色の箱が見えるね。あれはサーモスタットの、温度・日につ照しよう検けん知ち器きだ。今はそこに、丸形の電灯がぶら下がっているのもわかると思う。この温室は、室温と明るさを検知して冷れい暖だん房ぼうを自動制せい御ぎよし、天窓を自動開かい閉へいする装置が備わっている。その検知器の至し近きん距離に熱源や光源を置けば、サーモスタットが誤ご作さ動どうし、暖房が停止して天窓が開く。たとえ早朝でも。たとえ雪の日でもね」

　雪の日──

　僕はその雪の日の光景を幻げん視しする。

　ガラスの屋根に降り積もった雪。暖房され、暖かな照明の灯ともった、二人だけの温室。黒板と机と教科書。その日の生徒は羽矢野友彦だけだった。そして電灯が消える。どこかの線が雪でショートしたのだ。

　小さ百ゆ合り先生が笑う。

　大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと待ってて。少し場所ずらすと、また点つくようになるから。羽矢野君、ちょっとブレイカー落としてくれる？　うん、もういいよ。点いた点いた。

　ごめん、私そろそろ職しよく員いん会議あるから行くね。自習してて。

　それから羽矢野友彦がひとりきりになった温室で、電灯にあぶられたサーモスタットが誤作動を起こす。暖房が停止し、

　天窓が開き、

　雪が彼の上に落ちてきて、

　黒板が倒れ──

「もういい、ナルミ」

　だれかの手が僕の二にの腕うでをきつくつかんだ。黒い手袋の細い指が肌はだに食い込む。

　アリスだ。

　神しん秘ぴ的に陽光を照り返す温室のガラス屋根から目を離し、そちらに向けると、アリスの隣となりで薫かおる子こ先せん輩ぱいが両耳に手をやってうずくまっている。肩も、背中も、黒くろ髪かみも震えている。

「友とも彦ひこが……そんな」

　僕は呆ぼう然ぜんとする。みんな、口に出してしまっていたのか。

　それとも、薫子先輩もまた、今のを視みたのか。

　アリスは、先輩の背中に優しく手を置いて言う。

「もちろん、それは事故だった」

　探たん偵ていの表情もまた、僕からは見えない。どんな顔をしているんだろう。

　今の僕も、どんな顔をしているんだろう？

「でもきみの兄あに上うえは、血を吐きながらも、事故の原因を理解した。心しん臓ぞうの疾しつ患かんを抱えているならば緊きん急きゆうコール用のなにかを携帯していただろうけれど、ここで自分がそのまま発見された場合になにが起きるのかに、彼は思い至った。だから、だれの助けも呼ばずに、外に出たんだ。裏庭を通ったのだろう、だれにも見つからずになるべく温室から離れることこそが、きみの兄上の目的だった」

「それで……それで、自分が死んで、馬鹿、馬鹿じゃないのっ？」

　薫子先輩は顔を上げた。涙が頰ほおに光る筋をつくっている。

「そうかもしれない。でも、きみの兄上の遺い志しは無む駄だに終わらなかった。なぜなら一いちの宮みや哲てつ雄おと皆みな川がわ憲けん吾ごが、最初に自分を見つけてくれたからだ」

　それはどうしようもないほどに、冷たい奇き蹟せき。

「三人とも、同じ想いを共有することができた。ともに、この花で満ちた不ふ思し議ぎな教室の生徒だったから。自分の未来を投げ捨ててでも、守りたいものは同じだった。自分たちを見捨てなかった、たった一人の──教師だ」

　僕もまたアリスの隣となりに膝ひざをつく。

　なにかがあふれだしそうだった。様々な光と、色と、花と、声の景色。その中には、あの皆川憲吾の墓の前で出で逢あった、『花いっぱいの教室』の卒業生たちの言葉も入り交じっていた。テツ先輩が僕を殴なぐっていたときの哀かなしそうな目も。

　それから、花に囲まれて笑う彩あや夏かの顔も。

　その向かい側で同じように微笑ほほえむ、小さ百ゆ合り先生も。

　みんな、守ろうとした。真相が明らかになれば、それがたとえ事故であっても、小百合先生は教きよう職しよくを失っただろう。だから。

　色々なものを犠ぎ牲せいにして、ほんとうのことを覆おおい隠かくして、守ろうとしたんだ。

「どうして。あ、あなたはなんなの。どうしてこんなことがみんなわかるの？　こんな、こんなこと、だれも知らないままにしておけばよかったじゃない、どうしてっ」

　薫子先輩が立ち上がり、アリスの両肩をつかみ、涙声で叫ぶ。

　アリスは、そっと両手を伸ばし、薫かおる子こ先せん輩ぱいの頰ほおを優しく手で包んだ。

「もう一度言おう。ぼくはニート探たん偵てい、死者の代だい弁べん者だ。墓を暴あばき、失われた言葉を掘り出し、死者の名めい誉よを守るためだけに生せい者じやを傷つけ、生者に慰なぐさめを与えるためだけに死者を辱はずかしめる。きみはこれを知らなければいけなかった。きみの兄あに上うえが、なにを守ろうとしたのかを」

「どうして。知りたく、なかった」

「なぜってきみは、兄上が守ろうとしていた場所を、なにも知らずに踏み潰つぶそうとしていたのだろう」

　アリスの手の中で、薫子先輩は息を吞む。

「でも今、きみは羽は矢や野の友とも彦ひこの言葉を知った。彼が守りたいと願った、それを皆みな川がわやテツが継いだ。だから、温室は今もそこにある。この学校には今でも花が咲き続けている。これだけは事実だ」

　アリスは両の手のひらを重ねて、そっと薫子先輩の胸の上に置く。

「だからこれは、きみが受け取らなきゃいけない。そうだろう？」

　しばらく、薫子先輩の答えはなかった。アリスから離れ、乾いた土の上に立ちつくし、温室の屋根を見上げ、先輩はもはやこらえようともせずに涙を流し続けた。

「……あと一日しか、ないのに」

　やがて、先輩の涙声が僕の手元にまでやってくる。

「どうしろっていうの。無理。わたしには、そんな……気も、ないし……」

　アリスは弱々しい足取りで一歩、二歩、退さがった。

　僕はその小さな身体からだを、背中からそっと支える。

「方法は、ナルミが示したはずだよ」

　もう優しさの消えた声でアリスは告げる。

「探偵の仕事は、もう終わった。羽矢野薫子、あとはきみが決めることだ」

　先輩は唇くちびるを嚙かんで、両手を握りしめる。

　どうしてアリスが、死者の言葉を届ける相手として、薫子先輩を選んだのか。

　それは、羽矢野友彦の妹であるという理由だけではなく──彼の想いを受け取って、守る力があるからだ。

　だから僕は、アリスの小さな身体を抱いたまま、口を開く。

「先輩。僕は、総そう会かいの当日にでも、改正案の修正案を出します。ほんの片手で数えられるような人数しかいなくたって、だれかにとっての大切な場所なんです」

　羽矢野友彦にとって、この温室がそうだったように。

　僕や、彩あや夏かにとって──

「月曜日に話した通りです。園えん芸げい委員会を元に戻しましょう。先輩が賛成してくれれば」

「そんなの」

　薫かおる子こ先せん輩ぱいは、また両手で耳をふさいだ。

「やめて。言わないで。もう今のわたし、ぎりぎりなの。頭がぐちゃぐちゃで。なんにも、なんにも知らなかったのに」

　それから薫子先輩は、髪かみをひるがえして土を蹴けり散らし、走り去った。汚れきった墓はか石いしや卒そ塔と婆ばの間にその後ろ姿が見え隠かくれし、やがて寺の境けい内だいに消える。

　それを見送った後も、僕とアリスはしばらくぴったり重なったまま黙って立ちつくしていた。先輩の気持ちは痛いほどわかった。知らないままに過ごしてきた日々が積み重ねたものを、真実は優しく溶かしてはくれない。

　だからこの世界の地中深くに埋まっているたいていのことは、知らない方がいいのだ。

　知ることは、死ぬこと。

　でも──

「ねえ、アリス」

「うん」

「ほんとうのことを知らなきゃいけないのが二人いるって、さっき言っていたよね」

　一人は薫子先輩。もう一人は──

「そうだね。でも、ぼくにはわからない」

　アリスはか細い声で言う。

「黒くろ田だ小さ百ゆ合りに知らせるべきなのかどうか、わからない」

「珍しいね。いつもなら、探たん偵ていはだれかを守ったり助けたりするものじゃないって言って、さっさと教えちゃうだろうに」

　事実がどれほど残ざん酷こくでも、それはただの選択肢しに過ぎない。だから、アリスはだれにも望まれていない言葉を、生き残った人に伝える。でも。

「でも、この事実を知れば、黒田小百合は辞じ職しよくするかもしれない」

「うん。僕もそう思う」

　先生の中では、テツ先輩や皆みな川がわ憲けん吾ごは今でも、羽は矢や野の友とも彦ひこをいじめで死なせた罪ざい人にんだ。死者の言葉を明かさない限りは、その名めい誉よは回復しない。でも、それがなんになるんだ。先生が傷つくだけじゃないか。

「だから、きみにだけ伝える。あとはきみが決めたまえ」

　アリスは後ろ向きのまま僕を見上げる。黒いヴェール越しに逆さまになったアリスの顔には、切なげな淡い色が浮かんでいて、だから僕はなにも答えられない。

　この事実を小百合先生に伝えて、皆川憲吾が守ろうとしたものを明らかにして、園えん芸げい委員会の再設置に先生の協力を取りつける──そんなことも、ふと考えついた。

　でも、そんなの脅きよう迫はくみたいなものじゃないか。できるわけがない。

　それに、どのみち間に合わないかもしれない。総そう会かいは明日だ。

　たとえ園えん芸げい委員会がなんとかなったとしたって、彩あや夏かが──

「そうだ、アリス」

「ん？」

「彩夏は？　事件全部に関わってるって、どういうこと」

　けっきょく一度も、その名前は出てこなかった。なんなんだ。彩夏はどこに行ったんだ？

「ああ、それか」

　僕の腕の中でアリスはくるっと振り向く。あきれたように肩をすくめる。

「まだわかってなかったとは思わなかった」

「な……にが？」

「やれやれ。きみはもう少し観察眼がんを鋭く保って、理り屈くつに合わない事じ象しように注意を向けるようにした方がいい。探たん偵てい助じよ手しゆなのだろう」

「だからなにがっ」

「あの黒板を事前に見つけてペンキが塗られていることを確認したり、あるいは前もって温室のサーモスタットに電灯をぶら下げておいたりといった作業を、いったいだれがやったと思っているんだい。もちろんぼくじゃないし、少しよう佐さやヒロでもないぞ？」

「あ……」

　啞あ然ぜんとする僕の目の前で、アリスは塀へいの割れ目の向こうを指さす。

「彩夏ならその扉とびらの向こうにいるよ」

「もーっ、アリス！」

　いきなりスティールドアが開いて、塀の切れ目からブロックの破は片へんがこぼれ落ちる。僕は、ノブに手をかけて眉まゆをつり上げている制服姿すがたの彩夏を目まの当たりにしても、しばらくその事実が吞み込めない。

「黙っといてって言ったのに！　まだ心の準備がっ」

　僕と目が合うと、彩夏の顔は真まっ赤かになる。ばたん、と叩たたきつけられるようにドアが閉じて、再び彩夏の姿を隠かくした。

「え、ええとっ、あのっ、ごめんなさい、その」

　扉越ごしのうわずった声。彩夏だ。無事だった。

　いなくなってしまったのかと、思ってたのに。

「どこ……行ってたんだよ、みんな、みんなっ、心配して」

　ドアに駆け寄りそうになった僕を、アリスが押しとどめた。

「捜し回ったみんなには悪いと思う。あの日、きみがテツと勝負した日だ。真ま夜よ中なかに、彩夏が事務所に来たんだ。それからずっとかくまっていた」

　アリスが……彩夏をかくまってただって？

　それで事務所に入れてくれなかったのか。そんなの、だれも考えつきもしなかった。アリスがだれかを事務所にかくまうなんて。

「でも、なんで。なにがあったんだよ！」

「さあ。それはぼくにもわからない。本人に訊ききたまえ。今日ようやく出ていく気になったのだそうだよ、せいせいするね。毎日風ふ呂ろに入れようとするのだからたまらない」

「だから、あのっ」スティールドアの向こうから声がする。「今はまだ、ちょっと。もう少し気持ちの整理がついたらっ」

「いや、あの」

　理由なんて、もうどうでもいい気がした。彩あや夏かが戻ってきてくれたんだから。

「ご、ごめんなさい。もう勝かつ手てにいなくなったりしない」

「うん」

「それじゃほらっ、あたしそろそろ職員室行いかないと。先生にいっぱい言い訳しなきゃっ」

　ぱたぱたという足音、それから反対側のスティールドアが開閉する音。

　それらが聞こえなくなってしまった後でも、僕は呆ほうけて突っ立っていた。

　喜んでいいんだろうか、これ。

　彩夏は戻ってきた。ほんとうに？　僕はこれまでいっぱいひどい目に遭あってきた。どんな幸せもほんの一いつ瞬しゆんしか続かないことをよく知っていた。だから、そのドアを開いてもだれもいないのは、最初からそこに──

　ドアノブに手を伸ばそうとした僕は、ぐいとベルトの後ろを引っぱられる。

「……な、なに？」

「どこへ行こうというんだい、まさかぼくをここに置き去りにするつもりじゃあるまいね」

「あー……」

　このまま教室に行って、彩夏が戻ってくるのを待っているつもりだったけど。アリスのことを忘れていた。

「……一緒に教室来る？　きっとみんな喜ぶよ」

「ふざけないでくれたまえ！　ぼくはもう帰る。きみのあの野や蛮ばんな乗り物でね」

「乗り方教えてあげようか」

「きみが運転するんだ、きまっているだろう！」

　アリスは僕の背中をばしばし叩たたく。

「まったく、ほんの一時間前まで世界中に見捨てられたみたいな真まっ黒くろな顔をしていたくせに、今はもうぼくをからかう余よ裕ゆうさえあるわけだ、あきれたね」

　だって──

　事件はもう、終わった。それに、彩夏が戻ってきたんだ。

　なにもかもが元通りにはならないとしても。無事でさえいてくれれば。

「……ねえ、もう今回の探たん偵ていは終わったんだよね。非ひ協力の約束もおしまいだろ。ヒロさんを電話で呼ぼうか」

　しばらくむっとした顔で考え込むアリス。やがて首を振る。

「いいや。家に帰るまでが探たん偵ていだ」遠足かよ。

「……そんなに二人乗りが気に入ったなら、まあいいけど」

「気に入ってなんていないぞっ！　屋根もないし揺れるしきみの運転はがさつだしっ」

「じゃあなんでそんなに自転車に乗りたが──」

「いいからさっさと送っていきたまえ、つべこべ言わずに！」

　真まっ赤かになったアリスは、ぬいぐるみを僕の背中に押しつけてぐいぐいと墓ぼ地ちの出口へ歩き出す。変なやつ。おまけに、事務所まで送り届けてから学校にまた戻るとなるとけっこう時間がかかってしまう、と言うと、「揺らさず速度を出さず急ぎたまえ」なんて無む理り難なん題だいを出してくる。

　でも、走行中は静かに後ろから抱きついているだけになるのだ。だからこの二人乗りは、嫌いじゃない。坂でちょっとスピードが出たりすると、背中のぬいぐるみを伝わってアリスが震えてるのがわかったりして、面白い。

　もちろん『ラーメンはなまる』に着いて人ひと心地ごこちついたとたんに、機き関かん銃じゆう掃そう射しやみたいに文句を言われるのだけれど。










　　　　７







　園えん芸げい委員会はけっきょく、再さい設置されなかった。

　そして、園芸部は廃はい部ぶになった。それが、僕らの手にした結末。







　生徒総そう会かいのちょうど一週間後の金曜日の昼休み、僕はようやく監かん査さ室に顔を出すことができた。いつものように薄うす暗ぐらい部屋のワープロの前で弁べん当とうをひとりで食べていた香こう坂さか先せん輩ぱいは、「藤ふじ島しま君！」と嬉うれしそうな顔をして立ち上がる。

「なんかお互い忙しくて、顔合わせなかったね？」

「え、ええ。先輩にもちゃんとお礼言わないといけなかったのに」

「わたしはなんにもしてないよ。全部、藤島君と……薫かおる子こちゃんのおかげ」

　座って座って、と先輩は椅い子すを勧めてくるので、あんまり長なが居いする気はなかったけど、腰を下ろす。棚たな越ごしに、総そう務む執しつ行こう部ぶ室の喧けん噪そうが伝わってくる。

「あっちはまだ忙しそうですね」

「うん。総そう会かい、たいへんだったからね。後あと処理も。わたしの方は、廃はい部ぶになったのがけっきょく五つくらいだったし、すぐ済んじゃったけど。藤ふじ島しま君もたいへんそう」

　生徒総会も、まだ先週のことなのだ。ちょっと信じがたい。一ヶ月くらいたった気がする。

「いや、僕はあんまり。だって、教えて回ってるのは彩あや夏かだから。僕、園えん芸げいのこと全然詳しくないんですよ」

　そのせいで、彩夏ともあれからあんまり喋しやべってない。教室で顔を合わせてちょっと喋るときは普通っぽいから、避けられてるってわけでもないのだろうけど。心の準備がどうのこうのって言ってたのは、なんなんだろう。

「もう議長さんだもんね、篠しの崎ざきさんは」

「でも、なんであんな変な名前になったんですか？」

　ずっと疑問だったことを訊きいてみる。

　園芸部ぶはなくなった。生徒会規き約やくの改正案で、部活の最さい低てい部員数が四人に引き上げられたからだ。そして、園芸委員会のかわりに、中央園芸会かい議ぎという謎なぞの機き関かんが誕たん生じようしたのだ。今日がその、正式な発ほつ足そくの日。全クラスから一名ずつ選出された議員で構成されている。業務は花か壇だんと温室の植物の管理。要するに園芸委員会が名前を変えただけだ。なんだよ会議って？　なにが中央なんだよ？

　名称変へん更こうの理由は、まあわかる。なにせ死し亡ぼう事故がからむほどの大だい問題で廃はい止しされた委員会だ。そのまま元には戻せなかったのだろう。

　だからって、なんで中央園芸会議なんだろう。

「あー、あれね。議長さんの要望だったの」

「……彩夏の？」

「うん。変な名前だってみんな言ったけど、他に案もなかったしそのまま通っちゃって。だから理由は篠崎さんに訊いてみて」

　議長になりたかった──とか、そんな理由だろうか。彩夏だしなあ。

「そういえば藤島君は議員じゃないんだよね」

「そりゃ、うちのクラスからは彩夏できまりですから」

　園芸素人しろうとの議員たちに植物の世話のしかたを教える役目は、他の人にはできない。

「いいの？　だって、篠崎さんと一緒に部活を続けるためにがんばってたんでしょ」

「そうじゃなくて」

　けっきょく、僕が守ろうとしていたものがなんだったのか。それを説明するには、死んでしまった人たちの言葉を持ち出さなきゃいけない。だから僕は手を振ってごまかした。

「学校に花が咲いてるなら、それでいいんですよ」

「ふうん？」と香こう坂さか先せん輩ぱいは首を傾かしげる。

　重ねてお礼を言って、監かん査さ室を出たときだった。「ねえ藤島君」と先輩に呼び止められる。

「なんですか」

「部ぶ活かつ決まった？」

「あーいや、まだです」

　どうしようか。園えん芸げい部もコンピュータ部も潰つぶれてしまったのだ。どこか探さないと。

「そう？　あのね」

　廊下まで出てきて香こう坂さか先せん輩ぱいは言う。

「会計監かん査さっていう役職があってね、監査委員の指名があると選せん挙きよなしでも監査の仕事ができるの。そんで今、絶ぜつ賛さん募集中」

「はあ」

「だから。生徒会活動やってると、部活入ってなくても先生が見み逃のがしてくれるの。わたし、やってないし……中央園芸会かい議ぎもそんな感じなんだけど」

「えーと、つまり」監査委員会に入らないかってこと？

「そう！　藤ふじ島しま君なら適任！」

「あの、でも僕、職員室にもにらまれてるし、不ふ真ま面じ目めだし、まだ助手のバイトがあって、たまに学校までさぼるほど忙しくなるんで……生徒会活動なんて、できないですよ」

「大だい丈じよう夫ぶ！　だって探たん偵ていさんだし、頭回るし、これからも一緒に横おう暴ぼうな薫かおる子こちゃんの魔ま手しゆから部活を守ろうよ！」

「だれが横暴なの？」

　僕は飛び上がって振り向く。窓まど際ぎわに立っているのは薫子先輩だった。いつものきつい目つきで僕をにらんでから、押しのけて香坂先輩に言う。

「あきれた。あんなことやらせといて、まだわたしを信用してないわけ」

「だ、だって、監査と総務は一いち応おう敵同士っていうか監かん視しし合う関係っていうか。だからこれからも戦ってくには人ひと手でが必要だと思って」

「だからってこんなのをほいほい出入りさせないで」と、僕を指さす生徒会長。こんなの呼ばわりかよ。嫌われたものだ。

　でも、僕もけっこうおとななので、ちゃんと礼を言う。

「こんなののために、総そう会かいで手間かけてくれてありがとうございました」

「あなたのためにやったわけじゃない」と、薫子先輩はにべもない。「みんなあなたの言う通りになったのはしゃくに障さわるけど」

　そう。生徒総会での薫子先輩の『鶴つるの一声』っぷりは、録画してアリスに見せてやりたいくらいだった。予算枠わくを可能な限り削けずりたい一派の反対も一いち撃げきで黙らせて、会場の雰ふん囲い気きをひっくり返し、修正案を通してしまったのだ。

　香坂先輩も言っていたけど、みんなこの人のおかげ。

　でも、それは薫子先輩が自分の意い志しで選んだこと。だからたしかに、僕がお礼を言うようなことじゃないのかもしれない。

　窓の下の方で、数人の声がする。薫かおる子こ先せん輩ぱいはふと中庭を見やる。僕もその視線をたどって、向かい側の校舎の足下、陽ひを浴びた花か壇だんの花々の中に、腕まくりして小さなシャベルを手にした彩あや夏かの姿を見つける。その隣となりで、あいかわらずブラウスにタイトスカートという迂う闊かつなかっこうで庭いじりを手伝っているのは、今や中央園えん芸げい会議の顧こ問もんである小さ百ゆ合り先生だ。

　死んだ人と生きている人が、色々なものを犠ぎ牲せいにしながら、守ったもの。

　それはたぶん人とか場所とかだけじゃなくて、この暖かさなのだ。

　だから、そっと目を上げてみると、小百合先生の背中を見つめる薫子先輩の目はとても優しい。なにも知らない香こう坂さか先輩は、ちょっと不ふ思し議ぎそうな顔をしていたけれど。
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　かなり早めの時間に顔を出したのに、『ラーメンはなまる』はすでに大盛り上がりだった。

「ミンさんミンさん、久く保ぼ田たの萬まん寿じゆ出して！　おれと少しよう佐さで一いつ升しよう飲むから」

「いやいやヒロさん、ここはむしろドンペリにしましょうピンクで」

「うちにあるシャンパンは全部アイス用だ。おまえらに飲ませるのはないよ」

「おい、俺にも飲ませろよ。むしろ俺がナルミに負けたから飲めるんだろが」

「テツ、おまえ園芸部に負けたってことは俺の二枚格かく下しただな」

「ンだとてめえ表おもて出でろ！」

「自分は四代目に一万円」

「じゃあおれもおれも。四代目に二万」

「俺にも賭かけろよ！」

「だってテツ、ナルミ君より弱いじゃん」

「ヒロてめえもちょっと来い二度と口きけなくして──」

「なにやってるんですか……」

　ビルの谷間の入り口に顔を出した僕は、思わずあきれた声を漏らす。

　ヒロさん、少佐、四代目、そしてテツ先輩。四人が囲むテーブル代わりの木もく台だいの上には、すでに空からになった酒さか瓶びんが大量に林立していた。

「おお。来たか藤ふじ島しま中ちゆう将じよう。ではさっそく藤島中将に乾かん杯ぱい！」

「かんぱい！」ヒロさんだけ少佐に続いてコップを掲げる。テツ先輩は今にも食い殺しそうな目で僕をにらむので、そのまま回れ右して帰ろうとしてしまった。

「なにやってんだ園芸部。どこ行くつもりだ」

　四代目に呼び止められたので、それもできない。

「……えーと……なんですか、こんなに真まっ昼ぴる間まから」

「負け金の支払いを渋っていた平ひら坂さか組の連れん中ちゆうだが、自分もヒロさんも四代目に債さい権けんを八割で売り渡したのだ。取り立ての面めん倒どうを考えれば安いもの」

「さっそく集金してきたけどな」と四代目は肉食獣じゆうの笑えみ。怖こえぇ。

　そういえば僕とテツ先せん輩ぱいとの勝負で、ヒロさんと少しよう佐さは大勝ちしたんだっけ。いくら儲もうかったのかは怖くて聞いてないけど……今日一日で飲み尽くす勢いだな、これは。

「おいナルミ、もう一度勝負しろ」とテツ先輩がうめいた。

「二度とごめんです」

「なんだとてめえ勝ち逃げか！」

　悪いかよ！　あんた負けたっつってもほとんど無む傷きずじゃないか、こっちはまだ傷も青あざもいっぱい残ってるんだぞ？

「テツ、あきらめろ。おまえは一生負け犬だ」と四代目が言うのでテツ先輩は立ち上がってこっちに飛びかかってきそうになる。たぶんテーブルに酒さか瓶びんがのってなければほんとにそうしてただろう。

「ナルミ君もまだ怪け我がが治りきってないんだろ。今度にしたら」

　今度もくそも、もう二度とやりません。

「負傷しない種目で勝負すればいいのだろう。ここは藤ふじ島しま中ちゆう将じようでもできるチンチロリンで」

「俺はチンチロは苦にが手てだ」

「おいおい、ただのツキ勝負でも俺んとこの義弟おとうとに勝つ自信がないのか」

　四代目はあおるのをやめてください！

「ナルミ、座れ。マスター、丼どんぶり借りるぞ」

　酒は飲んでいないはずなのに、サイコロ三個を取り出したテツ先輩の目は据すわっていた。やだよもう！

「いいからやれよ園えん芸げい部。アリスに給料もらったんだろ」

「まあまあナルミ君、座れってば」

「大だい丈じよう夫ぶだ、自分もヒロさんも参加してやるから」

「どこが大丈夫なんですかリスク増えるだけじゃないですか！」

　左右から腕をつかまれて、非常階段の席に強ごう引いんに座らされる僕。

「親おや決ぎめするぞ」と、テツ先輩が丼にサイコロを投げ込んだ。







　なぜ毎まい回かい毎回勝かつのかわからないけど、一時間後、僕の財さい布ふの膨ふくれ方はものすごいことになっていた。ただでさえアリスにもらった給料にほとんど手をつけていないのに。

　四代目はあまりにも負けすぎて途と中ちゆうで帰ってしまい、少佐とヒロさんは敗戦ショックのあまりハイペースで一いつ升しよう瓶びんを空からにして、今はテーブルに突つっ伏ぷして眠っている。まだ夕方の五時なんだけど。

　無事なのは、青ざめながら四し五ご六ろとゾロ目を連発していた僕、そしてだいたいプラマイゼロくらいで酒も飲んでいなかったテツ先せん輩ぱいだけだった。

「なんでナルミはチンチロで負けねえんだろな……」

「さ、さあ？」

　どこかで大きな揺り戻しがあって破は産さんするほど負けそうで、怖い。もうやりたくない。

「いいよ。わかったよ。俺は負け犬。おまえは強い」

　ふうっと空に向かって息を吐き、テツ先輩は非常階段の足下のコンクリートに仰あお向むけになる。なんかちょっと本気で言ってそうで、僕は先輩の顔を見られなくなる。

　あんな、人の弱みにつけこむような勝ち方をしてしまったのだ。

「気にすんな。おまえ、もちっと手段選ばない心を学んだ方がいいぞ。チンチロだって、金が儲もうかったんだからいいじゃねえか。素直に喜んどけよ。気になるなら、こいつらにちょっとおごればいい。仲間内の賭かけの勝ち負けを気にするような人間なら、俺らニートなんてやってねえっつうの」

　先輩が空を仰いだまま言う。それは、そうかもしれない。

　あんなことがあった後でも、先輩は僕と平気な顔して遊んでくれる。ミンさんに言わせれば、この路ろ地じ裏うらの湿った暖かさとてきとうさもまた、僕の世界の強さ。

　でも、僕はやっぱり、てきとうなままにしておくことができない。だから、テツ先輩と同じ空を見上げながら言う。

「小さ百ゆ合り先生、新しくできた園えん芸げい委員会の顧こ問もんになってくれました」

「……ん」

　先輩の、あいまいな返事。

「生徒会長が──羽は矢や野の友とも彦ひこさんの妹なんですけど、がんばってくれて。温室も花か壇だんもきれいに残ってて、今は彩あや夏かがみんなにガーデニング教えてます。だから」

　だから──なんだろう？　僕はテツ先輩になにを言えばいいんだろう。

　簡単だよ。記き憶おくの中の彩夏が言う。藤ふじ島しまくんにもできるよ。怒ったら普通に怒ど鳴なって、嬉うれしかったら普通に笑って、ほしいものがあったら普通に言えばいいだけだよ。

　それはちっとも簡単じゃないよ、彩夏。

　でも、言葉を見つけられないまま意識が空に吸い込まれそうになっていた僕の脇わき腹ばらを、テツ先輩は軽く小こ突づいてくれる。わかってるよ馬鹿。そんな感じのパンチで。

　だから僕も言葉の尻尾しつぽを宙に漂わせたまま、コンクリートの上に寝ね転ころがった。梅つ雨ゆの合間の晴れた空は目にしみるくらい青い。







「わ、わ、わ、なにこれっ」

　いきなり声がした。びっくりして頭を持ち上げると、ビルの谷間に、うちの高校のセーラー服姿すがたがある。茶色がかったショートの髪かみを、片側だけ髪かみ留どめでとめて、気の強そうな眉まゆと、その下のくりっとした瞳ひとみをくっきり見せている。見慣れているのに、懐なつかしい顔。

「ミンさんミンさん、四人とも酔い潰つぶれてる！　すごいよまだ店開けてないのに」

　彩あや夏かが勝かつ手て口ぐちに向かって言うと、ドアが開いてミンさんが僕ら死体四つをじろりと一いち瞥べつして言う。

「彩夏、手洗う前にそいつら全員燃えるゴミに出しておけ。それから酒さか瓶びん洗っといて」

「他はともかく、向むか井いさんは燃えるゴミに出したら色いろ々いろ爆発するんじゃないかな」

　向井さんというのは少しよう佐さの本名。そう呼ぶのは彩夏だけだ。

　……あれ？

　なにか、違い和わ感かんがあった。でも、僕がのそのそ起きてきたのに気づいて、彩夏が酒瓶をがちゃつかせながら喋しやべり出すので、僕のその違和感はどこかに押し流されてしまう。

「もー、疲れた。園えん芸げい会議、議員が全部で二十四人だよ、みんなに一日で教えるのは無理だね。温室なんてあたしもわかんないところがけっこうあるし」

「あ……ねえ、そうだ」

　香こう坂さか先せん輩ぱいの言っていたことを思い出し、僕は上半身を起こして訊きいてみる。

「なんで中央園芸会議って名前なの？」

「ん？　ああ、それは」

　彩夏は口ごもる。照れ笑いを浮かべ、しばらくためらってから、また口を開いた。

「英語で、セントラル・ガーデニング・ミーティングでしょ。ＣＧＭね。ほら、藤ふじ島しまくんが作ってくれたあの腕わん章しよう、また使おうと思って。数足りないと思うからまた作ってね」

　ああ、なるほど。あの腕章か。あまりにも彩夏がなんでもなさそうにさらりと言うものだから、僕も一いつ瞬しゆん、なにも疑問に思わずにまた寝ね転ころがろうとした。

「……あ、彩夏っ？」

　僕が立ち上がりかけたとき、彩夏は両腕いっぱいに酒瓶を抱いて勝手口の中に消えるところだった。「ミンさんこれどこに出しとくの？」「とりあえず廊下」「はあい」ドア越しにそんな声が聞こえ、僕はノブに伸ばしかけた手を凍りつかせる。

　今、彩夏は僕のことを──なんて呼んでた？

　コンクリートの上にしゃがみ込む。確かめるのがなんだか怖かった。厨ちゆう房ぼうのドアを開いてもう一度彩夏の顔を見たら、奇き蹟せきが消えてしまいそうで。

　彩夏の記憶が、戻っている？　だって、少佐のことも本ほん名みようで呼んでいた。

　いや、でも。

　それは、おかしい。だって、記憶が戻っているのなら。彩夏がみんな思い出したのなら──

　あの腕わん章しようのエンブレムは内側からＭＧＣと読むことも知っていなくちゃいけない。

　だとしたら。そういう、ことなのか。

　失くしてしまったことも、損なわれてしまったことも、傷ついたものも、みんなそのままで、だけど僕らはこうして今たしかにそばにいて、だからあのときのように、また近づいていく。

　たったそれだけのこと。

　僕の目の前で、もう一度ドアが開く。

「藤島くん、これ」

　彩あや夏かがたしかにそう言って、丼どんぶりの載ったトレイを僕に差し出す。

「アリスに出前だってさ」

　受け取った後も、しばらく僕は彩夏の、見慣れているはずなのに懐なつかしい顔を見つめてしまう。ドアが閉じかけたとき、呼び止めてしまう。

「……なに、かなっ？」

　少しの隙すき間まから彩夏がちょっと恥ずかしそうに顔をのぞかせる。だから僕は、なにを言えばいいのかわからなくて、たぶん哀かなしかったら普通に泣いて、怒ったら普通に怒ど鳴なって、嬉うれしかったら普通に笑って、ほしいものがあったら普通に言えばいいのだと頭ではわかっているのに、やっとのことで口を開いたら、出てきたのはこんな言葉だった。

「なんでアリスのとこに隠かくれてたのか、まだ教えてもらってないよ」

　彩夏は目をまん丸にした後で、さらにドアの隙間を細くした。

「あれはっ」

　いきなりびっくりするような大声を立てた後で、彩夏の声はしぼんでしまう。

「な、なんで女同どう士しの秘密の話を知りたがるかなっ？」

「秘密って……」アリスとなにかあったの？

「だから、その」彩夏はぱたぱたとドアを開け閉めして照れ隠しする。「アリスに色々訊きいたの。藤島くんのこととか、『はなまる』のみんなのこととか」

　僕のこと？

　彩夏はいきなり戸を大きく開いて言う。

「だ、だって、藤島くんあたしのこといっぱい知ってるのに、こっちはなんにも知らなくて不公平だし、そんなの訊けるのアリスしかいないし──なんでこんなこと言わせるかな！」

　二日間。そんなことを、ずっとアリスと話していたのか。

　記き憶おくを失くす前の自分を、取り戻すために？

「だから、そうじゃなくてっ」彩夏は耳まで赤くして声を高くする。「なんでいつも藤島くんは難しく考えるの？　あたしはただ、藤島くんともっと」

「え、あ、ご、ごめん……」

　彩夏の言う通りだ。記憶がどうとか、ごちゃごちゃ考えることなんてない。

　僕らの間にあった距離を、また埋めていく。僕は彩あや夏かに、彩夏は僕に、一歩一歩近づいて。だから今は、手も届くところにいる。

　僕は実際に、トレイを左手で支えて、右手を彩夏に向かって伸ばす。おずおずと、彩夏が左手でそれに応える。僕らの指先のそれぞれが、かすかに触れ合う。

　なんて言おう。さんざん迷った末に、僕は口を開く。

「……お帰り」

　彩夏ははにかんで答えた。

「ただいま」

　厨ちゆう房ぼうの戸が閉じてしまうのを見届けてから、僕は非常階段に向かう。

　彩夏はアリスを通して、答えを見つけた。それなら、最後に一つだけ、不安が残っている。







「園えん芸げい委員会が、今日、正式に発ほつ足そくしたのだったよね？」

　箸はしで一本一本つまんだネギをしゃくしゃくとかじり、ドクターペッパーで流し込みながら、アリスは言った。なぜかずっと僕に背を向けて、寝室奥おくのモニタを見ながらの食事。ベッドの上のぬいぐるみたちも、心なしか僕に尻しりを向けてるやつが多い気がした。冷房もきつい。

「ああ、うん。名前ちがうけど」

「そうか。では、今回の依頼はこれできっぱり完かん遂すい、ということでいいね」

「うん」

　なんでこっちを向いてくれないんだろう、と思う。

　彩夏には質ただせなかった。アリスと二日間も話し合ったということは、彩夏からなにかを訊きいただけじゃなくて、アリスの方からも彩夏になにか訊いたりしなかったのか。

　僕は二本目のドクターペッパーを用意して、ベッドの手前に腰を下ろし、断続的な打だ鍵けんの音に耳を澄すませる。どう訊いていいのかもわからない。

「不安なのだね？」

　肩かた越ごしにアリスが訊いてくる。

「……なにが？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。彩夏は、みんな忘れたままだ」

　僕はアリスの言葉をじっと考える。それって『大丈夫』なことなのかな。わからない。

「だから、あの謎なぞはもう、悠ゆう久きゆうの砂の底だ。ぼくの手の届かないところに、行ってしまった」

　冬の事件で、アリスを動かしていたもの。『彩夏はなぜ学校の屋上から飛び降りたのか』。

　真実が事実に凝ぎよう固こしないままに、埋もれた謎。

「それにね。もうあんなものの答えは必要ないだろう。今の彩夏を見ていれば」

　こいつも少し変わったのかな、と僕は思う。

　真実を事実に変えるために、だれが傷つくことも──自分が傷つくことさえも、厭いとわない探たん偵ていだったはずなのに。

「だからきみとの契けい約やく期間も、これで打ち切りだ」

　アリスがどんな表情を浮かべているのか知りたかった。契約期間。僕が探偵助じよ手しゆをやっているのは、冬の事件で僕が依頼した件の報ほう酬しゆうがわりだった。アリスがほんとうのことを知るまでの期限付きだ。それが、終わってしまった。

　アリスが、あきらめたから。アリスもまた、彩夏を通して答えを見つけたから。

　僕は、もう──ここにいる理由がない。

　アリスはようやく手を止めて、トレイを載せたサイドテーブルを脇に押しやり、こっちを向いてくれる。胸にぎゅうっと抱きしめたクマのぬいぐるみで顔の下半分を隠かくしていて、その瞳ひとみにたくさんの星がたまっていることしかわからない。

「それでいいの？　アリスは」

　思わず、訊きいてしまった。

「それでいいのかとは、どういうことだい」

　ちょっとあせった色がアリスの目に浮かぶ。

「まさかっ、きみみたいな無能な探偵助手を僕が惜しむとでも？　うぬぼれないでくれたまえ、ドクターペッパーを運ぶしか能がないやつに支払うにしては賃ちん金ぎんが高すぎたと猛もう省せいしているところだよ！　愚ぐ昧まいだし、魯ろ鈍どんだし、自転車の運転は雑だし、文句が多いし、勝かつ手てに猛もう進しんして怪け我がまでするしっ、ぼくの思っていることなんて毛ほども察しないほど鈍いし、少しよう佐さにロボットでも作ってもらった方がまだしも」

「ええと。ごめん鈍くて。その……アリスが思ってることって？」

「そんなのはどうでもいいだろう！　もう契約は終わりなんだからっ」

　アリスはシーツの上に座ったまま飛び跳ねるくらい激した。顔が真まっ赤かになって、髪かみが強風になぶられたみたいに乱れる。な、なんかめちゃくちゃ怒ってるぞ？　なんで怒ってるのかわからないから、僕は鈍いってことなんだろうな。

　でも、だからってどうすればいいんだよ。

「それよりもっ、今回のきみからの依頼の報酬をもらおう。現金で持っているのだろう、ぼくが給料を渡したんだから」

「え、あ、うん」

　僕はしょんぼりとうなだれて、尻しりポケットの膨ふくれあがった財さい布ふに手をやる。

　少しは、アリスの役に立てているかと思っていた。探偵としての能力は及びもつかないけれど、そばにいることで、なにか支えになれているんじゃないかって。

　でも、それは僕の思い上がりで──いつだったか、『いつも隣となりにいるから』なんて約束してアリスに怒られたときも、ああ、そうか、そうだ。ようやく、気づいた。アリスがどう思っているかなんて、関係ない。

　僕が、アリスの隣となりにいたいんだ。

　探たん偵てい助じよ手しゆをずっと続けていたくて、でもそれが今終わってしまいそうで、不安で、さみしくて、どうしようもなくて。

　だから僕は、ふと思いつく。取り出しかけた財さい布ふをポケットにまた押し込む。

「あの、さ。さっきみんなとチンチロリンやって」

　アリスが眉まゆをひそめる。唾つばを飲み込んで、言葉を続ける。

「大負けしたんだ。もらった給料、全部すっちゃった。払えない。だから──」

　探偵の顔色が変わる。それを、持ち上げたクマのぬいぐるみで隠かくそうとする。

「また、助手の仕事で払うよ。だめ……かな？」

　アリスはしばらくなにも答えなかった。ぬいぐるみの頭のちょっと上で、その二つの瞳ひとみに星がにじんで揺れた。それから、ぶわっと長い黒くろ髪かみを舞い上がらせて、アリスは僕に背を向ける。とげだらけの声が飛ぶ。

「あきれた！　せっかくニートにならない選択肢しとしてまともな雇こ用よう関係を経験させてやったというのに、ギャンブルで使い果たしただって？　きみは骨の髄ずいまでニートだよ、金こん輪りん際ざいまとまった金は渡さないことにする」

「ご、ごめ……」

　え。今、最後になんて？

「いいだろう。ぼくに二度も借りを作るというのがどれほど恐ろしいことか教えてあげる。共産主義者を志こころざしたくなるほどの薄はつ給きゆうで生しよう涯がいこき使ってやるから覚かく悟ごしたまえ！」

　僕は喜びのあまり、立ち上がってつんのめる。ベッドの枠わくに手をついてなんとか転ぶのをこらえた。

「えっと。……ありがと。あの、僕、ほんとに」

「じゃあ、いつものローソンでドクターペッパーを二ケース買ってきたまえ、在庫が一ダースを切ったら補充するようにとなんべん言えば憶おぼえるんだい」

　背中越しにアリスが言う。僕は嬉うれしくて返事を声にも出せなくて、事務所を出る前に何度も何度もそのパジャマの背中を振り返って見てしまう。







　外に出て、靴くつをちゃんと履はき、立ち上がったときだった。軒のき下したからつり下がった、小さな黒い影が目に入る。アリスがこのビルのあちこちに設置した防犯カメラの一つだ。

　防犯カメラ。僕は声をあげそうになる。

　アリスはモニタで見ていたはずだ。ヒロさんや少しよう佐さや四代目を相手に、僕がチンチロリンで大勝ちするところを。僕の噓うその証しよう拠こを。それなのに──

　振り向く。

　ＮＥＥＴ探たん偵てい事務所の看かん板ばんに記された、あの一文が僕の目に映る。




　It'こs れthがe たonっlたy ひNとEつEのT 冴thえinたg やtoり dかo.た




　巧うまいやりかたではなかったかもしれない。

　アリスが、どうして僕の噓うそを見逃したのかもわからない。

　でも、僕にはこれしかなかった。そうして、今でも僕はアリスの隣となりにいる。

　なにもかもが元通りにはならないけれど、それでも──

　なんとか生きて、自分の足で歩いている。

　なら、それでいいんじゃないのか。

　看かん板ばんの文句を一度だけ指でなぞる。そこに体温はない。でもそれは、死者の言葉じゃない。彼女がその血で綴つづった、いのちの言葉。

　真実でも噓でもない、至し福ふくと絶望と現実の雛ひな形がた──

　アリスの、物語だ。





〈了〉












　あとがき




　先日、人生で二度目の確定申しん告こくをやってきました──と書いたところで二巻のあとがきを読み返して、ほとんど同じ書き出しなのに気づきました。きっかり一年お待たせしてしまってごめんなさい。

　この一年、色々ありました。引っ越したり……引っ越したり……ええと、引っ越したくらいですかね。およそ八年間、苦しい年月も楽しい年月も過ごしてきた部屋との別れには、なにかしら感かん慨がい深いものがあるのじゃないかと思っていましたが、実際転てん居きよしてみたら全然そんなことはありませんでした。生まれつき薄はく情じようなのかもしれません。

　八年暮らして、壁かべ紙がみもボロボロになったような部屋ですから、荷造りのときには色々なものが出しゆつ土どして愉ゆ快かいな思いをしました。虫のミイラとか（捨てました）。昔の詩集とか（ためらいなく捨てました）。地中に埋まったほとんどのものは、そのままにしておいた方が、世の中が平和でいられるものですね。

　この話のプロットも、長い間、編集さんのＰＣに埋まっていたものでした。考えついて送ったのは去年の夏くらいだったと思います。それからなにをしていたのかというと、ご存じの方はご存じの通り、メモ帳はほっぽってべつの話を書いていました。すみません。

　去年の暮れに、さて三巻を書きますかという話を編集さんからされたとき、僕は自分が以前送ったプロットを読み返して愕がく然ぜんとしました。解決編がまるまる書いていないのです。メールの文面には『一巻のときのように、実際に原げん稿こうになったときにどんな印いん象しようか見てもらいたいので、謎なぞ解ときの部分だけ省いてあります』などともったいぶって書いてあります。ふざけんな半年前の杉すぎ井い！　最後まで書けよ！　ていうかおまえ考えついてなかっただけだろ？　『様々な過去が交こう錯さくする緊きん迫ぱくの学園ミステリ』とかご立りつ派ぱなキャッチコピーがついているところがまた腹立たしいです。

　しかし言い訳させてもらえば（だれに言い訳しているのかわかりませんが）、企き画かく書というのはそういうものです。はったりなのです。執しつ筆ぴつを開始してからの苦しみを予測して事前にきっちりできるようなら、僕はニートなんてやっていません。

　ということで、今年の一月後半は地じ獄ごくのようでした。同じ職場でもっと熱い地獄を味わっている作家仲間が何人もいたことだけが救いです。

　彩あや夏かの物語をリファインするために根気よく改かい稿こうにつきあってくださった担たん当とう編集の湯ゆ浅あささまと、僕よりもはるかに深く彩夏を愛して待っていてくださったイラストレーターの岸きし田だメルさまに、この場を借りて深く御おん礼れい申し上げます。ありがとうございました。





二〇〇八年三月　杉すぎ井い光ひかる









杉すぎ井い　光ひかる

１９７８年、東京生まれ。引っ越しを生涯で三回経験しているが、すべて同じ市内で、新住所をひとに教えるたびにつっこまれる。いいじゃないか市内で引っ越したって。僕はこの街を愛しているのです。でも郷土かるたは暗記してません（市民の義務なんだそうです）。
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岸きし田だメル

１９８３年生まれ、名古屋在住。好きな食べ物はラーメン。好きな飲み物は水。趣味は教育テレビを見ること。絵を描いてるときもずっと見てます。ホームページはhttp://maigo.jp/







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「杉井 光先生」係

「岸田メル先生」係
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